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あいさつ

　平成 26年秋に創刊したオンライン版『海外平安文学研究ジャーナル』
（ISSN:2188 ｰ 8035）は、お陰さまで好評のうちに号を重ね、今号で４
冊目となりました。さまざまな分野の方々から、温かく迎えていただき
ましたことに、篤くお礼申し上げます。
　年２冊の刊行も順調に進捗し、その内容も多彩な論稿を並べる異色の
電子ジャーナルとして話題にしていただいています。ありがたいことで
す。
　今号も、科研のメンバーに留まることなく、広く国内外の研究者に投
稿を呼びかけたこともあり、さまざまな切り口で海外の平安文学が取り
上げられています。日本の文学をこのような角度から見ると、また違っ
た姿が見えてきます。
　本課題では、国際的な視野で日本文学および日本文化を見つめること
を意識して、さまざまな問題に取り組んでいます。多角的な視点で平安
文学を論じた、みなさまからの意欲的な投稿を歓迎します。
　これまでに、多くの方々のご理解とご協力をいただきました。改めて、
お礼申し上げます。
　そして、これからも変わらぬご支援のほどを、どうかよろしくお願い
いたします
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■『海外平安文学研究ジャーナル』原稿執筆要項■

　本ジャーナルの原稿を募ります。平安文学に関する論稿等をお寄せください。

１ 論文分量　400 字原稿用紙換算で 30枚以上（12,000 字以上）
小研究（20枚以下）、研究余滴（10枚以下）、翻訳実践（自由）

２ 原稿表記　原則として日本語表記・横書き
３ 原稿締切　随時（応募希望者は、〈氏名・所属・仮題・簡単な原稿内容・パ

ソコンのメールアドレス〉等を明記して、あらかじめ執筆意向
を【itokaken@gmail.com 】まで連絡のこと）

４ 電子公開　毎年春・秋（予定）
５ 体　裁　　Ａ 5版の版面を想定したオンライン画面
６ 推奨版面  ・活字 11ポイント、27行 ×34 字詰、余白上下左右 20ミリ

・フォントは、MS明朝、Times New Roman
・節ごとに小見出しを付す。
・注は版面ごとにそれぞれ下部にアンダーラインを引いて付す。
注番号は本文の当該箇所に丸括弧（　）付きの数字で示す。
（参考文献の書式例については、「海外源氏情報」内「海外平安
文学研究ジャーナル」（http://genjiito.org/journals/）参照の
こと）

７ 原稿入稿　ワード文書またはテキストファイルをメールに添付して送付。
問い合わせ・送付先　【itokaken@gmail.com 】

８ 採否 /校正　採否はメールで連絡。執筆者の校正は初校のみ。ただし、公
開から１年以内に１度だけ改訂版に差し替え可能。

９ 図版・写真など　掲載許可が必要な場合、原則として資料手配や使用料は
執筆者の負担。図版・写真は、原稿枚数の中に含む。
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＊表紙・前扉・扉　人間文化研究機構・国文学研究資料館所蔵
　『源氏物語屏風』「花宴」巻の色紙
　（金箔散下絵入の詞書、金泥彩色画／番号：ラ１―１８）
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ロシア語訳『源氏物語』とウォッシュバーンによる
新英訳の比較研究

―＜語り＞・和歌・「もののあはれ」の観点から―

土
（つちだ
田　久

く み こ ）
美子

 はじめに

　筆者は 2007 年に学位を取得した博士論文 1 において「ロシア文化を
背景とするロシア人翻訳者が『源氏物語』をどのように理解したのか、
その『源氏物語』観に基づいてどのような翻訳テクストを生み出したの
か」という問題意識の下、タチアーナ・リィヴォヴナ・ソコロワ＝デリュー
シナ氏によるロシア語訳『源氏物語』（1991 － 93 年）を＜語り＞の手
法・和歌・「もののあはれ」といった観点から考察した。
　『源氏物語』は、語り手による物語内容の＜語り＞と和歌から成る。
本居宣長の「もののあはれ」論は今日では手放しで認められている訳で
はないが、この言葉が本物語の美的理念を表わす重要な語であることに
変わりはないだろう。原文とロシア語訳を読み比べたところ、やはりこ
の三点に同訳の特徴が表れていた。
　考察の結果、ロシア人翻訳者の『源氏物語』理解が訳文に反映された
ところは、末松謙澄（1882 年）・ウェイリー（1925 － 33 年）・サイ
デンステッカー（1976 年）・タイラー（2001 年）の英訳、シフェール
の仏訳（1977・1988 年）、ベーネル 2の独訳（1966 年）、林文月（1973

1　拙論『ロシア語訳『源氏物語』の研究―＜語り＞・和歌・もののあはれの
観点から―』（2006 年度青山学院大学大学院国際政治経済学研究科国際コミュニ
ケーション専攻博士論文）。2015 年、関西学院大学出版会よりオンデマンド出版
された。以下、拙論からの引用出典は、2015年に出版された書籍のページ数で示す。

2　1 の拙論では独訳者を「ベンル」と表記したが、常田槙子氏がユディット・
アロカイ氏の論文に基づいて「ベーネル」と表記しているため、本論でもそのよ
うに表記する。

常田槙子「ベーネル訳『源氏物語』における和歌の翻訳：英訳・仏訳との比較
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－ 78年）・豊子愷（1980 － 84 年）の中国語訳には見られない、ある
いは大多数の他の外国語訳には見られない特徴になっていたことが明ら
かになった。
　その後 2015 年、デニス・ウォッシュバーン氏による新しい英訳が加
わった。
　そこで本論では、上記の拙論でロシア語訳の特徴および独自性だと結
論付けたことが、新英訳と比較してもなお有効であるかどうか、検証す
る。

 １. ＜語り＞の手法の翻訳

1.1 人物呼称

　デリューシナ氏は、世の中の全ては移り変わると同時に全ては変わら
ずに残ると言う、「不変性（ȝȜȟȠȜȭțȟȠȐȜ）と無常（ȖȕȚȓțȥȖȐȜȟȠȪ）の
一体性の感覚（ȜȧȡȧȓțȖȓ�ȓȒȖțȟȠȐȎ）」が『源氏物語』を貫いている
と考えた。氏の理解では、それは後に芭蕉が「不易流行」として定式化
したことである。すなわち、四季は常に移り変わるが、四季の交代その
ものは規則的である。人間の世代も交代するが、人間の社会自体は不変
である。そのため『源氏物語』の呼称の流動性を翻訳でも維持すること
が非常に重要だと思えたという。というのも、源氏の呼称が中将、大
将、大納言と変化することに無常が表現されていると同時に、後の世代
の夕霧や薫も同じ「中将」と呼ばれることに不変性が表現されていると
デリューシナ氏は考えたからである。
　もっとも、同様の翻訳は仏訳でも行われていた。シフェールも、『源
氏物語』は終わりのない川のようなものであり、それは『方丈記』や芭
蕉の「流行」と「不易」を対照させる思想に通じているとの見解を有し
ていた。そして原文通りの呼称の変化を仏訳でも維持することによって、
人間の世の中は流れが絶えない川のごときものという思想を伝えること

から」『海外平安文学研究ジャーナル』(vol.1.0)、p59、2014 参照。
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ができると、仏訳書の序文で述べていたのである。フランス人翻訳者は
「『流行』と『不易』を対照（opposition）させる思想」、ロシア人翻訳
者は「不変性と無常の一体性の感覚」と述べており、「対称」と「一体性」
という違いはあるが、人物呼称についての理解と翻訳実践には共通点が
ある 3。
　英訳においては、先行するウェイリー訳・サイデンステッカー訳と
異なり、タイラー訳になって原文通り変化する呼称が用いられるように
なったことが指摘されている。タイラー訳の人物呼称は、語り手が帰属
する社交圏を明確化したり、日本語の敬語体系を英訳でも表現したり、
原文における視点ないし叙述の焦点の移動を英訳にも反映させたりする
効果を生んでいる4。ただし、タイラー氏の人物呼称についての理解には、
デリューシナ氏と重なる点は見られない。
　それでは、最新のウォッシュバーン訳ではどのように翻訳されている
だろうか。
　まずは源氏の呼称の移り変わりを、原文・ロシア語訳・ウォッシュバー
ン訳の順に示す。以下、下線は全て源氏を指す呼称である。

原文①　中將の君も、おどろおどろしう、さま異なる夢を見給ひて、5 
       （若紫巻）
露 訳 ①　Ɇɟɠɞɭ�ɬɟɦ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɭ�Ɍɸɞɡɺ�ɩɪɢɫɧɢɥɫɹ�ɭɞɢɜɢɬɟɥɶɧɵɣ��

ɫɬɪɚɧɧɵɣ�ɫɨɧ�（その間チュウジョウ殿は驚くべき、奇妙な夢を見

3　詳しくは前出 (1) 第一部・第一章人物呼称（p56-105）で論じた。デリュー
シナ氏の人物呼称に関する理解は、講演「『源氏物語』の翻訳作業について若干の
言葉」（2002 年 2 月 22 日、於モスクワ市・外国文学図書館）の記録 http://graf-
mur.holm.ru/gerb/gerb10.htm 参照。シフェールの見解は、Murasaki Shikibu. 
Le Dit du Genji. Vol. 1. pXXII-XXIII. Traduction du japonais par René Sieffert. Paris.
Publications orientalistes de France. 1988 参照。

4　緑川真知子『『源氏物語』英訳についての研究』p289-323（武蔵野書院、
2010 年）

5　原文はデリューシナ氏が翻訳の底本とした岩波大系より引用する。『日本古
典文学大系　源氏物語（一）』p207、山岸徳平 校注（岩波書店、1958）
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た。）6

ウォッシュバーン訳（以下「W訳」）①　2QH�QLJKW�*HQML�KDG�D�ZHLUG�

DQG�WHUULI\LQJ�GUHDP� 7

原文②　まゐり給ふ夜の御供に、宰相の君も、仕うまつり給ふ。8

（紅葉賀巻）
露訳②　ȼ�ɧɨɱɶ��ɤɨɝɞɚ�ɧɨɜɚɹ�Ƚɨɫɭɞɚɪɵɧɹ�ɫɭɩɪɭɝɚ�ɜɫɬɭɩɢɥɚ�ɜɨ�

Ⱦɜɨɪɟɰ��ɟɟ�ɫɨɩɪɨɜɨɠɞɚɥ�ɢ�ɝɨɫɩɨɞɢɧ�ɋɚɣɫɺ�

 （新しい皇后が参内した夜、サイショウ殿も彼女に随行した。）9

W訳②　7KH�QLJKW�)XMLWVXER�IRUPDOO\�HQWHUHG�WKH�SDODFH�DV�(PSUHVV�

IRU�WKH�¿UVW�WLPH��*HQML��LQ�KLV�UROH�DV�&RQVXOWDQW��ZDV�LQ�KHU�

UHWLQXH10.

原文③　宰相中將、
「「春」といふ文字たまはれり」
とのたまふ聲さへ、例の人に異なり。11  （花宴巻）
露訳③　ȼɨɬ�ɜɵɯɨɞɢɬ�ɝɨɫɩɨɞɢɧ�ɋɚɣɫɺ�ɧɨ�ɬɸɞɡɺ�

í�©ȼɟɫɧɚ�ɱɭɧɶª��±�ɨɛɴɹɜɥɹɟɬ�ɨɧ��ɫɪɚɡɭ�ɠɟ�ɩɪɢɜɥɟɤɚɹ�ɤ�ɫɟɛɟ�

ɜɨɫɬɨɪɠɟɧɧɨɟ�ɜɧɢɦɚɧɢɟ�ɫɨɛɪɚɜɲɢɯɫɹ��ɢɛɨ�ɞɚɠɟ�ɝɨɥɨɫ�ɭ�ɧɟɝɨ�ɧɟ�

ɬɚɤɨɣ��ɤɚɤ�ɭ�ɞɪɭɝɢɯ���

6　Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ��ɉɨɜɟɫɬɶ�ɨ�Ƚɷɧɞɡɢ� �Ƚɷɧɞɡɢ�Ɇɨɧɨɝɚɬɚɪɢ���Ʉɧ����S����
ɉɟɪ��Ɍ�Ʌ��ɋɨɤɨɥɨɜɨɣ±Ⱦɟɥɸɫɢɧɨɣ��Ɇɨɫɤɜɚ��ɇɚɭɤɚ������. 露訳には筆者による再
和訳を添える。なお、訳語がロシア文字による日本語の音の表記になっている場
合、「チュウジョウ」などと片仮名表記した。

7　Murasaki Shikibu. The Tale of Genji. p113. Translated by Dennis Washburn. 
New York. London. W.W. Norton&Company. 2015. 英訳の再和訳は、紙幅の都合上
割愛させていただく。

8　前出 (5)p299
9　前出 (6)p148
10　前出 (7)p171
11　前出 (5)p303
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 （そこへサイショウ－ノ チュウジョウ殿が出てくる：
「『春 ( チュン )』」、と彼が発表すると、直ぐに参集した人々の歓喜
に満ちた注目をひきつけた、なぜなら彼の声ですら他の人々とは異
なっているからである。）12

W訳③　*HQML��ZKR�ZDV�QRZ�D�&RQVXOWDQW�LQ�WKH�&RXQFLO�RI�6WDWH��

DQQRXQFHG�LQ�KLV�LQFRPSDUDEOH�YRLFH��³,�KDYH�GUDZQ�WKH�FKDUDFWHU�

IRU�6SULQJ�´ 13

原文④　（筆者注：退位した桐壺院は春宮のことを）大將の君に、よ
ろづ聞えつけ給ふも、14     　（葵巻）
露訳④　Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɜɟɫɶɦɚ�ɱɚɫɬɨ�ɩɪɢɛɟɝɚɥ�ɤ�ɩɨɦɨɳɢ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɚ�

Ⱦɚɣɫɺ�（帝は非常にしばしばダイショウ殿に支援を求めたので） 15

W訳④　«KH�DVNHG�*HQML�WR�ORRN�DIWHU�WKH�ER\¶V�DIIDLUV�í 16

原文⑤　（春宮は）たゞ、源氏の大納言の御顔、二つにうつしたらん
やうに、見え給ふ。17      （澪標巻）
露訳⑤　«ɤɚɤ�ɞɜɟ�ɤɚɩɥɢ�ɜɨɞɵ�ɩɨɯɨɞɢɥ�ɥɢɰɨɦ�ɧɚ�Ƚɷɧɞɡɢ�

ɞɚɣɧɚɝɨɧɚ� 　　　（ゲンジ・ダイナゴンの顔に瓜二つであった。）18

W訳⑤　«ZLWK�D�IDFH�WKDW�ZDV�DQ�H[DFW�UHSOLFD�RI�$FWLQJ�0DMRU�

&RXQVHORU�*HQML¶V�19

原文⑥　内のおとゞのみなん、御心のうちには、煩はしく思し知らるゝ

12　前出 (6)p150
13　前出 (7)p172
14　前出 (5)p317
15　前出 (6)p158
16　前出 (7)p181
17　前出 (5) 二 p103（1959 年刊）
18　前出 (6)p270
19　前出 (7)p319
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事ありける。20      （薄雲巻）
露訳⑥　Ɉɞɢɧ�ɥɢɲɶ�ɦɢɧɢɫɬɪ�Ⱦɜɨɪɚ�ɞɨɝɚɞɵɜɚɥɫɹ�ɨ�ɩɪɢɱɢɧɚɯ��ɢ�

ɬɪɟɜɨɠɧɵɟ�ɦɵɫɥɢ�ɧɟɨɬɫɬɭɩɧɨ�ɩɪɟɫɥɟɞɨɜɚɥɢ�ɟɝɨ«

（一人宮内大臣だけが理由について感づいていた、そして、不安な
思いが彼につきまとって離れなかった…）21

W訳⑥　*HQML�DORQH�XQGHUVWRRG�WKH�PHDQLQJ�RI�DOO�WKHVH�WKLQJV��DQG�

KLV�KHDUW�ZDV�GHHSO\�WURXEOHG��VLQFH�KH�NQHZ�KH�ZDV�WKH�FDXVH� 22

原文⑦　召ありて、太政おとゞ、まゐり給ふ。23    （乙女巻）
露訳⑦　ɉɨ�ɨɫɨɛɨɦɭ�ɭɤɚɡɭ�ɜ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɢ�ɭɱɚɫɬɜɨɜɚɥ�ɢ�ȼɟɥɢɤɢɣ�

ɦɢɧɢɫɬɪ�  　　　（特命によって儀式に太政大臣も参加した。）24

W訳⑦　+LV�0DMHVW\�KDG�VXPPRQHG�*HQML�WR�MRLQ�KLP�RQ�WKH�

SURJUHVV��25

原文⑧　あるじの院、菊を折らせ給ひて、青海波のをり、おぼし出づ。26

（藤裏葉巻）
露訳⑧ ɏɨɡɹɢɧ��ɜɟɥɟɜ�ɨɞɧɨɦɭ�ɢɡ�ɫɜɨɢɯ�ɩɪɢɛɥɢɠɟɧɧɵɯ�ɫɨɪɜɚɬɶ�ɞɥɹ�
ɧɟɝɨ�ɯɪɢɡɚɧɬɟɦɭ��ɜɫɩɨɦɧɢɥ��ɤɚɤ�ɬɚɧɰɟɜɚɥɢ�ɨɧɢ�ɤɨɝɞɚ�ɬɨ�ɬɚɧɟɰ�

©ȼɨɥɧɵ�ɧɚ�ɨɡɟɪɟ�ɐɢɧɯɚɣª��

（主人は、彼のために菊を折るよう側仕えの一人に命じて、かつて
彼らが「青海の波」という舞を舞ったことを思い出した。）27

W訳⑧　*HQML��UHPHPEHULQJ�KRZ�KH�DQG�7ǀ�QR�&KǌMǀ�KDG�RQFH�

SHUIRUPHG�WKH�GDQFH�³:DYHV�RI�WKH�%OXH�6HD�´�KDG�VRPH�

20　前出 (5) 二 p227
21　前出 (6) Кн .2.p40-41（1993 年刊）
22　前出 (7)p397
23　前出 (5) 二 p317
24　前出 (6) Кн .2.p87
25　前出 (7)p451
26　前出 (5) 三 p205（1961 年刊）
27　前出 (6) Кн .2.p253
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FKU\VDQWKHPXPV�SLFNHG�IURP�WKH�JDUGHQ«�28

　源氏の呼称は、ロシア語訳では原文に即して①「チュウジョウ殿」、
②「サイショウ殿」、③「サイショウ－ノ チュウジョウ殿」、④「ダイショ
ウ殿」、⑤「ゲンジ・ダイナゴン」、⑥「宮内大臣」、⑦「太政大臣」、
⑧「主人」と変化していく。このような移り変わりに、デリューシナ
氏は「無常」を感じたというわけである。（ただし、後の例に見られ
るように、「ゲンジ」という呼称も平行して用いられることもある。）
一方ウォッシュバーン訳では、③に「a Consultant in the Council of 

State（国政評議会顧問）」、⑤には「Acting Major Counselor Genji（臨
時上級参与官ゲンジ）」と官職名も併記されているものの、一貫して
「Genji」が用いられている。
　次に、同一の呼称が世代を超えて物語内に繰り返し登場する例を見
てみよう。紙幅の都合上、本稿では⑨夕霧と⑩薫が「中将」と称され
る場面のみを引用する。

原文⑨　中將の君を、こなたには、けどほくもてなし聞え給へれど、29

       　（蛍巻）
露訳⑨　Ɇɢɧɢɫɬɪ�ɡɚɩɪɟɬɢɥ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɭ�Ɍɸɞɡɺ�ɩɪɢɛɥɢɠɚɬɶɫɹ�ɤ�

ȼɟɫɟɧɧɢɦ�ɩɨɤɨɹɦ��

（大臣はチュウジョウ殿に春の間へ近づくのを禁じた）30

W訳⑨　*HQML�KDG�DOZD\V�NHSW�KLV�VRQ�DZD\�IURP�0XUDVDNL��31

原文⑩　中將は、世（の）中を、深く、あぢきなき物に、思ひすまし

28　前出 (7)p639 本箇所から、葵の上の兄であるいわゆる「頭中将」が太政大
臣になっても「Tō no Chūjō」と称されていることも確認される。ロシア語訳で
は固定した「頭中将」という呼称は用いられていない。

29　前出 (5) 二 p436
30　前出 (6) Кн .2.p151
31　前出 (7)p522
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たる心なれば、32     （匂宮巻）
露訳⑩　Ɍɸɞɡɺ�ɠɟ��ɩɪɟɡɢɪɚɹ�ɦɢɪ�ɫ�ɟɝɨ�ɩɪɟɯɨɞɹɳɢɦɢ�ɭɬɟɯɚɦɢ�

（チュウジョウは、はかない慰みばかりの世の中を軽蔑しており）33

W訳⑩　.DRUX�KDG�D�GHHS�VHQVH�RI�WKH�LQVLSLG�QDWXUH�RI�PXQGDQH�

DIIDLUV� 34

　ロシア語訳では原文に従い、源氏の息子の夕霧も、その次の世代の薫
も、かつての源氏と同じ「中将」として登場する。この呼称の不変性に、
デリューシナ氏は人間社会の不変性を感じ取ったのである。
　だがウォッシュバーン訳では、夕霧は「彼（源氏）の息子」、薫は「カ
オル」である。デリューシナ氏が考える呼称の不変性は、同訳から読み
取ることはできない。
　ウォッシュバーン氏は翻訳書の序文で、翻訳の際に最優先したのは明
確さと理解しやすさであるため、伝統的な通称の使用が適切と考えられ
る人物にはそれを用いたと述べている 35。
　よって、『源氏物語』の人物呼称から「不変性と無常の一体性の感覚」
乃至「流行と不易を対照させる思想」を読み取った上で、それを翻訳で
も維持していたのはロシア語訳と仏訳のみであることに変わりはないこ
とが判明した 36。ロシア語訳唯一の独自性とまでは言えないが、最新の

32　前出 (5) 四 p227（1962 年刊）
33　前出 (6) Кн .3.p218（1993 年刊）
34　前出 (7)p889
35　 前出 (7)p. xxxviii. なお 811 頁の注で、夕霧は伝統的な通称の使用は避けた

との説明がある。この通称の基になった和歌が物語に登場するのが遅いこと、夕
霧の官位への執念や父親との性格のコントラストといった人物の要となる要素
が、伝統的な通称では十分とらえられないことが理由だという。

36　仏訳での原文①～⑩の呼称は次の通りである。①「Le Commandant（指
揮官）」（前出 (3) の仏訳書 p112. 以下頁数のみ記す）、②「le Sire Conseiller（評
議員殿）」（167）、③「le Commandant Conseiller（指揮官・評議員）」（169）、
④「(au) sire Général（大将殿）」（177）、⑤「le Grand Conseiller Genji（大審議
官ゲンジ）」（308）、⑥「Le Ministre du Dedans（内大臣）」（387）、⑦「le Grand 
Ministre（太政大臣）」（439）、⑧「Le maître de céans（この家の主人）」（628）、
⑨「Le seigneur Commandant ( 指揮官の君 )」（509）、⑩「(au)Commandant（指
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英訳で原文通りの呼称翻訳が行われていないことに照らせば、その特殊
性はさらに際立つであろう。

1.2 時制の交替

　次に、＜語り＞における時制の用法をロシア人翻訳者がどのように理
解し、どのように翻訳に活かしたのかという問題を論じる。
　デリューシナ氏は『源氏物語絵巻』を眺めて、「吹抜屋台」の描写法
が物語本文の性格をよく映し出していると感じた。すなわち、読者の
視野の真ん中に次から次へとエピソードが立ち現れて、それがあたかも
アップで迫ってくるかのようだという印象を受けたのである。この効果
を翻訳文でも伝えるべく、現在形と過去形の文法的交替という手法の導
入を決めたという 37。語りの基本時制は過去形で、主として作中人物の
会話・詠歌を中心とした場面、及び男性が女性を垣間見する場面で現在
形に切り替わることが多くなっている 38。
　前者の例として須磨の巻より、都を去る源氏と都に残る紫の上が和歌
を詠み交わす場面を挙げる。（以下イタリックは原文、下線は筆者による）

原文⑪　「こよなうこそ、衰へにけれ。この影のやうにや、痩せて侍る。
あはれなるわざかな」
との給へば、女君、涙をひと目浮けて、見おこせ給へる、いと忍び
がたし。
身はかくてさすらへぬとも君があたりさらぬ鏡のかげははなれじ
と、きこえ給へば、
わかれてもかげだにとまる物ならば鏡を見てもなぐさめてまし

揮官）」（Vol.2, 268）。なおデリューシナ氏は仏訳を読んでおらず、両者に影響関
係はない。

37　タチアーナ・L・ソコロワ＝デリューシナ『タチアーナの源氏日記』p21、
法木綾子訳（TBS ブリタニカ、1996）

38　ロシア語訳における現在形の使用場面一覧は、前出 (1) の拙論 p116-124
参照。
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いふともなくて、柱がくれに居隠れて、涙をまぎらはし給ふさま、「な
ほ『こゝら見る中に、たぐひなかりけり』と思し知らるゝ、人の御
有様なり」と、まもられ給ふ。みこは、あはれなる御物語きこえ給
ひて、暮るゝ程に歸り給ひぬ 39。
露訳⑪　－ Ʉɚɤ�ɹ�ɩɨɯɭɞɟɥ��－ ɫɤɚɡɚɥ�ɨɧ��－ ɇɟɭɠɟɥɢ�ɹ�ɢ�ɜ�ɫɚɦɨɦ�

ɞɟɥɟ�ɬɚɤɨɣ��ɤɚɤ�ɜ�ɷɬɨɦ�ɡɟɪɤɚɥɟ"�ɉɪɚɜɨ��ɧɟɜɨɥɶɧɨ�ɧɚɱɢɧɚɟɲɶ�

ɢɫɩɵɬɵɜɚɬɶ�ɠɚɥɨɫɬɶ�ɤ�ɫɚɦɨɦɭ�ɫɟɛɟ���

　Ɉɧ�ɜɡɝɥɹɧɭɥ�ɧɚ�ɝɨɫɩɨɠɭ��ɤɨɬɨɪɚɹ�ɫɦɨɬɪɟɥɚ�ɧɚ�ɧɟɝɨ�ɩɨɥɧɵɦɢ�

ɫɥɟɡ�ɝɥɚɡɚɦɢ��ɢ�ɫɟɪɞɰɟ�ɟɝɨ�ɫɠɚɥɨɫɶ�ɨɬ�ɛɨɥɢ�　
（「何と私は痩せたことか！」と彼は言った。「まさか私は、実際に
この鏡に映った通りなのか？本当に、思わず自分自身が哀れに思え
てくる」
目にいっぱい涙を浮かべて彼を見つめる夫人に彼は目をやった、そ
して彼は心が痛みで締め付けられた。）
ʊ�ɉɭɫɬɶ�ɦɟɧɹ�ɫɚɦɨɝɨ�� �  　　（私自身には）
ɀɞɭɬ�ɞɨɥɝɢɟ�ɝɨɞɵ�ɫɤɢɬɚɧɢɣ�

 （長い流離の年月が待ち受けているとしても）
Ɋɹɞɨɦ�ɫ�ɬɨɛɨɣ�    　 （あなたの隣に）
Ɉɫɬɚɧɟɬɫɹ�ɡɟɪɤɚɥɨ�ɷɬɨ�� 　　　（この鏡が残されるだろう、）
Ⱥ�ɜ�ɧɟɦ�ʊ�ɨɬɪɚɠɟɧɶɟ�ɦɨɟ� ―  （その中には ― 私の影 ―）
ɝɨɜɨɪɢɬ�Ƚɷɧɞɡɢ��ɚ�ɨɧɚ�ɨɬɜɟɱɚɟɬ�

（とゲンジは言い、彼女は答える：）
ʊ�Ʉɨɝɞɚ�ɛɵ�ɫɨ�ɦɧɨɣ     （もしも私と共に）
ȼ�ɞɧɢ�ɪɚɡɥɭɤɢ�ɬɜɨɟ�ɨɬɪɚɠɟɧɶɟ 

（別れている日々にもあなたの影が）
Ɉɫɬɚɬɶɫɹ�ɦɨɝɥɨ�     　　（残るならば、）
ə�ɛɵ��ɜ�ɡɟɪɤɚɥɨ�ɷɬɨ�ɝɥɹɞɹ��  　　  （この鏡を見ながら、）
Ɂɚɛɵɜɚɥɚ�ɨ�ɝɨɪɟ�ɫɜɨɟɦ� 　　  （悲哀を忘れることでしょう。）

39　前出 (5) 二 p20-21
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  　ɗɬɢ�ɫɥɨɜɚ�ɨɧɚ�ɩɪɨɢɡɧɨɫɢɬ�ɫɨɜɫɟɦ�ɬɢɯɨ��ɫɥɨɜɧɨ�ɩɪɨ�ɫɟɛɹ�ɢ��

ɩɪɹɱɚɫɶ�ɡɚ�ɫɬɨɥɛɨɦ��ɩɵɬɚɟɬɫɹ�ɫɤɪɵɬɶ�ɫɥɟɡɵ��©Ɇɧɨɝɢɯ�ɠɟɧɳɢɧ�

ɹ�ɡɧɚɥ��ɧɨ�ɧɢ�ɨɞɧɚ�ɧɟ�ɫɪɚɜɧɢɬɫɹ�ɫ�ɧɟɣ�ª�－ ɞɭɦɚɟɬ�Ƚɷɧɞɡɢ��ɧɟ�

ɨɬɪɵɜɚɹ�ɨɬ�ɧɟɟ�ɝɥɚɡ��

　　ɉɪɢɧɰ�ɋɨɬɢ�ɞɨɥɝɨ�ɛɟɫɟɞɨɜɚɥ�ɫ�Ƚɷɧɞɡɢ��ɜɫɟɦ�ɜɢɞɨɦ�ɫɜɨɢɦ�

ɜɵɪɚɠɚɹ�ɫɨɱɭɜɫɬɜɢɟ��ɢ�ɭɟɯɚɥ��ɤɨɝɞɚ�ɫɬɟɦɧɟɥɨ40. 
（この言葉を彼女は独り言のごとく全く静かに口にして、柱の陰に
隠れ、涙を隠そうとしている。「多くの女性を知っていたが、彼女
と比べられるのは一人もいない！」と彼女から目を離さずに、ゲン
ジは思う。
ソチ皇子は、あらゆる態度で同情を表わしながら長い時間ゲンジと
語った、そして暗くなった頃に辞去した。）
W訳⑪　“/RRN�DW�PH���,¶P�QR�ORQJHU�WKH�PDQ�,�ZDV��$P�,�UHDOO\�DOO�
WKDW�WKLQ"�:KDW�D�PLVHUDEOH�VWDWH�RI�DIIDLUV�´�1RWLFLQJ�WKH�WHDUV�LQ�

0XUDVDNL¶V�H\HV��WKH�SLW\�KH�IHOW�IRU�KHU�ZDV�XQEHDUDEOH�

7KRXJK�P\�ERG\�PXVW�ZDQGHU�LQ�H[LOH

0\�LPDJH�ZLOO�QHYHU�EH�IDU�DZD\

5HÀHFWHG�LQ�WKLV�PLUURU�E\�\RXU�VLGH

0XUDVDNL�UHSOLHG�

�7KRXJK�ZH�DUH�DSDUW��,�PD\�¿QG�VRODFH

�,I�SHUKDSV�E\�JD]LQJ�LQ�WKLV�PLUURU

�,�VKRXOG�JOLPSVH�\RXU�LPDJH�OLQJHULQJ�WKHUH

6KH�WULHG�WR�KLGH�KHU�WHDUV�IURP�KLP�E\�VLWWLQJ�EHKLQG�D�SLOODU��6HHLQJ�

KHU�OLNH�WKDW��*HQML�UHDOL]HG�WKDW�QRQH�RI�KLV�RWKHU�ZRPHQ�FRXOG�

FRPSDUH�WR�KHU�

　6RFKLQRPL\D�FRQWLQXHG�KLV�PRXUQIXO�FRQYHUVDWLRQ�ZLWK Genji XQWLO�
GXVN��DW�ZKLFK�WLPH�KH�UHWXUQHG�KRPH41.

40　前出 (6)p221-222
41　前出 (7)p260-261
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　ロシア語訳では、源氏の和歌を契機に現在形に切り替わり、帥の宮が
出てくる文から過去形に戻る。原文で「女君、涙をひと目浮けて、見お
こせ給へる、いと忍びがたし」と言われているように、人は感情が高まっ
た時に和歌を詠む。デリューシナ氏は、こうした詠歌の場面が読者にアッ
プで迫ってくるかのようだという印象を受けて、現在形を用いることに
したのだろう。
　一方、同場面の従来の英・仏・独訳は過去形で統一されており 42、ウォッ
シュバーン訳でもやはり下線の動詞は全て過去形であった。
　垣間見場面の例としては、空蝉の巻より、碁を打っている空蝉と軒端
荻を源氏が垣間見する箇所を引用する。

原文⑫　火近うともしたり。「母屋の中柱にそばめる人や、わが心か
くる」と、まづ目とゞめ給へば、濃き綾の単襲なめり。何にかあら
む上に着て、頭つき細やかに、小さき人の、ものげなき姿ぞしたる。
顔なども、さし向ひたる人などにも、わざと、見ゆまじうもてなし
たり。手つき、やせやせとして、いたう、ひき隠しためり。今一人
は東向きにて、殘る所なく見ゆ。（中略）すべて、「ねぢけたる所な
く、をかしげなる人」と見えたり。「むべこそ、親の、世になくは
思ふらめ」と、をかしく見給ふ。（中略）小君出でくる心ちすれば、
やをら出で給ひぬ。43 
露訳⑫　Ɋɹɞɨɦ�ɫ�ɠɟɧɳɢɧɚɦɢ�ɝɨɪɟɥ�ɫɜɟɬɢɥɶɧɢɤ��Ɉɞɧɚ�ɢɡ�ɧɢɯ�

ɫɢɞɟɥɚ�ɭ�ɫɬɨɥɛɚ��ɛɨɤɨɦ�ɤ�Ƚɷɧɞɡɢ��©ɗɬɨ�ɨɧɚª��ʊ�ɨɛɪɚɞɨɜɚɥɫɹ�ɨɧ�

ɢ�ɩɪɢɧɹɥɫɹ�ɟɟ�ɪɚɡɝɥɹɞɵɜɚɬɶ��

（女の隣で燈が燃えていた。彼女たちのうち一人が、柱の側、源氏
に対し横向きに座っていた。「あれが彼女だ」と彼は喜び、彼女を
凝視し始めた。）
　ɇɚ�ɧɟɣ�ɬɟɦɧɨ�ɥɢɥɨɜɨɟ�ɧɢɠɧɟɟ�ɩɥɚɬɶɟ�ɢɡ�ɭɡɨɪɱɚɬɨɝɨ�ɲɟɥɤɚ��ɚ�

42　詳しくは、前出 (1) の拙論 p153-156 参照。
43　前出 (5)p111-113
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ɫɜɟɪɯɭ�ɟɳɟ�ɱɬɨ�ɬɨ��ɱɬɨ�ɢɦɟɧɧɨ�ʊ�ɧɟ�ɜɢɞɧɨ��Ɇɚɥɟɧɶɤɚɹ�ɝɨɥɨɜɤɚ��

ɢɡɹɳɧɵɟ�ɦɟɥɤɢɟ�ɱɟɪɬɵ�ʊ�ɧɢɱɟɝɨ�ɹɪɤɨɝɨ��ɛɪɨɫɚɸɳɟɝɨɫɹ�ɜ�ɝɥɚɡɚ��

Ⱦɚɠɟ�ɨɬ�ɝɨɫɬɶɢ�ɫɜɨɟɣ��ɫɢɞɹɳɟɣ�ɧɚɩɪɨɬɢɜ��ɨɧɚ�ɫɬɚɪɚɬɟɥɶɧɨ�

ɩɪɹɱɟɬ�ɥɢɰɨ��Ɍɨɧɤɢɟ�ɪɭɤɢ�ɩɪɢɤɪɵɬɵ�ɪɭɤɚɜɚɦɢ��

　ȼɬɨɪɚɹ�ɫɢɞɢɬ�ɥɢɰɨɦ�ɤ�ɜɨɫɬɨɤɭ�ɢ�ɜɢɞɧɚ�ɜɫɹ�ɤɚɤ�ɧɚ�ɥɚɞɨɧɢ�（中
略）ɇɚ�ɩɟɪɜɵɣ�ɜɡɝɥɹɞ�ɧɚɪɭɠɧɨɫɬɶ�ɟɟ�ɤɚɠɟɬɫɹ�ɛɟɡɭɩɪɟɱɧɨɣ��

©ɉɪɚɜɨ��ɧɟ�ɡɪɹ�ɟɟ�ɨɬɟɰ�ɬɚɤ�ɟɸ�ɝɨɪɞɢɬɫɹ��±�ɞɭɦɚɟɬ�Ƚɷɧɞɡɢ��ɫ�

ɥɸɛɨɩɵɬɫɬɜɨɦ�ɪɚɡɝɥɹɞɵɜɚɹ�ɷɬɭ�ɩɪɟɥɟɫɬɧɭɸ�ɨɫɨɛɭ� 
（彼女は模様のある絹でできた、暗い藤色の下の衣を着ていて、そ
の上にさらに何か、それは何であるかは ― 見えない。小さな頭、
優雅な小作りの顔立ち、― 目に付くような際立ったものは何もな
い。向かいに座っているお客にさえ、彼女は努めて顔を隠そうとし
ている。細い手は袖で覆われている。
二人目は東向きに座っていて、手に取るように丸見えである。(中
略 ) 一見したところ彼女の容貌は非の打ち所がないように感じられ
る。「本当に、父親があんなに彼女を誇りにしているのは無理もない」
とゲンジは、この魅力的なお方を興味深く凝視しながら思う。）
（中略）ɧɨ�ɬɭɬ�ɩɨɫɥɵɲɚɥɢɫɶ�ɲɚɝɢ�Ʉɨɝɢɦɢ��ɢ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɬɢɯɨɧɶɤɨ�

ɩɪɨɫɤɨɥɶɡɧɭɥ�ɨɛɪɚɬɧɨ�ɤ�ɜɵɯɨɞɭ�ɧɚ�ɝɚɥɟɪɟɸ44. （だがそこへコギミ
の足音が聞こえてきて、ゲンジは静かに廊下への出口に抜け出た。）
W訳⑫　$�ODPS�KDG�EHHQ�VHW�QH[W�WR�WKH�*R�ERDUG��:KLOH�WU\LQJ�WR�

PDNH�RXW�WKH�¿JXUHV�LQ�WKH�GLP�OLJKW��KH�JXHVVHG�WKDW�WKH�ZRPDQ�

O\LQJ�LQ�SUR¿OH�QHDU�RQH�RI�WKH�FHQWUDO�SLOODUV�ZDV�WKH�\RXQJ�ZLIH�

ZKR�SUHRFFXSLHG�KLP��DQG�VR�KH�UDQ�KLV�H\HV�RYHU�KHU�¿UVW��+HU�

XQGHU�UREH�DSSHDUHG�WR�EH�D�VLQJOHW�RI�VLPSOH�GHVLJQ��G\HG�D�GHHS�

YLROHW�KXH��+H�FRXOG�QRW�FOHDUO\�PDNH�RXW�WKH�SDWWHUQ�RU�FRORU�RI�WKH�

RXWHU�UREH��6KH�GLG�QRW�VWULNH�KLP�DV�DQ�H[FHSWLRQDO�EHDXW\��EXW�KHU�

KHDG�ZDV�VOHQGHU��VKH�ZDV�RI�VOLJKW�EXLOG��DQG�VKH�ZDV�FDUHIXO�WR�

44　前出 (6)p50-51
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NHHS�KHU�IDFH�KLGGHQ�HYHQ�IURP�KHU�SOD\LQJ�SDUWQHU��6KH�DOVR�ZHQW�

WR�JUHDW�OHQJWKV�WR�PDNH�VXUH�KHU�KDQGV�DQG�ZULVWV�GLG�QRW�SURWUXGH�

IURP�KHU�VOHHYHV��7KH�RWKHU�ZRPDQ�ZDV�IDFLQJ�HDVW��VR�KH�FRXOG�

VHH�DOO�RI�KHU��( 中略 ) 1RWKLQJ�ZDV�RXW�RI�SODFH�RU�DPLVV��DQG�VKH�
ORRNHG�VWXQQLQJ��1R�ZRQGHU�KHU�IDWKHU�WUHDWV�KHU�OLNH�D�SULFHOHVV�

WUHDVXUH��*HQML�WKRXJKW��VDYRULQJ�WKH�SOHDVXUH�RI�JD]LQJ�DW�KHU� 
 （中略） -XVW�WKHQ��KRZHYHU��WKH�ER\�DSSHDUHG�DQG�KH�KDG�WR�TXLHWO\�
ZLWKGUDZ45.

　ロシア語訳では、源氏の垣間見開始を境に時制が切り替わり、源氏の
目に映る空蝉と軒端荻は現在形で語られる。小君が出てくる気配がして
源氏が垣間見を終えると、再び過去形に戻っているのである。
　このような時制の交替は同場面の従来の英・仏・独訳のみならず、
ウォッシュバーン訳にもやはり見られないことが判明した。ただし
ウォッシュバーン訳では「No wonder her father treats her like a 

priceless treasure!（彼女の父が彼女を、値がつけられないほど貴重な
宝のように扱うのも当然だ）」という源氏の内的独白をイタリックで強
調させ、現在形にしている。内的独白を際立たせるのはむしろ、ロシア
語訳にはないウォッシュバーン訳の特徴である 46。　
　以上、ロシア語訳では会話・詠歌を中心とした場面、及び垣間見の場

45　前出 (7)p55-57
46　詳しくは、前出 (1) の拙論 p135-138 参照。もっとも、心内語に現在形を

用いるのは独訳やタイラー訳などにも見られる。
　ロシア語訳でも別の場面では、心内語に現在形が用いられることがある。例

えば浮舟が匂宮と密通していることを知った薫の心理描写（前出 (5) 五 p257（1963
年刊）にはロシア語訳にも現在形が使用されている（前出 (6) Кн .4.p166（1993
年刊）。ただし、該当のウォッシュバーン訳（前出 (7)p1205）のように主語を「私」
にしたり、イタリック体にしたりということは見られない。

　ウォッシュバーン氏は序文で、英語の訳文にも日本の古文の痕跡が見えるよ
うにした工夫の一つとして、内的独白をイタリックで際立たせたと述べている。
前出 (7)p.xxxvi



- 25 -

面が現在形になることが多く、デリューシナ氏はこうした場面に視覚臨
場性を感じていたことが分かる。
　ロシア語の言語学的研究によれば、ロシアの文学作品でも「言う」の
ような発話の動詞、及び「見る」のような視覚行為動詞は、過去形によ
る語りの中でも現在形が多く用いられる傾向がある。それにより、作者
があたかも作中人物と同じ時間内にいるかのように思わせ、さらに読者
も作中世界に引き入れるような効果を生むのである 47。
　ロシアの文学作品に根ざした時制の交替という手法は、最新の英訳に
も用いられていないことが確認できた。

 ２. 作中和歌の考察

2.1 リズムの翻訳

　デリューシナ氏は翻訳された和歌がロシア語の詩としても味わえるよ
うにしたいと志して、翻訳にあたってリズムを重視した。ただ、ロシア
語の作詩法はアクセントのある音節とない音節の組み合わせでリズムを
作るものであり、和歌の 31音節をそのままロシア語に当てはめること
はできないと氏は考えた。検討の末、ジュコフスキイ（1783-1852）の『彼
女に』（1811 年頃）という詩の韻律を参考にして次のようなリズムを
考案した。引用するのは、重病の桐壺更衣が帝に詠んだ別れの和歌であ
る。アクセントのある音節を「－」、ない音節を「U」で表わす。

原文⑬　かぎりとて別るゝ道のかなしきにいかまほしきは命なりけ
り 48

露訳⑬
ȼ�ɫɟɪɞɰɟ�ɬɨɫɤɚ�    　　　心には憂鬱
   －　��8�8｜－

47　詳しくは、前出 (1) の拙論 p114、152、164-167 参照。
48　前出 (5)p31



- 26 -

ɉɨɞɨɲHɥ�ɤ�ɫɜɨɟɦɭ�ɩɪɟɞɟɥɭ   果 てに近づいた
  U　U－ ｜  UU－ ｜U   － U
ɀɢɡɧɟɧɧɵɣ�ɩɭɬɶ��                        命の道。
  － U   U｜  －
Ⱥ�ɜɟɞɶ�ɦɧɟ�ɬɚɤ�ɯɨɬɟɥɨɫɶ�ɢ�ɞɚɥɶɲɟ      
UU 　　 －｜UU   －｜UU－｜U

私はこんなに先へも行きたいのに
ɉɨ�ɧɟɦɭ�ɫ�ɬɨɛɨɸ�ɢɞɬɢ���49　  　その道をあなたと共に…
U　U － ｜U － U｜U－

　このように、五行詩でアクセント数をそれぞれ 2－ 3－ 2－ 3－ 3
としたものが、ロシア語訳における和歌の基本的な翻訳形式である。デ
リューシナ氏はこのリズムによって、和歌の韻律をロシア語でも伝える
ことができると考えたのである。
　五行詩という点は従来の英訳とは異なり、仏訳および独訳と同じであ
る。ただし、仏訳と独訳は音節数を5－7－5－7－7に揃えている点で、
ロシア語訳と異なる 50。
　ウォッシュバーン氏も、英語で 31音節にしても、和歌の意味も美的
雰囲気も表現できないことが多く、また必要な音節数にするために語を
加えるのも誤りだと考えた。試行錯誤の末に考案したのは、音節が同じ
数の三行詩という形式である。音節数は和歌毎に異なる 51。例えば⑬の
和歌は、次のように一行が 11音節から成っている。

W訳⑬　1RZ�LQ�GHHSHVW�VRUURZ�DV�,�FRQWHPSODWH
�� 　　－��8�� － �8　�－�8　8�8  － 8　�8

2XU�GLYHUJLQJ�URDGV��WKLV�IRUN�ZKHUH�ZH�PXVW�SDUW

��8　8�－ 8　�－　　8���－　　－　 8��－�　�－

49　前出 (6)p9
50　詳しくは、前出 (1) の拙論 p169-207 参照。
51　前出 (7)p.xxxvii
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+RZ�,�ORQJ�WR�ZDON�WKH�SDWK�RI�WKH�OLYLQJ52                                           
��－  8��－　8��－���　�8－  8　8�－ 8

　以上、ロシア語訳の和歌の翻訳形式はウォッシュバーン訳を含む英訳、
仏訳、独訳とは異なる独自なものと言うことができる。ただ、31音節
で翻訳するのではなく翻訳される言語で和歌に近いリズムに聞こえるよ
うな形式を考案しようと試みた点は、デリューシナ氏とウォッシュバー
ン氏の共通点である。

2.2 和歌の修辞技法の翻訳

　デリューシナ氏は、ロシア詩の修辞技法である比喩と掛詞が異なる点
として、掛詞は原則として自然界と人間界を表わす同音異義語の組み合
わせから成っており、その基盤には人間と自然の不可分性という『源氏
物語』の、ひいては日本人の世界観があると考えていた 53。
　もっとも、掛詞を深く理解していたとは言え、実際の翻訳では成功例
の数は限られてしまっている。それでも、以下のような非常に興味深い
例がある。いずれも源氏が末摘花を想って詠んだ和歌である。（斜体は
原文、下線は筆者による。）

原文⑭　なつかしき色ともなしになにゝこの末摘花を袖にふれけん 54

（末摘花巻）
露訳⑭
ȼɪɹɞ�ɥɢ�ɰɜɟɬɨɦ�ɫɜɨɢɦ�　　自らの色では恐らく、
Ɉ�ɲɚɮɪɚɧ��ɬɵ�ɩɪɟɥɶɫɬɢɬɶ�ɦɟɧɹ�ɦɨɠɟɲɶ�

おおサフランよ、私を魅了できまい、

52　前出 (7)p6
53　デリューシナ氏の掛詞に関する理解について詳しくは、前出 (3) の Web

サイト参照。
54　前出 (5)p263
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ɇɨ�ɫ�ɤɪɚɫɧɵɦ�ɰɜɟɬɤɨɦ�±   　だが赤い花〔鼻〕とは ―
ɉɨɱɟɦɭ��ɹ�ɢ�ɫɚɦ�ɧɟ�ɡɧɚɸ�±  　なぜか、私自身にも分からぬが ―
Ɋɚɫɫɬɚɬɶɫɹ�ɧɢɤɚɤ�ɧɟ�ɦɨɝɭ55.  　  どうしても別れられぬ。

原文⑮　くれなゐの花ぞあやなくうとまるゝ梅のたち枝はなつかしけ
れど 56　　　　　　　　　　　　　　                       （末摘花巻）
露訳⑮
ɇɟ�ɩɨɣɦɭ�ɨɬɱɟɝɨ�      なぜかは分からない、
ɇɨ�ɫ�ɚɥɵɦ�ɰɜɟɬɨɦ�ɜɫɟɝɞɚ�ɹ 　　　 だがいつも私は紅色［鼻］と
Ȼɵɥ�ɧɟ�ɜ�ɥɚɞɚɯ�    　　不和であった、
ɏɨɬɶ�ɢ�ɩɥɟɧɹɥɢ�ɦɟɧɹ�  　　　　　花咲く梅は私を
ɐɜɟɬɭɳɢɟ�ɫɥɢɜɵ«57   　　　 魅了したけれども…

原文⑯　ふる里の春のこずゑにたづねきて世の常ならぬ花を見るか
な 58       （初音巻）
露訳⑯
Ɂɚɲɟɥ�ɩɨɫɦɨɬɪɟɬɶ      古い庭に
ə�ɧɚ�ɞɟɪɟɜɶɹ�ɜɟɫɟɧɧɢɟ� � 　　　 春の木々を見るため
ȼ�ɫɬɚɪɨɦ�ɫɚɞɭ�    　 私は立ち寄った
ɂ�ɫɥɭɱɚɣɧɨ�ɧɚɛɪɟɥ�ɧɚ�ɪɟɞɤɨɫɬɧɵɣ�� 　　そして偶然、珍しくて、
ɇɨ�ɫ�ɞɚɜɧɢɯ�ɩɨɪ�ɦɢɥɵɣ�ɰɜɟɬɨɤ…59

だが昔から愛しい花 [鼻 ] と出会った…

　「はな」が「花」と「鼻」の掛詞である。ロシア語訳では、いずれも

55　前出 (6)p127
56　前出 (5)p268
57　前出 (6)p131
58　前出 (5) 二 p387
59　前出 (6) Кн .2.p125
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「ǻȜ�ȟ」が斜体で強調されている。「ǻȜ  」は接続詞「～だが」、「ȟ」は
前置詞「～とは」に相当し、「ǻȜȟ」一語で「鼻」という名詞になる。
つまり、ロシア語訳には「鼻」という語が読み取れる仕掛けが施されて
いるのである。これは掛詞よりはむしろ物名（隠し題）という和歌の修
辞技法に似ているが、「はな」の掛詞がロシア語の言葉遊びによって翻
訳されたことは極めて興味深い。

　同様の訳し方は他の外国語訳には見出せなかったのだが 60、ウォッ
シュバーン訳ではどうだろうか。

W訳⑭  7KLV�FRORU�VXLWV�PH�QRW�DQG�QRZ�,�ZRQGHU
:K\�KDYH�,�OHW�P\�VOHHYHV�WRXFK�WKH�VDIÀRZHU

3OLJKWHG�P\�WURWK�WR�6XHWVXPXKDQD�                                            
W訳⑮　7KHVH�VSUHDGLQJ�EUDQFKHV�RI�SOXP�VWLU�ORQJLQJV���
<HW�IRU�VRPH�UHDVRQ�WKHLU�VFDUOHW�EORVVRPV

$UH��OLNH�UHG�QRVHV��UHSXOVLYH�WR�PH

W訳⑯　+DYLQJ�FRPH�WR�YLHZ�WKH�EORVVRPV�RI�VSULQJ
�$W�WKH�DERGH�,�OLYHG�LQ�ORQJ�DJR�

�:KDW�VWUDQJH��P\VWHULRXV�ÀRZHUV�,�VHH�61

　⑭と⑯ 62 は「花」のみ訳出、⑮は「紅花は赤鼻のように嫌悪感を催さ
せる」と両義訳出されているが、ロシア語訳のような言葉遊びは使われ

60　詳しくは、前出 (1) の拙論 p238-245 参照。ただし、和歌⑭のタイラー訳
では「brush（軽い接触）」と「blush（赤色）」という発音が類似した語が用いら
れており、言葉遊びと見なすこともできる。Murasaki Shikibu. The Tale of Genji. 
Vol.1. p127. Translated by Royall Tyler. New York. Viking. 2001

61　⑭は前出 (7)p145、⑮は同 p149、⑯同 p494
62　この和歌に続く「きゝ知り給はざりけむかし。」（前出 (5) 二 p387）とい

う文をウォッシュバーン氏は「though she would not have guessed in any case 
that his mention of flowers, hana, was also a reference to her nose.」（ 前 出 (7)
p494）と訳しており、ここから読者は掛詞の意味が理解できるようにはなってい
る。
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ていなかった。
　以上より、ロシア語訳における掛詞の翻訳方法は新英訳にもない独自
な技法であることが明らかになった。
　もっとも、ロシア語でも言葉遊びにするために、意味は離れたところ
がある。⑭では「なにゝこの末摘花を袖にふれけん」が「だが赤い花と
はどうしても別れられぬ」に変わり、⑮でも「あやなくうとまるゝ」が「紅
色［鼻］と不和であった」、⑯でも「花を見るかな」が「花 [ 鼻 ] と出会っ
た」に変わっている。
　しかし、これらの和歌における最も大切な妙味は、「花」と「鼻」の
掛詞にあるはずである。デリューシナ氏は逐語的な意味の正確さよりも
掛詞の持つ遊びの精神を優先的に読者に伝えたことが分かる。

 ３. 「もののあはれ」の翻訳

3.1 美的理念としての「もののあはれ」の翻訳

　「もののあはれ」は本物語にとって重要な理念でありながら、外国語
への翻訳が非常に困難な語ではないだろうか。本節ではまず、理念とし
ての「もののあはれ」をロシア人翻訳者がどのように理解して翻訳した
のかを検討する。
　比較のために他の外国語訳を挙げると、『光源氏の世界』の著者アイ
ヴィアン・モリスは「the pathos of things」63、タイラー氏は「（無常の
思想と結びついた）pity of things」64 と英訳した。
　1959 年に桐壺巻を仏訳したアグノエルは「la rencontre d’un objet 

mono (avec un sujet, ou vice-versa) 客体（もの）の（主体との）出会い、
またはその逆」であり、「une résonance sentimentale dans le cœur 

kokoro『こころ』の中に感情的共鳴」という形で現れるものだ、と述

63　Ivan Morris. The World of the Shining Prince. p208. London. Oxford 
University Press. 1964.

64　前出 (60) Vol.2, 817
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べた 65。ベーネルは「殆ど翻訳不可能な語」とことわった上で「Wahrheit 
des Herzens（心の真実）」と独訳していた 66。林文月氏による中国語訳
はそのまま漢字で「物之哀」である 67。
　ロシア語訳では、デリューシナ氏は訳書の序文で「例えば、伝統的に「モ
ノ－ノ　アワレ」（ȝȓȥȎșȪțȜȓ�ȜȥȎȞȜȐȎțȖȓ�Ȑȓȧȓȗモノの哀感をたたえ
た魅力）という概念で言い表され、誘惑する物の世界の美という主題と、
その物の世界の不安定性、非永続性についての思想を結びつけている、
『物語』の主要なモチーフの一つの読み方は、非常に果てしなく多様で
ある。」68 と述べていた。すなわち、「もののあはれ」は「モノの哀感を
たたえた魅力」と訳されていたのである。
　「もののあはれ」に悲哀の要素があることは、モリス訳やタイラー訳、
林訳に通じている。だが「魅力」というとらえ方は従来の他の外国語訳
には見られず、ロシア語訳の独自性ではないかと筆者は考えていた。
　ここでウォッシュバーン訳を参照すると、序文に「もののあはれ」に
ついて「無常の自然や人間存在のはかなさに含まれている崇高な、哀
感をたたえた美 (sublime, sad beauty) に対する直感的な感受性を他
の何よりも重んじる「モノノアハレ」という、表面上独得な美的感性
(ostensibly unique aesthetic sensibility)」69という説明がなされていた。
　「魅力」という訳語がなおもロシア語訳独自であることは確認できた
ものの、「哀感をたたえた美」というウォッシュバーン訳は、これまで
の外国語訳と比較すれば、ロシア語訳に非常に近い英訳である。英語圏

65　Murasaki Shikibu. Le Genji Monogatari. p28. Introduction et traduction du 
livre1 par Ch. Haguenauer. Paris. Presses universitaires de France. 1959.

66　Verfaßt von der Hofdame Murasaki. Genji-monogatari. Die Geschichte vom 
Prinzen Genji. Band-1, p.xviii. vollständige ausgabe aus dem original übersetzt 
von Oscar Benl. Zürich. Manesse Verlag.1966.

67　紫式部『源氏物語（一）』p25、林文月訳 . 台北 . 洪範書店有限公司 .2004.
68　前出 (6)p4　デリューシナ氏の「もののあはれ」理解について詳しくは、

前出 (1) の拙論 p291-316 参照。なお「魅力」という訳語は、同氏より前の世代
の日本文学研究者も用いていたもので、全くの独創というわけではない。

69　前出 (7)p.xiv
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での「もののあはれ」のとらえ方が、ロシア語圏でのとらえ方に近づい
てきたと言えるだろう。

3.2 物語本文における「あはれ」の訳語

　美的理念としての「もののあはれ」と物語本文における「あはれ」の
意味は、必ずしも一致するものではない。しかし、デリューシナ氏が「も
ののあはれ」を「モノの哀感をたたえた魅力」と訳していたことが、物
語本文の「あはれ」の訳語にも反映されている興味深い例があるので示
したい。
　⑰は末摘花の巻で、源氏が朝の光で末摘花の赤い鼻を見て驚愕した後、
急いで彼女の屋敷を出て行く場面である。

原文⑰　御車寄せたる中門の、いといたう、ゆがみよろぼひて、夜目
にこそ、しるきながらも、萬かくろへたる事多かりけれ、いと、あ
はれに淋しく荒れまどへるに、松の雪のみ、あたゝ（か）げに降り
積める、山里の心地して物あはれなるを、「かの人人のいひし葎の
門は、かうやうなる所なりけむかし。げに、心ぐるしく、らうたげ
ならん人を、こゝにすゑて、『後めたう、戀し』と思はゞや。（後略）」70

露訳⑰　ɋɪɟɞɢɧɧɵɟ�ɜɨɪɨɬɚ��ɤ�ɤɨɬɨɪɵɦ�ɩɨɞɚɸɬ�ɟɝɨ�ɤɚɪɟɬɭ��ɫɨɜɫɟɦ�

ɨɛɜɟɬɲɚɥɢ�ɢ�ɫɤɨɫɨɛɨɱɢɥɢɫɶ��ɇɨɱɶɸ�ɦɧɨɝɨɱɢɫɥɟɧɧɵɟ�ɢɡɴɹɧɵ�

ɧɟ�ɛɵɥɢ�ɬɚɤ�ɡɚɦɟɬɧɵ��ɯɨɬɹ�ɞɨɝɚɞɚɬɶɫɹ�ɨɛ�ɢɯ�ɫɭɳɟɫɬɜɨɜɚɧɢɢ�

ɧɟ�ɫɨɫɬɚɜɥɹɥɨ�ɬɪɭɞɚ��Ɍɟɩɟɪɶ�ɠɟ�ɩɟɪɟɞ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɨɬɤɪɵɜɚɟɬɫɹ�

ɤɚɪɬɢɧɚ�ɬɚɤɨɝɨ�ɭɧɵɥɨɝɨ�ɡɚɩɭɫɬɟɧɢɹ��ɱɬɨ�ɫɟɪɞɰɟ�ɟɝɨ�ɦɭɱɢɬɟɥɶɧɨ�

ɫɠɢɦɚɟɬɫɹ��Ɍɨɥɶɤɨ�ɫɧɟɝ��ɩɭɯɥɵɦɢ�ɲɚɩɤɚɦɢ�ɩɨɤɪɵɜɚɸɳɢɣ�

ɜɟɬɜɢ�ɫɨɫɟɧ��ɤɚɠɟɬɫɹ�ɬɟɩɥɵɦ�ɢ�ɩɪɢɞɚɟɬ�ɫɚɞɭ�ɬɨ�ɩɟɱɚɥɶɧɨɟ�

ɨɱɚɪɨɜɚɧɢɟ��ɤɚɤɨɟ�ɛɵɜɚɟɬ�ɭ�ɭɟɞɢɧɟɧɧɨɣ�ɝɨɪɧɨɣ�ɭɫɚɞɶɛɵ�

　©Ɍɚɤ�ɜɨɬ�ɨɧɢ��〟ɜɨɪɨɬɚ��ɭɜɢɬɵɟ�ɯɦɟɥɟɦ〝��ɨ�ɤɨɬɨɪɵɯ�ɝɨɜɨɪɢɥ�

70　前出 (5)p258
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ɬɨɬ�ɱɟɥɨɜɟɤ��Ʉɨɝɞɚ�ɛ�ɹ�ɦɨɝ�ɩɨɫɟɥɢɬɶ�ɡɞɟɫɶ�ɠɟɧɳɢɧɭ�ɛɟɫɩɨɦɨɳɧɨ�

ɧɟɠɧɭɸ��ɬɨɦɢɬɶɫɹ�ɨɬ�ɥɸɛɜɢ��ɠɞɚɬɶ�ɜɫɬɪɟɱ���ª�71

（彼の車が寄せてある中門は全く老朽化し、傾いていた。数多くの
欠陥があることは容易に想像できたが、夜はさほど目立たなかった。
今や源氏の前にはとても陰気で荒廃した光景が開かれて、彼の心は
苦しく締めつけられる。ただ、ふかふかした綿帽子のように松の枝
をおおう雪だけが暖かそうで、人里離れた山荘で見られるような哀
感をたたえた魅力を庭に添えている。
「これこそが、あの人の言った『ホップの巻きついた門』だろう。
ここに頼りなげな優しい女性を住まわせて、恋に悩み、逢瀬を待ち
焦がれることができたなら！」）

　一番目の「いと、あはれに淋しく荒れまどへるに」のロシア語訳は「彼
の心は苦しく締めつけられる」なのだが、二番目の山里の心地がする情
景の「物あはれ」は「哀感をたたえた魅力」と訳されているのである。
　この「物あはれ」に関しては「『山里の心地してものあはれなる』、す
なわち荒廃した侘しさ・寂しさを美的情趣に転化する。荒廃幻想が再び
ここに顔を出す。その転換を可能にしているのが『松の雪』である。荒
廃の中で『松の雪』だけがかろうじて彼（筆者注：源氏）に美的情趣あ
る『山里』を連想させる」という指摘がある 72。すなわち、本箇所の「物
あはれ」は侘しさ・寂しさが美的情趣に転化された情景だと言える。デ
リューシナ氏も、ちょうどこの「物あはれ」に「モノの哀感をたたえた
魅力」と訳した「もののあはれ」の本質を感じ取り、そのように訳した
のであろう。
　同様の翻訳は他の外国語訳には見られず 73、ウォッシュバーン訳
も「Like a rustic abode in the mountains, the place was deeply 

71　前出 (6)p125
72　熊谷義隆「末摘花・蓬生巻の廃園：末摘花と自然描写」『山形女子短期大

学紀要』（21）、p92、1989
73　詳しくは、前出 (1) の拙論 p389-391 参照。
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affecting.（山の質素な住まいのように、深く心を打つ場所であった）」74

となっていた。
　よって、この「物あはれ」に美的情趣を読み取り「哀感をたたえた魅
力」という訳語を当てたのは、ロシア語訳のみであることが確認できた。
　もう一箇所は御法の巻で、病身の紫の上が法華経の供養を行った場面
である。

原文⑱　陵王の舞ひて、急になる程の、末つかたの樂、はなやかに、
にぎはゝしく聞ゆるに、皆人の脱ぎかけたるものゝ色々なども、物
の折からに、をかしうのみ見ゆ。みこたち・上達部の中にも、物の
上手ども、手のこさず遊び給ふ。上・下、心ちよげに、興ある氣色
どもなるを、見給ふにも、「のこり少なし」と、身を思したる御心
のうちには、よろづのこと、あはれにおぼえ給ふ。75

露訳⑱　ɇɨ�ɜɨɬ�ɧɚɱɚɥɫɹ�ɬɚɧɟɰ�©Ʉɧɹɡɶ�Ʌɢɧ�ɜɚɧª��ɢ��ɤɨɝɞɚ�

ɬɚɧɰɨɪ�ɩɨɞ�ɝɪɨɦɤɢɟ�ɡɜɭɤɢ�ɦɭɡɵɤɢ�ɞɟɥɚɥ�ɡɚɤɥɸɱɢɬɟɥɶɧɵɟ�ɩɚ��

ɝɨɫɬɢ�ɫɛɪɨɫɢɥɢ�ɹɪɤɢɟ�ɜɟɪɯɧɢɟ�ɩɥɚɬɶɹ��ɱɬɨɛɵ�ɩɨɞɧɟɫɬɢ�ɟɦɭ��

ȼɨɫɯɢɬɢɬɟɥɶɧɨɟ�ɡɪɟɥɢɳɟ�

　　Ɂɚɦɟɱɚɬɟɥɶɧɵɟ�ɦɭɡɵɤɚɧɬɵ��ɤɨɬɨɪɵɯ�ɧɟɦɚɥɨ�ɛɵɥɨ�ɫɪɟɞɢ�

ɩɪɢɧɰɟɜ�ɢ�ɫɚɧɨɜɧɢɤɨɜ��ɭɫɥɚɠɞɚɥɢ�ɫɥɭɯ�ɫɨɛɪɚɜɲɢɯɫɹ�ɱɭɞɟɫɧɨɣ�

ɦɭɡɵɤɨɣ��ɂ�ɜɵɫɲɢɟ�ɢ�ɧɢɡɲɢɟ�ɩɪɟɞɚɜɚɥɢɫɶ�ɛɟɡɭɞɟɪɠɧɨɦɭ�

ɜɟɫɟɥɶɸ��ɇɟɬɪɭɞɧɨ�ɫɟɛɟ�ɩɪɟɞɫɬɚɜɢɬɶ��ɫɤɨɥɶɤɨ�ɩɟɱɚɥɢ�ɢ�ɫɤɨɥɶɤɨ�

ɨɱɚɪɨɜɚɧɢɹ�ɬɚɢɥ�ɷɬɨɬ�ɦɢɝ�ɞɥɹ�ɝɨɫɩɨɠɢ��ɡɧɚɜɲɟɣ��ɤɚɤ�ɛɥɢɡɨɤ�ɟɟ�

ɤɨɧɟɰ76.
 （だがそこへ「陵王公」の舞が始まり、そして、大きな音楽の音に合
わせて舞人が最後のステップを踏んだ時、彼に授けるべく客人たち
は鮮やかな上衣を投げてやった。見事な光景である！
　　素晴らしい音楽家が皇子や高官の間に少なからずいて、絶妙な音

74　前出 (7)p142
75　前出 (5) 四 p176（1962 年刊）
76　前出 (6) Кн .3.p191
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楽で集まった人々の耳を楽しませていた。身分の高い者も低い者も
とめどなく興にふけっていた。最期がいかに近づいているかを知っ
ている夫人にとって、この瞬間がどれほどの哀感と魅力をはらんで
いたかは想像に難くない。）

　正確には「哀感をたたえた魅力」ではないが、「ȝȓȥȎșȪ（哀感）」と
「ȜȥȎȞȜȐȎțȖȓ（魅力）」の二語で合わせて「あはれ」に対応する訳語となっ
ている。そのためこの箇所も、「もののあはれ」という理念を「モノの
哀感をたたえた魅力」と訳していたデリューシナ氏の認識が反映された
ものとして考えたい。
　確かに、ただ悲しいだけでなく美しくもある情景である。「ここでは、
余命意識は情趣に対する感性を鋭敏にさせている」77 と指摘されている。
仏事の有難さ、花鳥の美しさ、素晴らしい舞と音楽、それに興じる人々、
そして生命に対する無常観 ― これらが融合した本箇所の「あはれ」に、
デリューシナ氏は「もののあはれ」の本質を見てとったのであろう。
　他の外国語訳では、「哀感と魅力」という訳語のうち「哀感」の方はウェ
イリー・シフェール・ベンル・豊・林訳でもとらえられていた。しかし、
「魅力」という訳語が当てられた例はない 78。ウォッシュバーン訳でも本
箇所は「Murasaki experienced a gamut of emotions（ムラサキはあら
ゆる領域の感情を経験していた）」79である。感情の種類を特定しない分、
ウォッシュバーン訳の方が「よろづのこと、あはれにおぼえ給ふ」とい
う原文に近いとも考えられるが、少なくとも「魅力」という訳語に関し
ては、やはりロシア語訳の独自性であると言えよう。

77　塚原明弘「死を見つめる心：御法巻の紫の上」『國學院雑誌』（第 96 巻第 1 号）
p60、1995

78　詳しくは、前出 (1) の拙論 p391-394 参照。
79　前出 (7)p854
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 結論

　以上、第一節で＜語り＞の手法として人物呼称と時制の交替、第二節
で和歌のリズムと修辞技法、第三節で美的理念としての「もののあはれ」
と物語本文における「あはれ」の訳語について考察した。
　これらの点に関するロシア人翻訳者の理解が訳文に反映されたところ
は、英訳・仏訳・独訳・中国語訳には見られない、あるいは大多数の他
の外国語訳には見られない特徴になっていたと筆者は博士論文で述べた
のだが、本稿で最新のウォッシュバーン訳と比較した結果、上記の結論
は現在も変える必要はないことが明らかになった。
　考察した観点のうち、時制の交替と和歌の翻訳のリズム、そして掛詞
「はな」の言葉遊びによる翻訳はロシア語の言語的特性に根ざしている
ため、全く同一の特徴を有する他の外国語の新訳が現われる可能性はあ
まり高くないと考えられよう。一方、人物呼称と美的理念としての「も
ののあはれ」、物語本文の「あはれ」の訳語は翻訳者の理解にかかわる
ため、今後も新しい『源氏物語』の新訳を注意して見ていく必要がある。
実際、人物呼称に関しては既に仏訳と共通点があったし、美的理念とし
ての「もののあはれ」を「哀感をたたえた美」とするウォッシュバーン
訳は、ロシア語訳に近づいてきている。
　本稿は、あくまでロシア語訳の独自性を探ることを目的とした。そ
のため、「他の外国語訳にはないロシア語訳の特徴」と言っても、必ず
しもロシア語訳が他の外国語訳より優れた翻訳だと主張するつもりはな
い。今後の課題として、ロシア語訳の問題点をむしろ他の外国語訳が解
決している例を探ることも必要であろう。他の外国語訳の研究者とも連
携して、「海外における『源氏物語』の受容と翻訳」という大きな研究
にさらに貢献していきたい。

（東京工業大学および青山学院大学　講師）
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スペイン語版『伊勢物語』について
雨
（あまの
野　弥

やよい）
生

 一、目的

　本科研（科学研究費補助金「基盤研究Ａ　海外における源氏物語を中
心とした平安文学及び各国語翻訳に関する総合的研究」）では、『源氏物
語』のダイジェスト版である近世作品『十帖源氏』（野々口立圃）の現
代語訳を作成し、さらに世界各国語へ翻訳をするという取り組みが行わ
れており、2015 年 8月の第 2回研究会では「桐壺」巻の翻訳の検討が
なされた。
　2015 年 8月の時点で、科研の多国語翻訳作業の中でも比較的早く進
行しているのが、スペイン語である。それを受けて、特に『十帖源氏』
の「桐壺」翻訳案に出現する語彙や翻訳文については、すでに淺川槙子
氏によって比較検討がなされ始めている 1。淺川氏による発表では、『十
帖源氏』「桐壺」訳の各国翻訳作業者によって訳出困難とされた語の傾
向を踏まえ、「女御」「元服」「観音」などの語彙に着目され、科研の成
果である「訳し戻し」を用いて訳文の比較が行われている。
　研究発表の質疑応答の席において、稿者（雨野）は、淺川氏により掲
出された情報をさらに発展させる材料として、スペイン語版『伊勢物語』
におけるスペイン語翻訳の訳出例を挙げさせて頂いた。『十帖源氏』「桐
壺」の翻訳を科研研究会で検討するにあたり、他作品における同じ語彙
（類義語を含む）の翻訳例を例示することが、翻訳語の検討材料になり、
今後、他の平安文学をスペイン語翻訳する際にも参考資料となるのでは
ないかと考えたためである。予め、『十帖源氏』に出現する古典特有語

1　淺川槙子「各国語訳『源氏物語』「桐壺」について－スペイン語訳・イタリ
ア語訳を中心に－」および「各国語訳『十帖源氏』「桐壺」について」（2015 年 8
月於国文学研究資料館）、『海外平安文学研究ジャーナル』vol.3.0、2015 年 3 月、
48-80p 参照。http://genjiito.org/journals/juornal3/
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のうち、『伊勢物語』にも共通する語彙をリストアップし、それらの語
彙が、『伊勢物語』のスペイン語版ではどう翻訳されているかを調査し
た上で、席上、例を挙げさせて頂いた。
　『伊勢物語』スペイン語翻訳文については、後述するように、清水憲
男氏、福嶌教隆氏などスペイン語研究側からの言及が近年相次いでなさ
れているが、一方で、国文学・日本古典文学研究の側からの検討は、ま
だ無いようである。とはいえ、本文注釈および本文研究の観点から、『伊
勢物語』本文がどのように解釈され、スペイン語によってどのように表
現されているかを検証したり、有職故実などといった当時の文化的背景
の観点から、スペイン語翻訳における歴史背景の反映のされ方を検証し
たりする目的では、日本古典文学研究側から貢献できる面もいくばく
かあるのではないかと考える。また、『伊勢物語』受容史の観点からも、
各翻訳書の原文理解のありようは、検討すべき課題であると言えよう。
　この小稿では、スペイン語版『伊勢物語』本文を比較分析するのに先
立ち、まずはスペイン語版『伊勢物語』翻訳の概要を挙げ、最近の研究
状況にも触れる。平安文学の概念や語彙について、スペイン語への翻訳
方法を整理していくための端緒としたい。

 二、『伊勢物語』スペイン語版翻訳書
　
　『伊勢物語』のスペイン語翻訳の現状について、清水憲男氏「スペイ
ンにおける平安文学事情」2では以下のように紹介されている。

「『伊勢物語』は仏語からのスペイン語訳もありますが、1977 年
（パンプローナ）、1988 年（マドリード）と続けて、同じ Antonio 
Cabezas による日本語からの訳が出ており、訳者はスペインにおけ
る日本文学紹介の草分けの一人です。2010 年には別種のスペイン語
訳も出ているようですが、（略）。」

2　清水憲男「スペインにおける平安文学事情」（『海外平安文学研究ジャーナル』
（vol.3.0，2015 年 3 月、http://genjiito.org/journals/juornal3/）105-108p による。
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　　『伊勢物語』スペイン語版の書誌データを、清水氏の言及に沿って
整理すると、以下に挙げる①②③の３種類となる。

①　清水氏が「仏語からのスペイン語訳」と紹介されている翻訳書

タイトル：Cuentos de Ise (Ise Monogatari)
翻訳者：Jorge N. Solomonoff
出版地：Barcelona
出版社：Paidos
出版年：1980
頁数　：196 p
メモ　：G. Renondeau によるフランス語版からの重訳

本稿では以下、この翻訳者を「ソロモノフ」と称する。

②　清水氏が「Antonio Cabezas による日本語からの訳」と紹介されて
いる翻訳書

タイトル：Cantares de Ise ( Ise Monogatari ) 
サブタイトル： obra anónima japonesa del siglo XI 
翻訳者：Antonio Cabezas García
出版地：Madrid
出版社：Hiperión
出版年：初版は 1979年、第２版は 1988年。
頁数：166 p

　本稿では以下、この翻訳者を「カベサス」と称する。また、本稿での
本文引用には、第２版（1988 年）を用いた。
　なお、「スペイン語圏における日本文学」3では、この②の翻訳書につ

3　文部科学省科学研究費補助金交付《基盤研究 B》平成 15・16・17 年度 研
究成果報告書（研究課題番号：15320034），研究代表者 伊藤鉄也「外国語によ
る日本文学研究文献のデータベース化に関する調査研究」平成 16 年度成果報告 
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いて、次のように概要を示す。

　「Antonio Cabezas García（アントニオ・カベザス・ガルシア）によ
る『伊勢物語』のスペイン語訳。初版は 1979 年で、その第２版。本書
はシリーズ poesía Hiperión の 17 にあたる。表紙には 50段の絵（嵯峨
本）を用いる。解説は Antonio Cabezas García 自身による。翻訳の問題・
９世紀の日本の社会・作品と史実・地理・タイトル・『伊勢物語』の系
列について述べている。本書は全段翻訳。全体を７つの系統に分け、そ
れぞれ以下のような見出しをつける。第 1系統：高子の愛と業平の流
浪（２段～ 15段）・第２系統：業平のロマンス（17段～ 22段）・第３
系統：恋とは何か（25段～ 62 段）・第４系統：高子（65段）・第５系
統：斎宮恬子（69段～ 75段）・第６系統：都にて（77段～ 105 段）・
第７系統：歴史と伝説のなかの業平（108 段～ 123 段）。さらに各系統
の間には Interludio（間奏）が置かれている（16・23・24・63・64・
66・67・68・76・106・107 段）。挿絵は嵯峨本より（１・４・６・９・
12・18・23・45・50・63・69・78・87・95・119・125 段）。なお、
附録として巻末に歴史の流れ・天皇の系図を示したものがある。〔森田〕」

③清水氏が「2010 年には別種のスペイン語訳も出ているようです」と
言及された翻訳書

タイトル：Cuentos de Ise
翻訳者：Jordi Mas López
出版地：Madrid
出版社：Trotta 
出版年：2010
頁数　：198 p

以下、本稿では、この翻訳者を「マス」とする。

(http://www.nijl.ac.jp/~t.ito/HTML/kaken04/spain.html）
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　なお、このマスには、スペイン語版より前の 2005 年に、Servei de 
Publicacions de la Universitat Autònoma de Barcelona から刊行された
「カタルーニャ語版」の『伊勢物語』“Contes d'Ise” もある。
　さらに、『伊勢物語』のスペイン語訳にはもう１点、Mario Merlino
による“Cuentos de Ise”（Hyspamérica,1985）が存在するようである4が、
未見である。

 三、ソロモノフ訳のスタイル

　ここで、これまで挙げた先行研究ではほとんど触れられていない「ソ
ロモノフ訳」の、スタイルについて補足しておきたい。前節で挙げた３
種のスペイン語版、すなわち①ソロモノフ訳、②カベサス訳、③マス訳
を並べて比較してみると、ソロモノフ訳には、［　］の多用や数多い注
記など、ほかの２種とは異なるスタイルが見受けられる。古典特有語を
例にとって、スペイン語版３種のスタイルを比較してみよう。
　たとえば、『伊勢物語』第一段冒頭には以下のように「初冠」という
古典特有語が見られる（なお、前述したように、淺川氏の研究発表では、
『十帖源氏』に現れる「儀式を表す語」の一例として「元服」などの翻
訳語が挙げられている 5）。以下の下線は稿者による。

「むかし、男、初冠して、奈良の京春日の里に、しるよしして、狩に
いにけり。」6

　この「男、初冠して」を、①ソロモノフ、②カベサス、③マスの三氏

4　「海外における源氏物語を中心とした平安文学及び各国語翻訳に関する総合
的調査研究」2013 年度 基盤研究（A）課題番号：25244012 研究代表者 伊藤鉄也

（http://genjiito.org/heian_ltrt/heian_history/）による。
5　注１に同じ。『海外平安文学研究ジャーナル』vol.3.0，2015 年 3 月、http://

genjiito.org/journals/juornal3/ の 79p 参照。
6　本稿では『伊勢物語』の本文は、すべて新編日本古典文学全集『竹取物語・

伊勢物語・大和物語・平中物語』（福井貞助校注、小学館、1994 年）によった。
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がどう訳したかを以下に示す。なお、丸カッコ内の日本語訳は稿者が私
に付したものである。

①ソロモノフ訳：un［joven］hombre que había adoptado el 
tocado viril（成人男子の冠を得た［若い］男が）

ソロモノフ注：Es decir, poco más o menos hacia la edad 
de quince años. Se cortaba el pelo largo que usaban 
los niños, se les hacía un rodete y se los cubría con un 
cubrecabeza masculino.（すなわち、だいたい十五歳頃。子供が
していた長い髪を切り、髻を結い、男性の冠をかぶった。）

②カベサス訳：un muchacho que acababa de cumplir 
quince años（十五歳になったばかりであった若者）

③マス訳：al poco de alcanzar la mayoría de edad（成人の年
齢に達してすぐに）

　比較すると分かるように、ソロモノフの訳では、ブラケット［　］が
使用される。この［　］は、原文『伊勢物語』にない語彙を補ったこと
を示すようである。たとえば上記の例では、ソロモノフの訳では原文に
ない語彙［joven（＝若い）］を補っている。
　さらにソロモノフ訳では、「初冠」という古典特有の有職故実に関し
て注で具体的に補っている。カベサスやマスが、基本的に注を使用せず
に、訳文の中に文化的背景を含み込ませるスタイルをとるのとは、一見
して異なっている。
　このソロモノフの翻訳は、ルノンドー（G. Renondeau）によるフラ
ンス語版『伊勢物語』7からの重訳である。元のフランス語訳に遡ると、

7　Contes d'Ise, G. Renondeau, Paris,Gallimard, 1969, 185 p.
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ソロモノフの訳文は、原則的にルノンドー訳を忠実にスペイン語に移し
たものであり、スタイルまで含めてルノンドー由来のものであることが
確認できる。該当箇所を以下に示す。

ルノンドー訳：un [jeune] homme ayant pris la coiffure virile
（成人男子の冠を得た［若い］男が）

ルノンドー訳　注：C'est- à-dire vers l' âge de quinze ans, à 
quelques années près.On coupait les cheveux longs que 
portaient les enfants, on leur faisait un chignon et on les 
coiffait d'une coiffure d'homme.（すなわち、数年の差はあるが、
15歳くらい。子供がしていた長い髪を切り、髷を結い、男性の冠を
かぶった。）

　ソロモノフの翻訳語彙を検討する際は、スペイン語圏のみならず、重
訳の元となったフランス語版も包括して考える視野が必要となる 8。

 四、翻訳者Antonio Cabezas García（アントニオ・カベサス・
ガルシア）について
　
　ここで、②の翻訳者アントニオ・カベサス・ガルシアについて、現在
までに知られるところを補足したい。
　カベサスは、京都外国語大学や大阪大学などで教鞭をとったスペイン
人であり、スペイン語やスペイン文学の論文執筆者として名前が見られ
るほか、日本語で刊行されたスペイン文学についての共著『スペイン語
文学選集』9などもあるが、一方で、日本古典をスペイン語に翻訳する翻

8　なお、原文にない語彙をブラケットで補入するスタイルは、F. Vos によ
る英語版『伊勢物語』に先に見られる（A study of the Ise-monogatari , F. Vos, 
's-Gravenhage, Mouton, 1957）。

9　『スペイン語文学選集』アントニオ・カベサス／アンヘル・フェレール／ジャ
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訳者としての活躍もめざましい。前述の「スペイン語圏における日本文
学」10 では、以下のように紹介する。

「Antonio Cabezas García はウエルヴァのラ・パルマ・デル・コン
ダド生まれ。スペインで高等教育を修めた後、1957 年から日本在
住。京都の大学数校でヒスパニック学教授を務める。『Cantares de 
Ise（伊勢物語）』（1979）・『Manioshu（萬葉集）』（1980）・『Jaikus 
inmortales（俳句選）』・『Hombre lascivo y sin linaje（好色一代
男）』（1982）・三島由紀夫『La perla y otros cuentos（真夏の死）』
（1987）・松尾芭蕉『Senda de Oku（奥の細道）』（1993）等、翻
訳書多数。Hiperión（イペリオン）はGeorges Bataille（ジョルジュ・
バタイユ）『El azul del cielo（Le Blue du ciel）』や Jack London
（ジャック・ロンドン）『El talón de hierro（The iron heel）』等、
外国文学の翻訳を刊行。〔可児〕」

　また、カベサスは太田靖子氏の「スペイン語への俳句の翻訳の可能性
を考える」（『龍谷大学国際センター研究年報』20, 2011 年）では、以
下のように言及されている。

「アントニオ・カベサス (Antonio Cabezas,1931-2008) の場合　カ
ベサスは、長年日本の大学で教鞭を執り、日本語が堪能であった。彼
は『おくのほそ道』を 1993年に出版、1998年には再版されている。
2003年には勲四等旭日小綬章を受賞している。」

　さらに、近年、カベサスの翻訳について集中的に取り上げておられる
のが、スペイン語学の福嶌教隆氏である。福嶌氏は、「イスパニア語に
翻訳された日本文学に関する一考察」11 および、講演録『スペイン語世

スティン・ロドリゲス編注、あぽろん社、1981 年 
10　注 3 に同じ。
11　『神戸外大論叢』60-1、2009 年 9 月、65-83p 
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界のことばと文化（2014）』に採録の「Una ojeada a la traducción de 
la literatura japonesa al español por Antonio Cabezas García（アントニ
オ・カベサスによる日本文学のスペイン語訳について）」12、さらに「日
本文学のスペイン語訳についての一試案」13 で、古代から現代までの日
本文学が、カベサスをはじめとするスペイン語圏の翻訳者によってどの
ように訳されているかを例示され、その訳文を、スペイン語学の見地か
ら検証している。そのうち、カベサス訳『伊勢物語』スペイン語版に関
しては、和歌３首、すなわち第二十三段（いわゆる「筒井筒」）の「風
吹けば沖つしら浪たつた山夜半にや君がひとりこゆらむ」歌、第九段（い
わゆる「東下り」）の「から衣きつつなれにしつましあればはるばるき
ぬるたびをしぞ思ふ」歌、「名にしおはばいざ言問はむみやこどりわが
思ふ人はありやなしやと」歌を取り上げ、訳文が検証されている。　　
　福嶌氏は、カベサス訳とマス訳を比較した上で、

「『伊勢物語』にも２つのスペイン語訳が存在する。早く出た
Cabezas 訳の方が，後から出たMas 訳よりも優れている箇所が多
い。」（「日本文学のスペイン語訳についての一試案」）

と述べておられる。さらに、カベサス訳が「から衣」歌の原歌にある「折句」
の技法をスペイン語に適用し、スペイン語５行詩の行頭に LYRYO（lirio
＝カキツバタ）の文字を含み込ませることで、和歌の修辞技巧をも伝え
ていることを評価している。
　また、「風吹けば」歌と「名にしおはば」歌については、カベサス訳、
マス訳それぞれの問題点を指摘し、福嶌氏ご自身による修正案を提示し
ている。

12　「Una ojeada a la traducción de la literatura japonesa al español por 
Antonio Cabezas García( アントニオ・カベサスによる日本文学のスペイン語訳に
ついて )」（講演録『スペイン語世界のことばと文化（2014）』京都外国語大学ス
ペイン語学科編、2015 年 2 月）83-102 ｐ

13　『愛知県立大学文字文化財研究所紀要』1、2015 年 3 月、21-40 ｐ



- 46 -

　カベサスの翻訳方法については、清水氏や、福嶌氏のようなスペイン
語学研究からの言及に見るべき点が多いことは言うまでもないが、一方
で、日本古典文学研究側からも、検討の余地があると考える。というの
も、スペイン語版『伊勢物語』カベサス訳、マス訳、そして注記を多用
するソロモノフ訳を比較すると、それぞれ三種三様の個性やスタイルが
見られるのであるが、そのうち、カベサスの翻訳には、日本古典からの
直訳であるという特徴のほかに、平安時代の文化（和歌文化や歴史背景
など）を踏まえながら、注記という形を用いずに、しかしなるべく具体
的にスペイン語圏の読者に伝えようとしている箇所が散見されるからで
ある。福嶌氏が指摘された、「折句」の修辞技巧をスペイン語で伝える
翻訳手法のほかに、地の文においても、平安時代の文化的背景や有職故
実の知識がさまざまな形で訳文に織り込まれており、特筆すべきである。
　本科研において『十帖源氏』スペイン語翻訳にあたられた猪瀬博子氏
は、日本古典文学の翻訳について、「翻訳テキストの読者が原文読者と「可
能な限り等価の読書体験」を得る」ために、「原文テキストに直接書か
れていないがテキスト理解に必要と思われる文化的背景知識を補う、ま
たは原文テキストに使われている文化的レファレンスを読者に理解可能
な形で翻訳するにはどのような翻訳方略（手法）が存在するのか。」14 と
問いかけられている。
　これまでの『伊勢物語』翻訳の先例においては、どのように翻訳語が
選択され、どのような手法と工夫によって原文およびその文化的背景知
識が伝えられてきたのか。日本古典文学研究側にも、（語学面の障壁は
あるにせよ、）これまでの古典注釈の蓄積を活かしながら、同じ問いに
向き合い、検討していく役割があると考える。

14　猪瀬博子「『十帖源氏』スペイン語翻訳における文化的レファレンスの取
り扱い」（『海外平安文学研究ジャーナル』vol.3.0，2015 年 3 月、91-98p）http://
genjiito.org/journals/juornal3/
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 五、まとめ

　
　本稿では、主に本科研における『十帖源氏』の翻訳研究に関連して、
スペイン語版『伊勢物語』３種の書誌データを挙げ、それを取り巻く現
在までの研究状況についても触れた。
　スペイン語版『伊勢物語』翻訳例を比較検討することは、日本の古典
作品の中にある特有の文化事情や語彙のニュアンスをどのような方法で
伝えるかを考えるための先例となり、その手法を今後踏襲するかしない
かに関わらず、今後の日本文学スペイン語翻訳にとって一つの資料とな
ると考える。また古典受容史の観点からも興味深い点がある。
　スペイン語版『伊勢物語』の翻訳文について、日本古典文学研究の立
場から行った比較検討の詳細は、別稿に譲ることとしたい。

〔付記〕
京都外国語大学スペイン語学科の先生方には、資料閲覧にあたり便宜を
おはかり頂きました。また、フランス語翻訳例の語意について、在日フ
ランス大使館の相川千尋氏よりご教示を頂きました（論旨の責任は稿者
にあります）。記してお礼を申し上げます。

（株式会社三省堂　辞書出版部・古語辞典編集者）
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研究会拾遺
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ウルドゥー語訳『源氏物語』の完本発見
伊
（いとう
藤 鉄

てつや）
也

　アラハバード大学図書館の書庫で、ウルドゥー語訳『源氏物語』の
完本を、偶然とはいえ司書の方が見つけてくださったのです。
 　あればいいが、との思いで、あてもなくとにかく書庫に入れていた
だきました。

　書庫内の通路で、アラハバード大
学大学院生の村上明香さんがいつも
お世話になっているというレヘマ
トゥッラー司書と、たまたま出会い
ました。ひょっとして何かご存知で
はないかとの思いから、ウルドゥー
語訳『源氏物語』の本のことを聞い
てもらいました。
　レヘマトゥッラーさんは初めて聞
く本の名前だとのことで、何もご存
知ではありません。それでも村上さ
んが食い下がって、ありったけの情
報を語り続けると、一つの書棚の列
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に入られました。そこは、ウルドゥー語に翻訳された外国語のお話のコー
ナーでした。
　レヘマトゥッラーさんが、最初に一冊の本の小口に指を掛けて引き出
されたものを見て、村上さんが声を上げました。何と、それが探してい

るウルドゥー語訳『源氏物語』
だったのです。レヘマトゥッ
ラーさんも私もびっくりです。
　偶然とはいえ、一触で『源氏
物語』が出てきたのです。
　伊井春樹先生がおっしゃっ
た、本は探し求めている者にお
いでおいでをする、という秘技
をまた体験することになりま
した。

　ネルー大学でウルドゥー語訳『源氏物語』を発見した時のことは、「ウ
ルドゥー語訳『源氏物語』をインドで発見」（2009/3/5）に書いた通
りです。あの本は、表紙や奥付などがないものでした。また、東京外国
語大学にある本も、一部が欠けています。今回みつかった本は、すべて
揃っている完本です。刊行された時のままなのです。経年変化だけの、

誰かが開いた形跡もない本です。
　またもや、偶然が現実のものとなり
ました。
　この本の両隣は別の分野の本です。ま
た、背文字は薄くて読み難い上にめく
れています。ウルドゥー語で「げんじ
ものがたり」と書かれた「じ」の終筆
部分からしか読めないのです。この書
棚の中からこの本と行き当たったのは、
まさに奇跡です。 
　この本は、1971 年にサヒタヤアカデ



ミーから刊行された８種類の言語の内の一つです。
　アラハバード大学に収蔵された経緯を調べてもらうことにしました。
何と言っても、このウルドゥー語訳を担当したのは、１９７１年当時ア
ラハバード大学で学科長をしていたウルドゥー語の文学批評者だったエ
ヘテシャーム・フセイン教授なのです。フセイン教授の献本であれば、
もう少し資料がありそうです。
　かつてわたしがネルー大学
で見つけた時のように、まず
図書カードを調べてもらいま
した。この本の書誌は、まだ
書籍化も電子化もされていな
いからです。
　目録カードでは、この本の
番号に当たるものが飛んでい
ました。カードがないのです。
　勝手にカードを引き抜いて持って行かれることが、よくないことなが
らよくあるそうです。
　そこで次に、この本の図書番号を、受け入れ図書の登録簿と照合して、
基本台帳の情報を見てもらうことにしました。こうした点は、帳簿管理
としてシステム化されていることに感心しました。
　手前勝手なお願いにもかかわらず、テキパキと調べてくださいます。

司書の方々には、ほんとうにお騒がせしま
した。
　台帳保管庫にあったノートに記載されて
いた図書番号から、受け入れ当時のことが
わかりました。1971 年にサヒタヤアカデ
ミーから刊行されたこのウルドゥー語訳
『源氏物語』の受け入れの事情などについ
て、いくつかのことが判明したのです。
　サヒタヤアカデミーから刊行された翌年



の１９７２年に、アラハバード大学図書館が６ルピー５０ペイサで買い
上げたものだったのです。これで、今回見つかった本が初版本の完本で
あることがわかりました。
　ただし、フセイン先生は 1972 年にお亡くなりになります。このこと
は、後でも確認します。
　アラハバード大学図書館に収蔵された御自身の翻訳になるこの本を、
フセイン先生が実際に手に取られたかどうかは不明です。
　村上さんがこの本を借り出したいと言うと、全館的に図書の電子登録
を進めているところなので、まずはこの本の書誌を優先的に電子情報と
して登録し、その後に貸出手続きができるようにしてあげよう、という
ことになりました。
　学生の向学心を最大限に尊重して支援する図書館側の計らいには、あ
らためて感激しました。ありがたいことです。
　さっそくこの本の書誌をコンピュータに優先的に登録してもらえまし
た。図書の登録作業も見ていてもいいし、撮影もいいとのことです。
　ウルドゥー語訳『源氏物語』の完本が今回初めて見つかり、それをコ
ンピュータに登録した記念に、担当の司書見習いのプリヤーさんが登録

するところを記念写真と
して撮影することになり
ました。
　プリヤーさんは、この
大学の出身者だそうで
す。こうしてウルドゥー
語訳『源氏物語』がコン
ピュータにアラハバード
大学図書館の蔵書として
登録されたことにより、
一人でも多くの方がこの
本を見ることができるよ
うになったのです。イン



ドの方々が、日本の『源氏物語』に興味をもっていただき、勉強に役立
てていただけたら幸いです。ウルドゥー語訳『源氏物語』の研究も、こ
れで進んで行くはずです。とにかく、今は村上さんしかいないのですか
ら。
　プリヤーさんは、司書としてこうした学問的なお手伝いをしているこ
とを自覚なさったようで、共に喜んでくださいました。ますます活躍し
てほしいと思いました。
　もっとも、まだアラハバード大学の OPAC は一般には公開されてい
ません。日本からこの本を検索することはできないのは残念です。
　この大学のキャンパスは、積極的に整備が進められていて、草花が校
舎を背景に咲き誇っています。いい環境です。
　村上さんの指導教授であるノシャバ・シャルダール先生の部屋へ挨拶
に行き、今回の成果を報告しました。

　

先生は、翻訳者であるエヘテシャーム・フセイン先生に、修士課程１
年目に口頭試問を受けたそうです。しかし、『源氏物語』をウルドゥー
語訳しておられたことはまったく知らなかった、とのことです。そして、
シャルダール先生もサヒタヤアカデミーから刊行されたこの本のこと
はご存知なくて、村上さんに日本の『源氏物語』のウルドゥー語訳の

村上さん、筆者、ファトミー学科長（写真中央右）、シャルダール先生（右端）



研究もするといいね、とおっしゃっていました。
　この本が見つかったことで、これから『源氏物語』が研究されること
だろう、とおっしゃっていました。
　学科長のアリ・アフマド・ファトミー先生にも挨拶と報告に行きまし
た。ファトミー先生も学生時代にフセイン先生の指導を受けておられま
した。しかし、文学批評がご専門のフセイン先生が何かを翻訳なさって
いたことは知っていたし、論文に翻訳のことが書かれていたように思う、
ということです。しかし、それが日本の『源氏物語』だったかどうかは
まったくわからないし、資料もお手伝いした人がいたかどうかも不明だ
そうです。
　この部屋には、歴代の学科長の写真が掲げられており、フセイン先生



の写真もありました。
　ファトミー先生の席の後ろに
は、歴代の学科長の名前と在任期
間が記されています。
　第３代がフセイン先生で、在任
期間は、1961 年から 72年までの
11 年間。フセイン先生は、1972
年にお亡くなりになりました。
　第９代と第 12 代がシャルダー
ル先生、第 10 代と当第 13 代が
ファトミー先生です。
　今回は、フセイン先生が在職中
に学生であり、歴代の学科長をそ
れぞれ２代ずつ務めておられるお
２人の先生に、直接お話をうか
がいました。しかし、『源氏物語』
のウルドゥー語訳に直結すること
は何も出てきませんでした。
　そもそもが、サヒタヤアカデ
ミーのプロジェクトは、アーサー・ウェイリーの英訳『源氏物語』の第
１巻目だけを、インドの８言語で翻訳することでした。ウルドゥー語訳
はサヒタヤアカデミー側からフセイン先生に依頼された、という事情が
あります。
　日本に対する理解や、『源氏物語』に関する興味や関心がなくても、
ウエイリーの英訳をウルドゥー語に翻訳することが、この背景にあるこ
とは重要です。
　海外における日本文学について調査するときに、こうしたことは十分
に承知して対処すべきことのようです。



　お２人の先生に感謝しつつ、入口近くにあったフセイン先生を顕彰し
記念するホールを拝見しました。学生達が授業を待っているところでし
た。
 
（出典）鷺水亭より：「ウルドゥ－語訳『源氏物語』の完本発見」2016 年 2月 19日（金）

（国文学研究資料館　教授）



翻訳の現場から
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『十帖源氏』ヒンディー語訳の問題点
菊
（きくち
池　智

ともこ）
子

　ずいぶん前から『源氏物語』の翻訳にはたいへん興味がありました。『源
氏物語』は、インド現地の大学の授業でヒンディー文学の教授が日本の
代表的な文学として紹介するほど、知識人の間で人気のある作品なので
す。いまだ日本語からヒンディー語への直接翻訳は実現していないので、
私は学生の頃から是非翻訳したいと考えていました。しかしその量と難
解な言葉になかなか手を出せずにおりました。その後『十帖源氏』プロ
ジェクトに出会い、古文が現代文になったテキストを頂け、さらに適度
な量でもあり、翻訳には最適ととても嬉しく思いました。しかし実際に
翻訳作業を初めてみるとさまざまな問題に直面しました。2012年２月、
ニューデリーでセミナーを開催し、翻訳の問題点を参加者と話し合う機
会もありました。以下、当時の発表を基にいくつかご紹介したいと思い
ます。

　『源氏物語』にはたくさんのお妃が登場します。「皇后、中宮、女御、更衣」
の翻訳は難儀でした。発音表記の訳にすると脚注をつけなければなりま
せん。読みづらくなるので、私は脚注はなるべく避けたい方針でした。
インドには日本と同じように一つの城に多数の妃が住む文化があります
が、上記のような妃の位に完全に一致する概念はありません。「皇后」
は「maharani」と訳すことが可能です。「中宮」は「patarani」（第一王妃、
正妃）と訳すこともできますが、一人とは限らず、王に一番寵愛を受け
ている妃との説もあり、適訳とは言えません。「女御」、「更衣」の適訳
は見つかりません。一応の解決策としては、ヒンドゥー王朝で一般的に
妃を意味する rani、イスラム王朝で一般的に妃を意味する begamを使
う案です。しかしこの二つの単語の間に位の上下はありません。ただ立
て分けして使用できるだけです。これでは誤解が生じないとも限りませ
ん。しかも、「桐壺」の巻には、「女御とか更衣とか、そういったお后が
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大勢いらした」という文があります。これを上記の 2単語を使ってヒ
ンディー語訳すると、ヒンドゥー教徒の妃とイスラム教徒の妃が同一の
城内にいるというあまりなじみのない状況となり、読者に違和感が生じ
る恐れがあります。後日、インド人の方より、皇后「maharahi」、中宮
「manjhali rani」、女御「sanjhali rani」、更衣「chhoti rani」にしてはど
うかとのアドバイスをいただき従うことにしました。manjhali ,sanjhali 
は兄弟姉妹などで真ん中に位置する者のための言葉です。Choti は小さ
い、幼いという意味です。

　「桐壺」には「玄宗」と「楊貴妃」についての記述があります。この
ふたつの発音は日本語では「genso」「yokihi」となりますが、日本以外
の国では一般に「xuanzong」「yang guifei」で知られており、インドで
もこちらのほうが一般的と言えます。ヒンディー語訳では、「玄宗」の
前に皇帝を意味する「samrat」をつけ、また「楊貴妃」の前には妃を
意味する「rani」をつけて、日本で流通している発音をメインにして、
後者の発音を括弧に入れ、両方表記しました。つまり「玄宗」の場合は
「samrat genso (xuanzong)」にしました。

　前述しましたが、読者が読みやすい本を作るには、脚注はなるベく少
ない方が良いと考えています。「桐壺」で脚注や説明が必要な例としては、
「引き入れの大臣」「袴義の儀式」「左馬寮」「蔵人所」などがあげられま
すが、「左馬寮」「蔵人所」については、脚注を入れるのではなく、本文
中で説明する形にしました。つまり「左馬寮という役所が所有する馬に、
蔵人所という役所が所有するタカを添えて」のヒンディー語訳は「左馬
寮という名の馬の飼養などを司る政府役所から馬を、蔵人所という名の
政府役所では鷹について司っていたので、そこから鷹を添えて」という
形にしました。インドで人間の成長に伴う儀式は、生まれる前の母胎に
いるときから始まり、その数は 16とも数限りないとも言われます。基
本的には古代インドの四住期制度（aashram）つまり学生期、家住期、
林棲期、遊行期と関係が深いとされます。これほどの多くの儀式があっ
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ても「元服」や「袴義の儀式」など日本の儀式と完全に概念が一致する
ものはありません。また「袴義の儀式」の場合、「袴義」の「男子が着
用する下の服」という説明と「袴義の儀式」自体の「幼年期から少年期
への移り目の儀式で初めて袴を着る儀式」という二つの説明が必要にな
ります。「袴義の儀式」については、巻の末尾もしくはページ最後に脚
注を入れるのではなく、読み手がスムーズに読み続けられるように、該
当部分の直後の括弧内に説明を注入する形をとりました。

　『源氏物語』に出てくる仏教関連の人名、経典、教義などの翻訳も難
しい問題です。インドは仏教発祥の地、仏教関連の原文はサンスクリッ
ト語で存在します。『源氏物語』に出てくる仏教用語も原文のサンスク
リット語の単語が存在する可能性があります。その検索は容易ではあり
ませんが、ヒンディー語とサンスクリット語は密接な関係にあり、文字
表記も類似していることから、単語をそのままヒンディー語訳文中に使
用できる可能性があります。しかし問題のひとつは、このサンスクリッ
ト語起源のヒンディー語の単語がインド人読者にどれだけ流通している
かということです。単語自体はあっても、一般のインド人は知らない場
合があります。日本人が古文の難しい単語を理解できないことに似てい
るでしょう。「桐壺」の翻訳においては、もうひとつの問題が生じます。
この章では天台宗関連の仏教用語が頻出します。天台宗の発祥は中国な
ので、経典等の原文はサンスクリット語ではなく中国語になると思われ
ます。中国語から語源を逆にたどり、サンスクリット語の単語を見つけ
るのは至難の技です。私の力量では難しいので、本翻訳においては仏教
用語の解釈を基に訳しました。

　翻訳においては、常に対象読者を念頭に起かなければなりません。一
般向けなのか識者向けなのかで使う言葉も違ってきます。一般に流通し
ている平易な言葉にするか、難解でも文学的な言葉にするか選択しなけ
ればなりません。『源氏物語』は日本文学の源ともいえ、インドではど
ちらかというと識者に人気のある作品なので、後者の単語を使って翻訳
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すれば重厚感がでます。しかし一般の読者には敬遠されるでしょう。『十
帖源氏』の翻訳においては、老若男女広い読者層に届けることのほうが
重要と考え、平易な言葉を中心に翻訳することに努めました。

　『十帖源氏』に限らず、翻訳における最大の問題点は文化の違いにあ
ると感じています。翻訳作業の中で生じる問題点のほとんどは二言語の
背景にある文化に基づいています。ご存じのように、二言語において完
全に意味の一致する言葉を探すのは不可能です。このような状況下で翻
訳においては、もっとも意味の類似する適当な言葉を見つけ文章を構成
しなければなりません。翻訳は二文化間の差異を克服していくプロセス
のように感じます。そして完成した翻訳作品は二文化の人々が互いの文
化を理解する手助けをし、文化交流に貢献していくことになります。そ
の意味からも、日本文化の源ともいえる、『十帖源氏』をヒンディー語
という約四億人の世界第三位にしてインド国内最大の話者を抱える言語
に翻訳することは非常に意義深いと考えています。

（ヒンディー語翻訳者）
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ウルドゥー語版『源氏物語』の色の世界
村
（むらかみ
上　明

あすか）
香

　  1. はじめに

　「文学を介せば、その国を容易に知ることができる」
　20世紀を代表するウルドゥー語女性作家イスマット・チュグターイー 
(ī, 1915-1991ގIৢmat Cughtāޏ) がこう述べたように、わたし達は文学作
品を読むことで異国の社会や文化、風土などの一端を容易に垣間見るこ
とができる。しかし外国語作品を読む際、わたし達は多くの場合におい
て翻訳に頼ることとなる。翻訳者は言わば作者と読者をつなぐ架け橋で
あり、その役割は大変重要である。なぜならば、翻訳者の訳し方ひとつ
で作品の世界観が一変してしまう恐れがあるからだ。
　『源氏物語』には平安時代の色彩豊かな王朝文化が、作者紫式部のそ
の鋭いながらも繊細なる色彩感覚によって見事に描き出されている。し
かし、こうした絶妙な色彩を翻訳に反映させることは非常に困難である。
色の捉え方は国や民族、そして時代によっても異なることに加え、まっ
たく同じ色を指す語彙が翻訳の対象となる言語に存在する可能性は極め
て低いからである。例えば、『源氏物語』に登場する日本の伝統色が草
花や動物などの風物の名前、染めの材料の名前など、当時の生活や文化
にちなんだものであるように、ウルドゥー語の色名もまた、インド亜大
陸の自然や風土と密接に結びついている。それ故、翻訳前後の色彩感覚
にどうしても差異が生じてしまうのである。さらに、ウルドゥー語版『源
氏物語』はアーサー・ウェイリーの英訳からの重訳（詳細は第2節を参照）
であるため、ますます原作の色彩感を保持することが困難となる。
　『源氏物語』の中に描かれた多彩な色の中でも、「紫」は特に重要であ
る。平安時代、高貴な色として好まれた「紫」は、『源氏物語』の中に
も紙や着物などの色として何度も登場するほか、光源氏の母、桐壺の更
衣の名前の一部である「桐」、そして光源氏の憧れ女性、藤壺の名前の
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一部である「藤」はいずれも紫色の花を咲かせ、藤壺の姪であり光源氏
の最愛の伴侶の呼称は「紫の上（紫の君、若紫）」と、光源氏と特に密
接にかかわる女性たちの名前はみな「紫」に由来している。故に、「紫」
は『源氏物語』を代表する色であると言っても過言ではない。本稿では
この「紫」に焦点をあて、ウルドゥー語版『源氏物語』の読者の視点か
らみた色の世界と、翻訳者の役割の重大性についての一例を示したい。

 2. ウルドゥー語版『源氏物語』について

　1971 年、インドの国立文学アカデミー（Sāhitiyah Akādamī）1 より
『源氏の物語 (Genjī kī kahānī)』が刊行された。これは現在までに刊行
されている唯一のウルドゥー語版『源氏物語』で、文筆家、評論家とし
てウルドゥー文学界に名を馳せるサイヤド・エヘテシャーム・フサイン 
(Sayyid Iতtishām ণusain, 1912- 1972) によって翻訳され、「桐壺」～
「葵」までの9巻が収録されている。底本についての明確な記載はないが、
訳文を吟味するとアーサー・ウェイリーの英語訳に忠実に訳されている
ことがわかる。また、ウルドゥー語版巻末には付録 Aとして紫式部の
略歴が、付録 Bとして「斎宮（斎王）」についての説明が収録されてい
るが、エヘテシャームは付録Ｂの標題「伊勢と賀茂のデーヴダースィー 
(devdāsi) 2 たち」に脚注を付し、次のように説明している。

「英語に翻訳したアーサー・ウェイリーはローマ神話のウェスタの巫
女を念頭において、この日本の未婚の女性たちを寺院に奉仕する「ウェ
スタの処女たち」と呼んでいる。この習慣は、インドにおけるデーヴ
ダースィーに似ているものと思われる。それ故、わたしは彼女たちを

1　国立文学アカデミーは、公用語の英語やヒンディー語を含むインド主要言
語の文学研究・発展支援を目的として設けられた政府の独立機関である。翻訳事
業にも力を入れており、その一環として世界の古典的名作を翻訳、刊行する活動
を行っている。『源氏物語』もこの活動のひとつとして刊行されたものと思われる。

2　主に南インドで見られるヒンドゥー教徒の慣行で、寺院に属して神に歌や
踊りを奉納する女性のことを指す。
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デーヴダースィーと記すことにした。[Mūrāsākī 1971: 364]」

　以上の記述からも、ウェイリー訳が底本であると考えて間違いないで
あろう。
　さらにこの注記から、エヘテシャームが「斎宮（斎王）」を「デーヴダー
スィー」というインド特有の単語に置き換えることで、ウルドゥー語版
の読者への便宜を図っていることがわかる。こうした工夫は衣服や建築
物、調度品などの名前にもみられる。その結果、ウルドゥー語版『源氏
物語』の中で光源氏は「直衣」の代わりに「ラバーダ (labādah)」（図１）
と呼ばれる外套を着用し、若紫は「難波津」の代わりにアラビア文字の
アルファベットである「アブジャド (abjad)」を学ぶのである。

[਋DIDUXUUDতPƗQ�'LKODYƯ 1976: 142-143]

 3.　ウルドゥー語版『源氏物語』に見られる「purple」の訳

　アーサー・ウェイリーは「桐壺」から「葵」までの９巻中で「purple」
という単語を計 12回使用している。以下ではこの 12箇所にあたるウ

図１　ラバーダ
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ルドゥー語の語彙について考察することで、ウルドゥー語版読者の目か
ら見た『源氏物語』の色の世界の一部を浮き上がらせてみたい。
初めに「purple」が登場するのは「桐壺」巻の光源氏の元服式の場面で
ある。ウルドゥー語版のこの場面を日本語に訳し戻すと、以下のように
なる 3 。

【ウルドゥー語訳①】
　「源氏は昼の三時ちょうどに（日本では申の刻と呼ばれている）到
着した。子供らしい頭髪がとても美しかった。お披露目のために差し
出す者の役目は、この子の頭髪を花蘇芳色 (arg_h_avānī) 4 の紐で結
えることだったが、もうこの子のこの姿が無くなってしまうのを残念
に思っていた。[Mūrāsākī 1971: 40]」

　「花蘇芳色 (arg_h_avānī)」とは、マメ科の低木ハナズオウの花の色で、
紅がかった紫色をさす。
　次に「purple」が現れるのは同じく「桐壺」巻の中で、光源氏の元服
を祝って桐壺帝と左大臣が和歌のやりとりをする場面である。
　
【ウルドゥー語訳②③】
　 「その後、天皇は自分の特別な杯で酒を飲ませると、一編の詩を詠
んだ。この詩の中には、花蘇芳色 (arghavānī) の紐で頭髪を結える儀
式が両家をひとつの縁で結ぶ象徴となるように、という祈りが込　め
られていた。大臣は返答した。花蘇芳色 (arghavānī) の紐があせぬ限
り、いかなる力も両者を引き裂くことはできない。[Mūrāsākī 1971: 
41]」

　以上、３か所で言及された「花蘇芳色 (arghavānī)」はいずれも元服

3　本稿内の日本語訳はいずれも筆者によるものである。
4　英訳の「purple」にあたるウルドゥー語の語彙には下線を引いて記した。

以下、他のウルドゥー語訳においても同様である。
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の際に光源氏の髪を結う糸の色を指しており、原文では「濃き紫」、英
訳では「purple」である。ウルドゥー語には他にも「茄子色 (beganī, 紫
紺 )」、「ウーダー (ūdā, 青紫 ) 」「ファールサイー（シナノキ科ウオトリ
ギ属の小木）の実の色 (fālsaī, 紫、モーブ色）」、「ムラサキフトモモの実
の色 (jāmni, 紫黒色）」など、「紫」に関連した語彙が豊富に存在する中、
エヘテシャームは「purple」の訳として紅がかった紫である「花蘇芳色
(arghavānī)」を選択しているのである 5。
　　次に「purple」が登場するのは、「空蝉」巻である。空蝉の弟、小
君に手引をさせて紀伊守邸に忍び込んだ源氏は、格子の隙間から空蝉の
姿を覗き見る。その時に空蝉が着ていた衣装が原文では「濃き綾の単
衣襲」、英訳では「裏地のない濃い紫の衣装 (unlined dark purple dress) 
[Murasaki 2000: 45]」である。この場面を日本語に訳し戻すと以下の
ようになる。

【ウルドゥー語訳④】
　「中柱に寄りかかってランプの傍に座っている女性について、彼女
こそが自分の恋人に違いないと思い、源氏はそのひとをじっと見つめ
た。そのひとは濃いクリムゾン色 (gahrā qirmizī) の簡素な衣装を着
ていた。[Mūrāsākī 1971: 101-102]」

　クリムゾン色とは深紅色のことである。「purple」に対応する訳が「花
蘇芳色 (arghavānī )」、さらに「dark purple」に対応する訳が「濃いク
リムゾン色 (gahrā qirmizī)」であることから、日本の伝統的色彩感覚で

5　色を表す語彙としての「蘇芳」は、『源氏物語』の第 17 巻「絵合」にも登場する。
「左は、紫檀の箱に蘇芳の花足、敷物には紫地の唐の錦、打敷は葡萄染の唐の綺
なり」という一文がそれである。しかし、原文で言う「蘇芳」色とは蘇芳の樹皮
や心材などを染料として染めた暗い紫みの赤のことで、ウルドゥー語の「花蘇芳
色 (arghavānī)」とは別色である。また、ウルドゥー語に訳されたのは第 1 巻～ 9
巻のみであるので、エヘテシャームがこの一文に影響を受けてこの語彙を選択し
た可能性は低い。
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は「黒み」がかるほどに濃くなるはずの「紫」が、エヘテシャームの色
の解釈においては「赤み」がかるほど濃い紫であると捉えられているこ
とが読み取れる。
　次に「purple」が登場するのは「若紫」巻である。病治癒の祈祷を受
けるために北山を訪れた源氏は偶然、藤壺の姪にあたる若紫を垣間見て、
祖母である尼君に彼女を引き取りたいと熱心に懇願する。その源氏が若
紫を想って詠んだ和歌「手に摘みていつしかも見む　紫の根に通ひける
野辺の若草」にあたる部分がそれである。この和歌を日本語に訳し戻す
と以下のようになる。

【ウルドゥー語訳⑤】
　「オレンジがかった黄色 (zard) の根より出でて湿原 6 の端に生え
る草、いつわたしの手に入るのか見てみることにしよう [Mūrāsākī 
1971: 201]」

　さらにこの和歌の「オレンジがかった黄色 (zard)」の部分には注記が
付されており、その内容を訳し戻すと以下のようになる。

【ウルドゥー語訳⑥】
　「日本では〝「オレンジがかった黄色 (zard)」″ を〝ムラサキ 
(mūrāsākī)7″ と言う。この詩ゆえに少女の名はムラサキ (mūrāsākī)
として知られるようになった。それにちなんで作者はこの名前を採用
し、そしてその名で有名になった。[Mūrāsākī 1971: 201]」

6　 本文中には「湿原 (daldal)」ではなく「心 (dil)」と記されているが、これ
は書家による誤りであると思われる。ウルドゥー語版『源氏物語』が出版された
当時、ウルドゥー語の出版物は書家の筆写したものを写真製版し、オフセット印
刷をする方法を採用しており、その過程で書き間違いが生じたものと思われる。

7　ウルドゥー語訳中に「ムラサキ (mūrāsākī)」と記されている部分は、ウル
ドゥー語版の中でもアラビア文字で「ムラサキ」と記されていることを示す。以下、
他のウルドゥー語訳においても同様である。
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　【ウルドゥー語訳⑤】および【ウルドゥー語訳⑥】の下線部にあたる
語は、ウェイリー訳ではどちらも「purple」である。「桐壺」巻の【ウ
ルドゥー語訳①】および【ウルドゥー語訳②③】の例から考えると、こ
こでも同様に「花蘇芳色 (arghavānī)」と訳されなけれならないはずが、
なぜか突然「オレンジがかった黄色 (zard)」に変化しているのである。
　次に「purple」が登場するのは同じく「若紫」巻の中で、祖母君逝去
の後、若紫を二条院に引き取った光源氏が、彼女に書の手ほどきをする
場面である。

【ウルドゥー語訳⑦】
　「それからムサシノという名の詩の一節をその子のために書いた。
その子は「オレンジがかった黄色 (zard)」の紙に黒いインクで書か
れたその太々とした文字がとても気に入った。少し小さな文字で、そ
のひとはこの詩も書いた。「元の根を見ることはかなわないが、それ
でもその若芽、つまりムサシ湿原に生える濡れた若木を愛している。」
[Mūrāsākī 1971: 217]」

　この抜粋中の「その子」は若紫、「そのひと」は光源氏のことである。
さらに「ムサシノ」、「元の根」、「若木」にはそれぞれ注記が付されてお
り、日本語に訳し戻すと以下のようになる。

【ウルドゥー語訳⑧】
（「ムサシノ」の注記）
　「わたしはそれがどこか分からなかったが、ムサシの湿原のことだ
と教えてもらった時、わたしの頭の中にすぐに思い浮かんだ。この地
の草はすべて「オレンジがかった黄色 (zard)」（ムラサキ）なのだから、
他にどこがあるというのか。[Mūrāsākī 1971: 217]」
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【ウルドゥー語訳⑨】
（「元の根」の注記）
　「藤の花もまた「オレンジがかった黄色 (zard)」（ムラサキ）である。
[Mūrāsākī 1971: 217]」

【ウルドゥー語訳⑩】
（「若木」の注記）
　「藤壺の姪である紫。ムサシはその地の草の根から抽出されるこの
「オレンジがかった黄色 (zard)」で有名であった。[Mūrāsākī 1971: 
217]」

　このように【ウルドゥー語訳⑤】以降、「purple」に対応するウルドゥー
語訳はすべて「オレンジがかった黄色 (zard)」として定着してしまって
いるのである。さらに、エヘテシャームは英訳の「yellow」にあたる語
としても「オレンジがかった黄色 (zard)」を使用している。なぜ「purple」
と「yellow」の訳が同じ語彙になってしまったのかは不明であるが、こ
れによって、ウルドゥー語版『源氏物語』が受ける作品の色のイメージ
はがらりと変わってしまっているのである。
　「purple」が「オレンジがかった黄色 (zard)」として訳されることで、
ウルドゥー語版読者の目から見た色の世界がどれほど変わってしまって
いるか。その一例として、「若紫」巻に登場する色とその回数をグラフ
化してみると、違いは明らかである。
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　左はウルドゥー語版『源氏物語』通りに「purple」を「オレンジがかっ
た黄色 (zard)」としてカウントした場合、右は紫としてカウントした場
合に、各色の占める割合を円グラフにしたものである 8。なお、右のグ
ラフでは【ウルドゥー語訳①】および【ウルドゥー語訳②③】の例に習
い、「花蘇芳色 (arghavānī)」を「「purple」に対応する色とした。円グ
ラフをみると、「purple」が「オレンジがかった黄色 (zard)」と訳され
たことにより、ウルドゥー語版『源氏物語』の色の世界がなんとも黄色
く様変わりしていることが分かる。
　それだけでなく、【ウルドゥー語訳⑥】の説明により若紫と紫式部、

8　ウルドゥー語版『源氏物語』の「若紫」巻に現れる色名とその回数は次の
通りである。本来紫として訳されるべきである「オレンジがかった黄色 (zard)」5
回、「白 (safed)」2 回、「黒 (kālā/siyāh)」2 回、「濃いサフラン色 (gahrā za’frānī )」
1 回、「オレンジがかった黄色 (zard)」1 回、「緑色 (harā)」1 回、「青色 (nīlā)」1 回、

「濃茶色 (gahrā bhūrā)」1 回。なお、本稿では「紫」のみに注目したため割愛し
たが、ウルドゥー語版では英訳の「gray」にあたる語彙が「茶色　(bhūrā)」、「dark 
gray」にあたる語彙が「濃茶色 (gahrā bhūrā )」と訳されている。

オレンジがかった黄色
白
黒
濃いサフラン色
緑
青
濃茶

花蘇芳
白
黒
濃いサフラン色
オレンジがかった黄色
緑
青
灰
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そして【ウルドゥー語訳⑨】により藤壺のもつ個々人としてのイメージ
カラーまでもが、ウルドゥー語版『源氏物語』の読者には「オレンジがかっ
た黄色 (zard)」に映ってしまうのである。桐壺については、ウルドゥー
語版全体を通して特に注記等はなく、本文からも彼女個人の持つイメー
ジカラーを特定することはできない。これにより、原作の中で光源氏に
とって大切な女性たちを繋いでいた「紫」のつながりが完全に崩壊して
しまっているのである。
　次に「purple」が登場するのは「末摘花」巻で、末摘花が光源氏の後
朝の文に対する返事をしたためる場面である。

【ウルドゥー語訳⑪】
　「彼女は、その女性たちみなが強引に勧めるので、それを以前はオ
レンジがかった黄色 (zard) であったが、今では色が褪せてしまった
状態のよくない紙の切れ端にしたためた。 [Mūrāsākī 1971: 241]」

　最後に「purple」が登場するは同じく「末摘花」巻で、光源氏が末摘
花の姿を目にした時の様子が書かれた場面である。この場面では末摘花
の容貌について詳細に述べられるが、この中で彼女が着ていた一襲の
色が原文では「聴し色」、英訳では「imperial purple」と訳されている。
この場面を日本語に訳し戻すと、以下のようになる。

【ウルドゥー語訳⑫】
　「「皇帝の金色 (shāhī tilā’ ī)」の細工の大変古いチョーリー (col ī) 9

の上に、金色の細工があまりにも時が経ちすぎて黒くなってしまった
カバー (qabā)10 を着ていた。[Mūrāsākī 1971: 245]」

　ここで「imperial purple」にあたる語は「皇帝の金色 (shāhī tࡡilā’ ī)」

9　中世の女性の丈の短い上衣。打ち合わせて着用し、脇でひもを結ぶ。
10　ひざ下まである長そでのキルトの衣服。
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である。「purple」の訳が「オレンジがかった黄色 (zard)」であったように、
ここでも黄色系の色があてられている。

 ４．おわりに
　以上、アーサー・ウェイリーの英訳の中に 12箇所登場した「purple」
は、ウルドゥー語版では「赤みがかった紫系」が４箇所（「花蘇芳色
(arghavānī)」３箇所、「濃いクリムゾン色 (gahrā qirmizī)」１箇所）、「黄
系」が８箇所（「オレンジがかった黄色 (zard)」７箇所、「帝王の金色 (shāhī 
tࡡilā’ ī)」 1 箇所）と、実にその３分の２が黄系統の色に変化してしまっ
ている。さらに、赤系以外の紫は一度も登場していない。そして、その
名前から紫を連想させるはずの桐壺、藤壺、若紫、紫式部のうち、桐壺
を除く３人のイメージカラーがウルドゥー語版の読者の目には「オレ
ンジがかった黄色 (zard)」として映ってしまっている。その結果、ウル
ドゥー語版読者から見た『源氏物語』の色の世界は、なんとも黄味がかっ
たものになっているのである。「purple」というたった一単語の訳が変
わるだけで、作品にこれだけの影響を及ぼすことになるのであるから、
翻訳者の担う役割はわたし達の想像する以上に大変重大なものであると
言えよう。

【参考文献】
0ǌUƗVƗNƯ��/HঌƯ��*LQMƯ�NƯ�NDKƗQƯ�� ��ণXVDLQ��6D\\LG� ,তWLVKƗP�WU���1DގƯ�'LKOƯ��

6ƗKLWL\DK�$NƗGHPƯ�������
਋DIDUXUUDতPƗQ�'LKODYƯ��)DUKDQJ�L� LৢWࡡLOƗতƗW�L�SHVKDKYDUƗQ��3ƗN�R�+LQG�NH�

PXNKWDOLI�IXQǌQ�DXU�ৢDQޏDWRQ�NH�LৢWࡡLOƗতƯ�DOIƗ਌�YD�PXতƗYDUƗW�NƗ�MƗPLޏ�PDMPǌޏDK�

MLOG����.DUƗFƯ��$QMXPDQ�7DUDTTƯ�\L�8UGǌ�3ƗNLVWƗQ��������

0XUDVDNL��/DG\��7KH�7DOH�RI�*HQM� ��$UWKXU�:DOH\� WU���1HZ�<RUN��'RYHU�

3XEOLFDWLRQV�������

（インド国立アラーハーバード大学大学院　博士後期課程）
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『十帖源氏』の多言語翻訳と系図について
―「母の堅子」と「祖父の惟正」は
　　どこから来てどこへ行ったのか―

淺
（あさかわ
川  槙

まきこ）
子

 はじめに－『十帖源氏』の多言語翻訳について

　本科研は、『十帖源氏』「桐壺」巻を現代語に訳したものを多言語に翻
訳し、日本文化の変容をみることを研究の柱の１つとしている。2014
年～ 2015 年度は、国文学研究資料館の初雁文庫蔵『十帖源氏』1 （万治
四年荒木利兵衛板）を底本として、畠山大二郎氏（國學院大學兼任講
師）が「桐壺」巻の翻字および現代語訳の作成をし、稿者が補訂を行っ
た。具体的には、欧米とアジアから選択した英語・スペイン語・イタリ
ア語・ロシア語・ヒンディー語・ウルドゥー語・ベンガル語・中国語の
8言語を選択し、それらの言語を母語とする者（母語話者）と母語とし
ない者（非母語話者）に「桐壺」巻の翻訳を依頼した（表１）。『海外平
安文学研究ジャーナル 3.0』 2 と内容が重複するが、以下に翻訳した言語
と翻訳担当者の属性をあげる。なお、スペイン語については諸事情によ
り非母語話者 2名に翻訳を依頼した。
　まず、日本の古典文学を専門としない翻訳担当者もいることから、『十
帖源氏』を現代語に訳する際はさまざまな注意点を加えた。詳細な凡例
については、前述した『海外平安文学研究ジャーナル 3.0』 3 を参照され
たい。具体的には、（１）主語を明確にする（２）敬語は帝のみにつける（３）

1　国文学研究資料館 初雁文庫蔵『十帖源氏』（請求記号 12-486-1、次ページ
にあげる系図は 4 コマ目）

2　「『十帖源氏』翻訳のルール」（『海外平安文学研究ジャーナル 3.0』p.118 ～
120、URL は http://genjiito.org/journals/juornal3/、2015 年 9 月 30 日閲覧）

3　「各国語訳「桐壺」（『源氏物語』『十帖源氏』）翻訳データについてのディスカッ
ション報告（第６回研究会）」（出典および URL は前出 2、p.77 ～ 80、2015 年 9
月 30 日閲覧）
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抽象的な語はさける（４）和歌を訳さない（５）名詞は平易なものにた
とえて説明的に訳出し、固有名詞を使わない工夫をするなどである。そ
の結果、数人の翻訳担当者から指摘と質問を受けた。指摘と質問は本文
の解釈や語句の意味ではなく、本文の前に置かれた系図の内容であった。
翻訳を依頼した側としては、翻訳をする際のもととなった、『十帖源氏』
の現代語訳について質問を受けることになると思っていた。予想は異な
るものであった。
　言うまでもなく、これらの問題は『十帖源氏』のメインである本文か
らは離れている箇所である。しかし、翻訳担当者からの質問に答える意
味でも考えてみたい。なお、この論稿は 2014 年度の研究業績にあげた
ものを加筆修正したものである。

 １『十帖源氏』多言語翻訳における
翻訳担当者からの質問と指摘

（１）翻訳担当者からの質問と指摘

　前提として『十帖源氏』の冒頭には、紫式部が『源氏物語』を執筆す
る発端を書いた『源氏物語のおこり』にあたるものがおかれ、その後ろ
に、紫式部の曽祖父である藤原兼輔から式部本人に至るまでの系図が掲
載されている。数名の翻訳担当者から質問と指摘があったのは、この系

【多言語翻訳を依頼した言語と担当者の属性】（2016 年 2 月現在）
言語 母語話者 非母語話者
英語 海外の大学教員 日本の大学教員
スペイン語 （ナシ） スペイン在住の大学教員

スペイン語の通訳案内士
イタリア語 日本在住の大学院生 （ナシ）
ロシア語 ロシア在住の大学院生 日本在住の大学教員
ヒンディー語（ナシ） インド在住の翻訳者
ウルドゥー語（ナシ） インド在住の大学院生
ベンガル語 日本在住の大学院生 （ナシ）
中国語 日本在住の大学院生 （ナシ）

表１　他言語翻訳の言語・翻訳者一覧



- 78 -

図に関することがらであった。具体的には、「堅子」という名前の読みと、
紫式部の母である「摂津守為信女」は「堅子」という名前ではないかと
いうことである。後者については翻訳担当者から、与謝野晶子「紫式部
の母は常陸介藤原為信の娘で名を堅子と云ひました」という一文 4 の紹
介があった。また「紫式部の母が堅子という名であった」ということに
ついては、山中裕氏が『日本歴史』に掲載した論文 5 にも掲載されてい
るものの、どちらもこの説に関する出典を記載していなかった。
　まずは、底本に掲載された系図と、2014 年度に公開していた該当部
分の現代語訳を確認してみる。

（底本）
堤中納言兼輔－惟正（傍記＝因幡守）－為時（傍記＝越前守）－女（傍記＝紫式部）
　　　　　　　　　　　　　母ハ為信（傍記＝摂津守）女　堅子　　　　（2丁表）

（2014 年度に公開していた現代語訳）
紫式部の系図
　　堤中納言兼輔―因幡守惟正―越前守為時―女 ( 紫式部 )　
　　　　　　　　　母は摂津守為信女、娘に堅子（賢子）がいます。

　当初、系図にある「堅子」という記述について、紫式部の娘である賢
子と同じように音読みで「けんし」と読めることから、「堅子」と「賢子」
を混同したのではないかとの解釈をした。なお、この説については、角
田文衛氏により「賢子の草体を『堅子』と判じたのではないか」という
指摘 6 もある。いずれにしてもこの段階では、「堅子」に紫式部の娘で
ある「賢子」であるとの補足説明を含んだ訳とした。また「摂津守為信

4　与謝野晶子「紫式部の伝記に関する私の発見」p.33（『鉄幹晶子全集 18』勉
誠出版、2005 年）

5　山中裕「紫式部伝記考̶香子説再検討̶」p.57（『日本歴史』第 201 号、
吉川弘文館、1965 年 2 月）

6　角田文衛「紫式部の本名」p.37（『紫式部伝̶その生涯と源氏物語』吉川弘
文館、2007 年）

　なお、上記に引用した部分に続いて、同じページに「紫式部の系図は学者が
問題としていないことである」との指摘もある。しかし前述したように、翻訳担
当者からの質問に答えるためにも考えていきたい。
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女」こと藤原為信女についても、紫式部の母とされる女性を為信女とす
る以外の異説が見当たらなかったため、詳細に調べることはしなかった。
　あわせて翻訳担当者からの指摘にはなかったものの、紫式部の父方の
祖父にあたる「雅正」の名前と官職に史実との相違があるため、こちら
についても考えてみることにした。

 ２　『十帖源氏』の系図について－ 4種類の諸本から

そもそも「堅子」と「因幡守惟正」は、今回の翻訳に使用した底本 7 の
みに登場する名前なのか。それとも『十帖源氏』の他の諸本にも掲載さ
れているのであろうか。これについて、『十帖源氏』の 4種類の諸本と
そこに掲載されている系図を確認した。

（１）『十帖源氏』の諸本

　底本を含む 4種類の諸本を以下にあげる。
表２　４種類の『十帖源氏』

1　万治四年荒木利兵衛版 国文学研究資料館初雁文庫蔵→今回の底本

2　無跋無刊記本 8   古典文庫本

3　立圃自跋無刊記本 9  早稲田大学図書館蔵

4　万治四年立圃自跋本 10 酒田光丘文庫

7　国文学研究資料館 初雁文庫蔵『十帖源氏』（請求記号 12-486-1、次ページ
にあげる系図は 4 コマ目）

8　野々口立圃著『十帖源氏』上　p.5（古典文庫、1989 年）
9　早稲田大学図書館蔵『十帖源氏』（請求記号ヘ 12　02847、系図は 4 コマ目、
URL は http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/he12/he12_02847/index.

html、2015 年 3 月 11 日閲覧）
10　酒田光丘文庫蔵『十帖源氏』（請求記号 814、系図は 4 コマ目、
URL は http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_

CODE=0026-16102、2015 年 3 月 11 日閲覧）
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（２）系図について

中納言兼輔－惟正（傍記＝因幡守）－為時（傍記＝越前守）－女（傍記＝紫式部）
　　　　　　　　　　　母ハ為信（傍記＝摂津守）女　堅子

　底本と同じく、４種類の諸本はいずれも上記の系図を有している。こ
れらの系図同士に差異が見られなかった。なお、『十帖源氏』の編纂者
である立圃が編纂した「表３ 62、63『おさな源氏』」では、系図自体
が削られているので、「堅子」と「因幡守惟正」の記述がない。一度、『十
帖源氏』の底本とされる本に戻って、系図と記述を確認したい。

（３）『十帖源氏』の底本とされる無跋無刊記本『源氏物語』と系図

　『十帖源氏』とは拙稿 11 でも説明しているように、雛人形師および俳
諧師である野々口立圃が、『源氏物語』54巻を 10帖にダイジェスト化
したものである。ただし、現在、最も読まれる機会の多い大島本を簡潔
にまとめたものではない。清水婦久子氏にお聞きしたところによると、
『十帖源氏』は無跋無刊記本『源氏物語』を底本としており、松永貞徳
が跋文を記した注釈書の『萬水一露』 12 の版本を作成するときに使われ
た本であるとのことである。また、編者である立圃は貞徳の弟子である
ことから、注釈自体も入手しやすい貞門の周辺で編纂された本を使用し
た可能性があり、注釈に相違が生じるのはどの時期に誰から伝授された
かによるとのことである。
　しかし、そのような背景を持った無跋無刊記本 13 を確認してみると、
系図や紫式部の母や父方の祖父に関する記述はなく、いきなり「桐壺」

11　「各国語訳「桐壺」（『源氏物語』『十帖源氏』）翻訳データについてのディ
スカッション報告（第６回研究会）」（出典および URL は前出 2、p.77 ～ 80、
2015 年 9 月 30 日閲覧）

12　清水婦久子著「版本『万水一露』の本文と無刊記本『源氏物語』」（『源氏
物語版本の研究』p.261 ～ 288、和泉書院、2003 年）

13　九州大学付属図書館（九大コレクション）『源氏物語（無跋無刊記製版本）』
（URL http://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/recordID/411265?hit=1&caller=xc-

search、2016 年 1 月 31 日閲覧）
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巻の本文が始まっている。最終巻である「夢浮橋」巻の後にも紫式部に
関する情報が記載されていない。つまり、4種類の『十帖源氏』にある
系図は底本の影響を受けていないことがわかる。それにしてもこの系図
は何を元にして作られたのであろうか。底本に系図が存在しない以上、
他の書物や記録にある内容をまとめた可能性もある。そのことから『尊
卑分脉』を確認する。

 ３　『尊卑分脉』の系図との比較

　１にあるように、2014 年度末に受けた質問と指摘をまとめた上で、
『尊卑分脉』において紫式部の父方・母方両方の系図を確認してみるこ
とにした。まず父方は、藤原冬嗣の 6男である良門に始まる。良門の
子である利基の子が、堤中納言と呼ばれた兼輔である。

　　　　図１　紫式部の父方系図 14　　　　　　図２　紫式部の母方系図 15

14　黒板勝美編輯『国史大系　第五十九巻　尊卑分脉　第二篇』（吉川弘文館、
1966 年）

15　黒板勝美編輯『国史大系　第五十九巻　尊卑分脉　第二篇』（吉川弘文館、
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この系図において、兼輔の子で紫式部の祖父にあたる人物は、『十帖源氏』
の系図にある「惟正」ではなく「雅正」となっている。なお「雅正」に「因
幡守」の記述はなく、紫式部の母は「右馬頭藤原為信女」となっている。
為信の官職も「摂津守」ではない。次に母方の系図を見てみる。
　紫式部の母は為信女であるが名前は記されておらず、為時の室である
ことが書かれている。また、こちらも為信の官職に「摂津守」という記
述がない。『十帖源氏』の系図とこれらの『尊卑分脉』における、紫式
部の父方・母方双方の系図を比較して判明したことは、母にあたる為信
女の名前が記述されていないことと、父方の祖父にあたる人物の名前と
官職が異なっていることである。『尊卑分脉』は諸家の系図に関する全
ての情報を網羅しているわけではなく、全てが事実であるとも言い切れ
ない。しかし、『十帖源氏』の系図に見られる「堅子」と「因幡守惟正」
はいったいどこから来たのであろうか。

 ４　『源氏物語』の注釈書・梗概書と紫式部に関する系図

　まず、先行する諸説をまとめており、基本的な事柄を網羅していると
される『湖月抄』に掲載されている系図から確認してみる。なお、2（１）
に前述した与謝野晶子は、『源氏物語』を口語訳にするにあたり『湖月抄』
を参照したとされる。

（１）『湖月抄』の場合　

 　以下にあげる 2種類の諸本を見てみる。
〈１〉国文学研究資料館蔵の版本 16 
・（冊数）60冊

1966 年）
16　国文学研究資料館蔵『湖月抄』（請求記号サ 4-9-1、5 ～ 6 コマ目、
URL http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_

CODE=SA4-009-001-060-001&IMG_SIZE=&PROC_TYPE=ON&SHOMEI= 湖 月 抄
&REQUEST_MARK= サ４－９－１～６０&OWNER= 国文研 &IMG_NO=5、2015 年
3 月 11 日閲覧）
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・（書肆）林和泉・村上勘兵衛・吉田四郎右衛門・村上勘左衛門
・（印記）「弘前医官渋江氏蔵書記」「三条之印」。
　以下、本文と系図を引用する。系図については、紫式部に至る直系の
みを記載する。

図３　『湖月抄』の系図

〈２〉講談社学術文庫本 17

　この本は、本居宣長と彼の門弟である鈴木朖による書き入れがあるも
のを猪熊夏樹が校訂したものである。系図の前にある一文にあげられた、
人名に付したフリガナに濁点が付いていること以外は、全て〈１〉と同
じ内容であるので省略した。具体的には、勧修寺（ノ）元祖良門の「勧
修寺」に「クハジユジ」、「元祖」に「グハンソヨシカド」という箇所で
ある。

（２）『明星抄』の系図について

17　北村季吟著・有川武彦校訂『講談社学術文庫　源氏物語湖月抄（上）増注』
p.3 ～ 6（講談社、1982 年）
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　〈１〉と〈２〉で引用した系図は、どちらも『明星抄』との傍記がある。
『明星抄』は『源氏物語　注釈書・享受史事典』 18 によると、三条西実隆
の息子である公条により編纂され、天文 10（1541）年までに成立した
とされる注釈書である。写本と20冊からなる版本が現存する。写本 19・
版本 20 ともに系図が掲載されており、ここではそれを見てみる。なお、

以下 21 に引用する系図は紫式部に至る直系のみを記載する。
図４　『明星抄』の系図

（３）『湖月抄』と『明星抄』の系図について

18　伊井春樹編「明星抄」（『源氏物語　注釈書・享受史事典』p.453、東京堂出版、
2001 年）

19　宮内庁書陵部蔵　鷹司本『明星抄』（請求記号ＤＩＧ－ＫＳＲＭ－
１０６７０－１、5 コマ～ 6 コマ目、

URL http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_
CODE=KSRM-106701&IMG_SIZE=&IMG_NO=5、2015 年 3 月 11 日閲覧）

20　中野幸一編『源氏物語古註釈叢刊　第四巻　明星抄　種玉編次抄　雨夜談
抄』3 ～ 4 頁（武蔵野書院、1980 年）

21　北村季吟著・有川武彦校訂『講談社学術文庫　源氏物語湖月抄（上）増注』
p.3 ～ 6（講談社、1982 年）

良
門 従

四
上
左
中
将

歌
人

利
基
従
四
位
上
右
中
将

為
時
正
五
下
歌
人

越
後
守

イ（ナ
シ
）前

母
摂
津
守
為
信
女

　
イ
常
陸
梳
介

紫
式
部
が
俗
ゾ
ク
シ
ヤ
ウ姓

内（
ナ
シ
）
舎
人
閑
院
左
大
臣
冬
嗣
公
ノ
六
男

勧
修
寺
ノ
元
祖

贈
左
大
臣
正
一
位

惟
正

豊
後
守

従
五
下
刑
部
大
輔

贈
正
一
位

兼
輔
中
納
言
従
三
位

堤
中
納
言

女
子
上
東
門
院
女
房
号
二
紫
式
部
一

源
氏
物
語
ノ
作
者



- 85 -

　『明星抄』と『湖月抄』の系図のうち、それぞれの波線を付した箇所
を比較すると、『湖月抄』の系図において「明」と略されている箇所は
『明星抄』からの引用であることがわかる。また、『湖月抄』のどちらの
系図にも紫式部の母を「堅子」とする記述があり、「抄」という略され
た注釈書からの引用が掲載されている。しかし、この注釈書の書名はわ
からず、『湖月抄』に本文が引用されていることから、『湖月抄』より前
に成立した注釈書であるという推測しかできない。

（４）対象とした注釈書および梗概書の一覧

　それでは、紫式部の母を「堅子」とし、父方の祖父を「惟正（因幡守
惟正）」とする説はどこからきたのか。『十帖源氏』および『湖月抄』が
成立するまでの注釈書と梗概書について、成立の古い順番に並べた。系
図が掲載されているかについての有無は「系図」の項目に○×を、また
母および父方の祖父の記述があるかについての有無もそれぞれの項目に
○×を付している。　　
　なお、底本の出典は、最後に参考文献一覧として別途あげることにす
る。

表３　注釈書・梗概書一覧

No. 書名 著者・編者 成立年 底本 系図 母 祖父

１ 源氏釈 藤原伊行 1175 年までに
は完成か

冷泉家時雨亭文庫蔵、鎌倉期
写本 × × ×

２ 奥入 藤原定家　 1233 年ごろに
は成立か

伝藤原為家筆、鎌倉期残欠本、
北野克氏旧蔵 ( 現九曜文庫蔵 ) × × ×

３ 紫明抄（１） 素寂
（親行の弟） 1294 年以前 内閣文庫本系／東京大学総合

図書館蔵本 ○ ○ ○

４ 紫明抄（２） 同上 上と同じ 江戸時代初期写／龍門文庫本 ○ × ○

５ 異本紫明抄 同上
1252 年？
（1267 年までに
成立か）

ノートルダム清心女子大学蔵
本 × × ×

６ 幻中類林（光
源氏物語本事）

華洛非人桑
門了悟　

1274 年ごろま
で 天理大学付属天理図書館蔵本 × × ×

７ 弘安源氏論議 源具顕 1280 年
国立歴史民俗博物館蔵本、南
北朝時代書写との解説がある。
1巻

× × ×

8 原中最秘抄 行阿 1364 年 国立歴史民俗博物館蔵本、室
町時代後期、上下二冊本 × × ×
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9 源氏小鏡 不明 南北朝時代 慶安４（1651）年に秋田屋平
左衛門が刊行 × × ×

10 源氏大鏡 花山院長親
（耕雲）

室町時代中
期？

江戸時代初期書写、３冊本、
宝玲文庫旧蔵 × × ×

11 河海抄 四辻善成
1362 ～ 1367
年までの間に
成立か

天理大学付属天理図書館蔵、
文禄 5（1596）年書写記録が
ある、20 冊本

× ○ ○

12 仙源抄 長慶天皇 1381 年 耕雲筆、京都大学附属図書館
蔵本 × × ×

13 珊瑚秘抄 四辻善成 1388 年以降か 学習院大学文学部国文学研究室蔵本、三条西実隆筆本 × × ×

14 千鳥抄
平井相助
(四辻善成の
講義をまとめ
る )

1419 年 倉野本 × × ×

15 類字源語抄 師成親王 1431 年 内閣文庫蔵本 × × ×
16 源氏物語提要 今川範政 1432 年 稲賀敬二氏の架蔵本、6冊本 × × ×

17 一滴集 正徹 1440 年
文明 11（1479）年書写、正徹
の弟子である歌人の正広が書
写した本

× × ×

18 源氏和秘抄 一条兼良 1449 年 宮内庁書陵部蔵の桂宮本、江
戸時代初期書写 × × ×

19 山頂湖面抄 祐倫（尼僧、
連歌師） 1449 年

（１）神宮文庫本（永禄 10 年
書写）
（２）大東急記念文庫（近世初
期書写）
（３）静嘉堂文庫（文安 6年自
序で近世中期書写）
（４）島原松平文庫（近世中期
書写）
（５）天理大学付属天理図書館
（寛文 9（1669）年書写）
（６）宮内庁書陵部（近世初期
書写）
（７）内閣文庫（近世初期書写）

× × ×

20 源氏物語年立 一条兼良 1453 年
国立歴史民俗博物館蔵本、弘
治 3（1557）年書写の記録が
ある。1冊

× × ×

21 花鳥余情 一条兼良 1472 年
再稿本系統　僧正慈海所持本、
江戸時代初期書写、中野幸一
氏の架蔵本

× × ×

22 源氏物語之内不審条々 一条兼良 1475 年？
一条兼良自筆の答書をもつ、
宮内庁書陵部蔵の原本、桂宮
本、1巻

× × ×

23 種玉編次抄 飯尾宗祇
（連歌師） 1475 年 宮内庁書陵部蔵の桂宮本、江

戸時代中期書写 × × ×
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24 源語秘訣 一条兼良 1477 年ごろ
一条冬良相伝本系統の三条西
実隆・中院通勝の奥書がある
本、江戸時代初期書写、中野
幸一氏の架蔵本

× × ×

25 口伝抄 一条兼良 1480 年
宮内庁書陵部蔵の桂宮本、『源
語秘訣』と合綴、江戸時代初
期書写

× × ×

26 紫塵愚抄 飯尾宗祇 1485 年 中野幸一氏の架蔵本、室町時
代中期書写、4冊 × × ×

27 源氏物語聞書 肖柏 1489 年 國學院大學図書館蔵本 × × ×

28 源語花錦抄 肖柏 1491 年 延徳 3（1491）年肖柏自筆本、
京都女子大学蔵本 × × ×

29 一葉抄
藤原正存（細
川家の家人で
連歌師）

1494 年ころ 刈谷図書館本 × ○ ×

30 三源一覧 富小路俊通 1496 年 宮内庁書陵部本（502 ‐ 34）　 × × ×

31 源氏物語不審抄出 飯尾宗祇 1496 年までに
は成立か

江戸時代初期書写、中野幸一
氏旧蔵本・九曜文庫 × × ×

32 弄花抄 三条西実隆 1504 年 内閣文庫本、10 冊（特 10 － 5） × ○ ×

33 細流抄（１） 三条西公条 1510 年 内閣文庫本、10 冊（特 90 －
11） × × ×

34 細流抄（２） 三条西公条 1510 年 内閣文庫本、16 巻 ○ × ○

35 最要抄（源氏最要抄）
花山院長親
（耕雲） 1517 年 宮内庁書陵部蔵の桂宮本、江

戸時代初期書写、2冊本 × × ×

36 明星抄 三条西公条 1541 年までに
は成立か

無刊記版本、中野幸一氏の架
蔵本、20 冊 ○ ○ ○

37 休聞抄（１） 里村昌休
（連歌師） 1550 年 陽明文庫本 × ○ ×

38 休聞抄（２） 里村昌休 1550 年 ノートルダム清心女子大学附
属図書館蔵本 × ○ ×

39 長珊聞書

猪苗代長珊
（連歌師兼純
の弟、公条の
講義を受け
る）

1555 年 陽明文庫蔵本、53 冊本 × ○ ○

40 林逸抄

林宗二（饅
頭屋宗二、肖
柏の弟子で
『古今和歌集』
の奈良伝授を
行う）

1559 年
天理大学附属天理図書館蔵『林
逸抄　林宗二自筆本』、全 54
巻 45 冊

× ○ ×

41 浮木 橋本公夏 1559 年 宮内庁書陵部蔵の桂宮本、江
戸時代初期書写、5冊本 × × ×

42 紹巴抄（１） 里村紹巴
（連歌師） 1565 年春

稲賀敬二蔵『源氏物語抄』と
題した江戸時代初期書写の横
本 20 冊永禄 7（1564）年～永
禄 8（1565）年奥書

○ ○ ×

43 紹巴抄（２） 里村紹巴 1565 年春 寛永古活字本覆刻版、九曜文
庫蔵、合綴 10 冊、20 巻 × ○ ×

44 覚勝院抄 覚勝院宗淳 1571 年 穂久邇文庫蔵本 × ○ ×
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45 孟津抄 九条稙通
（公条の甥） 1575 年 和学講談所・浅野文庫旧蔵、

内閣文庫蔵『孟津』 × × ×

46 萬水一露
能登永閑
（連歌師、月
村斎宗碩の弟
子）

1571 年（1545
年に初稿本成
立説あり）

承応元（1652）年松永貞徳跋
文がある、寛文 3（1663）年
の版本

× ○ ×

47 山下水 三条西実枝
（公条の息子）1579 年まで 宮内庁書陵部蔵本（150・692） ○ ○ ○

48 花屋抄
花屋玉栄
（慶福院・近
衛稙家の娘）

1594 年 ノートルダム清心女子大学蔵
本 × × ×

49 岷江入楚 (1) 中院通勝
（公条の孫）1598 年

蜂須賀家旧蔵専修大学図書館
所蔵本、55 冊 ○ ○ ○

50 岷江入楚（2） 中院通勝 1598 年 内閣文庫本 ○ ○ ○
51 玉栄集 花屋玉栄 1602 年 簗瀬一雄氏架蔵本 × × ×

52 源氏抄 不明 1614 年
早稲田大学図書館蔵本、江戸
時代初期書写、1冊、元和 10
（1624）年 2月の奥書がある。

× × ×

53 続源語類字抄
猪苗代兼也
（会津諏訪神
社の宮司）

1639 年 内閣文庫蔵本 × × ×

54 源義弁引抄 (1) 一華堂切臨（時宗の僧侶）1650 年
宮内庁書陵部蔵本、江戸時代
初期刊行の版本 ○ ○ ○

55 源義弁引抄 (2) 一華堂切臨 1650 年
慶安 3（1650）年序文がある
国文学研究資料館初雁文庫蔵
の版本、19 冊

○ ○ ○

56 絵入源氏／源氏目案 (1)
山本春正
（松永貞徳の
弟子、蒔絵師）

1650 年
「夢浮橋」の末尾、に山本春正
による慶安 3（1650）年 11 月
跋がある。出版地と出版者は
不明である。

○ ○ ○

57 絵入源氏／源氏目案 (2) 山本春正 1654 年

承応 3（1654）年　八尾勘兵
衛版、「夢浮橋」の末尾に山本
春正による慶安 3（1650）年
11 月跋がある。中野幸一氏旧
蔵、九曜文庫

○ ○ ○

58 十帖源氏
野々口立圃
（松永貞徳の
弟子）

1654 年ごろ
底本は万治四（1661）年、荒
木利兵衛版。国文学研究資料
館初雁文庫蔵

○ ○ ○

59 絵入源氏／源氏目案 (3) 山本春正 1660 年
万治 3（1660）年版　林和泉
掾版、村井順・中野幸一旧蔵、
九曜文庫

○ ○ ○

60 源氏鬢鏡

小嶋宗賢・
鈴村信房
（両者とも松
永貞徳の弟
子）

1660 年
愛知県立大学付属図書館蔵本、
大 2冊、万治 3（1660）年度々
市兵衛刊

× × ×

61 源氏綱目 一華堂切臨 1660 年 刊本、9冊 ○ ○ ○

62 おさな源氏 野々口立圃 1661 年
国文学研究資料館初雁文庫蔵、
寛文 10（1670）年の山本義兵
衛版（上方版）

× × ×



- 89 -

63 おさな源氏 野々口立圃 1661 年 寛文 12（1671）年の松会版（江
戸版）

× × ×

64 首書源氏物語 一竿斎 1673 年 寛文 13（1673）年、積徳堂よ
り刊行

× ○ ○

65 湖月抄（１） 北村季吟 1673 年

延宝元（1673）年冬至に林和泉・
村上勘兵衛・吉田四郎右衛門・
村上勘左衛門より刊行、国文
学研究資料館蔵、60 冊

○ ○ ○

66 湖月抄（２） 北村季吟 1673 年
本居宣長と門弟である鈴木朖
の書き入れがあるものを猪熊
夏樹が校訂した本

○ ○ ○

（５）注釈書の記述と分類

〈１〉母についての記述がある注釈書と内容
A  為信の女である。（為信の官職に関する記載ナシ）
B　摂津守（藤原）為信の女である。
C　常陸介（藤原）為信の女である。
D  右馬頭（藤原）為信の女である。
E　一条天皇の乳母である。
F　一条天皇の乳母子である。
G　堅子という名前である。
H　堅子という名前で歌人である。
I 　賢子という名前である。

表４　母についての記述がある注釈書・梗概書

注釈書・梗概書名 系図の有無 母についての記述分類
3 紫明抄（１） ○ C
11 河海抄 × C、 F（清輔説）
29 一葉抄 × C、 E（清輔説）
32 弄花抄 × C
36 明星抄 ○ B（異本表記に C） F
37 休聞抄（１） × C 、F（清輔説）
38 休聞抄（２） × C、 F（清輔説）
39 長珊聞書 × C 、F（清輔説）
40 林逸抄 × C 、E（清輔説）
42 紹巴抄（１） ○ A 、G
43 紹巴抄（２） × A 、G
44 覚勝院抄 × C
46 萬水一露 × F
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47 山下水 ○ D（為時室との記述）

49 岷江入楚（１） ○
（系図 1）D、（系図 2）C『河海抄』引用、B同書に掲
載の「或説」引用、為時室、（系図外）F『河海抄』に
掲載の「或説」引用、清輔の説との記述がある。

50 岷江入楚（2） ○

（系図 1）B 、D 、I「抄」という名称の注釈書からの引用、
（系図 2）A（傍記に C『河海抄』引用、B同書に掲載の「或
説」引用）、（系図外）F『河海抄』に掲載の「或説」引用、
その傍記に清輔の説との記述がある。

52 源氏抄 × E
54 源義弁引抄（１） ○ B 、C、 E、H
55 源義弁引抄（２） ○ B 、C、 E、H

56 絵入源氏／源氏目案（１） ○ B、C、F

57 絵入源氏／源氏目案（２） ○ B、C、F

58 十帖源氏 ○ B、G

59 絵入源氏／源氏目案（３） ○ B、C、F

61 源氏綱目 ○ B、C、H
64 首書源氏物語 × C『河海抄』からの引用、F

65 湖月抄（１） ○ B『明星抄』からの引用文転載、DおよびG「抄」と
いう略称の注釈書からの引用文転載、E

66 湖月抄（２） ○ B『明星抄』からの引用文転載、DおよびG「抄」と
いう略称の注釈書からの引用文転載、E

　上記の表にあるように、紫式部の母が、「E　一条天皇の乳母である」
または「F　一条天皇の乳母子である」という説を掲載している注釈書・
梗概書の中には、これらを「清輔」の説とするものがある。これは藤原
清輔が書いた『袋草紙』の記述によるものである。以下にその本文 22 を
あげる。

（筑波大学図書館本）
　紫式部（ト）云名有二説一（ニハ）此／物語中（ニ）紫巻（ヲ）作（甚）深也
故得此名一（ニハ）一条院御乳母之子也／而上東門院（ニ）令奉（トテ）吾ユカ
リ（ノ）物也アハレト思召（ト）令申給／之故有此名武蔵野之義也（以下略）

22　筑波大学図書館本『袋草紙（清輔袋草紙）』（請求記号 6-81-2、95 コマ、
URL　http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_

CODE=0006-008102&IMG_SIZE=&PROC_TYPE=ON&SHOMEI=%E8%A2%8B%E8
%8D%89%E7%B4%99&REQUEST_MARK=%EF%BC%96%EF%BC%8D%EF%BC%9
8%EF%BC%91%EF%BC%8D%EF%BC%92%2C+120%E3%82%B3%E3%83%9E%2
C+B%EF%BC%A3%EF%BC%91%EF%BC%93%EF%BC%98%EF%BC%97%2C+120
%E3%82%B3%E3%83%9E%2C+B&OWNER=%E7%AD%91%E6%B3%A2%E5%A4
%A7%E5%9B%B3&IMG_NO=9,2015 年 3 月 11 日閲覧）
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これについて『新日本古典文学大系　袋草紙』 23、『袋草紙注釈　上』24 、
『袋草紙　雑談篇』 25 はいずれも、紫式部を一条天皇の乳母子であるとい
う説（つまり母が一条天皇の乳母）は根拠不詳としている。一応、一条
天皇の乳母をつとめた女性 26 について調べてみたが、該当者は見当たら
なかった。

表５　一条天皇の乳母

　　氏名　　　　呼称 　　系譜  　官名 　　  位階　　

1　藤原繁子　 　藤三位 　藤原師輔の７女、 　典侍／乳母　従三位
   　女御尊子の母

2　橘徳子　 　　橘三位 　橘仲遠の娘、 　典侍／乳母　従三位
   　藤原有国室

3　不詳　　　　宮内 　藤原忠幹の娘（？）　乳母 　　　̶
   　源奉職妻

4　不詳　　　　衛門　 　源師保の娘、 　典侍／乳母　  ̶

 　　 　または右衛門　藤原嘉時妻

〈２〉父方の祖父についての記述がある注釈書と内容
A　惟正（因幡守の記述はない）
B　因幡守惟正
C　因幡守雅正
D　雅正（因幡守の記述はない）

23　「四　この説の根拠不詳」（藤岡忠美校注『新日本古典文学大系　袋草紙』
p.138、岩波書店、1995 年、底本は里村昌純筆による、筑波大学図書館蔵寛文 10
年本である）

24　「○一条院御乳母之子　典拠未詳。一条院は前出（→一七）」 ( 小沢征夫、
後藤重郎、島津忠夫、樋口芳麻呂編『袋草紙　上』p.412、塙書房、1974 年、底
本は国会図書館蔵本 )

25　「○一条院御乳母之子也　この説、根拠不詳。紫式部母は一条天皇の出生
以前に没したと考えられている。」（藤岡忠美、芦田耕一、西村加代子、中村康夫
編『研究叢書 102　袋草紙考証　雑談篇』p.349、和泉書院、1991 年、底本は貞
享 2 年本）

26　角田文衛著『日本の後宮』p.386（學燈社、1973 年）



- 92 -

表６　父方の祖父についての記述がある注釈書・梗概書

注釈書・梗概書名 系図の有無 父方の祖父についての記述分類
3 紫明抄（１） ○ C（傍記に因幡守）
4 紫明抄（２） ○ C（傍記に因幡守）
11 河海抄 × C
34 細流抄（２） × A
36 明星抄 ○ A
39 長珊聞書 × C（「正」にふりがな「タヽ」）
47 山下水 ○ D

49 岷江入楚（１） ○ C（『河海抄』からの引用として因幡守、左傍記にマサ
タヽ）

50 岷江入楚（２） ○ C（『河海抄』からの引用として因幡守、左傍記にマサ
タヽ）

54 源義弁引抄（１） ○ A
55 源義弁引抄（２） ○ A（「惟」にふりがな「これ」）

56 絵入源氏／源氏目案（１） ○ A（ふりがな「これたゞ」）

57 絵入源氏／源氏目案（２） ○ A（ふりがな「これたゞ」）

58 十帖源氏 ○ B（傍記に因幡守）

59 絵入源氏／源氏目案（３） ○ A（ふりがな「これたゞ」）

61 源氏綱目 ○ A（ふりがな「これまさ」）
64 首書源氏物語 × B（『河海抄』からの引用であるとの記述がある）

65 湖月抄（１） ○
A（『河海抄』からの引用として因幡守、「抄」という
略称の注釈書からの引用として雅正、このふりがなに
マサタヽ）

66 湖月抄（２） ○
A（『河海抄』からの引用として因幡守、「抄」という
略称の注釈書からの引用として雅正、このふりがなに
マサタヽ）

〈３〉「堅子」と「惟正」という記述の初出について―２人がやって来た道
　上記の表３によると、注釈書および梗概書に系図があらわれるのは、
『紫明抄』からであり、ここには母と父方の祖父についての記述も見ら
れる。しかし、母については表４のように「C 常陸介（藤原）為信女」
という説明のみとなっている。ここでは「堅子」という名前は出てこない。
「堅子」という名前が出てくるのは表３の 42、43 にあげた『紹巴抄』
が初出である。
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42『紹巴抄』（１）
堤中納言（傍記／堤＝父）、為時ノ女（傍記／為時＝越前守、後イ）　花鳥には越
前　河海には越後と在之、為信（傍記／為信＝母）カ女ノ子堅子ト云人ノ腹也
43　『紹巴抄』（２）
堤中納言（ふりがな／堤＝ツヽミノ）　為時女（ふりがな／為時女＝タメトキム
スメ）　花鳥には越前〈ト〉河海には越後在レ之、為信女子堅子（ふりがな／堅
子＝カタコ）と云人の腹也

　『紹巴抄』 27 とは、連歌師である里村紹巴が永禄 8（1536）年に編纂
した『源氏物語』の注釈書であり、三条西公条の『源氏物語』講釈をま
とめたものである。現在は写本と版本があり、54 巻 12 冊。版本には
寛永古活字版・同覆刻版・無刊記版が存在する。『休聞抄』と合冊となっ
ている本 28 もある。
　作者の紹巴は、連歌師である周桂および里村昌休の弟子であり、自身
も連歌師として活躍した。師匠である昌休は、三条西実隆のところへ出
入りしていた。その縁か実隆の息子である公条から『源氏物語』の講義
を受け、後年には近衛稙家より古今伝授を受けた。『十帖源氏』の底本
である無跋無刊記本『源氏物語』を用いて、『萬水一露』に関わった松
永貞徳は、この紹巴の弟子である。
　一方、「因幡守惟正」についてはどの注釈書が初出であろうか。「因幡
守」と「惟正」がともに掲載されたものでは、表３の 34『細流抄』が
初出である。『細流抄』は永正 7（1510）年に三条西公条により編纂さ
れた注釈書である。ただし、紫式部の父方の祖父である「雅正」につい
て、「因幡守」という官職の説明がされるのは、同表 3、4『紫明抄』が
初出である。『紫明抄』29 は永仁 2（1294）年以前に、僧侶である素寂に
より編纂された注釈書である。素寂は、河内本『源氏物語』に関わった

27　伊井春樹編『紹巴抄』（『源氏物語　注釈書・享受史事典』p.407 ～ 408、
東京堂出版、2001 年）

28　国文学研究資料館蔵『休聞　源氏物語聞書』（請求記号 99̶35、URL 
http://base1.nijl.ac.jp/infolib/meta_pub/CsvSearch.cgi,

2016 年 1 月 31 日閲覧）
29　伊井春樹編『紫明抄』（『源氏物語　注釈書・享受史事典』p.393 ～ 395、

東京堂出版、2001 年）
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源光行の息子で親行の弟にあたる。2回にわたり、鎌倉幕府第 8代将軍
である久明親王に献上されたらしい。
　いずれにしても、「堅子」という名前と「因幡守惟正」（傍記に因幡守
という記述も含む）が同時に掲載されるのは、『十帖源氏』を待たなく
てはならない。

〈４〉拡大していく「母」と「父方の祖父」―２人はどこへ行ったのか
　突如、注釈書に現れた「堅子」と「因幡守惟正」は、後に続く注釈書
や梗概書ではどのように扱われたのか。『紹巴抄』で登場した紫式部の
母「堅子」を見てみると、表４の 54、55『源義弁引抄』で「歌人」であっ
たという記事が加わる。

54『源義弁引抄』（１）
母ハ常陸ノ介。摂津守藤原ノ為信カ女堅子也。堅子も哥人也。（p.6）
55『源義弁引抄』（２）
母ハ常陸ノ介。摂津守藤（ふりがな＝へ）原ノ為信（ふりがな＝ためのふか）女
堅子（ふりがな＝かたこ）也堅子も哥人也（7コマ目）

それでは、「堅子」が「歌人」であるという説はどこから出てきたのか。
　まず、『源義弁引抄』 30 は、慶安３（1650）年に一華堂切臨 31 により
編纂された注釈書である。切臨は時宗の僧侶で、同じく時宗の僧侶であ
る一華堂乗阿の弟子であり、師の乗阿は三条西公条から教えを受けてい
る。この系譜を見ると、切臨は師匠の乗阿を通じて公条の影響を受けた
と考えられる。しかし、公条が編纂したとされる『細流抄』と『明星抄』
には「堅子」が「歌人」であるという記事はなく、師弟関係で受け継い
だ説とは考えにくい。また、『源義弁引抄』の料簡には「師云」として、
乗阿の説が見られるものの、そこにも「堅子」が「歌人」であるという
説は見当たらない。そして、この説は 10年後の万治 3（1660）年に、

30　伊井春樹編『源義弁引抄』（『源氏物語　注釈書・享受史事典』p.71 ～ 77、
東京堂出版、2001 年）

31　前述した清水氏によると、松永貞徳の門下にいた山本西武を切臨の甥とす
る説があるとのことである。西武を通じて立圃など貞門に伝わる注釈書に関する
情報を得た可能性もあるものの、それについての詳細は不明である。
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同じ切臨により編纂された 61『源氏綱目』に引き継がれるものの、『湖
月抄』には掲載されなかった。

61『源氏綱目』
母ハ常陸介摂津守藤原為信女堅子也　堅子亦哥人也（p.10）

　一方「因幡守惟正」を見てみると、55『源義弁引抄』からは「惟正」
という名前にふりがながふられるようになる。

55『源義弁引抄』
惟正（ふりがな／惟＝これ）　刑部大輔豊後（ふりがな／豊後＝ふんこ）ノ守従
五下（p.6）

　しかし、61『源氏綱目』になると、その「ふりがな」の読みに変化
が生じる。63『首書源氏物語』 32 では「因幡守」を傍記とせず、官職と
名前をセットで表記し、『河海抄』からの引用であるという記事が加わる。
なお、この本は『源氏物語』の本文を全て掲載しており、傍注・頭注の
形で諸注を付して注釈を施すという、版本では初めての形式である。『河
海抄』の他にも前述した『紹巴抄』からの引用も掲載されている。

61『源氏綱目』
惟正（ふりがな＝これまさ）　刑部大輔豊後守　従五位下（p.10）
64『首書源氏物語』
因幡守惟正（河海抄からの引用／ 4コマ目に「河海抄巻第一」の記述あり）（9コ
マ目）

 ５　おわりに―「堅子」と「惟正（因幡守惟正）」は
どこから来てどこへ行ったのか

　『十帖源氏』の多言語翻訳をとおして文化受容をみていくという研究
から、『源氏物語』の古注釈の世界を見ることになった。結論として、『十
帖源氏』の系図にある紫式部の母「堅子」は、『紹巴抄』が初出であり、
この本に読みをあわせると「かたこ」と読むことになる。また、父方の
祖父「雅正」を「惟正」とするのは『紫明抄』が初出であり、「惟正」に「因

32　伊井春樹編「首書源氏物語」（『源氏物語　注釈書・享受史事典』p.402 ～
403、東京堂出版、2001 年）
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幡守」という官職の情報が傍記という形式をとらずに加わるのは『十帖
源氏』からということになる。どちらにしても一般的な説とは言いがた
く、過去の注釈書に見当たらない説も散見するものの、付加情報を取り
入れながら、『湖月抄』まで生き残ったことになる。
　当初、『源氏物語』のダイジェスト版ということから、翻訳していた
だく際の現代語訳のわかりやすさに力点をおいて考えていた。しかし、
今回さまざまな注釈書と梗概書を確認していくことで、『十帖源氏』が、
堂上の人々の編纂による古注釈書とは、別の道から得た情報を参考とし
て編纂されたことがよくわかる結果となった。『紹巴抄』や『源義弁引抄』
などがその良い例である。また、注釈書に書いてある説をそのまま継承
するのではなく、伝統芸能の口伝のように文字に残さないで説を伝えた
という可能性も考えることができた。多言語翻訳とは遥かに離れたテー
マとなったものの、『十帖源氏』そのものを考える良い契機となったと
思う。
　このテーマについて考える上で、清水婦久子氏から多大なる教授を受
けた。この場を借りてお礼を申し上げる。

【注釈書・梗概書の参考文献】
No. 書名 出典（系図や記述が掲載されている場合はその頁をあげて

いる）

１ 源氏釈 中野幸一、栗山元子編『源氏物語古注釈叢刊　第一巻　源
氏釈　奥入　光源氏物語抄』（武蔵野書院、2009 年）

２ 奥入 1と同じ

３ 紫明抄（１） 田坂憲二編『源氏物語古注集成　第 18 巻　紫明抄』p.10（お
うふう、2014 年）

４ 紫明抄（２） 阪本龍門文庫『龍門文庫善本叢刊　第十巻　紫明抄』p.9（勉
誠社、1988 年）

５ 異本紫明抄 1と同じ
６ 幻中類林（光源氏物語本事）今井源衛編『源氏物語とその周縁』（和泉書院、1989 年）

７ 弘安源氏論議
国立歴史民俗博物館館蔵史料編集会編『物語 4　原中最秘
抄　源氏年立抄　源氏書写目録　源氏物語初音巻聞書　弘
安源氏論議』（臨川書店、2002 年）

8 原中最秘抄 ７と同じ
9 源氏小鏡 国文研マイクロ　サ４̶５７̶１～２
10 源氏大鏡 国文研マイクロ９９̶８３̶１～３

11 河海抄 玉上琢彌編『紫明抄・河海抄』186 頁、188 頁（角川書店、
1978 年）
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12 仙源抄 岩坪健編『源氏物語学古注集成　第 21 巻　仙源抄　類字
源語抄　続源語類字抄』（おうふう、1998 年）

13 珊瑚秘抄 紫式部学会編『源氏物語研究と資料　古代文学論叢　第六
輯』（武蔵野書院、1969 年）

14 千鳥抄 中島義彦著『倉野本　源氏御談義「千鳥抄」影印と解題』（武
蔵野書院、2012 年）

15 類字源語抄 12 と同じ

16 源氏物語提要 稲賀敬二編『源氏物語古注集成　第 2巻　源氏物語提要』
（桜楓社、1978 年）

17 一滴集 『源氏抄』国会図書館デジタルWA16̶142

18 源氏和秘抄
中野幸一編『源氏物語古註釈叢刊　第 2巻　花鳥余情　源
氏和秘抄　源氏物語之内不審条々　源語秘訣　口伝抄』（武
蔵野書院、1978 年）

19 山頂湖面抄 今井源衛、古野優子編著『山頂湖面抄諸本集成 : 源語梗概・
注釈書』（笠間書院、1999 年）

20 源氏物語年立 ７と同じ
21 花鳥余情 18 と同じ
22 源氏物語之内不審条々 21 と同じ

23 種玉編次抄 中野幸一編『源氏物語古註釈叢刊　第四巻　明星抄　種玉
編次抄　雨夜談抄』（武蔵野書院、1980 年）

24 源語秘訣 18 と同じ
25 口伝抄 18 と同じ

26 紫塵愚抄 中野幸一編『源氏物語古註釈叢刊　第五巻　源氏秘儀抄　
浮木　源氏抄　紫塵愚抄』（武蔵野書院、1982 年）

27 源氏物語聞書 伊井春樹編『源氏物語古註集成 第 8巻 弄花抄 付源氏物語
聞書』桜楓社、1983 年

28 源語花錦抄 『京都女子大学本源語花錦抄』（京都女子大学、1973 年）

29 一葉抄 井爪康之編『源氏物語古注集成　第 9巻　一葉抄』p.7（武
蔵野書院、1984 年）

30 三源一覧 国文研マイクロ 20̶613̶1
31 源氏物語不審抄出 早稲田大学古典籍データベース文庫 30 A0113  
32 弄花抄 27 と同じ

33 細流抄（１） 伊井春樹編『源氏物語古注集成　第 7巻　内閣文庫本　細
流抄』（桜楓社、1980 年）

34 細流抄（２） 室松岩雄編『国文註釈全書第五巻　細流抄』p.1（国学院
大学出版部、1910 年）

35 最要抄（源氏最要抄） 26 と同じ
36 明星抄 23 と同じ

37 休聞抄（１） 井爪康之編『源氏物語古注集成　第 22 巻　休聞抄』p.7 ～
8（武蔵野書院、1995 年）

38 休聞抄（２）
財団法人正宗文庫・国文学研究資料館・ノートルダム清心
女子大学編『正宗敦夫収集善本叢書　第Ⅰ期　第三巻　休
聞抄 1』1丁裏・p.6、3 丁裏・p.10　（武蔵野書院、2011 年）

39 長珊聞書 国文研紙焼きＥ 1867 『源氏物語註　一』1丁裏・3丁表

40 林逸抄 岡嶌偉久子編『源氏物語古注集成　第 23 巻　林逸抄』9
頁（おうふう、2012 年）

41 浮木 26 と同じ

42 紹巴抄（１） 稲賀敬二校『翻刻　平安文学資料稿　永禄奥書　源氏物語
紹巴抄　一、二』p.2 ～ 3（広島平安文学研究会、1976 年）
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43 紹巴抄（２） 中野幸一編『源氏物語古注叢刊　第 3巻　紹巴抄』p.4（武
蔵野書院、2005 年）

44 覚勝院抄 野村精一編『源氏物語聞書：覚勝院抄』1丁裏・p.8（汲古
書院、1989 年）

45 孟津抄 野村精一編『源氏物語古注集成　第 4巻　孟津抄　上巻』
（桜楓社、1980 年）

46 萬水一露 伊井春樹編『源氏物語古注集成　第 24 巻　萬水一露　第
一巻』p.5（武蔵野書院、1988 年）

47 山下水 榎本正純編『源氏物語山下水の研究』5頁（和泉書院、
1996 年）

48 花屋抄
財団法人正宗文庫、国文学研究資料館、 ノートルダム清心
女子大学編『正宗敦夫収集善本叢書　花屋抄』（武蔵野書院、
2010 年）

49 岷江入楚 (1) 中田武司編『源氏物語古注集成　第 11 巻　岷江入楚第一
巻』p.7 ～ 8（桜楓社、1980 年）

50 岷江入楚（2） 室松岩雄編『国文註釈全書第 18 巻　岷江入楚』p.3 ～ 4（国
学院大学出版部、1910 年）

51 玉栄集 簗瀬一雄編『碧冲洞叢書　第 87 輯　源語研究資料集』（臨
川書店、1995 年）

52 源氏抄 26 と同じ
53 続源語類字抄 12 と同じ

54 源義弁引抄 (1) 島内景二、小林正明、鈴木健一編集『批評集成　源氏物語　
第一巻　近世前期篇』p.6（ゆまに書房、1999 年）

55 源義弁引抄 (2) 国文研マイクロ 12-586-1 の 7 コマ目

56 絵入源氏／源氏目案 (1) 早稲田大学古典籍データベース ( ヘ 12 00020 49) の 10 コ
マ目

57 絵入源氏／源氏目案 (2) 早稲田大学古典籍データベース ( 文庫 30 A0007 56) の 8 コ
マ目

58 十帖源氏 国文研初雁文庫蔵『十帖源氏』（請求記号 12-486-1）の 4
コマ目

59 絵入源氏／源氏目案（３） 早稲田大学古典籍データベース（文庫 30_a0153　27）の7コマ目

60 源氏鬢鏡 島内景二、小林正明、鈴木健一編集『批評集成　源氏物語　
第一巻　近世前期篇』（ゆまに書房、1999 年）

61 源氏綱目 伊井春樹編『源氏物語古注集成　第 10 巻　源氏綱目　付
源氏絵詞』p.10（桜楓社、1984 年）

62 おさな源氏（１） 国文研マイクロ　12̶597̶1
63 おさな源氏（２） 国文研マイクロ　ナ 4̶1̶1
64 首書源氏物語 国文研マイクロ サ 4̶95̶1の 6コマ目、9コマ目
65 湖月抄（１） 国文研マイクロ　サ 4̶9̶1、5～ 6コマ目

66 湖月抄（２） 北村季吟著・有川武彦校訂『講談社学術文庫　源氏物語湖
月抄（上）増注』p.3 ～ 4（講談社、1982 年）

（国文学研究資料館　研究員）
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【付録】

各国語訳「桐壺」翻訳データ
『源氏物語』（モンゴル語） 
『十帖源氏』（英語・ロシア語

　　・ヒンディー語・ウルドゥー語）
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『十帖源氏』現代語訳のルール

◆現代語訳について
・海外の人が理解できるよう、平易な文で訳すことを旨とする。 
・公立高校入試を控える中学 3年生くらいのレベルで現代語訳を作って
いく。 
・「です」「ます」体に統一する。
・主語を明確にする。
・できるだけ理解しやすいように言い換える。
・文はできるだけ切る。
・敬語にはこだわらず、忠実でなくともよい。
・敬語は帝につける程度でよい。
・「何とか」といった抽象的な語はさける。 
・「方」は、「女性（女）」「男性（男）」「人」などの語に置き換える。 
・「もの心細げ」の「もの」は、心細い「様子」といったように訳出する。 
・訳文は 1文が長くならないようにする。1文は 50 字くらいまでの長
さが好ましい。100 字以内に収めるようにする。 
・「そば」という言葉を用いるときは、平仮名表記。 
・和歌は訳さず、句ごとにスペースをおき、表記通りにする。
・「女房」は混乱をさけるため、「侍女」などの語に変換する。
・巻名に括弧はつけない。
 ・卒業論文を書くような大学生が手書きで書けないような漢字表記は平
仮名にする。 
・誤字や表記上誤解を招きそうな箇所には、翻字に（原文通り）を入れ、
現代語訳では直して表記する。和歌の場合、翻字はそのままにし、訳
は直して表記する。
　（例）翻字「じゝま（原文通り）」→訳「しゞま」（末摘花巻）
・時制は、基本的に原文に従う。ただし、訳出する際に不都合・影響が
出ない場合に限る。 
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・分量・数値は算用数字にする。
・「人は皆」といった場合は「人々」に変更する。 
・その他、漢字表記や言葉の意味など、困った場合は、旺文社の辞書・
日本国語大辞典を使用する。
・「対」は「館」にする。（「西の対」→「西の館」） 
・逆接の「が」は極力使用しない。

◆注について
・注は原則つけない形とする。
・まず現代語訳を作り、訳者から注の依頼を受ける、という形にする。 
・現在保留。公開時にどうするか検討。 
・なるべく注がつかないように、名詞は平易なものにたとえる、説明的
に訳出するなど、 固有名詞を使わない工夫をする。

◆絵について
・絵は場面の説明をつける。説明は、5W1H（Who（誰が） What（何を） 
When（いつ） Where（どこで） Why（どうして）How（どのように））
を書く。 
・絵のキーワードを現代語訳の中から 5つ選び、訳に《 》をつける。 
・絵のキーワードは、ネット公開時に色をつけるか。

◆登場人物呼称 
※登場人物名の一部は、本文の漢字表記を通行の表記に改めてある。
　（例）「御休所」→「御息所」、「義清」→「良清」 
※「頭の中将」「紀伊の守」など、「の」を補う形を基本とする。 
※本文の呼称を載せる際は、「統一呼称（本文呼称）」の形とする。 
※人物呼称の表記は、新編日本古典文学全集（小学館）に倣う。
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各国語訳『源氏物語』「桐壺」翻訳データ（モンゴル語）、『十帖源氏』「桐
壺」翻訳データ（英語・ロシア語・ヒンディー語・ウルドゥー語）は、『源
氏物語』『十帖源氏』の順番で次ページより掲載しています。

◆主な登場人物 
・巻の冒頭に主な登場人物の紹介を入れる。 

・5～ 10 人程度の人数を挙げる。
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●モンゴル語訳『源氏物語』「桐壺」データ
小見出し 原文（池田本校訂本文・伊藤先生作成） 底本（谷崎潤一郎訳『新々訳源氏物語』） モンゴル語訳（ナルマンダハさん） モンゴル語訳（青木さん）

１ある帝の御代に、身分は高
くない更衣への帝寵を女御方
は憎悪する「いづれの御時～」
（0001 ／五①／一七）

いづれの御時にか、女御、更衣あまたさぶらひたまひける
中に、いとやむごとなき際にはあらぬが、すぐれて時めき
たまふありけり。はじめより我はと思ひあがりたまへる御
方々、めざましきものにおとしめそねみたまふ。同じほど、
それより下臈の更衣たちは、まして安からず。

何という帝の御代のことでしたか、女御や更衣が大勢伺候
していました中に、たいして重い身分ではなくて、誰より
も時めいている方がありました。最初から自分こそはと思
い上っていたおん方々は、心外なことに思って蔑んだり嫉
んだりします。

何という帝の御代のことでしたか、女御や更衣が大勢伺候
していました中に、たいして重い身分ではなくて、誰より
も時めいている方がありました。最初から自分こそはと思
い上っていたおん方々は、心外なことに思って蔑んだり嫉
んだりします。
その人と同じくらいの身分、またはそれより低い地位の更
衣たちは、まして気が気ではありません。

いつの時代の皇位の人の出来事であったろうか、大小の后
たちの行きかう天皇（以下「天皇」の定訳エゼン・ハーン
は「天皇」と訳し、ハーンは皇帝と訳す）の宮殿で高位の
出自ではないが皇位の人の気持ちを大いにひきつけ、愛と
庇護をおしまず受けた女中の女（ブスグイ、女、娘の意味、
女性は昔帯をしなかったことから（ブス（帯）がウグイ（無
い）））がいた。天皇の寵愛は私にこそあるべきと、自身考
える后たちは壊れるほど立腹し、どうしてこうなのかわけ
が分からないと、哀れな（フールヒー「哀れな /愛らしい」
を意味する形容詞、感嘆詞としてもよく使う）女中に憎し
みを向け、嫉妬によって隠し、平安な日を送られなかった
という。
皇宮ではよい父、兄弟たちの助力によって公務の終わる女
中たち、それを望む領民や使用人たちにいたるまで気持ち
を抑えることができずにいた。

２帝から寵愛される桐壺更衣
は、周囲からの嫉妬が集中し
病弱となる「朝夕の宮仕～」
（0031 ／五④／一七）

朝夕の宮仕へにつけても、人の心をのみ動かし、恨みを負

ふつもりにやありけむ、いとあつしくなりゆき、もの心細

げに里がちなるを、いよいよあかずあはれなるものに思ほ

して、人の譏りをもえ憚らせたまはず、世の例にもなりぬ

べき御もてなしなり。上達部、上人なども、あいなく目を

側めつつ、いとまばゆき人の御おぼえなり。

そんなことから、朝夕の宮仕えにつけても、朋輩方の感情

を一途に害したり、恨みを買ったりしましたのが積り積っ

たせいでしょうか、ひどく病身になって行って、何となく

心細そうに、ともすると里へ退って暮すようになりました

が、帝はいよいよたまらなくいとしいものに思し召して、

人の非難をもお構いにならず、世の語り草にもなりそうな

扱いをなさいます。公卿や殿上人なども不愛想に顔を背け

るという風で、まことに見る眼も眩い御寵愛なのです。世

間でも追い追い苦々しく思い、気に病み出して、

あの女中は皇居のルールで朝から夕方まで一生懸命に働い
ているにもかかわらず、側室たちや女性たちの悪魔の気持
がもっと増え、羨ましがる気持が溢れ、その悪魔に襲われ
るかのように病気になり、体が弱まって、実家に帰って日々
を送るようになった。
王様はあの女性を可愛そうに思い、愛情がもっと溢れるば
かりで、人々の嫉妬を全然気にしなかった。
王様に働く者は皆この出来事を見ても見てないふりしてい
るが、これは見た人は目を落とすほど愛情の溢れた恋愛で
ある。

その女中の女は宮殿の仕事で朝から夕べまで《アキレス腱
をかがめることもなく》働き続けたのに、后たちや女たち
の黒く悪い心は増し続け、嫉妬は流れ出続け、黒い毒を頭
からかぶるとはこのことか、まもなく病を得て、体は衰弱
し続け実家で日がな過ごすようになった。
天皇は哀れな女を大変憐れみ、愛する気持ちはさらに高ま
る他なく、人々の《黒い舌と口（悪口）》をも全く気にしな
かった。
天皇の宮殿の勤め人たちはこの成り行きを見ながらも見な
い振りをして、これは見た人が正視できないほどの真実の
愛であった。

３中国の楊貴妃まで引き合い
に出される桐壺更衣は、帝の
愛情に頼る唐土にも～」（0073
／五⑧／一七）

唐土にも、かかることの起こりにこそ、世も乱れ悪しかり

けれと、やうやう天の下にも、あぢきなう人のもて悩みぐ

さになりて、楊貴妃の例も引き出でつべくなりゆくに、い

とはしたなきこと多かれど、かたじけなき御心ばへの類ひ

なきを頼みにて、まじらひたまふ。

唐土でもこういうことから世が乱れ、不吉な事件が起った

ものですなどと取り沙汰をし、楊貴妃の例なども引合いに

出しかねないようになって行きますので、更衣はひとしお

辛いことが多いのですけれども、有難いおん情の世に類も

なく深いのを頼みに存じ上げながら、御殿勤めをしておら

れます。

“ 皇居のこのような出来事によってタン王国の政治が擦れ合
い、大勢の人が混乱を起こしたことがあった ” と人々はお
互いに密かに噂し、ゲンソウ女帝の心を限りなく奪った代
価としてアンロクザン の蜂起を起こす原因となったタン国
のヨウキ皇后の例をも語り合うようになったので、あの女
中はいる場所もなく自分の悲しみが体よりも大きく益々苦
しくなっていく。
ただ、王様の悲しい恋愛は何よりも深いことに期待し、皇
居の仕事に励んでいた。

「宮殿のこのような事件から発し、唐国で皇帝が政に軋みを
生じさせ遍く生き物の混乱が相次いで起こったのです」と
人々はひそひそ語り合い、ゲンソー皇帝（Syuan’tszun（玄宗）
という漢語からロシア語経由で入った歴史用語もあるが、
日本語の音を直接写している）の愛情を計り知れないほど
大きく惹きつけたためにアンロクザン （これもモンゴル国
の歴史用語では An’ lushan’）の大蜂起を引き起こすにいたっ
た唐国のヨーキ妃の例まで語るようになったため、その女
中の女は居場所も見つけられず、起こった心労は体の重荷
になりさらに重くなっていたのだった。
ただ天皇の示した愛情を何よりも何よりも、より深く深遠
に頼みに思い、宮廷の仕事をこなし続けていた。

４桐壺更衣は父大納言の没後
に入内し、孤立無援の宮中で
心細い生活「父の大納言～」
（0103 ／五⑫／一八）

父の大納言は亡くなりて、母北の方なん、いにしへの人の

よしあるにて、親うち具し、さしあたりて世のおぼえ華や

かなる御方々にもいたう劣らず、何事の気色をももてなし

たまひけれど、とりたててはかばかしき後見しなければ、

ことある時は、なほよりどころなく心細げなり。

父の大納言は亡くなりましたけれども、母北の方が、昔気
質の人で、由緒ある家柄の生れなので、両親のある方々が
現に評判もよく派手に暮しているのを見ると、娘もそれに
負けないようにと、どのような儀式の折にも気をつけて上
げておられましたが、これというしっかりした後見がない
のですから、何かの時にはやはり頼りないらしく、心細そ
うにしておられるのでした。

女中の父親ダイナゴン は幼い頃に亡くなったが、彼女の母
親は名門の家に生まれ、知識のある人だったから両親のい
る、わがままで幸せな側室たちの前に自分の娘を物不足に
しないと心がけ、皇居の様々な儀式に参加するたびに他の
側室や女中に負けないように洋服を準備し、他の面でも充
分に気を使っていた。それでも前後ろから応援する人がい
ないため何か問題が起きた時に任せる人がいないことに母
親が心配していた。

女中の女の父はダイナゴン は小さい時に逝去したが、彼女
の母は古代の史料を守る家に生まれた学問の素養のある人
なので、肝臓の全き、権力のある后たちの前で、自分の娘
を物質的に不足させないという気持ちを置き、帝の宮殿の
あらゆる儀式に参加するときに、他の后たち、女中より足
りないもののないように衣服を用意し、あらゆる他の必要
なものをまで完璧に準備し、注意を何も惜しまず向けてい
たのだった。とはいっても、どんなに後ろから前から支え
てくれる人がいないとき、母の心はお疲れになるのだった。
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５美しい玉の男御子が誕生し、
帝は第一皇子よりこの弟宮を
寵愛する
　　「前の世にも～」（0136
／六①／一八）

前の世にも、御契りや深かりけむ、世になく清らなる玉の

男御子さへ生まれたまひぬ。いつしかと心もとながらせた

まひて、急ぎ参らせて御覧ずるに、めづらかなるちごの御

容貌なり。一の御子は、右大臣の女御の御腹にて、寄せ重く、

疑ひなき儲けの君、と世にもてかしづききこゆれど、この

御匂ひには並びたまふべくもあらざりければ、大方のやむ

ごとなき御思ひにて、この君をば、私ものに思ほしかしづ

きたまふこと限りなし。

そのうちに、前の世からのおん契が深かったのでしょうか、

またとなく清らかな、玉のような男御子さえお生れになり

ました。帝は早くお会いになりたくて、待ちきれなくおな

りなされて、急いで呼び寄せて御覧になりますと、珍しい

御器量のお児なのです。第一の御子は右大臣の女御のおん

腹ですから、一般の信望が重く、疑いもない世継の君とし

て人々も大切に存じ上げていますけれども、今度の御子の

お顔だちの麗しさには、及ぶべくもないところから、第一

の御子の方は一通りの表向きの御慈愛に止まって、この御

子の方を御秘蔵児として限りなく御寵愛になります。

前世に運命を丈夫に結んだのか、間もなく王様と女中の間
にこの世に殆どない、宝物のような美しい男の子が生まれ
た。
王様が皇子を早く見たくて、待ち待って、急いで皇居に呼
び寄せたのを見れば、油ついている手で触れないぐらい可
愛い顔している男の子だった。
王様の長男を権利のある右大臣の娘コキデン 正室は何年か
前に生んだが叔父の側から良く世話している上で、将来、
王様の跡継ぎとなり、トウグー につく運命の人と長男の皇
子を人々が尊敬してきたのである。しかし、新しく生まれ
た小さな皇子の家を負う光を照らす美しさを彼と比較しが
たい。
王様は正式な長男の皇子をとても可愛がっていたが、あの
小さな皇子を自分の胸の子としてかぎりなく愛していた。

前世に運命を固く結ばれたものだったのだろうか。まもな
く天皇と女中の二人の間からこの世に稀なる、宝珠のよう
な美しい息子が生まれたという。
　天皇は皇太子をとにかく早く見たいと、待ち、急ぎ、宮
殿に呼んで来させ見ると、油のついた手では持てないほど
はっきりとかわいい顔の容貌の男の子であった。
　天皇の第１子である皇太子を権力の全き右の大臣の娘コ
キデン 妃が何年も前に生んで、母方の援助をよく受けた上
に、のちのち天皇の家柄を継承し、トーグー に任じられる
定めの身分という第１皇太子を人々は大変尊敬してきたの
であった。とはいっても新しく誕生したとても小さな皇太
子の家はいっぱいの光に満ちた見た目の完璧な様相をこれ
と比べるべくもなかった。
　天皇の公式な第１皇太子を大変かわいがっていたが、こ
の小さな皇太子を自分の《胸の息子》と限りなく愛してい
たのだった。

６帝は桐壺更衣を厚遇し、弘
徽殿女御は我が皇子の立坊に
疑いを抱く
　　「はじめより～」（0184
／六⑦／一九）

はじめより、おしなべての上宮仕へしたまふべき際にはあ

らざりき。おぼえいとやむごとなく、上衆めかしけれど、

わりなくまつはさせたまふあまりに、さるべき御遊びの

折々、何事にもゆゑあることの節々には、まづ参上らせた

まふ、ある時には大殿籠り過ぐして、やがてさぶらはせた

まひなど、あながちに御前去らずもてなさせたまひしほど

に、おのづから軽きかたにも見えしを、この御子生まれた

まひて後は、いと心ことに思ほしおきてたれば、坊にも、

ようせずは、この御子のゐたまふべきなめり、と一の御子

の女御はおぼし疑へり。

母君の更衣も、もともと普通の上宮仕えをするような御身
分ではないのでした。上﨟として誰からも重く扱われてい
たのですが、とかく今までは、帝がむやみにお纏わりなさ
るあまり、御遊の折々や、何事によらず面白いおん催しが
あったりしますと、まずその人をお召しになる、
時には朝おそくまでお寝みになっていらっしって〈ママ〉、
その日もそのままとめて置かれるという風に、無理にお側
に引き寄せてばかりいらっしゃいましたので、自然軽々し
く見える嫌いもありましたが、
この御子がお生れになってからは、すっかり為され方をお
改めになりましたので、悪くすると、この御子が春宮に立
たれるかもしれないと、一の御子の女御は疑念を抱いてい
らっしゃいます。

生んで母親になる女中は、本当は普通の女中のように下級
の人でもなかった。名門の出身として皆に尊敬された、上
品な顔立を持つ美しい女性だった。
王様はコオイ に優しい、自分から一瞬も離したくない、宴
会、祭り、儀式などがある時一番に彼女を呼び寄せていた。
時々彼らは一日中ベッドの中に一緒にいて、何回も泊まる
こともある。
こうして昼も夜も離れなくなってことに、女中のくせにコ
イツと嫉妬する人は自然に出てくる。
小さな皇子が生まれたから愛人の女中に天皇は益々愛情を
持ち、愛するようになった。もしかして、この小さな子を
跡継ぎのトオグーにつかさせる気かと長男皇子の母親が疑
うようになった。

その生んだ母である女中の女は、基本的には普通の女中と
同じく下の位階の人でもまた、なかった。名門の血統をも
つと他人に尊敬された、高貴な生まれを完璧に備わった外
見の美しい女性であったのだった。
　天皇はコーキ をとても気に入り、自分から一万分の一秒
も遠ざけるのを嫌がり、宴会、儀式のあるたびにまず彼女
を呼んでいた。
　時々彼らは朝を迎え寝床に一緒にいて、何日も何日も続
けて過ごすこともあった。
　こうして、夜も昼も別れずにいたので、女中の方を、こ
の悪いやつめと悪口を言われ斜めに見る者も出てきたの
だった。
　小さな皇太子が生まれた後、愛する女中を天皇は更に近
しく思って、更に強く愛するようになった。不適当なら、
この小さな息子に跡を継がせ、トーグーに任じることはな
い、と第１皇太子の母妃は更に完全に疑いを持つようになっ
た。

７帝は弘徽殿女御を気遣うも
桐壺更衣を寵愛し、更衣の気
苦労は増す
　　「人より先に～」（0248
／六⑬／一九）

人より先に参りたまひて、やむごとなき御思ひなべてなら

ず、御子たちなどもおはしませば、この御方の御諌めをの

みぞ、なほ煩はしう、心苦しう思ひきこえさせたまひける。

かしこき御陰を頼みきこえながら、おとしめ、疵を求めた

まふ人は多く、我が身はか弱くものはかなきありさまにて、

なかなかなるもの思ひをぞしたまふ。

何をいうにも、一番先に入内なされて、ほかの方々よりは
大切にされておられますし、御子たちなどもいらっしゃい
ますので、このお方のお恨みごとばかりは、帝もうるさく、
面倒に思っておいでなのでした。
それにつけても忝ない思召しを頼みの綱にしておられる更
衣は、自分のことを悪様に言い、越度を捜し出そうとする
人たちが多いのに、
わが身はかよわく、力ない境涯なので、かえっていろいろ
な気苦労をされるのでした。

王様はコキデン正室を最初の妻として尊敬し、また多くの
子供を生んだのでこの正室の気持を無視することができな
くて、彼女にかなり怖がっている。
王様の愛情にだけ期待して自分を任せている女中は小さな
ことで自分を責め、あら捜しする大勢の人々の中に生活し、
精神的に充分苦しんでいた。
元々体が弱い上で、気持ち的な苦しみを充分味わっている
から日々体が弱くなり、いつまで生きているかと心配する。
王様の限りのない愛情が女性に苦難となり、体と気持の苦
しみには終りがなかった。

天皇はコキデン大妃をわが最初の奥方として、尊重してい
て、また沢山の男子を産ませたためこの妃の気持ちを無視
できないので、彼女に対してはかなりびくびくしている。
　天皇の愛情を頼みに身をゆだねている女中の女は取るに
足らない美点によって努めるか、足りないところを探しあ
らゆる努力をする彼女が、多くの人の中で暮らすのに心労
は沢山見られた。
　そもそも病弱な、その上心の万の苦労を味わうため、日
ごとに体はご病気になり、いつまで命あるままいくか、と
自ら苦しむ。天皇の過ぎたるほど大きな愛、かわいがりは
女に害、心配となり、体と心の苦悩は絶える理由はそもそ
もない。
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８更衣の局は東北隅の淑景舎
で、参上の折毎に酷い嫌がら
せを受ける「御局は桐壺～」
（0288 ／七③／二〇

御局は桐壺なり。あまたの御方々を過ぎさせたまひて、ひ

まなき御前渡りに、人の御心を尽くしたまふも、げにこと

わりと見えたり。参上りたまふにも、あまりうちしきる折々

は、打橋、渡殿のここかしこの道に、あやしきわざをしつつ、

御送り迎への人の衣の裾堪へがたく、まさなきこともあり。

また、ある時には、えさらぬ馬道の戸をさしこめ、こなた

かなた心を合はせて、はしたなめわづらはせたまふ時も多

かり。

更衣のお局は桐壺なのです。ですから、帝がお通いになり

ますには、あまたの方々の局々の前をお通りにならなけれ

ばなりませんが、それがこのようにしきりなしでは、朋輩

方がいまいましく思うのも、まことにもっともと申さねば

なりません。

また更衣がお上りになりますにも、あまり度重なる折々に

は、打橋だの、渡殿だの、ここかしこの通り道に、けしか

らぬものが仕掛けてあって、送り迎えをする人々の着物の

裾が台なしになって、始末に悪いことなどもあります。

また或る時は、どうしても通らねばならない馬道の戸を、

向うとこっちとでしめし合わせて閉じてしまい、まごつか

せたり恥をかかせたりすることもしばしばです。

愛人の部屋はキリツボ にあった。
キリツボ宮殿は王様がいつもいるセイリョウ 宮殿から一番
遠い。
王様はキリツボ宮殿に上がるとしたらあのたくさん側室の
宮殿の前を通るしかない。いつもこんな風に行くので彼に
無視された側室たちは嫉妬しているのは当たり前のことで
ある。
また、王様はコオイをセイリョウデン宮殿に招くのが増え
るたびに側室たちは歩道やトンネルに下水などを垂らし、
言うまでもなく汚い性格を出し、向かい人や送り人などの
服を我慢できないぐらい汚すなど頭にも浮かばない憎らし
く危害を加えていた。
たまには必ず通るしかないトンネルのドアを両側から閉め、
可愛そうな女性を随行員と一緒に拘禁するなどいじめて、
立っても座ってもいられないぐらいにし、それを見て満足
するのはたった一部である。

愛する女の宮殿はキリツボ にあった。
　キリツボ宮殿は天皇のいつも住んでいるセイリョー宮殿 
からは最も遠くにあった。
天皇はキリツボ宮殿に行こうとすると、この多くの妃たち
の宮殿の前あたりに出るほかない。いつもこうして行って
いるので彼が見ても眼中に入らなかった妃たちは黒い毒の
心を生じ嫉妬しているのはもちろんのことであった。
また天皇はコーイをセイリョーデン宮殿に招くことが増え
るごとに妃たちは歩く道、廊下のここあそこに溜り水と共
にこぼし、そうだと示さないくらい勝手に乱暴し、迎えた
お付きの者の衣服までも我慢するしかないほど汚れている
ことなどが、気にせず、いやらしいほど汚いまま壊していた。
時々、必ず強引に入るしかない廊下の扉を両側から塞いで、
哀れな女をお付きの者と共に閉じ込めて笑いものにし、い
る場所座る場所をなくして、方法を無くしているのを見て、
喜びを満たすだけだった。

９帝は桐壺更衣への虐待を不
憫に思い、局を淑景舎から後
涼殿に移す「ことにふれ～」
（0344 ／七⑨／二〇）

ことにふれて、数知らず苦しきことのみまされば、いとい

たう思ひわびたるを、いとどあはれと御覧じて、後涼殿に

もとよりさぶらひたまふ更衣の曹司を、ほかに移させたま

ひて、上局にたまはす。その恨みましてやらむ方なし。

そんな具合に、事に触れて数々の苦労が増すばかりですか
ら、ひどく気が滅入って、ふさぎ込んでいますと、
それをなおさら不憫に思われて、後涼殿に前から住んでい
た或る更衣の部屋を、別のところへお移しになって、そこ
を上局として賜わりました。
追い出された人の身になってみれば、その恨みはまして言
いようもありません。

こうして数え切れない苦難は日々増えていたから可愛そう
な女性は益々苦しくなり落ち込んで、体調が弱まっていっ
た。
それを見て王様はただただ可愛そうに思うしかなかった。
仕方がなくなった王様はコオリョウ 宮殿にいたある女中を
他のところへ移す命令を出し、その代わりに愛する女をセ
イリョウ宮殿に招かれた時にそこにいさせることにした。
追い出された女中はどんなに怒って、嫉妬していたかは想
像しがたい。

このように眼中に入れる（数に入れる）のをやめるしかな
い苦悩は日に日に増し続けていたので、哀れな女は更に悩
み苦しみ続けて心が折れ、体は弱り続けていた。
彼女を見て天皇はいたずらに同情するのと同時に哀れに思
い過ごす。
方法のなくなった天皇はコーリョー 宮殿に住んでいたある
女中を他のあっちに移動させる命令を下し、代わりに愛す
る女をセイリョー宮殿に招いた時にそこに留まらせ、いる
ように２つ向こうにして決めた。
追い出された女中はどんなに大いに呪い、毒と黒が戻って
いたのを想像するのもつらいであることだ。

10若宮は三歳で袴着の儀式を
し、成長と共に憎しみが賞賛
へと変わる「この御子三つ～」
（0378 ／七⑪／二一

この御子三つになりたまふ年、御袴着のこと、一の宮のた

てまつりしに劣らず、内蔵寮、納殿の物を尽くして、いみ

じうせさせたまふ。それにつけても、世の譏りのみ多かれど、

この御子のおよすけもておはする御容貌、心ばへ、ありが

たくめづらしきまで見えたまふを、えそねみあへたまはず。

ものの心知りたまふ人は、かかる人も世に出でおはするも

のなりけり、とあさましきまで目を驚かしたまふ。

この御子が三つになり給うた年、御袴着のことがありまし
たが、第一の御子の時に劣らず、内蔵寮、納殿のものを悉
く用いて、立派な式をお挙げになりました。
それにつけても世間の非難が多いのですが、この御子のだ
んだん御成長になるお顔だちや性質などは、世に並びなく
珍しいものに思われますので、そうそう妬みようもありま
せん。ものの分った人などは、「こういうお方も世に生れて
いらっしゃることがあるんですね」と、あきれるまでに眼
を圓くして驚いています。

あの小さな皇子を 3歳になったときオンハカマギ 式を行っ
た。
前、行った長男の式に負けることなく王国の資産から宝物
や服などから一番きれいのを選んで小さな皇子に十分与え
て式を行った。
あっちこっちに悪口する人々が多いが小さな皇子は大きく
なればなるほど顔も体もこれ以上はないと言うほど他を超
えるようになったからあの側室たちまでこの子に羨ましが
ることができなかった。
それところか、複雑ことをも理解するようになった人々は
人間の世界にも珍しいこんな人が我々の時代に生まれてき
たかとびっくりしじっとしている。

この小さな王子が３歳になったときにオンハカマギ の儀式
を行った。
前にやっておいた第一皇太子の儀式よりも不足するものの
ないように、蔵の必要なもの、貴重品、衣装の綺麗で美し
いものから選び、小さな皇太子に惜しまず微笑ませ、儀式
を完璧に行ったのだった。
（キリツボ 2）
ここあそこにあらゆる悪口を言う人が多くいくらいても、
小さな皇太子が育って大きくなるにつけ、顔、姿、立ち振
る舞いは、彼に
勝るものなしといいたいぐらいと、他人から言われるよう
になったので、例の妃たちに至るまで、この男の子を憎み
嫌うことができないのであった。
　もっといえば、あらゆることを分別し区別するようになっ
た人々までも、人のこの世に稀なる外観のこのような人が
我々の時代に生まれるとはこのことか、とぼーっと考えて
しまうのだった。
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11 若宮が三歳の夏に桐壺更衣
は重病になり、御子を宮中に
残して退出　「その年の夏～」
（0439 ／八②／二一）

その年の夏、御息所、はかなき心地にわづらひて、まかで

なむとしたまふを、暇さらにゆるさせたまはず。年ごろ、

常のあつしさになりたまへれば、御目馴れて、

「なほ、しばし試みよ」

とのみのたまはするに、日々に重りたまひて、ただ五六日

のほどに、いと弱うなれば、母君泣く泣く奏して、まかで

させたてまつりたまふ。かかるをりにも、あるまじき恥も

こそ、と心づかひして、御子をば留めたてまつりて、忍び

てぞ出でたまふ。

その年の夏、御息所ヘは、何となく気分がすぐれないので
里へ退ろうとされましたが、どうしても暇をお遣りになり
ません。この頃はいつも病気がちでおられますから、それ
を当りまえのようにお思いなされて、「もう少しこのままで
養生をしてごらん」とばかりおっしゃうるのですが、日に
日に容態が重くなって、ほんの五六日のあいだに、たいそ
う衰えてしまいましたので、母君が泣く泣くお願い申し上
げて、退らせてお上げになるのでした。こんな場合にも、人々
がどういう恥をかかせるかもしれないと懸念して、御子は
お留め申し上げて、自分だけこっそりと宮中を出て行かれ
ます。

あの年の夏、女中はわけの分からない精神的な病気にもっ
と負わされ、実家に帰って治療してもらいたいと王様に頼
んだが彼女に自由を与えなかった。
何年間、体調が悪かったので王様はそれに慣れて “ もう
ちょっと見てみた方がいいじゃないの ” と言っていた。こ
の間に病気がもっと悪化し、たった何日間の間に急激に弱っ
てきた。
女性の母親が涙を流して王様に跪いて頼んで、やっと実家
に帰る許可を得た。
こうして帰る時も我々に色々な呪いをかけないか、子供に
その呪いがかかってしまうかもしれないとして女性は小さ
な皇子を皇居に残して、自分ひとりで密かに出て行った。

その年の夏、女中の女は理由の見つからない心の病にさら
に完全につかまり（おかされ）、実家へ行って、体を治した
いと、天皇に懇願したが、彼女を自由にはしなかった。
　何年も彼女の体はこのようにご病気になっていたために、
天皇はそれに慣れてしまい、「子供をずっとみていたらどう
なんだ？」とおっしゃっていた。この間に、彼女の病気は
昼に夜にもっと重くなり続けて、何日か過ぎる間に非常に
大変弱っていった。
　女の母は泣いて過ごし、天皇に跪いて懇願し、どうか生
まれた家に連れ帰るよう許しを請うた。
　こうしていても、私たちにあらゆるののしりや呪いをす
るものもいるだろうか、わが息子にそれがふりかからない
だろうか、と女は心配して、小さな皇太子を天皇の宮殿に
残したまま、自分ひとり静かに出かけた。

12 帝は絶え入らんばかりの桐
壺更衣をご覧になるにつけ途
方に暮れる「限りあれば～」
（0488 ／八⑦／二二）

限りあれば、さのみもえ留めさせたまはず、御覧じだに送

らぬおぼつかなさを、言ふ方なく思ほさる。いと匂ひやか

にうつくしげなる人の、いたう面痩せて、いとあはれとも

のを思ひしみながら、言に出でても聞こえやらず、あるか

なきかに消え入りつつものしたまふを、御覧ずるに、来し

方行く末おぼしめされず、よろづのことを、泣く泣く契り

のたまはすれど、御答へもえ聞こえたまはず、まみなども

いとたゆげにて、いとどなよなよと、我かの気色にて臥し

たれば、いかさまにとおぼしめし惑はる。

何事にも限りがありますから、帝もそうはお止めになるわ
けには行かず、見送ってやることさえできぬ心もとなさを、
言いようもなくお思いになります。
平素はたいそうつややかで、美しい人なのが、ひどく面窶
れがして、しみじみと物思いに沈みながら、言葉に出して
はよう申し上げず、あるかなきかに消え入るようにしてい
るのを御覧になりますと、来し方のことも行く末のことも
分らなくおなりなされ、いろいろのことを泣く泣くお約束
なさるのですが、更衣はお答え申し上げることもできませ
ん。眼つきなどもたいそう物憂げに、一層なよなよと、夢
うつつの体で横になっておられますので、どうしたらいい
のかと、途方にくれておいでになります。

やめさせたかったけれど皇居のルールには制限があった。
これ以上拘禁することが出来ない、また高位の王様の名誉
を考えて思ったように見送ることができなかったことに王
様の心が痛み、とても悲しんでいた。
女中は上品な美しい人だったが、痩せやつれていた。王様
から別れていることが悲しかったが言葉に表すことが出来
なく、ただ心の中で色々考え込んでいた。
これを見たら王様に過去の出来事も将来の道も真っ黒のよ
うに、ただ愛する女に涙を流して愛の誓いのする以上は出
来ない。
女性もそれに返事出来ない。居眠りしているのも何か弱く
て霞んで見えるし、意識があるのかどうかを分かりにくく
なっていた。前よりももっと悪化し寝込むようになった。
王様が心が痛み、何をすればいいのか分からず心配してい
た。

引き止めたがったが、宮殿のしきたりの制限があった。もっ
と留まらせる法はなかったし、高貴な身分の天皇の威厳名
誉などを考えると、残してやることができずに、天皇の心
は痛み、大変悲しみ苦しんだ。
女中の女は美しく生まれた完全なる素晴らしい人であった
が、やつれ果て目が落ち窪んでしまった。天皇と別れると
き大変悲しんだが、言葉でそれを表すことがどうやってで
きるだろうか、ただ心の中に全て思ってためこんだ。
これを見るにつけ、天皇にとって過ぎたことではあっても、
これからの道のりが真っ暗闇のようで、ただ愛する女に泣
き続け愛を言葉で誓う他なくなっていた。
女も彼に返事をすることができなかった。ぼんやりしてい
るのまで、一つ残らず、目の前がぼんやりして、賢いのと
愚かなのを区別するのも困難になった。前よりもずっと弱っ
て寝込んでしまったという。
天皇は心を痛め、何をしてよいかも分からず考えていた。
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13 輦車の宣旨を受けた桐壺更
衣は、帝に歌を残して里邸へ
と退出する「輦車の宣旨～」
（0537 ／八⑭／二二）

輦車（てぐるま）の宣旨などのたまはせても、また入らせ

たまひて、さらにえゆるさせたまはず。

「限りあらむ道にも、後れ先たたじ、と契らせたまひけるを、

さりともうち捨てては、え行きやらじ」

とのたまはするを、女もいといみじと見たてまつりて、

　限りとて別るる道の悲しきにいかまほしきは命なりけり

いとかく思ひたまへましかば」

と息も絶えつつ、聞こえまほしげなることはありげなれど、

いと苦しげにたゆげなれば、かくながらともかくもならむ

を御覧じはてむとおぼしめすに、

　「今日始むべき祈りども、さるべき人々承れる、今宵より」

と聞こえ急がせば、わりなく思ほしながら、まかでさせた

まふ。

輦車の宣旨などを仰せ出されましたけれども、またお部屋

におはいりになってその人の姿を御覧になれば、何として

も出してやる気におなりになれません。

「死出の旅路にももろともにという約束をしたものを、まさ

か人を打ち捨てて行くことはできないであろうに」とおっ

しゃいますので、女もたいそう悲しく存じ上げて、

　「限りとて別るる道の悲しきに

　　いかまほしきは命なりけり

こうなることと前から分っておりましたら」と、息も絶え

絶えになりながら、まだ申し上げたいことがありそうにし

ているのですが、ひどく苦しげに、大儀そうな様子なので、

いっそこのままここに置いて、始終を見とどけてやりたい

ものよと、お考えになっていらっしゃいますと、

「里の方で今日から御祈祷を始めることになっていまして、

相当の験者たちが御用を承っておりますが、ちょうど今夜

からなので」と、側から御催促申し上げますので、是非な

いことと思いながら、退らせておやりになります。

女中に特別に人力車を用意させ、外へ散歩させるが、また
寝込むから彼女から離れることが出来なかった。

戻れない旅にも一緒だと
誓いの言葉を言ったじゃない
この体をたった独りにして
永遠の去ってしまうのか

と涙を流す王様を女性が可愛そうに思い

　もし、死は私を
　追いかけていなかったら
　流れ出す運命に
　もっと長生きしたい
　もう遅くなった
　たった独りで去って行くよ私は

と言った。
“ こうすることを早めに分かっていたら ” と息切れしつつ言
葉をよっと出して、また何かを言いたかったが力が弱まっ
て出来なかった。
王様はどうしたらいいのか分からなくなり、そのまま隣に
いて最後までまぶたを閉じないで見ていようと思った。し
かし、皇居の大臣らは “ 今日から始まるべきのゴキドウ の
時間になって、高位の遺族の皆が早めに来て待っています。
祈りの儀式は今夜始まるべきである ”と告げた。

女中の女に特別に手と籠に乗せる（救いの手を差し伸べる）

命令を下し太陽と風のもとに出したにもかかわらず、寝床
に戻っていったので、彼女から離れることができなかった。

　戻ってこない状況も一緒に、と
　返ってこない誓いをしたのではないのか
　この体をたった一人で残し
　永遠に行ってくれるのではないのですか
　（4行とも Eで頭韻）
と泣く天皇を女は哀れに思い

　死がもし私を
　追い落とさずに置いてくれたなら
　流れゆく運命の力で
　更にもっと長生きできたらと思うには
　今は少し遅すぎた
　若くただ一人で行く私
（2行ずつ頭韻）

と歌った。
「こうすることを古代から知っていたなら」と息切れ切れに
言葉を言い、もう一度何か言いたそうだったが、できずに
衰弱死したという。
天皇はどうすればよいか知り、元通りそばで庇護下に置き、
最後までまたたきせず見ていようと思った。しかし宮中の
大臣たちは「今日からもうゴキドーの時期になり、高僧た
ちはとっくに来て待っています。祈祷の儀礼を今夜始めな
ければなりません」と知らせた。

14心塞がる帝は眠れぬ夏の
短夜に、桐壺更衣の死を聞き
悲嘆に暮れる「御胸つと～」
（0608 ／九⑦／二三）

御胸つと塞がりて、つゆまどろまれず、明かしかねさせた

まふ。御使の行き交ふほどもなきに、なほいぶせさを限り

なくのたまはせつるを、

「夜中うち過ぐるほどになむ、絶えはてたまひぬる」

とて泣き騒げば、御使もいとあへなくて帰り参りぬ。聞こ

しめす御心惑ひ、何事もおぼしめしわかれず、籠りおはし

ます。

お胸の中はいっぱいで、その夜はまんじりともなさらず、

明かしかねていらっしゃいます。お遣わしになった使いの

人がまだ戻って来る刻限でもないのに、気が揉めてならな

いとおっしゃりつづけていらっしゃいましたが、

「夜中過ぎ頃にお亡くなりなされた」と里の人たちが泣き騒

いでいるのを聞いて、使いの人がたいそうがっかりして帰っ

て来ました。それを聞し召すお心のうちはどんなでしょう

か、今は何事も分らなくおなりなされて、引き籠っておい

でになります。

王様は心が痛んだままに行くしかなかった。
王様はその夜悲しい、苦しい気持でいっぱいで気持が落ち
着かないまま寝ることが出来ずに朝を向かえた。女性の実
家に行かせた使者がまだ戻って来る時間がなってなかった
が王様が心配だった。
深夜が過ぎる頃に “亡くなった ”と人々が混乱しているのを
聞いて使者は慌てて皇居に戻ってきた。これを聞いた王様
が誰よりも悲しんで、何でも忘れてボーットして、皇居か
ら頭も出さずに追悼していた。

天皇は心労を抱えたままにする他なくなった。
　天皇はその晩、悲しみと苦しみで一杯になり心はかき乱
され、何もできず、夜明けを迎えた。女の親族のところへ
行かせた使いが戻ってくる時間になってもいないのに、天
皇の心は動揺し、大変心配した。
　真夜中を過ぎる頃、「故人となった」と人々がお互い泣き
騒いでいるのを聞いて、使いは大変焦り、天皇の宮殿に大
急ぎで戻ってきた。これを聞いた天皇は

誰よりもずっと悲しみ、全て憂鬱に思え、宮殿から代表も
送らずじっと嘆き悲しんでいたという。

15三歳の若宮は母君の死によ
り、服喪のため宮中から里邸
へ退出する「御子は～」（0644
／九⑪／二四）

御子は、かくてもいと御覧ぜまほしけれど、かかるほどに

さぶらひたまふ、例なきことなれば、まかでたまひなんとす。

何事かあらむともおぼしたらず、さぶらふ人々の泣き惑ひ、

上も御涙のひまなく流れおはしますを、あやしと見たてま

つりたまへるを、よろしきことにだに、かかる別れの悲し

からぬはなきわざなるを、ましてあはれに言ふかひなし。

それでも御子はそのままにお置きなされて、お顔を御覧に

なりたいのでしたが、かような折に内裏にとどまっていらっ

しゃる例がないので、これも里方へ御退出になります。侍

う人々が泣き惑うたり、帝が絶え間なく涙を流していらっ

しゃるのを、何事が起ったともお思いにならず、不思議そ

うに見廻しておいでになるのですが、普通にありふれた親

子の別れでも悲しいものなのですから、まして今の場合の

哀れさは、言ってみてもしようがありません。

ナシ ナシ
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16 桐壺更衣の葬送は鳥辺野で
行われ、母は娘と一緒にと泣
き焦がれる「限りあれば～」
（0684 ／一〇②／二四）

限りあれば、例の作法にをさめたてまつるを、母北の方、

同じ煙にのぼりなん、と泣きこがれたまひて、御送りの女

房の車に慕ひ乗りたまひて、愛宕といふところに、いとい

かめしうその作法したるに、おはし着きたる心地、いかば

かりかはありけん。

ものには限りがありますから、普通の作法に従って葬って
お上げになるにつけても、母北の方は、自分も同じ煙になっ
て空へ立ち昇ってしまいたいと言って泣きこがれ、おん送
りの女房の車を慕うてお乗りになって、愛宕という所で、
厳めしい儀式を執り行っている現場へお着きになりました
が、その時の心地はどんなでしたろうか。

ナシ ナシ

17気が動転している母は、火
葬の現実も受け入れられず
諦めきれない「むなしき～」
（0712 ／一〇⑤／二四）

「むなしき御骸（から）を見る、なほおはするものと思ふが、

いとかひなければ、灰になりたまはんを見たてまつりて、

今は亡き人、とひたぶるに思ひなりなん」

と、さかしうのたまひつれど車よりも落ちぬべうまろびた

まへば、さは思ひつかし、と人々もてわづらひきこゆ。

「空しきおん骸を見ながらも、やっぱり生きていらっしゃる
ような気がしてなりませんから、灰におなりになるところ
を拝みましたら、もうこの世にいない人だと、ふっつり諦
めがつくであろうと存じまして」と、けなげなことを言っ
ておられたのですけれども、車から転び落ちんばかりに取
り乱されるので、さればこそ、こうなることと思っていた
のにと、人々は手を焼くのでした。

ナシ ナシ

18桐壺更衣に三位追贈の宣命
がくだり、女御更衣たちは憎
しみを増す「内裏より御使～」
（0741 ／一〇⑧／二五）

内裏より御使あり。三位の位贈りたまふよし、勅使来て、

その宣命読むなん、悲しきことなりける。女御とだにいは

せずなりぬるが、あかず口惜しうおぼさるれば、いま一階

（ひときざみ）の位をだに、と贈らせたまふなりけり。これ

につけても、憎みたまふ人々多かり。

内裏からは御使がありました。三位の位をお贈りになる由

で、勅使が見えてその宣命を読み上げるのが、また悲しみ

を誘います。女御と呼ばれるようにもさせずにしまったこ

とを、この上もなく残念に思し召されて、位を今一階だけ

でもと、昇せてお上げになるのでした。それにつけてもま

たお憎みになる人々が多いのです。

ナシ ナシ

19聡明な女房たちは桐壺更衣
の美質を追想し、思慕の情を
もって偲ぶ「もの思ひ知～」
（0775 ／一〇⑪／二五）

もの思ひ知りたまふは、さま容貌などのめでたかりしこと、

心ばせのなだらかにめやすく、憎みがたかりしことなど、

今ぞおぼし出づる。さまあしき御もてなしゆゑこそ、すげ

なうそねみたまひしか、人柄のあはれに情ありし御心を、

上の女房なども恋ひしのびあへり。「なくてぞ」とは、かか

るをりにやと見えたり。

さすがに物事を弁えている方々は、姿かたちなどがめでた

かったこと、気立てが素直で、角が取れていて、憎めない

ところがあったことなどを、今こそ思い出すのです。体裁

が悪いほどの御寵愛であったからこそ、そっけなく嫉んだ

りしたものの、そういっても人柄がやさしくて、心に情愛

があったことを、お上附きの女官なども語り合うて恋い慕

うているのでした。ほんに、「なくてぞ人は」とは、こうい

う折の心持でありましょう。

ナシ ナシ

20秋となり帝はただ涙の日々
の中、弘徽殿女御は桐壺更
衣を許さない「はかなく～」
（0809 ／一一①／二六）

はかなく日ごろ過ぎて、後のわざなどにも、細かにとぶら

はせたまふ。ほど経るままに、せむ方なう悲しうおぼさる

るに、御方々の御宿直なども絶えてしたまはず、ただ涙に

ひちて明かし暮らさせたまへば、見たてまつる人さへ露け

き秋なり。

「亡きあとまで、人の胸あくまじかりける人の御おぼえかな」

とぞ、弘徽殿などには、なほゆるしなうのたまひける。

はかなく月日が過ぎて行きましたが、後々の御法事などに
も、お里方へ御使を立ててねんごろにおとぶらいになりま
す。ほど経るままに、やるせなく悲しくおなりなされて、
おん方々の宿直なども、絶えて仰せつけられず、ただ涙に
濡れて明かし暮していらっしゃいますので、その御様子を
見る人々までが湿っぽい秋を味わうのでした。
「でも、まあ、何という御寵愛であろう、亡きあとまでも人
の胸をすうっとおさせにならないとは」と、弘徽殿などは
いまだに気持を和らげていらっしゃいません。

愛する愛人を亡くした時から王様はそれと言うもない悲し
みに負われ、側室や女中の誰でもを無視し、朝も晩も涙で
あふれていたからその秋に見た誰もが心が痛む。
“亡くなった後も人の心を枯れさせている何と限りのない愛
情だ ” と右大臣の娘コキデン正室が嫉妬をやめようとしな
い。

（キリツボ 3）
愛する人を失った時から、天皇は悲しみに包まれ、妃たち、
女中たちの誰とも共にせず、朝な夕な目に一杯涙をため座っ
ているようになったので、その秋になっても、誰もが心を
痛めた。
「死んだ後まで人の内面を干からびさせる、なんと過ぎたる
愛だろうか」と右大臣の娘であるコキデン妃は歯を食いし
ばり、憎悪やねたみの言葉を概して出さなかった。

21帝は若宮を恋しがり、野
分だつ夕暮に靫負命婦を更衣
の里に遣はす「一の宮を～」
（0850 ／一一⑤／二六）

一の宮を見たてまつらせたまふにも、若宮の御恋しさのみ

思ほしいでつつ、親しき女房、御乳母などをつかはしつつ、

ありさまを聞こしめす。

　野分だちて、にはかに肌寒き夕暮のほど、常よりもおぼ

し出づること多くて、靫負（ゆげい）の命婦といふを遣はす。

帝は一宮を御覧遊ばすにつけても、若宮のお可愛らしさば
かりをお思い出しになって、心やすい女房やおん乳母など
をお遣わしになって、様子をお尋ねになります。
野分の風が吹いて、にわかに肌寒くなった夕暮の頃、常に
も増して亡き人の上をお偲び遊ばすことが多くて、靫負の
命婦というのをお遣わしになります。

王様が女中と全く似ている小さな皇子に会いたくて、いつ
も、近くにいる人々や親戚の人々に消息を得るために亡く
なった女中の実家に行かせていた。
草の頭が揺れる、ある寒い夜、愛人を思い出すのはあふれ
ていたからユゲイ・ミヨフと言うおばを使者に行かせて、

天皇は女中の女が病気の時生まれた皇太子が大変いとしく
思え、近しい仲の人々、姻戚関係にある何人かの婦人を代
わる代わる遣わして、消息を聞くために個人の親戚に常に
行かせる。
草の頭がそよぎ、寒さの冷えたある夜、愛する女を想い過
ぎたために、ユーゲイ・ミョーフという婦人を使いとして
行かせて、

22帝は夕月夜の美しい折に
催した管弦を思い出し、更衣
の面影に浸る「夕月夜の～」
（0877 ／一一⑨／二六）

夕月夜のをかしきほどに、出だし立てさせたまひて、やが

てながめおはします。かうやうのをりは、御遊びなどせさ

せたまひしに、心ことなるものの音を掻き鳴らし、はかな

く聞こえ出づる言の葉も、人よりはことなりし気配容貌の、

面影につと添ひておぼさるるにも、闇の現にはなほ劣りけ

り。

夕月夜の面白い宵のほどに出しておやりになりまして、御
自分はそのまま物思いに耽っていらっしゃいます。あゝ、
ほんとうにこういう折には管絃の遊びなどを催したもので
あったのにと、そんな御追憶が浮かぶにつれて、琴などを
も趣深く掻き鳴らし、ふと口ずさむ歌のことばにも、何か
常人の及ばぬものを持っていたその人の面影の、つとおん
身に添うて離れぬような気持がなさるのも、やはり「闇の
うつつ」に劣る淡い幻なのでした。

こんな満月の夜、音楽が響くパーティーがあって、愛する
彼女が皆の前に音楽を素晴らしく引いて、勇ましい詩は本
当に贅沢だったと王様は過去を思い出してため息していた。

このようなある満月の美しくある夜に、音楽の宴を開き、
愛する彼の目の上で、驚くほど美しく楽器を奏で、旋律を
つけて紡いだ詩は、しようのないほど甘美であったことだ
なあ、と天皇は過ぎたことを思い出し、ぼんやり座っていた。
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23 命婦は亡き更衣の邸に入
り、八重葎で荒れた庭には月
影が差し込む「命婦かしこ～」
（0907 ／一一⑫／二七）

命婦（みょうぶ）かしこにまうで着きて、門引き入るるより、

気配あはれなり。やもめ住みなれど、人一人の御かしづき

に、とかくつくろひたてて、めやすきほどにて過ぐしたま

へる、闇にくれて臥ししづみたまへるほどに、草も高くなり、

野分にいとど荒れたる心地して、月影ばかりぞ、八重葎（や

へむぐら）にもさはらずさし入りたる。

命婦は御息所のお里に行き着いて、車を門のうちに引き入

れるより早く、あたりのけはいのものあわれなのに打たれ

ます。この家のあるじの母北の方は、やもめぐらしをして

いますけれども、御息所一人を守り立てて行くためにここ

かしこへ手入れをして、どうやら見苦しくない程度に過し

ておられましたのが、子故の闇にかきくれて泣き沈んでい

ましたうちに、いつしか八重葎にも遮られずにさし込んで

います。

ユウゲイ・ミヨフさん亡くなった女中の実家に着いた。 ユーゲイ ･ミョーフ婦人は故人の家に行ったのだった。

24更衣の母は命婦と対面し感
極まり涙し、命婦は帝の仰せ
言を伝える「南面に～」（0937
／一二②／二七）

南面（みなみおもて）に下ろして、母君もとみにえものも

のたまはず。

「今までとまりはべるがいと憂きを、かかる御使の、蓬生の

露分け入りたまふにつけても、いと恥づかしうなむ」

とて、げにえ堪ふまじく泣いたまふ。「『参りてはいとど心

苦しう、心肝もつくるやうになん』と、典侍の奏したまひ

しを、もの思うたまへ知らぬ心地にも、げにこそいと忍び

がたうはべりけれ」

とて、ややためらひて、仰せ言伝へきこゆ。

車を母屋の南面に請じ入れて、命婦をお下し申した母君は、
とみにはものも言われません。「今まで生き残っております
ことがたいそう辛うございますのに、こういう御使が蓬の
露を押し分けてお越し下されましたにつけましても、お恥
かしゅう存ぜられまして」と言って、いかにも怺えられな
いようにお泣きになります。「せんだって典侍が参られまし
た折、『まのあたりお目にかかっておりますと、何ともお傷
わしく、心も肝も消え入るように覚えまして』と奏上して
おられましたが、なるほど、私のようなものの分らぬ人間
でも、たまらない心地がいたします」と、命婦はそう言って、
少し気を落ち着けてから、仰せ言をお伝え申し上げるので
す。

ナシ ナシ

25命婦は帝の心意を更衣の母
に伝え、涙にむせぶ帝からの
手紙を渡す「「『しばしは～」
（0987 ／一二⑦／二八）

「『しばしは夢かとのみたどられしを、やうやう思ひしづま

るにしも、さむべき方なく堪へがたきは、いかにすべきわ

ざにかとも、問ひあはすべき人だになきを、忍びては参り

たまひなんや。若宮のいとおぼつかなく、露けき中に過ぐ

したまふも、心苦しうおぼさるるを、とく参りたまへ』など、

はかばかしうも、のたまはせやらず、むせかへらせたまひ

つつ、かつは人も心弱く見たてまつるらむと、おぼしつつ

まぬにしもあらぬ御気色の心苦しさに、承りはてぬやうに

てなむ、まかではべりぬる」

とて御文たてまつる。

「『あの当座はひたすら夢路を辿るようであったけれども、
ようよう心が鎮まって来ると、夢と思ったのが覚めるとき
もない真実と分って、堪えがたい気がするのですが、どう
したら慰む術があるかを語り合う人もないにつけては、内々
で内裏へ来て下さらぬか。若宮が、涙にとざされた家の中で、
さも頼りなく過していることなども、心苦しゅう思われる
から、早う連れて参られるように』などと、はかばかしゅ
うも仰せきらず、涙にむせ返り給いながら、人が見たらば
あまり弱々しいと思いはせぬかと、そんな御遠慮をもして
いらっしゃるらしい御気色のもったいなさに、皆までもお
聞き申し上げないような始末で出て参ったのでございます」
と言って、おん文を差し上げます。

そして：“ あの時からいつも夢ではないかと思いつつきた。
でも今は落ち着いて、本当に訪れてきた悲しみ苦しみを感
じている。こんな時にどうすれば良いか相談する人も私に
いない。人目をしのんででも皇居に上がればどうだあなた。

そうして、「あの時から後、時間がたち夢ではないのだなあ、
と物思いを続けて今に至りました。でも今、とても静かに
なって、どうしようもなくなってきた嘆き悲しみを感じて
います。こんな時にどうするべきかを適切にアドバイスす
る人がうちにはいません。人の目を答えるようにもなった
宮殿に来ていただければ、どうでしょうか。

26帝からの文は、若宮と共
に参内するようにと懇ろに促
すものだった「「目も見え～」
（1043 ／一二⑬／二八）

「目も見えはべらぬに、かくかしこき仰せ言を光にてなん」

とて見たまふ。

「ほど経ば少しうち紛るることもや、と待ち過ぐす月日にそ

へて、いと忍びがたきはわりなきわざになむ。いはけなき

人をいかにと思ひやりつつ、もろともにはぐくまぬおぼつ

かなさを、今はなほ昔の形見になずらへてものしたまへ」

など、細やかに書かせたまへり。

　　宮城野の露吹きむすぶ風の音に小萩がもとを思ひこそ

やれ

とあれど、え見たまひはてず。

「悲しさに眼も見えませぬが、忝ない仰せ言を光として読ま
せていただきます」と言って、母君はそれをお読みになり
ます。「時がたてば少しは紛れることもあろうかと思いなが
ら暮しているのに、月日がたつほどいよいよ忍びがたくな
るのは何としたことか。幼い人がどうしているかと案じな
がら、一緒に育てて行けなくなった心もとなさが、口惜し
くてならないのですが、今となってはやはりわたしを亡き
人の形見と思って、若宮を連れて来て下さい」などと、こ
まやかに書いておありになるのでした。

　　宮城野の露ふき結ぶ風のおとに
　　小萩がもとをおもひこそやれ

とさるのですけれども、しまいまではようお読みになれま
せん。

小さな皇子をもしばらく見てない。可愛そうな彼が別れの
悲しみに沈んでいる人々に中にいるから大変だろう。彼を
皇居に至急連れて来て会わせて、あなたも一緒に来て ”
との王様の言葉を伝え、王様の目がいつも涙でうるうるし
ているが他の人に見せないように努力していること話した。

小さな皇太子とも会わなくなって久しいです。哀れな彼は
別離の苦しみに落ちた（ふける）人の間にいては、大変で
しょう？彼を宮殿に早急に連れてきて会わせてくれません
か、あなたも一緒に来てくれませんか？
と天皇のお言葉を伝えて天皇の目には一杯の涙があふれて
いるけれど他人にはそれを見せないでいるよう大変こらえ
ていることについて懐古した。
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27 母君は桐壺更衣の入内の
いきさつを語り、横死のよう
なさまを嘆く「命長さの～」
（1094 ／一三⑥／二九）

「命長さの、いとつらう思ひたまへ知らるるに、松の思はん

ことだに、恥づかしう思うたまへはべれば、ももしきに行

きかひはべらんことは、ましていと憚り多くなん。かしこ

き仰せ言をたびたび承りながら、自らはえなん思ひたまへ

たつまじき。若宮は、いかに思ほし知るにか、参りたまは

んことをのみなむおぼし急ぐめれば、ことわりに悲しう見

たてまつりはべる、など内々に思ひたまふるさまを奏した

まへ。ゆゆしき身にはべれば、かくておはしますも、いま

いましう、かたじけなくなむ」とのたまふ。

「長生きをしておりますのはほんとうに辛いものだと、思い
知りましたにつけましても、まだ存えているのかと『松の
思はんことも恥かし』ゅうございますから、貴き百敷のあ
たりへお出入りいたしますことは、ましてなかなか憚り多
く存じます。恐れ多いお言葉をたびたび承りながら、そう
いうわけで私はようお伺いいたしません。ただ、『若宮は何
と思し召してか、内裏へ参られることばかりをお急ぎになっ
ていらっしゃるらしゅうございますので、それもお道理と、
おいとおしゅう存じあげております』というようにでも、
私が思っておりますことを内々で奏上して下さいませ。何
分私は不吉な身の上でございますから、こういう所にいらっ
しゃいますのも縁起が悪く、もったいなく存ぜられまして」
とおっしゃいます。

ナシ ナシ

28若宮が就寝した後、勅使役
の命婦は役目を終えたために
帰参を急ぐ「宮は大殿籠～」
（1149 ／一三⑫／三〇）

宮は大殿籠（おほとのごも）りにけり。
「見たてまつりて、くはしう御ありさまも奏しはべらまほし
きを、待ちおはしますらんに、夜ふけはべりぬべし」
とて急ぐ。

若宮はもうお寝みになっていらっしゃいます。
「お顔を拝ましていただいて、おん有様などをも詳しく奏上
いたしとうございますが、お持ちになっていらっしゃいま
しょうし、夜が更けて参りますから」と、命婦は帰りを急
ぎます。

ナシ ナシ

29亡き更衣の母君は、横死
した我が子への尽きせぬ思い
を命婦に語る「「くれ惑ふ～」
（1163 ／一三⑭／三〇）

「くれ惑ふ心の闇も堪へがたき片端をだに、はるくばかりに
聞こえまほしうはべるを、私にも、心のどかにまかでたまへ。
年ごろ、嬉しく面だたしきついでにて、立ち寄りたまひし
ものを、かかる御消息にて見たてまつる、返す返すつれな
き命にもはべるかな。生まれし時より、思ふ心ありし人に
て、故大納言、いまはとなるまで、『ただ、この人の宮仕へ
の本意、かならず遂げさせたてまつれ。我亡くなりぬとて、
口惜しう思ひくづほるな』
と、返す返す諌めおかれはべりしかば、はかばかしう後見
思ふ人もなきまじらひは、なかなかなるべきことと思ひた
まへながら、ただかの遺言を違へじとばかりに、出だした
てはべりしを、身にあまるまでの御心ざしの、よろづにか
たじけなきに、人げなき恥を隠しつつ、まじらひたまふめ
りつるを、人のそねみ深くつもり、やすからぬこと多くな
りそひはべりつるに、横さまなるやうにて、つひにかくな
りはべりぬれば、かへりてはつらくなん、かしこき御心ざ
しを思ひたまへられはべる。これもわりなき心の闇になん」
と、言ひもやらず、むせかへりたまふほどに、夜もふけぬ。

「子を思う道にくれまどう心の闇の片端だけでも、お話し
申し上げて胸を晴らしとうございますから、公の御使いで
なしに、一度ゆっくりお越しなされて下さいませ。この年
頃は嬉しいことや晴れがましい御用でお立ち寄りください
ましたのに、こういう悲しいおん消息の御使いとしてお眼
にかかりますとは、返す返すもままならぬ命でございます。
亡くなりました娘は、生れた時から望みをかけていた娘で
ございまして、故大納言がいまわの際までも、『どうかこの
人の宮仕えの本意を必ず遂げさせて下され。私が死んだか
らといって、意気地なく挫けてはなりません』と、くれぐ
れも言い置かれましたので、立派な後身を持たぬ女の人交
わりはなかなかなことと存じながら、ただ遺言に背かない
ようにと思うばかりにご奉公に出しましたところ、
身にあまるお志の幾重とも知れぬ忝さに、人に人とも思わ
れぬような扱いをされるのを忍びながらどうにかお付き合
いをしているらしゅうございましたが、
朋輩方の嫉みが深く積もり、苦労の数々が増えてまいりま
して、横死のような風に亡くなってしまいましたので、今
ではかえってもったいないご寵愛をお恨み申しているよう
なわけでございます。これも親心の愚痴でございましょう
か」

“ 亡くなった娘は生まれた時から我々に希望をもたらした子
である。亡くなられた父親ダイナゴンは生きていた時に “こ
の人の皇居に働きたいという希望を必ずかなえてあげて。
私は死んでも彼女の夢を無視してはいけない”と心から願っ
て遺言残したので、世話する人はいなくても皇居に働くの
はそれ以上の出来事になると知っていたが、ただ亡くなっ
た父親の遺言を守るために皇居に行かせたのだ。
そしたら王様から小さな体にも入りきれないぐらいの愛情
をいただいて、どんな時にも心から応援していることに感
謝し、他の側室たちの、人の頭にも想像できないぐらい悪口、
いじめに歯をかんで我慢し、仕事し続けていたよ娘が。
その間他からの嫉妬がますます心の中に増え、苦難が増え
つつ結局戻らぬ人になり天国に行ってしまったのがこれで
ある。そして感謝しなければならない王様の偉大な愛を裏
切ったみたいになっている。これらは全て苦難に精神を失っ
た荒っぽい母になる私の罪ではないか ” と女性の母が言葉
を終るや否や大泣きしている内に夜が明けてきた。

「私たちの、仏になってしまった人は生まれた時から私たち
の望み、希望のしみ込んだ赤ちゃんです。故人の父のダイ
ナゴンが存命中、「この人を宮殿に近づきになって働く切な
る願いを必ずかなえてやって欲しいといっていました。わ
たくしが見ても、その望みを潰してはいけませんよ。」と大
変感情的に求めて遺言のようであったので、と見て向かう
人がいない方向で

天皇の宮殿に役目を果たすのは彼女以外にいなくなるとい
うことを承知でいて、ただ故人の貴族の家からのみの言葉
を無碍にすることはないと言っていることで、宮殿に行か
せたのだった。
しかし天皇が小さな体に抱えきれないほどの愛情を与え、
どんな時でも、真心をこめるようにするのに、感謝し庇護
の下に置き、他の妃たちの人の下に置くことはなく、悔し
さで椀を食いしばりつづけながら、仕事をし続けていた私
の娘であった。
その間に他の妬みや憎しみは更に深くなり凝縮されて、苦
労と疲労は大いに増え続けて、最後には帰ることない旅に
出て仏の国に行ったのがこれである。そうして今、感謝す
べき天皇の大いなる愛を裏切ったようなことになった。こ
の全ての苦しみにぼんやりとなった無学な母である私の罪
ではないのでしょうか。」と女の母は言ったが、声もなく嗚
咽を漏らし泣いている間に曙光が白み始めた。
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30 命婦は帝が悲涙の内に更
衣との因縁を偲ぶさまを語っ
て帰参を急ぐ「「上もしか～」
（1256 ／一四⑪／三一）

「上もしかなん。
『我が御心ながら、あながちに人目驚くばかりおぼされしも、
長かるまじきなりけり、と今はつらかりける人の契りにな
む。世に、いささかも人の心をまげたることはあらじと思
ふを、ただこの人のゆゑにて、あまたさるまじき人の恨み
を負ひしはてはては、かううち捨てられて、心をさめむか
たなきに、いとど人わろうかたくなになりはべるも、前の
世ゆかしうなん』
と、うちかへしつつ、御しほたれがちにのみおはします」
と語りて尽きせず。泣く泣く、
「夜いたうふけぬれば、今宵過ぐさず、御返り奏せん」
と急ぎ参る。

命婦は、「お上もそうおっしゃっていらっしゃいます。
『わが心ながら、ああも一途に、人目をおどろかすように思
い詰めたというのも、やはり長くは続かない縁であったの
かもしれぬと思うと、苦しい契を結んだものだという気が
する。自分はいささかでも人の気持を害うた覚えはないの
だけれども、ただこの人がいたために、恨まれないでもい
い人たちの恨みを負うたとどのつまりは、こんな具合に一
人あとに残されて、心を取り直す術もなくて、いよいよみっ
ともなく、頑になったのであるが、前の世でどんな約束が
してあったのか知りたい』と、繰り返し仰せになって、お
ん涙がちにいらっしゃいます」
と語るにつけても、話は尽きません。
泣く泣く、「夜がたいそう更けましたから、今宵のうちに御
返事を奏上いたしましょう」と急ぎ立ち出でます。

王様はまたこう述べていた。
“ 私の心はこんなに一つの方法へ憧れ、人々の嫌な目を引
くほど女性を愛したのが結局長く一緒にいる運命はなく短
い出会いだったからであろう。今振り返って見ると苦い運
命だったと思ったら心が痛む。今まで私は人の心を痛めた
ことを思い出せないが、ただこの人にたくさんの人の嫉妬
を小さな体に負わせ、結局こうして愛している人を失って、
その残された寂しさが減れない。寂しさに縛られ、前より
も蒙昧になっていることを考えたら、前世にとどんな運命
で結ばれたのかを知りたくなる ” と振り替えして述べて涙
を流していると言った。
双方こんなことを話していたら終わりがない。
令嬢が泣きながら “ もう遅くなっている、夜が明ける前に
戻って返事を伝えます ”と行く準備をする。

天皇はまたこうおっしゃった。
私のこうなるまで一つの方向に向かおうとしていて、人の
目の毒を引くほどまで、女を愛したのは最後に長く一緒に
いる運命ではない、かなり短い出会いであった。今思い返
すと、悲しい運命であることだ、というよりも、心を傷つ
けていたのを覚えておらず、いくらただこの重い非常に多
くの人の憎しみを束にして彼女の体に負わせて、最後には
このように愛する彼女を失い、後に残った後悔と悲しみは
平静にならない。苦しみと悲しみに縛り付けられ、以前よ
りももっと蒙昧になっているのを考えると前世でこの人と
どんな風な運命によって結ばれたのかを知りたくなってい
るのです」と何度も重ねて言って涙をこぼしているとのこ
とだった。
どちらもこのように話していると終わらなかった。
婦人は泣く泣く「今はとても晩くなりました。曙光の白む
前に帰って答えを広く検討しましょう」と行く準備をした。

 31 月が沈む頃、命婦の歌を
受け祖母君は惜別の情を車中
の命婦に伝える「月は入り方
～」（1315 ／一五④／三二）

月は入り方の、空清う澄み渡れるに、風いと涼しくなりて、
草むらの虫の声々もよほし顔なるも、いとたち離れにくき
草のもとなり。
　　
  鈴虫の声の限りを尽くしても長き夜あかずふる涙かな

えも乗りやらず。

　　「いとどしく虫の音しげき浅茅生に露おきそふる雲の上
人

かことも聞こえつべくなん」と、言はせたまふ。

月は山の端に入りかけて、清く澄みわたった空に、風がた
いそう涼しく吹いて、草むらの虫のこえごえの哀れを誘い
顔なのも、立ち去りがたい風情なのです。

　　すず虫のこゑの限りをつくしても
　　ながき夜あかずふる涙かな

そう言って、車にもよう乗らないでいます。

「いとどしく虫の音しげき浅茅生に
　露おきそふる雲のうへ人

かような愚痴も申し上げとうございまして」と、母君が言っ
てお寄越しになります。

お月様が西の山の向うに沈もうとしていて、空に清々しい
光を照らし、風邪が吹き、草の甲虫が人々の哀悼を分かっ
ているように悲しそうに鳴くので戻るのは難しかった。

　　喉を出す鳴く
　　悪魔のコオロギのように
　　秋の夜を鳴き越える
　　涙がいつ終るだろう

と言って令嬢が人力車に乗った。
“ こんな情報を知らせなければならなくなった ” と亡き娘の
母から下記の連絡があった。

月が西の山の向こうに隠れ始めて空に透き通って一杯にな
るまで照り、風がそよぎ、草の先が人々の悲しみを知った
ように悼んでいるのはしかたなく音を立てていたので帰る
際は苦しかった。

　　声（喉）を知り泣く
　　害を受けたこおろぎのように
　　秋の夜を嘆きつくす
　　わが涙はいつ尽きるのだろうか

と、使いの婦人はかごに乗った。

（キリツボ４）
「こんなことを知らせるより他なくなりました」と故人の母
より下のような言葉を言わせた。

32靫負命婦の帰参に際して、
祖母君は桐壺更衣の形見の装
束等を贈る「をかしき御贈～」
（1358 ／一五⑩／三二）

をかしき御贈り物などあるべきをりにもあらねば、ただか
の御形見にとて、かかる用もやと残したまへりける御装束
一領、御髪上げの調度めく物添へたまふ。

風流なおん贈り物などがあるべき場合ではありませんから、
ただ亡き人の形見として、こういう折の用にもと残してお
かれた装束一領に、御髪上げの調度のようなものを取り添
えて進ぜられます。

“ まじめに考えたお土産を送る時間がなかった。ただ亡き娘
の代わりに、この時に必要と残したかもしれない亡き娘が
服に合わせて飾って使っていた髪飾り、くし、ヘアピン等
を王様に差し上げたい、受け取ってください ”と言った。

「ひそかに思い、大切にした贈り物を贈っている時間はあり
ませんでした。ただ故人の」代わり身のみとして、このよ
うな時に必要なものとなるようにと、残したのかもしれな
い故人であるわが娘は服と共に二つにさげていた髪の髪留
め、櫛、ハサミで心を天皇に広く掴んでいて、見舞いを受
けて欲しい」と言った。

33亡き更衣の女房たちは若
君の参内を促すも祖母君は手
放し難く思う「若き人々～」
（1378 ／一五⑫／三二）

若き人々悲しきことはさらにもいはず、内裏わたりを朝夕
にならひて、いとさうざうしく、上の御ありさまなど思ひ
出できこゆれば、とく参りたまはむことを唆しきこゆれど、
かくいまいましき身の添ひたてまつらんも、いと人聞き憂
かるべし、また見たてまつらでしばしもあらんは、いと後
ろめたう思ひきこえたまひて、すがすがともえ参らせたて
まつりたまはぬなりけり。

若い女房たちなどは、悲しいことはいうまでもないとして、
朝夕の大内の暮しに馴れていたものが、寂しくてならず、
帝のおん有様などを思い出してお噂を申したりして、早く
参内なさるようにおすすめしているのですけれども、母君
としては、こんないまわしい年寄りがお供をするのは外聞
が悪いであろうし、そうかといって、少しの間もお別れ申
していることは何だか心配でもあるので、この際になって
も、すっぱり若宮を内裏へ参らせようとはなさらないので
した。

若い側室たちがコオイの死に敏感であることはもちろんの
こと、また、今まで皇居に一緒に住んでお互い仲良くなっ
ていたので悲しんでいた。王様の状態を考えたら、小さな
皇子に早く会わせてあげることを女性の母に勧告するつも
りだったが “ 私みたいな運命の悪い年寄りが一緒に行くの
が人々の目耳は望ましくないだろう。また、こうしたって
皇子と別れる精神的な力が本当にない。”と言って気持が混
乱したお婆さんが小さな皇子を皇居に行かせることが出来
なかった。

若い妃たちがコーイの死にぴりぴりしているのはもちろん、
また今になるまで天皇の宮殿で暮らし、それぞれ慣れたの
でお互い悲しい心になっている。天皇の様子を思うにつけ
小さな皇太子と早く会わせることを女の母に説得するつも
りであったが、私のところのように運の悪い老いた生き物
（人間や赤ちゃんを「生き物」と表現することがある）一緒
に行くのは、しっかりとした人の目や耳に適うことはない
でしょうねえ。またこうしたとて、皇太子と別れ別れる（既
に上でも何度も出ているが、同じ意味の言葉を 2度繰り返
すことが多い。その多くは数学で言うベクトルのように 2
つの言葉で意味の定義を明確にしている）気持ちの元気さ
は私には実はありません」と言って、心が乱れたおばあさ
んである母親は小さな皇太子を天皇の宮殿に行かせられな
いとのことである。
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34 桐壺帝は女房と語り明かし
長恨歌の絵を見ながら命婦の
帰参を待つ「命婦は～」（1420
／一六③／三三）

命婦は、まだ大殿籠らせたまはざりける、とあはれに見た
てまつる。御前の壺前栽の、いとおもしろき盛りなるを御
覧ずるやうにて、忍びやかに、心憎き限りの女房四五人さ
ぶらはせたまひて、御物語せさせたまふなりけり。このごろ、
明け暮れ御覧ずる長恨歌の御絵、亭子院の描かせたまひて、
伊勢、貫之に詠ませたまへる、大和言の葉をも、唐土の詩
をも、ただその筋をぞ枕言にせさせたまふ。

命婦は戻って来てみると、まだお寝みにならないでいらっ
しゃるのを、おいたわしく思うのでした。お前の壺前栽の
花の色も面白く、今をさかりに咲いているのを御覧になる
ような様子で、嗜みのある四五人の女房だけを侍わせて、
しめやかにお物語をなすっていらっしゃるのでした。
近頃は、明け暮れ亭子院がお書かせになった長恨歌の絵を
御覧になり、その絵に添えてある伊勢や貫之の和歌だとか、
または漢詩だとか、そういう筋のことばかりを語り草にし
ていらっしゃいます。

皇居に戻ってきた使者の令嬢が、王様がまた寝ることも出
来ずに座っているのを見て可愛いそうに思い、心をなやま
す。
王様が公園に秋の草の花が今も綺麗に花が咲き、香り出し
ていることをじっと見ながら、自分の周りにいて世話して
いる 4,5 人の側室と一緒に淋しく歩き、静かな声で彼女た
ちに何かについて語っていた。
彼はタン国のゲンソウ王とヨウキ皇后の愛情について述べ
られたハクラクテン のチョウゴンカ の絵を朝から晩まで眺
めているのである。
チョウゴンカは、あのうゲンソウ王、ヨウキ皇后二人の恋
愛に基づいた詩で、それをテイジノイン 絵に描いた。その
絵に基づいたイセ とキノツラキュキ の賛歌、中国の詩等、
愛人から別れた、別れの悲しみを唄ったものを口にし、そ
んな課題で主に述べた本などを読んでいる。

天皇の宮殿に帰ってきた使いの婦人は天皇がまた眠れない
でいるのを見て、大変哀れに思い心がうずいた。
天皇は庭園で秋の草の花が今まで遅く咲き様子に見えて、
しようのないほど花が咲き広がり香りが漂っているのを、
自分を振り返って注意して世話している 4,5 人の妃と共に
悲しみにくれて歩き、優美な声で彼女らに何か述べていた。
彼は唐国のゲンソー皇帝とヨーキ妃の 2人の愛情について
述べたハクラクテン のチョーゴンカ の絵を朝から晩まで見
ていたのだった。

そのチョーゴンカはそのゲンソー皇帝、ヨーキ妃の二人の
愛情から着想した詩で、それをテイジノイン が絵にさせた
のだった。その絵から着想してイセ とキノツラユキ の歌、
中国の詩など愛する人と別れた別れの嘆き悲しみを歌った
ものを口頭で吟じ、そのようなテーマを主に述べた本とと
もに読むようになっていた。

35 帝は里邸の様を命婦から聞
き、とり乱した祖母君の返書
に心を遣う「いと細やか～」
（1469 ／一六⑧／三三）

いと細やかにありさま問はせたまふ。あはれなりつること
忍びやかに奏す。御返り御覧ずれば、
「いともかしこきは、置き所もはべらず。かかる仰せ言につ
けても、かきくらす乱り心地になん。
　　 
  あらき風ふせぎしかげの枯れしより小萩がうへぞ静心な
き」

などやうに乱りがはしきを、心をさめざりけるほど、と御
覧じゆるすべし。

御自分とても、何とかしてかような様子を人に見られまい
と、怺えてごらんになるのですけれども、とても辛抱がお
できになりません。始めてお逢いになった年ごろのことま
でも取り集めて、いろいろとお思いつづけになり、あの時
分は束の間も離れていると気が揉めたものだが、よくまあ
こういう風にして月日を送っていられるものよと、不思議
なようにもお感じになります。
「故大納言の遺言を違えず、宮仕えの本意を立て通してくれ
た礼には、それだけの報いをして上げようと、いつもそう
思っていたのに、それも甲斐なくなってしまった」と仰せ
になって、たいそう不憫にお思いになります。

王様も “ こんな風に気持が混乱していることを他の人々に
見せたくない ” と自分を慰めようとしていたがとても苦し
かった。
初めて彼女に会った時の思い出をはじめ、色々なことを限
りなく思い出していて、彼女が生きていた時にちょっとで
も離れたら私が淋しかったのに今は一人で生きていけるか
と思ったら人間って小さい、虚偽なんだとまで思うように
なった。
“亡き父ダイナゴンの遺書を破らずに、皇居に勤めたいとの
夢を果たしてあげた感謝として、いつかコオイを最後の側
室にしょうと思ってきたが、それは今けっして果たさぬこ
とになった ” と王様が述べて愛人の母親を可愛そうに思い、
悪くしなかった。

天皇も「こういうふうに心が乱れた状態を他人に見せたく
ない」と自分を落ち着かせるよう努めたが、とても大変だっ
た。
最初に彼女とかかわりを持った頃の思い出からとらせて、
あらゆる全てを限りなく思い起こし続けて彼女を生活から
ほんの少し遠ざけるまで私にとってとてもたいへんに思え
て、今こうして一人で生きていこうかと考えることで、人
という生き物はちっぽけで、かりそめのものだなあとまで
思うようになった。
「故人はダイナゴンの遺言を破らず、天皇の宮殿で働く偽り
の無い気持ちを実行させてあげた感謝の礼として、いつで
もコーイを小妃にして差し上げようと考え続けてくるまで、
彼女は今やいつになっても実行できないことになった」と
天皇はおっしゃっていとしい女の母に同情し、誤りだと責
めたりしなかったのであった。

36悲嘆を隠せない帝は更衣入
内の頃を思い出し祖母君をも
不憫に思う「いとかうしも～」
（1504 ／一六⑫／三四）

いとかうしも見えじ、とおぼししづむれど、さらにえ忍び
あへさせたまはず。御覧じはじめし年月のことさへ、かき
集めよろづにおぼし続けられて、時の間もおぼつかなかり
しを、かくても月日は経にけり。あさましうおぼしめさる。
「故大納言の遺言あやまたず、宮仕への本意深くものしたり
し喜びは、かひあるさまにとこそ思ひわたりつれ、言ふか
ひなしや」
とうちのたまはせて、いとあはれにおぼしやる。

御自分とても、何とかしてかような様子を人に見られまい
と、怺えてごらんになるのですけれども、とても辛抱がお
できになりません。始めてお逢いになった年ごろのことま
でも取り集めて、いろいろとお思いつづけになり、あの時
分は束の間も離れていると気が揉めたものだが、よくまあ
こういう風にして月日を送っていられるものよと、不思議
なようにもお感じになります。
「故大納言の遺言を違えず、宮仕えの本意を立て通してくれ
た礼には、それだけの報いをして上げようと、いつもそう
思っていたのに、それも甲斐なくなってしまった」と仰せ
になって、たいそう不憫にお思いになります。

王様も “ こんな風に気持が混乱していることを他の人々に
見せたくない ” と自分を慰めようとしていたがとても苦し
かった。
初めて彼女に会った時の思い出をはじめ、色々なことを限
りなく思い出していて、彼女が生きていた時にちょっとで
も離れたら私が淋しかったのに今は一人で生きていけるか
と思ったら人間って小さい、虚偽なんだとまで思うように
なった。
“亡き父ダイナゴンの遺書を破らずに、皇居に勤めたいとの
夢を果たしてあげた感謝として、いつかコオイを最後の側
室にしょうと思ってきたが、それは今けっして果たさぬこ
とになった ” と王様が述べて愛人の母親を可愛そうに思い、
悪くしなかった。

天皇も「こういうふうに心が乱れた状態を他人に見せたく
ない」と自分を落ち着かせるよう努めたが、とても大変だっ
た。
最初に彼女とかかわりを持った頃の思い出からとらせて、
あらゆる全てを限りなく思い起こし続けて彼女を生活から
ほんの少し遠ざけるまで私にとってとてもたいへんに思え
て、今こうして一人で生きていこうかと考えることで、人
という生き物はちっぽけで、かりそめのものだなあとまで
思うようになった。
「故人はダイナゴンの遺言を破らず、天皇の宮殿で働く偽り
の無い気持ちを実行させてあげた感謝の礼として、いつで
もコーイを小妃にして差し上げようと考え続けてくるまで、
彼女は今やいつになっても実行できないことになった」と
天皇はおっしゃっていとしい女の母に同情し、誤りだと責
めたりしなかったのであった。
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37 帝は若宮の将来を約束し、
贈物から長恨歌の釵に思いを
重ねて歌う「「かくても～」
（1543 ／一七③／三四）

「かくても、おのづから、若宮など生ひ出でたまはば、さる
べきついでもありなん。命長くとこそ思ひ念ぜめ」
などのたまはす。
かの贈り物御覧ぜさす。亡き人の住み処尋ね出でたりけむ
しるしの釵ならましかばと思ほすも、いとかひなし。

　　尋ねゆく幻もがなつてにても魂のありかをそこと知る
べく

「でもまあ、自然若宮が成人したら、老母にも時節が巡って
来るであろう。せいぜい長く生きるようにすることだね」
などとおっしゃいます。命婦がさっきいただいて来た贈り
物をお目にかけますと、昔臨こうホ（工へんに叩の右側の字、
正しくは邛）の道士とやらが、亡き人のすみかへ尋ねて行っ
て貰って来たという証の釵であるならば、などとお思いに
なりますのも甲斐ないことです。

　　尋ね行くヘまぼろしもがなつてにても
　　魂のありかをそこと知るべく

“ コオイがいなくなっても皇子が王様になるときが来れば亡
き娘に側室を追及できるでしょう。それまでに生きて生き
ようと亡き娘の母も思っているだろう ”と王様が述べた。
ミョウフ　コオイの母の述べたことを王様に伝えた。それ
を受け取って王様はタン国の皇后で天に行ったヨウキが天
国を旅していた手品師に愛するゲンソウ王に届けてもらっ
た彼女のお土産となる宝のヘアペンのように悲しく思って
いたに違いない。

天国に行ってしまった皇后を
そこで探して会った手品師
私の前に現れて欲しい、彼女に
挨拶をしてもらいたい

「コーイがいなくなったが、皇太子を天皇の座に任じる日が
来れば、仏になった人々は妃の位を請求し得ることができ
るのだったね。

それまでは生きていようと、婦人も考えているんでしょう
ね」と天皇はおっしゃった。
　ミョーフはコーイの母親の述べた事柄を天皇に諮り申し
上げた。
　それを聞いて天皇は唐国の皇帝の妃が天に飛んだ（死ん
だ）ヨーキを仏の国で探し、会って来た魔法使いに愛する
皇帝のゲンソーに送った彼女の贈り物の宝石のついたハサ
ミのようだと思い至ったのは当然である。

　天の国に行った妃を
　そこから探し会った魔法使い
　私の前に現れたまえ、彼女の
　息災をきかせてほしいものだなあ
（2行ずつ頭韻）

38帝は玄宗と楊貴妃の物語か
ら、更衣との尽きぬ愛情を恨
めしく思う「絵に描ける～」
（1572 ／一七⑦／三五）

絵に描ける楊貴妃の容貌は、いみじき絵師と言へども、筆
限りありければ、いと匂ひ少なし。太液の芙蓉、未央の柳も、
げにかよひたりし容貌を、唐めいたるよそひは麗しうこそ
ありけめ、懐かしうらうたげなりしをおぼし出づるに、花
鳥の色にも音にも、よそふべき方ぞなき。朝夕の言ぐさに、
翼をならべ、枝をかはさむと契らせたまひしに、かなはざ
りける命のほど、尽きせず恨めしき。

絵に画いた楊貴妃の顔かたちは、どんなに上手な絵師の作
でも、筆の力に限りがありますから、決して色香に富んで
いるとは申せません。太液池の芙蓉や未央宮の柳によく似
ていたというかの妃の唐風の装いを凝らしたところもさぞ
美しかったでしょうが、御息所のなつかしくも愛らしかっ
たのを思い出されますと、花の色にも鳥の音にも何として
比べられましょうぞ。
朝夕の睦言に、「天にあっては比翼の鳥、地にあっては連理
の枝」とお約束をなされたことの、空しい夢となってしまっ
たはかない運命の限りない恨めしさ。

ヨウキ皇后を描いた人はどんなに有名な画家であっても絵
で表現するには限りがあるのでそんなに、珍しく、美しく
見えなかった。
大水の池の菊の花やビオウ・キュウ 宮殿の柳と本当に似て
いたとチョウゴンカに唄われているヨウキ皇后の姿やタン
国の服などが非常にきれいだったでしょう、しかし、コオ
イの生きていた時の可愛い姿を思い出せば、愛する彼女を
花の色とも、鳥の鳴き声とも比べられない。
お互いにいつも “ 天には翼を広げて飛ぶ比翼の鳥、地上に
は二本の木の一つの枝でいよう ” とチョウゴンカの詩の一
行で永遠の愛の誓いをするがこれを実現できなかった愛す
る彼女の運命の薄いことを永遠に思い出して王様が小鼻が
落ちている。

ヨーキ妃を描いた人はかなり高名な画家だが、絵の表現に
は限界があるのでそれほど驚くべき美しさの全きようには
見えなかった。
　大いに水のある池の睡蓮の花および、ビオウ・キュー 宮
殿の柳の木に本当に似ていたとチョーゴンカで称えられて
いるヨーキ妃の容姿は唐国の服が本当に装飾的で美しかっ
たでしょうに、しかしコーイの生前のか弱いかわいらしい
容姿を思い出して、彼女を花の色にも、鳥のさえずりにも
比べる法は無いのだ。
　誰と誰に対しても常に「空でなら並んで飛ぶつがいの鳥、
地上でならペアの木の一つの枝となろう」とチョーゴンカ
の詩の一行で、永遠の愛を誓い合うがこれを履行すること
ができなかった彼の運命の薄さを終わり無く思い起こし天
皇は鼻先の両側のくぼみを痛めた。

39帝の心を踏みにじるよう
に、弘徽殿女御は傍若無人
な遊び事に耽る「風の音～」
（1615 ／一七⑫／三五）

風の音、虫の音につけて、もののみ悲しうおぼさるるに、
弘徽殿には久しく上の御局にも参上りたまはず、月のおも
しろきに、夜ふくるまで遊びをぞしたまふなる、いとすさ
まじう、ものしと聞こしめす。このごろの御気色を見たて
まつる上人、女房などは、かたはらいたしと聞きけり。い
とおしたち、かどかどしき所ものしたまふ御方にて、こと
にもあらずおぼし消ちて、もてなしたまふなるべし。

風のおと、虫の音につけても、眼に触れるものが一途に悲
しく思えますのに、弘徽殿では久しく上のお局にも伺候な
さらず、月の面白い夜のことなので、更けるまで管絃の遊
びに興じておられるのでした。
その陽気らしいものの音をお聞きになって、たいそうぶし
つけなと、気持を悪くなさいます。ほんにこのごろの帝の
御様子を見奉る殿上人や女房などは、弘徽殿のなされ方を
苦々しく思うのでした。
もともとあのお方は、ひどく我の強い、角々しいところが
おありになるので、何の構うことがと思って、そんな振舞
いをなさるのでしょう。

秋の風の音、甲虫の鳴き声を聞いても王様にこの世の全て
のことが悲しく思われていたのに正室コキデンが王様の言
うことを無視しセイリョウ宮殿の正室の部屋にいてなく夜
のお月様の美しさを眺め夜中まで音楽を引き遊んでいた。
王様に直接届くこの楽しい音色を聞いて “ なんと、冷たい
人や、残念 ” と心が痛むのである。その時の王様の気持を
観察していた皇居の人々や他の側室たちもこの正室の行動
を嫌がっていた。
もともとこの正室は負けず嫌い、冷たい人で王様の傷つい
た心を無視し、コオイの死など私の気持に関係ないという
ことをわざと表していたのである。

秋風の音、甲虫の声をも聞いた天皇にはこの世の全てのも
のが悲しく思えて、コキデン大妃は天皇のお言葉を無視し
てセイリョー宮殿の妃の宮殿においでにならず、夜中の月
の美しさを愛で、夜遅くまで音楽を奏でて楽しんでいた。
　天皇に直接触れる喜ばしい音楽のこの旋律を聴いて「ど
ういっても厳しい心を持った人の子供であろうか、かわい
そうに」と

心が痛んでいるのだった。その時の天皇の心の有様を見て、
注意していた宮殿の人々および他の妃たちも大妃のこの性
格を恐ろしく思った。そもそもこの妃は負けず嫌いで、冷
たい心を持つ人であって、天皇の傷ついた心を気遣うこと
もなくコーイの死は私の心を当惑させることがないことを
必然のようにしていたが、それがまさにこのことだった。



-115-

40 更衣の里邸に思いを馳せて
悲しみ歌う帝は、眠ることす
らできない「月も入りぬ～」
（1660 ／一八③／三六）

月も入りぬ。

　　雲のうへも涙にくるる秋の月いかですむらん浅茅生の
宿

　おぼしめしやりつつ、燈火（ともしび）をかかげ尽くし
て起きおはします。右近の司の宿直奏の声聞こゆるは、丑
になりぬるなるべし。人目をおぼして、夜の御殿に入らせ
たまひても、まどろませたまふことかたし。

と、月も隠れてしまいました。

　　雲のうへも涙にくるる秋の月
　　いかですむらん浅茅生のやど

かの母君の家のあたりを想像なさりながら、燈心が尽きて
燈明が消えてしまっても、まだ起きておいでになります。
右近の宿直奏ホの声が聞えるのは、もう丑の刻になったの
でしょう。人目に立たないようにと思って、御寝所におは
いりになりましても、まどろむことはおできになりません。

まもなくお月様が見えなくなり暗くなった。
  雲の上の秋のお月様
  涙に負われて
  草したの

と愛する娘の家を想像して、チョウゴンカにゲンソウ王が
秋の光が無くなる時
睡眠が無くなる
との詩に書かれたように燈が消え、夜が明けても王様が起
きていた。
ウコネフ の指揮者は警備の名前を呼ぶのは聞こえるのが夜
中 1時になっているみたい。王様はトイレに行き、寝るた
めに部屋へ上がったが静かに寝れるようがなかった。

まもなく月が隠され暗闇になった。

  雲の上には秋の月
  涙の被いがかかる
  草の下にはの家
  心の安寧あり ( 頭韻なし )

と愛する人の家を思い描き、チョーゴンカでゲンソー皇帝
が
秋の光が消えるとき
眠気もどこかへ行ってしまう
と詠んだのと同じく明るく喜び朝日の白むまで天皇は目が
覚めていた。
ウコネフ の上官が監視塔の名前を呼ぶのが聞こえる夜のと
ある時間の頃だったろう。天皇は馬をみて(トイレに行って)
寝ようと宮殿にいらしたが、ぐっすり静かに休み眠るいろ
いろが全くなくなった。

41帝は政治まで疎かにしか
ねない悲しみの中で食事も召
し上がらない「朝に起き～」
（1693 ／一八⑦／三六）

朝に起きさせたまふとても、
「明くるも知らで」
とおぼし出づるにも、なほ朝政はおこたらせたまひぬべか
めり。ものなどもきこしめさず。朝餉の気色ばかりふれさ
せたまひて、大床子の御膳などは、いと遥かにおぼしめし
たれば、陪膳にさぶらふ限りは、心苦しき御気色を見たて
まつり嘆く。すべて、近うさぶらふ限りは、男女、いとわ
りなきわざかな、
と言ひ合はせつつ嘆く。

朝お起きになりましても、
「明くるも知らで」ヘと、昔を恋しく思し召されて、朝政を
怠り給うようになります。
召し上りものなどもおすすみにならず、朝餉もほんの真似
ごとに箸をおつけになるだけで、大床子の膳部などは長い
こと遠のけておられますので、陪膳に伺候するすべての人々
が、お傷わしい御様子を見ては歎くのです。誰も彼も、お
側近くに仕える限りの男や女が、困ったことだと言い合わ
せてためいきを吐きます。

朝、目覚めるや否や、
愛する彼女の生きていた時の姿が浮かんで、二人で夜が明
けたのをも着付かず色々なことを話し合い、朝の儀式をサ
ボっていたことを思い出す。
今はコオイと出会った愛情に溢れた日々を思い出して、朝
の儀式の参加を断っている。
ご飯も食べず、朝のお茶に口をつける程度でセイリョウ宮
殿に行われる正式な食事会に目を向けない、手も付けない
ので、食事に来た、また付き人たちは可愛そうに思い、男
女も “本当に可愛そうになったな ”と大声をだす。

朝黒い目が開いたかと思うと
愛する女の生前の姿形を思い出し、二人で朝日の白むのも
気付かずあらゆるものを語り明かし、朝の儀式よりも時々
遅れて席についていたのを思い出す。
今になってコーイと関わった愛の日々を思い返して朝の儀
式に参加するのが億劫になってしまった。
お食事も召し上がらない、朝の僧の食事に口をつけるくら
いであるのとセイリョー宮殿で行われる公式のお食事を手
に取る儀式もほとんど見ることもなく、手もつけないので
僧の食事を差し上げ、おつきの全ての人の心が病み暗くな
り、男女の別なく「本当に大変になった」と声をもらすのだっ
た。

42帝に奉仕する者たちも政道
放棄を嘆き楊貴妃の例まで引
合いに出る「さるべき契～」
（1731 ／一八⑫／三七）

「さるべき契りこそおはしましけめ、そこらの人の譏り、恨
みをも憚らせたまはず、この御ことにふれたることをば、
道理をも失はせたまひ、今はたかく世の中のことをも、思
ほし捨てたるやうになりゆくは、いとたいだいしきわざな
り」と、人の朝廷の例までひき出で、ささめき嘆きけり。

やはりこうなる約束事だったのでしょうか、多くの人の非
難や恨みも憚り給わず、このことについてはものの道理も
失い給い、今はまた、こんな具合に世の中のことを思い捨
てられたようになって行くのは、全く困ったことだと、外
国の帝の例まで引き出して、囁き合い歎き合うのでした。

“ 前世の出会い、運命だったのかな。王様は女中が生きてい
た時に人々の嫉妬を無視し、宮殿はそのまま揺れていたが、
天国に行った今もこうしてこの世の仲の全てを無視してい
るのは本当に大変だ ” など他の国の皇居を例にして噂をし
ていた。

「若い時からの運命であったのだろうか。天皇は女中が生き
ている時人々の舌、口、ねたみそねみを気にすることもなく、
宮殿はその声で揺れていたが、天に召されたこの時にもこ
のように世の全てのものを眼中に入れず地面を捨てている
のは本当に苦しくなった」などと異国の皇帝の宮殿の例ま
で挙げてひそひそ言い合うのだった。
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43 若宮参内で不吉な予感、弘
徽殿女御は息子が四歳の春
に立坊し安堵「月日経て～」
（1762 ／一九②／三七）

月日経て、若宮参りたまひぬ。いとどこの世のものならず、
清らにおよすけたまへれば、いとゆゆしうおぼしたり。
明くる年の春、坊定まりたまふにも、いとひき越さまほし
うおぼせど、御後見すべき人もなく、また世のうけひくま
じきことなりければ、なかなかあやふくおぼし憚りて、色
にも出ださせたまはずなりぬるを、
「さばかりおぼしたれど、限りこそありけれ」
と、世人も聞こえ、女御も御心おちゐたまひぬ。

月日が過ぎて、若宮が内裏へお上りになりました。いよい
よこの世のものではないようにお綺麗に、大きくおなりに
なりましたので、薄気味悪くさえお思いになります。明く
る年の春春宮が定まり給う時にも、このお方に一の御子を
越えさせたくお思いになりましたけれども、おん後見をす
る人もなく、また世間も承知しそうにないことなので、か
えってために悪いであろうと懸念なされて、気振りにもお
出しにならずにしまったのを、あんなに可愛がっていらっ
しゃっても、ものには際限があるのだと、世の人々も噂を
申し、女御も安心なさるのでした。

月日が立ち、まもなく小さな皇子源氏が父になる王様の皇
居に来た。
この世にこんなに美しさとあるんだねと言うぐらいの本当
に可愛い皇子に育っているし、この美しさによって死ぬか
もとまで王様が思うのでまた、気持が落ち着かないいつも
心配していた。
来る春、王様の後を継ぎトオグーに誰を決めるかとの時期
か来るので王様が何とかして長男をパスして次男になるこ
の小さな皇子をトオグーに上がらせようと心の隙間に密か
に思っていたが小さな皇子を後ろから応援する人がいない、
または定期的な儀式を無視して他に認めるのは難しい、そ
れところか皇子自身に悪いことが起こるかもしれないと思
い、心の中に思ったものを表面に出す勇気がなかった。“こ
んなに、可愛そうに親しく愛しているが物事に理由がある
ように、物事に限りがあるから後を継ぐ皇子に選ばれるの
はないだろう ” と人々口々に噂し、正室のコキデンが始め
て安心した。

日月が過ぎ去りまもなく小さな皇太子はゲンジ氏の父子と
なる天皇の宮殿に来た。
　この世でこれほど美しいといってあまりあるといいたい
ほど美形の全き、本当にかわいいご子息によく育っていて、
この見た目麗しいせいで死んでしまわないかとまで天皇は
考えたので、また心がおだやかにならない時が続き心配し
ている。
　次の年の春、天皇の座を相続させるトーグーに誰を奉ず
るかを決める時が来たので天皇はどうにかこうにか長男を
混乱させて次の息子はこの小さな皇太子をトーグーに任じ
ようと心中でひそかに思っていたが小さな皇太子の後ろか
ら支援する人がおらず、また確立した慣例を考慮しないの
は他の人に受け入れてもらうのに障害で、それによっての
みならず皇太子に彼自身のためにも悪いことになると思い、
心に思ったことを明らかにする勇気が出なかった。「こうな
るまであわれなほど溺愛していたが、“ ものには理由が矢
にはギチル（矢の両端につく木片）が ” すべて限りがあっ
て、後出自が受け継がれる皇太子によって奉じるのは違う
でしょうよ」と人々は口々に騒いでコキデンの大妃は初め
て心が安寧になったという。

44祖母君は期待も虚しく潰え
若宮六歳の年に無念さを残し
たまま死去「かの御祖母～」
（1805 ／一九⑥／三七）

かの御祖母北の方、慰む方なくおぼししづみて、おはすら
ん所にだに尋ね行かんと願ひたまひししるしにや、つひに
亡せたまひぬれば、またこれを悲しびおぼすこと限りなし。
御子六つになりたまふ年なれば、このたびはおぼし知りて
恋ひ泣きたまふ。年ごろ馴れ睦びきこえたまへるを、見た
てまつりおく悲しびをなむ、返す返すのたまひける。

かの祖母君の北の方は、慰む術もなく憂いに沈んでいらっ
しゃって、亡き人のおられる所へでも尋ねて行きたいと祈っ
ておられた験があったのでしょうか、とうとうお亡くなり
なされましたので、またこれを限りなくお悔やみになりま
す。御子が六つにおなりになった年ですから、今度は様子
がお分かりになるので、恋い慕うてお泣きになります。祖
母君も、年ごろ自分に馴れ親しんでおられたのを、みすみ
す後にお残し申してこの世に暇を告げる悲しさを、繰り返
して仰せになったのでした。

小さな皇子のお婆さんは気持的に落ち込んで太陽を見ずに、
不吉なきざし、“ 一日も早く亡き娘のいる所に行きたい ” と
祈って、祈り通りになったか間もなく天国に行った。
王様はまた哀悼に陥った。
小さな皇子は 6歳になったのでお婆さんの死をよく理解し
ていて、孤独になり涙を流していた。
お婆さんは今まで隣にいて育ててくれたので本当に慣れて、
後ろに残してこの世を去っていることに極めて苦難である
ことを周りの皆に話していた。

小さな皇太子の祖母は意気消沈し太陽を見上げず、虫の知
らせに心配しつづけ「たった一日前にあった故人である娘
のいる場所を見つけて行くのを考えています」と祈り続け
て、彼女の望みによるものだったのかどうなのか、機会も
無く仏の国に行ってしまった。
　天皇もまた悲嘆にくれた。
　小さな皇太子は 6歳に達したのでこの度になって祖母は
母の死を実感し大変切望し涙が止まらずにいた。
　祖母は今になるまで近くにいて育てたので大変慣れ親し
み、人民を保ちこの世と分かれているときに、限りなく悲
しんでいるのを親しい身内に話していた。

45若宮七歳の読書始めの後
は、その聡明さと美貌に弘徽
殿女御も感服「今は内裏に～」
（1844 ／一九⑪／三八）

今は内裏にのみさぶらひたまふ。七つになりたまへば、読
書始めなどせさせたまひて、世に知らず聡うかしこくおは
すれば、あまり恐ろしきまで御覧ず。
「今は誰も誰もえ憎みたまはじ。母君なくてだにらうたうし
たまへ」
とて、弘徽殿などにも渡らせたまふ御供には、やがて御簾
の内に入れたてまつりたまふ。いみじき武士、仇、敵なり
とも、見てはうち笑まれぬべきさまのしたまへれば、えさ
し放ちたまは？

もうそれからは、若君は内裏にのみばかりいらっしゃいま
す。七つになられましたので読書始などをなさいましたが、
たぐいなく聡く、賢いので、恐ろしいようにお思いになり
ます。
「今は誰も誰も憎むことはできまい、せめて母君のいない後
だけでも、可愛がってお上げなさい」
とおっしゃって、弘徽殿などへお渡りになる時にもお供に
お連れになり、そのまま御簾のうちへお入れになります。
猛き武士や仇敵でも、見れば微笑まずにはいられないお姿
なので、女御もよう知らぬ顔もなさいません。

皇子はこの時から皇居にずっと生活することになった。7
歳の誕生日の時に読み書きする儀式を行い、まもなく頭が
物凄いいいことが明らかになったので王様は怖いぐらい
びっくりして、観察していた。
“今は誰もこの子に嫉妬することができないだろう。母が亡
くなったとまでして可愛そうに思い、愛情を注げてくださ
い ” と王様がおっしゃってゴキデン宮殿にお越しになる時
一緒に連れて行って、更に神様の仏壇にまで連れて行くよ
うになった。
多大に強い英雄の男、侵略者の敵もこの皇子を見れば、見
ず知らずに微笑むぐらいの可愛い男の子で、それところか
正室のコキデンまで冷たい言葉言えなかった。

皇太子はこのときから天皇の宮殿で永住することになった。
7歳のお祝いの席上で読み書きを学ぶ儀式を
行ったのと遅れずに精神が非常に晴れたのが知らされたの
でほとんど恐怖のように驚き、見て確かめていた。
　「今では、誰もこの息子を憎むことができないでしょう・
彼の母は亡くなったのだなあと言ういいたるまで哀れみ愛
してあげてくださいね」と皇帝はコキデン宮殿にいらっしゃ
るときも一緒に連れて行き、さらに仏を祀る小さなほこら
にまでも連れてはいるのだった。
　並外れて強い英雄、独裁的な敵までこの皇太子を見れば
知らず知らず笑顔になるかわいい男の子で、それを言わな
いコキデン大妃まで冷たい言葉を捨てられなかった。

46若宮は二人の皇女方より優
雅で学問や音曲にも秀でる超
人さを発揮「女御子たち～」
（1904 ／二〇②／三九）

女御子たち二所、この御腹におはしませど、なずらひたま
ふべきだにぞなかりける。御方々も隠れたまはず、今より
なまめかしう恥づかしげにおはすれば、いとをかしううち
とけぬ遊びぐさに、誰も誰も思ひきこえたまへり。
わざとの御学問はさるものにて、琴、笛の音にも雲居を響
かし、すべて言ひ続けば、ことごとしう、うたてぞなりぬ
べき人の御さまなりける。

実はこの方のおん腹にも、女御子たちが二所いらっしゃい
ますが、とても比べものにもならないのでした。多くの女
御更衣のおん方々も、この若君に対しては、恥かしがって
隠れなどはなさいません。今からなまめかしく、様子あり
げでいらっしゃいますので、面白いようで気の置ける遊び
相手であると、誰も誰も思っていらっしゃいます。正式の
御学問はいうまでもなく、琴笛の稽古をなすっても、空ま
でひびく音色を出されますし、
すべて一つ一つ数えて行くと、あまりことごとしくて嘘ら
しくなるくらいに、才能のめでたいお方なのでした。

正室の生んだ二人の王女も美しいさで皇子と比べないぐら
いだった。
知識や漢字能力はすぐれていて、琴や笛の練習に小さな皇
子を天に昇るまでびっくりするぐらいの音色を出し、皇居
の人々をびっくりさせていた。
こうして小さな皇子のことを話しても話しても終わらない、
話し続けていて疲れる一人になる。

大妃の生んだ 2人の姫も見た目の麗しさでは皇太子と比べ
るわけには行かなかった。
　学問、漢字の能力で抜きん出ているのみならず、ヤトガ（モ
ンゴルの箏）、リムベ（モンゴルの横笛、チベット語起源の
語）の練習でも小さな皇太子は天まで驚かせようかという
そのような甘露の旋律を出し、宮殿の人々をうっとりさせ
たのだった。
　このように小さな皇太子の側に話しても話しても終わら
ない、話し続けて疲れて疲れ切るまでになった。
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47 高麗の相人は鴻臚館で右
大弁の子として来た若宮を観
て不思議がる「そのころ～」
（1955 ／二〇⑥／三九）

そのころ、高麗人の参れる中に、かしこき相人ありけるを
聞こしめして、宮の内に召さんことは、宇多の帝の御誡あ
れば、いみじう忍びて、この御子を鴻臚館につかはしたり。
御後見だちて仕うまつる右大弁の子のやうに思はせて率て
たてまつるに、相人驚きて、あまたたび傾きあやしぶ。
「国の親となりて、帝王の上なき位にのぼるべき相おはしま
す人の、そなたにて見れば、乱れ憂ふることやあらむ。朝
廷の固めとなりて、天下を輔くる方にて見れば、またその
相違ふべし」
と言ふ。

その時分高麗人が来朝しましたなかに、すぐれた人相見が
いる由をお聞きになりましたが、宮中へお召しになること
は宇多の帝の御遺誡がありますので、非常に内密に、鴻臚
館へこの御子を遣わしました。
おん後見という形で仕えている右大弁の子のように仕立て
て、お連れ申して行きますと、人相見は驚いて、たびたび
首を傾けていぶかるのでした。
「国の親となって、帝王の上なき位に登るべき相のあられる
人ですが、しかしそういう風に取っては、御本人が心配な
さることもありましょう。公の重い職について天下の政を
助ける人という方に取って見れば、どうも相が違うようで
す」と言います。

当時、朝鮮の使者が来て、彼らの中には優れた占星術者が
いらしていることを王様に伝えた。皇居に占い師を招くの
はウダ 大王の遺書通りに禁止されていたのでかれらの泊
まったコオラ宮殿に小さな皇子を密かに連れて行った。
随行員のウダイベン が付き人、奴隷のような格好させて皇
子を連れて行った。
占い師は皇子を見て、声を出してびっくりし、頭を振った。
“びっくりしても仕切れない。
この子は天の指示で王様になる運命があると占いに出てい
るのに、そうしたら王国が混乱し、全ての国民が苦難に陥る。
しかし、王国の賢い大臣になって国の権利を一緒に持って
いけばちょっと違った占いが出ている ”と言った。

その時真鍮国（？）の代表者たちが来て、彼らの間で焼い
た肉を間違えず、占い師が来ているのを天皇に奏上した。
天皇の宮殿に占い師たちを招くのは、ウダ 大帝の家より掟
によって禁じられていたので彼らの投宿したコーラ宮殿に
小さい皇太子を極秘に連れて行った。
　延臣のウダイベン 側近の息子のように皇太子に服を着せ
て連れて行った。
　占い師は皇太子を見てすぐ、声を漏らし驚き頭を振った
という。
　「驚き驚くのみではない。
　この男の子は天の意向により皇帝の座に任じる運命にあ
る、と託宣が下ったのにそのように言えば天皇と国政は乱
れ、全人民は衰弱すると出ていた。
　しかし国政と国の賢臣となり国権を執ればまた別の結果
になる」ということだった。

48博識の右大弁と高麗人が漢
詩を作り交わし若宮も興深い
詩句を作る「弁も、いと～」
（2019 ／二〇⑬／四〇）

弁も、いと才かしこき博士にて、言ひ交したることどもなん、
いと興ありける。文など作りかはして、今日明日帰り去り
なんとするに、かくありがたき人に対面したる喜び、かへ
りては悲しかるべき心ばへを、おもしろく作りたるに、皇
子もいとあはれなる句を作りたまへるを、限りなうめでた
てまつりて、いみじき贈り物どもを捧げたてまつる。朝廷
よりも多くの物たまはす。おのづからことひろごりて、漏
らさせたまはねど、春宮の祖父大臣など、いかなることに
かとおぼし疑ひてなむありける。

右大弁もかなり学才のある賢い博士でしたから、いろいろ
と談話を交換した中には、たいそう興味のある事柄もあっ
たのでした。詩を作り合ったりして、今日明日にも帰国し
ようという間際に、こういう稀な相の人に対面したのは喜
ばしいけれども、お別れ申した後ではかえって悲しいであ
ろうという心持を、巧みに詠じ出しましたので、
御子もたいそう情趣の深い句を作ってお示しになると、限
りなくお褒め申し上げて、立派な贈り物などを献上します。
朝廷からもこの高麗人に多くのものを賜わります。帝はこ
のことを誰にもお漏らしになりませんけれども、春宮の祖
父大臣などは、何ぞお考えがおありになるのではないかと、
疑っておいでなのでした。

ウダイベンと言う付き人が自分がかなり知識人なので二人
で意味深い話をずっと話し合っていた。
詩の一行をお互いに書きあって、占い師は “ すぐ故郷に帰
ることになって、こんなに珍しい占いが出る方に会った嬉
しさ、別れる悲しさを避けてくれた ”と言った。
小さな皇子も彼に意味深い詩を作り、直ぐに返事を出した
ので占い師はほめるにほめて、応援してお土産もあげた。

ウダイベンという側近は自身大いに高い学問教養を持って
いる人なので 2人で内容の深い話を長くし、話し合ってい
たという。

　詩を書きあって占い師は「今明日となく故郷に帰ってこ
のように稀なる幸運な託宣が下る貴人と会い関わりを持っ
た喜び、別れる悲しみを話して驚かせてやろう」という。
　小さな皇太子も彼に深い内容の詩をやって直接答えたこ
とに対し、占い師の称えた上にも称え、熱烈に愛し贈り物
を差し上げたのだった。

49帝は若宮を臣籍降下させ朝
廷の補佐役にと決めると学問
に励ませる「帝、かしこき～」
（2075 ／二一⑤／四〇）

帝、かしこき御心に、倭相を仰せておぼしよりにける筋な
れば、今までこの君を親王にもなさせたまはざりけるを、
相人はまことにかしこかりけりとおぼして、無品親王の外
戚の寄せなきにてはただよはさじ、我が御世もいと定めな
きを、ただ人にて朝廷の御後見をするなん、行く先も頼も
しげなめることとおぼし定めて、いよいよ道々の才を習は
させたまふ。

帝は深いお心がおありになって、日本流の人相を見させて
ごらんなされて、夙に心づいていらしゃった〈ママ〉こと
があればこそ、今までこの君を親王にもせずに置かれたの
ですが、あの高麗の人相見はほんとうに偉い者であったと
思い合わされるにつけても、外戚の後押しのない無品親王
にしておいて、身の振り方に困るようなことにはさせたく
ない、自らの御代もいつまで続くやら定め難いことである
から、臣下に下して朝廷の補佐をさせた方が将来にも希望
が持てると分別なすって、いよいよ道々の学問を習わせて
いらっしゃるのです。

ナシ ナシ

50帝は宿曜道の判断も参考
に、若宮を皇位継承権のない
源氏にと決断「際ことに～」
（2120 ／二一⑩／四一）

際ことにかしこくて、ただ人にはいとあたらしけれど、親
王となりたまひなば、世の疑ひ負ひたまひぬべくものした
まへば、宿曜のかしこき道の人に勘へさせたまふにも、同
じさまに申せば、源氏になしたてまつるべくおぼしおきて
たり。

際立って聡明なので、尋常人にするのは非常に惜しいので
すけれども、親王になられたら世の疑いを受けそうな形勢
ですし、宿曜の道に詳しい者に考えさせても、同じように
申しますので、源氏にして上げることに決めておいでにな
るのでした。

ナシ ナシ

51更衣が忘れられず世を疎ま
しく思う帝に、先帝の四の宮
の噂が届く「年月にそへ～」
（2147 ／二一⑬／四一）

年月にそへて、御息所の御ことをおぼし忘るるをりなし。
慰むやとさるべき人々（大島本「人々を」）参らせたまへど、
なずらひにおぼさるるだにいとかたき世かな、と疎ましう
のみよろづにおぼしなりぬるに、先帝の四の宮の、御容貌
すぐれたまへる聞こえ高くおはします。

年月がたつのにつれて、御息所のことはお忘れになる折も
ありません。少しは慰められもするかと、相当な方々をお
召しになっても、かのおん方に擬えられるほどの相手すら
も、めったにいない世の中よと、どなたを御覧なされても、
疎ましくばかり感じていらっしゃいましたが、折から先帝
の四宮として、すぐれてお顔立ちの美しいと評判のお方が
ありました。

月日が過ぎても王様が愛する愛人キリツボのコオイを一秒
も忘れることがなかった。
悲しみは少しでも消えるかなと美しい女性を見せても “ 亡
き彼女に比べる人がこの世にいないのだ ” と王様が落ち込
んでいるしかなかった。
ある日亡き前の王の第 4の側室の部屋に素晴らしく美しい
女性がいると王様に伝えた。

日、月が過ぎていったが天皇が愛する人のキリツボのコー
イを忘れたことは一瞬たりともなかった。
　悲嘆が小さくなって晴れるだろうか、と頬の美しい女た
ちを見せても、「故人の彼女と比べられる人はこの世にはい
ないのだ」と天皇は落胆するだけだった。
　あるとき仏になった前代の天皇の第 4の姫の宮殿に驚く
ほど美しい女性がいると天皇に知らせたという。



-119- -118-

52 典侍は先帝の四の宮を亡き
更衣に生き写しだと奏上し帝
の気を引く「母后世になく～」
（2173 ／二二②／四一）

母后世になくかしづききこえたまふを、上にさぶらふ典侍
は、先帝の御時の人にて、かの宮にも親しう参り馴れたり
ければ、いはけなくおはしましし時より見たてまつり、今
もほの見たてまつりて、
「亡せたまひにし御息所の御容貌に似たまへる人を、三代の
宮仕へに伝はりぬるに、え見たてまつりつけぬを、后の宮
の姫宮こそ、いとようおぼえて生ひ出でさせたまへりけれ。
ありがたき御容貌人になん」
と奏しけるに、まことにやと御心とまりて、ねむごろに聞
こえさせたまひけり。

母后がまたとなく大切にかしずいていらっしゃいましたが、
帝にお附き申している典侍は、先帝の時から御奉公をして
いた人で、かの母后の御殿にも親しくお出入りをし馴れて
いますので、まだお小さい時分からお顔を存じ上げ、今も
仄かにお目にかかることがありまして、「三代のあいだ宮仕
えをしておりますけれども、お亡くなりなされた御息所の
お顔立ちに似ておられるお方をお見かけ申したことはござ
いませんが、后宮の姫宮こそ、御成人なさるに従って、生
き写しのようにおなりなさいました。珍しい御器量のお方
です」と奏上しましたので、ほんとうかしらとお心が留まっ
て、入内をおさせになるように、ねんごろにおっしゃって
お上げになりました。

娘を母が可愛がって育てた。
王様の付き人となるナイシノスケが前の王の付き人をもし
ていたので、彼の母が側室の部屋に出入りしていたので、
あの娘を幼い頃から知っていた。今もたまに出会い、顔を
良く知っていたので王様にこう伝えた。
“天に行ったあの子と極めて似ている人を三世帯に王に付き
人としている私は全然見たことないのに側室の部屋に彼女
にそっくりの人がいたのを知った。この世に珍しく美しい
のである。”と伝えたら、王様が本当かなとドキドキし、母
なる側室に挨拶しておの娘を皇后に正式に入れるのを敬意
を払って頼んだ。

娘を母親は大変大切に守り育ててきた。
　天皇に付き添うナイシノスケは前天皇の時代にも側近と
なっていたのでその母妃の天皇によく入って出（出入りし）
ているのでその娘を小さく幼いときから知っていた。今で
も時々会っていて、顔色を知っているため天皇にこのよう
に知らせたという。
　「天に召された婦人と振る舞いや姿が非常に似た人を３代
にわたり天皇の側に仕えている私が全く見つけられていま
せんが、母妃の宮殿に彼女に限りなくそっくりな人がいらっ
しゃっているのを知りました。世に稀な見た目麗しく生ま
れたのです」と知らせると、天皇は本当だろうかと心ゆれ、
母妃に尊敬の意を示す儀式をして娘を妃の宮殿に公式に下
らせることを強く願った。

53帝を巡る女たちの怖さを言
う四の宮の母が死ぬと、入内
の道が開く「母后、「あな～」
（2233 ／二二⑧／四二）

母后、
「あな恐ろしや、春宮女御のいとさがなくて、桐壺更衣の、
あらはにはかなくもてなされにし例もゆゆしう」
と、おぼしつつみて、すがすがしうもおぼしたたざりける
ほどに、后も亡せたまひぬ。心細きさまにておはしますに、
「ただ我が女御子たちの同じつらに思ひきこえん」
と、いとねんごろに聞こえさせたまふ。

母后は、まあ恐ろしい、春宮の女御が意地悪をして、桐壺
の更衣がああいうむごい最期を遂げた前例があるのに、と
お思いになると、そうお気軽には決心がつきかねておられ
ましたが、そのうちにその母后もお薨れになりました。
今では姫宮が一人で心細そうにしておられますので、「全く
わたしの女御子たちと同列に扱ってお上げましょう」と、
再びねんごろなお言葉がありました。

母なる正室は“難しいのだ。コキデンの性質は性格は難しい、
前キリツボの女中を入る所ないぐらいに排他して、結局こ
んな可愛そうな運命にあったというそれって言えないぐら
いの例が目の前にあるのに ” と嫌がっていながらまもなく
病死した。
残された王女は一人で悲しんでいることを王様が聞き、“浴
室と言うよりも私の実の娘たちの親戚として親の代わりに
世話をしよう ”と皇居に正式に住むことを命令した。

母妃は「障害は大きいです、コキデン大妃は性格が気難しく、
前にキリツボの女中の女が暮らす術がなくなるまで無視し、
最後にはこのように不運な結末を見た彼女の言いようも無
い例が目の前にあるのに」と嫌がり躊躇していて間もなく
病を得て仏になった。
　あとに残された姫は一人で心の苦しみを味わっているの
を天皇は聞いて「妃というよりも私の生まれた（実の）娘
の親戚と思って母父の代わりに面倒を見よう」と天皇の宮
殿に公式に住まわせるのを勅命とした
という。

54不思議なほど更衣に似る四
の宮は周りに押され入内し藤
壺と称する「さぶらふ人々～」
（2264 ／二二⑫／四二）

さぶらふ人々、御後見たち、御兄の兵部卿の親王など、か
く心細くておはしまさんよりは、内裏住みせさせたまひて、
御心も慰むべくなどおぼしなりて、参らせたてまつりたま
へり。藤壺と聞こゆ。げに御容貌ありさま、あやしきまで
ぞおぼえたまへる。

近侍の者どもや、おん後見の人々や、兄君の兵部卿宮なども、
こうして寂しく暮していらっしゃるよりは、内裏住みをな
すった方がお気晴らしになるとお考えなさって、宮中へお
上げになりました。
藤壺のおん方と申し上げます。いかさま、お顔も、お姿も、
あやしいまでに似ていらっしゃいます。

娘の付き人や世話している人々、兄になるヒョウブキョウ 
たちが “ こうして気持が落ち込んで、悲しんで生活するよ
りは皇居に行けば気持も落ち着ないか ” と薦め、第 4の王
女を皇居に側室にした。
この女性を側室フジツボと名付けた。本当に顔や体や歩き
方もキリツボの女中にそっくりで、信じられないぐらい似
ていた。

娘の家臣たち、女中たち、見て向かっている人々、彼女の
兄であるヒョーブキョー 公らは「このように心が痛み、悲
しみながら暮らす代わりに天皇の宮殿に行けばお前の気持
ちは上向かないのか」と説得し、第４の姫を天皇の宮殿に
妃として下したという。
この女をフジツボ小妃と命名した。本当に顔色、体、歩き
踏みしめる姿はキリツボの女中の女の皮をはいだように、
確信するしかないほどそっくりだった

55藤壺は皇女の身ゆえに誰に
気兼ねもなく、帝の寵愛もし
だいに移る「これは人の～」
（2295 ／二三②／四三）

これは人の御きはまさりて、思ひなしめでたく、人もえお
としめきこえたまはねば、うけばりてあかぬことなし。か
れは、人の許しきこえざりしに、御心ざしあやにくなりし
ぞかし。おぼし紛るとはなけれど、おのづから御心うつろ
ひて、こよなうおぼし慰むやうなるも、あはれなるわざな
りけり。

この方は御身分が高いせいか、はたの気受けもよろしく、
誰あって貶める者もおりませんので、何事も存分になすっ
て御不満なことはありません。亡き御息所は、なかなか人
がそうさせて上げなかったのに、あいにくと御寵愛の度が
深かったのでした。帝も、あの時分のことをお忘れになっ
たのではありませんが、いつとはなしに御心が移って、こ
の上もなく慰まれるようになって行きますのも、浮世の常
というものでしょうか。

位も上位なので、それでなのか他の側室は嫉妬することが
出来ない。側室フジツボはとにかく自由であって、物不足
になる苦難は味わなかった。

位階もまた一つ上なのでそのせいであろうか他の妃たち女
たちは憎しみ嫉妬を向けることができなかった。
フジツボ妃は何があっても気まぐれで、足りずぐずぐずす
るような苦しみは見られなかった。

56源氏の君は常に父帝の傍に
いて、若く美しい藤壺の姿を
透き見する「源氏の君は～」
（2327 ／二三⑤／四三）

源氏の君は、御あたり去りたまはぬを、ましてしげく渡ら
せたまふ御方は、え恥ぢあへたまはず。いづれの御方も、
我人に劣らむとおぼいたるやはある、とりどりにいとめで
たけれど、うち大人びたまへるに、いと若ううつくしげにて、
せちに隠れたまへど、おのづから漏り見たてまつる。

源氏の君は、帝のお側をお離れになりませんので、まして
しげしげとお召しに与るお方は、そうそうきまり悪がって
隠れていらっしゃるわけにも行きません。いずれのおん方々
も、自分が人に劣っているとお考えになりますでしょうか。
皆とりどりにお綺麗なことですけれども、お年を召した方々
の中に、一人だけたいそう若く美しい藤壺は、ひどくはに
かんで、見られないようになさるのですが、源氏の君は自
然隙見なさることもあります。

ナシ ナシ

57三歳で母と死別した源氏の
君は、母に生き写しだという
藤壺を慕う「母御息所も～」
（2370 ／二三⑨／四三）

母御息所も、影だにおぼえたまはぬを、「いとよう似たまへ
り」と典侍の聞こえけるを、若き御心地にいとあはれと思
ひきこえたまひて、つねに参らまほしく、なづさひ見たて
まつらばやとおぼえたまふ。

母君の御息所の面影も、実は少しも御記憶にないのですけ
れども、非常によく似ていらっしゃいますと典侍が申すも
のですから、子供心にもなつかしく存じ上げ、いつもお側
近くへ行って、馴れ馴れしくさせていただきたいものよと、
思っていらっしゃるのです。

実の母親の顔を全然思い出さないのか “ 側室フジツはあな
たの亡き母と本当にそっくりである ” と周りの人々の話を
聞いた皇子が子供の気持で側室フジツボを “ 本当に心に親
しい人 ” と思うようになり “ いつもこの人の近くにいたい。
もっと親しくなる ”と言っていた。

実の母の姿かたちを少しも思わせないせいだろうか「フジ
ツボ妃、あなたの亡くなった母親と本当にそっくりですよ」
と近しい人々が話すのを聞いて皇太子は幼い子供の心でフ
ジツボ妃を「本当に心の近しい人」と思うようになり「い
つかこの人と近しくなりたいものです。更にもっと慣れ親
しみます」と述べるのだった。
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58 帝は藤壺と源氏を愛し、更
衣の形代である藤壺に源氏は
好意を示す「上も、限りなき～」
（2396 ／二三⑪／四四）

上も、限りなき御思ひどちにて、
「な疎みたまひそ。あやしくよそへきこえつべき心地なむす
る。なめしとおぼさで、らうたくしたまへ。つらつき、ま
みなどは、いとよう似たりしゆゑ、かよひて見えたまふも、
似げなからずなん」
など聞こえつけたまへれば幼心地にも、はかなき花、紅葉
につけても心ざしを見えたてまつる。

帝にとっても、このお二人は大切な思いものなので、「この
児をよそよそしゅう扱うて下さるな。どういうわけか、あ
なたはこの児の母のような心地がする。無躾な者と思わな
いで、可愛がってやって下さい。眼つきや顔立ちなどが、
母はこの児にそっくりでしたから、あなたと母子のように
見えても不似合いではありません」などとおっしゃいます
ので、源氏の君も幼いながら、ちょっとした花紅葉の折に
つけても親愛の情をお見せになり、

王様も二人に限りなく親しくするようになり、側室フジツ
ボに “ 何があってもこの子に冷たくしないで、どんな理由
か分からないが、あなたはこの子の亡き母のように思われ
た。礼儀正しくない人間と思わずに可愛がっていて。この
子の母は顔や目つきが子供とそっくりの人だった。なので
この子と二人は親子のように見えるのが運命じゃないと言
えないのだ ” など慰めるのと頼むように言うので、これを
聞いていた源氏は幼い気持で春の花、秋の黄色い葉っぱ束
を女性に送り、暖かい気持を見せ親しくなっていた。

天皇も二人に限りなく親しくなりフジツボ妃に「何があっ
てもこの子に冷たくじめじめしたことをしないでください、
どんな理由があろうともです、あなたはこの子の仏になっ
た母親のように思えました。礼儀知らずな生き物と思わず
同情し憐れんでいてくださいね。この子のお母さんは顔色、
見た目などで息子ととてもそっくりの人だったのですよ。
ですからこの子とあなたの二人は母子のように見えるのは
道理ではないとはいえないのでしょうね」などと機嫌をと
るのと同時に頼んでおっしゃったのでそれを聞いていたゲ
ンジの息子は幼い心で春の花々、秋の黄色く色づいた葉の
束を女に送って親しみの心を示して打ち解けたのだった。

59弘徽殿と藤壺が険悪な中、
世の人は光る君とかかやく
日の宮と賞讃「こよなう～」
（2433 ／二四①／四四）

こよなう心寄せきこえたまへれば、弘徽殿女御、またこの
宮とも御仲そばそばしきゆゑ、うちそへて、もとよりの憎
さもたち出でて、ものしとおぼしたり。世に類ひなしと見
たてまつりたまひ、名高うおはする宮の御容貌にも、なほ
にほはしさはたとへん方なく、うつくしげなるを、世の人
光る君と聞こゆ。藤壺ならびたまひて、御おぼえもとりど
りなれば、かかやく日の宮と聞こゆ。

この上もなくお慕い申しておられましたが、そうなると弘
徽殿の女御は、また藤壺ともおん仲が巧く行かぬのに加え
て、古いお憎しみも燃え出して、源氏の君を面白からずお
思いになるのでした。帝が世にたぐいないものと御覧にな
り、一般にも評判の高い藤壺の御器量に比べても、源氏の
君もあでやかさは一層たとえようもなく美しいので、世間
の人は光君とお呼び申しています。また藤壺もそれと並ん
でとりどりの御寵愛でしたから、これはかがやく日の宮と
申しています。

正室コキデンの嫉妬な気持は側室フジツボへ向かっていた
が彼女に親しむ源氏を見たらキリツボのコオイに対する嫉
妬が復活し、源氏皇子に新たな嫉妬を持つようになった。
皇子のこの世にないぐらい美しい顔が人々の中に評判が高
い側室フジツボの顔に比べれば源氏の清い美しさが明白に
現れていて、比較出来ないぐらい愛したいので人々は “ 光
の息子 ” と呼んでいた。フジツボ女性も側室として王様の
愛情を引くので源氏と同じように彼女を “ 明るい日の王女 ”
と読んでいる。

コキデン大妃の疑いの気持ちはフジツボ妃の方に向かって
いたがその方にはゲンジを見るたびにキリツボのコーイに
向けた昔の憎悪がよみがえりゲンジ皇太子に新しく憎しみ
がまとわりつき妬みそねみは頂点に達した。
皇太子のこの世に無いというべき見た目の全き顔を人々の
間で口（評判）のよいフジツボ妃の容姿と
比べるとゲンジの澄み切った見た目麗しい明々白々はっき
りとしていて、例えようもなく愛すべきために人々は「光
り輝く男子」と呼んでいた。フジツボも妃の立場で天皇の
愛を非常に引きつけるのでゲンジと同じく彼女を「光の日
の妃」と呼んでいた。

60光源氏は十二歳で兄東宮
に劣らぬ元服の儀式を帝の主
導で執り行う「この君の～」
（2483 ／二四⑤／四四）

この君の御童姿、いと変へまうくおぼせど、十二にて御元
服したまふ。居起ちおぼしいとなみて、限りあることに、
事をそへさせたまふ。一年の春宮の御元服、南殿にてあり
し儀式、よそほしかりし御響きにおとさせたまはず。所々
の饗など、内蔵寮、穀倉院など、公事に仕うまつれる、お
ろそかなることもぞ、ととりわき仰せ言ありて、清らを尽
くして仕うまつれり。

この君の童姿を変えてしまうのは残念にお思いになりまし
たが、十二歳で元服なさいます。自ら手を下して世話をお
焼きになり、限りある儀式の上にさらに儀式をお加えにな
ります。先年春宮の元服が、南殿において行われましたが、
その時の騒ぎにも負けないようにお命じになります。とこ
ろどころの饗宴など、内蔵寮や穀倉院などが普通の公事と
して取り扱うと、とかく疎略になりがちであるからと、特
別に仰せ下されて、結構ずくめにおさせになります。

ナシ ナシ

61清涼殿で左大臣が光源氏に
冠を被せ、帝は更衣がいたら
と感極まる「おはします～」
（2537 ／二四⑩／四五）

おはします殿の東の廂、東向きに倚子立てて、冠者の御座、
引き入れの大臣の御座、御前にあり。申の時にて源氏参り
たまふ。みづら結ひたまへるつらつき、顔の匂ひ、さま変
へたまはむこと惜しげなり。大蔵卿、蔵人仕うまつる。い
と清らなる御髪をそぐほど、心苦しげなるを、上は、御息
所の見ましかばとおぼし出づるに、堪へがたきを、心強く
念じかへさせたまふ。

清涼殿の東の廂の間に、東向きに倚子を立てて、冠者の御座、
加冠の大臣の御座をその前に設けます。申の時に源氏が席
につかれます。髪をみずらに結うておられる容貌、顔の匂
いなど、形をお変えになるのが惜しいようです。大蔵卿が
御ぐし上げの役を勤めます。清らかなおん黒髪の端を削ぐ
時、いたいたしそうにしていますのを、帝は御覧になりま
して、御息所がこれを見たらばとお思い出しなされて堪え
がたい心地がなさいますのを、じっと我慢していらっしゃ
います。

ナシ ナシ

62加冠の儀の後、光源氏の
拝舞にみなは感涙し帝も更衣
を想い感無量「かうぶり～」
（2580 ／二五①／四五）

かうぶりしたまひて、御休み所にまかでたまひて、御衣奉
りかへて、おりて拝したてまつりたまふさまに、皆人涙落
としたまふ。帝はた、ましてえ忍びあへたまはず、おぼし
紛るるをりもありつる昔のこと、とりかへし悲しくおぼさ
る。いとかうきびはなるほどは、あげ劣りやと疑はしくお
ぼされつるを、あさましううつくしげさ添ひたまへり。

加冠の儀が終って、御休息所に退出されて、装束をお替え
になってから、階を下りて拝舞をなさる様子に、誰も涙を
落します。帝はまして辛抱がおできならず、ものにまぎれ
て忘れていらっしゃる折もあった昔のことを、また取り返
して悲しく思い出されます。こんなに若くて元服をすると，
見劣りするようなことがと案じていらっしゃいましたのに、
あきれるまでに美しさを増されました。

ナシ ナシ
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63 左大臣は娘を春宮ではなく
光源氏の元服の添い臥しに心
積もりする「引き入れの～」
（2623 ／二五⑥／四六）

引き入れの大臣の、皇女腹にただ一人かしづきたまふ御娘、
春宮よりも御気色あるを、おぼしわづらふことありける、
この君に奉らむの御心なりけり。内裏にも、御気色たまは
らせたまへりければ、「さらば、このをりの後見なかめるを、
添ひ臥しにも」と、もよほさせたまひければ、さおぼしたり。

加冠の大臣は、宮家の出である北の方との間にお儲けになっ
たただ一人のおん娘を、大切に守り立てていらっしゃって、
春宮が御所望なすった時にも渋っておられましたのは、こ
の君に差し上げたい心があったからなのでした。
かねて帝の御内意をお伺いしてあったことですから、「では
この場合おん後見もないようであるから、副臥にも」とい
う御催促がありましたので、大臣もそのおつもりでおられ
ます。

ゲンフク 式を指揮した左大臣の正室は王様の血統の王女で
一人娘がいた。小さな王女をとても可愛がって育てたが、
すでにトオグー宮殿からお嫁に頼まれたいとの言葉を聴か
されたが受け取らず、返事を出さなかったのは最初から源
氏のお嫁にしたかったかもしれない。
王様にこの意見を言って、言葉を望んだが “ そしたらゲン
フク式の後、彼女を世話する人が必要なので、式の夜王女
を連れて来てお嫁にしなさい ”と言った。

ゲンフク の儀を行う儀式を取り仕切った左の大臣の大妃と
天皇の血統の姫で彼女は一人の娘がいた。小さな皇太子を
大変かわいがり育ててあるときトーグー宮殿から嫁を嫁が
せるつもりで言質を発表したが受け入れないという答えを
よこすのもためらったのは母親からゲンジに伝えるつもり
だったからのようだ。
　天皇にこの考えを明らかにしその意向に興味を抱くと「そ
れならゲンフクの儀式の後の頃に彼を世話して世話をする
人が必要なので儀式の夜に姫を親しくならせて奥方にせよ」
とおっしゃった。

64祝宴で左大臣から娘葵の上
との結婚を仄めかされ光源氏
は恥じらう「さぶらひに～」
（2658 ／二五⑨／四六）

さぶらひにまかでたまひて、人々大御酒などまゐるほど、
親王たちの御座の末に、源氏着きたまへり。大臣気色ばみ
きこえたまふことあれど、ものの慎ましきほどにて、とも
かくもあへしらひきこえたまはず。
御前より、内侍、宣旨承り伝へて、大臣参りたまふべき召
しあれば、参りたまふ。御禄のもの、上の命婦取りてたまふ。
白き大袿に御衣一領、例のことなり。

人々が侍所に退出されて御酒宴が始まる時、源氏の君も親
王たちの御座の末にお着きになりました。大臣はそっとそ
のことを匂わしてごらんになりましたが、まだ恥かしい年
頃のことで、とかく返答もなさいません。内侍が宣旨を承
り伝えて、大臣がお召しになりましたので、御前へ参られ
ます。御禄のものを、お上附きの命婦が取次ぎをして下し
賜わります。白い大袿に御衣一領は例の通りです。

ナシ ナシ

65左大臣は帝から二人の結婚
を催促されると返歌で応諾し
て拝舞する「御盃のついで～」
（2703 ／二五⑭／四七）

御盃のついでに、
　　いときなきはつもとゆひに長き世をちぎる心は結びこ
めつや
御心ばへありて驚かせたまふ。
　　結びつる心も深きもとゆひに濃きむらさきの色しあせ
ずは
と奏して、長橋よりおりて、舞踏したまふ。

おん盃のついでに、

　　いときなき初元結に長き世を
　　ちぎる心はむすびこめつや

これはお上がそのお心持を含めて御注意遊ばしたのです。

　　むすびつる心も深きもとゆひに
　　こきむらさきの色しあせずば

と、左大臣は奏上して、長階から庭上に降りて舞踏されます。

ナシ ナシ

66左大臣や親王たちは禄を
賜い、この日の元服の儀式は
春宮より盛大「左馬寮の～」
（2730 ／二六④／四七）

左馬寮の御馬、蔵人所の鷹据えてたまはりたまふ。御階の
もとに、親王たち上達部連ねて、禄ども品々にたまはりた
まふ。
その日の御前の折櫃物、籠物など、右大弁なん承りて仕う
まつらせける。屯食、禄の唐櫃どもなど所狭きまで、春宮
の御元服のをりにも数まされり。なかなか限りもなくいか
めしうなん。

左馬寮のおん馬、蔵人所の鷹を据えて下されます。親王た
ちや上達部も階の下に並んで、それぞれの身分に応じた禄
どもを賜わります。その日の御前の折櫃物、籠物などは、
おん後見役の右大弁が承って調えたのでした。屯食や禄の
唐櫃リなど、置き切れぬまでに飾り立てて、春宮の御元服
の時よりも数が多うございました。どうしてなかなか盛大
な御儀なのでした。

ナシ ナシ

67元服した光源氏は左大臣邸
に迎えられ、娘の葵の上と初々
しく結婚「その夜～」（2768
／二六⑧／四七）

その夜、大臣の御里に、源氏の君まかでさせたまふ。作法
世にめづらしきまで、もてかしづききこえたまへり。いと
きびはにておはしたるを、ゆゆしううつくしと思ひきこえ
たまへり。女君は、少し過ぐしたまへるほどに、いと若う
おはすれば、似げなく恥づかしとおぼいたり。

その夜大臣の里に、源氏の君が退出して来られました。御
婚礼の作法など、世に珍しいまでにして、丁重にお迎えに
なりました。婿君がたいそう子供々々していらっしゃるの
を、非常に可愛らしくお思いになります。
女君はまた、御自分が少し年嵩でいらっしゃるのに、婿君
がひどくお若いので、不似合いで恥かしくお感じになるの
でした。

その夜中、左大臣の宮殿に源氏皇子にとってかなりめんど
うくさくて長い夜になった。結婚式はこの世に珍しいと言
うぐらい素晴らしく盛大な式典になった。左大臣は息子を
良く世話することを王様に伝えた。
義理の息子はまた子供なので左大臣は本当に可愛がってい
た。
王女は源氏よりちょっと年上なので若い皇子は自分に合わ
ないとただ、心配していた。

その夜左大臣の宮殿でゲンジ皇太子にとって非常に退屈な、
疲れる夜となった。婚礼の儀礼は世に稀なというべき驚く
べき儀式が完全に秩序付けられ、左大臣が娘婿として息子
をよく見守ることを天皇に申し上げた。
娘婿は子供でほとんど幼児であったので左大臣はとてもか
わいがるのだった。
姫はゲンジより少し年上だったのでとても若い皇太子は私
には釣り合わないと恥ずかしがり、無駄なことにも内心心
配する。

68左大臣は帝の信頼に加えて
光源氏まで加わり右大臣家を
凌ぐ勢いに「この大臣の～」
（2800 ／二六⑫／四八）

この大臣の御おぼえいとやむごとなきに、母宮、内裏の一
つ后腹になんおはしければ、いづ方につけてもいと華やか
なるに、この君さへかくおはしそひぬれば、春宮の御祖父
にて、つひに世の中を知りたまふべき、右大臣の御勢は、
ものにもあらずおされたまへり。

この大臣は帝のおん覚えもたいそうめでたい上に、北の方
は帝と同じ后腹のお方ですから、どちらから見ても花やか
な御身分なのに、今またこの君がこんな具合に婿におなり
なさいましたので、春宮の御祖父として遂には天下の政を
執り給うべき右大臣の勢いは、ものの数でもなく気壓され
てしまわれました。

ナシ ナシ
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69 左大臣家の蔵人少将は右
大臣家の四の君と政略結婚し
て牽制し合う「御子ども～」
（2833 ／二七①／四八）

御子どもあまた、腹々にものしたまふ。宮の御腹は蔵人少
将にて、いと若うをかしきを、右大臣の、御仲はいとよか
らねど、え見過ぐしたまはで、かしづきたまふ四の君にあ
はせたまへり、劣らずもてかしづきたるは、あらまほしき
御あはひどもになん。

多くのおん方々の腹に公達が大勢いらっしゃいます。宮の
おん腹のお子は蔵人の少将で、たいそう若く綺麗でしたが、
仲のよくない右大臣も、さすがにそれをお見逃しなさらな
いで、可愛がっておられる四番目の姫君に配せられました。
そして、こちらでも源氏の君に劣らずその少将を大切にな
さる御様子は、そうあって欲しい御両家のおん間柄なので
した。

ナシ ナシ

70光源氏は藤壺を理想の女性
として慕って想い悩み、葵の
上とは疎遠「源氏の君は～」
（2863 ／二七④／四九）

源氏の君は、上の常に召しまつはせば、心やすく里住みも
えしたまはず。心のうちには、ただ藤壺の御ありさまを、
類ひなしと思ひきこえて、さやうならむ人をこそ見め、似
る人なくもおはしけるかな、大殿君、いとをかしげにかし
づかれたる人とは見ゆれど、心にもつかずおぼえたまひて、
幼きほどの心一つにかかりて、いと苦しきまでぞおはしけ
る。

源氏の君は、帝が常にお側にお召し寄せになりますので、
ゆっくり里に退っていらっしゃる暇もありません。
心のうちには、ただ藤壺のおんありさまを世にたぐいない
ものと存じ上げて、妻にするならああいうお方でなければ
ならない、さてもさても似る人もなくおわしますことよ、
大殿の君の方は、可愛らしく大切にされている姫君とは見
えるが、性が合わないような気がするとお思いなされて、
生一本な子供心のひたむきに、苦しいまでに考え悩んでい
らっしゃいます。

源氏皇子を王様は隣からちっとも離さないので妻の家のそ
んなに行けなかった。
しかし源氏の心に側室フジツボの美しい顔が何よりも浮か
び、こんな人を妻にしたい、彼女のような女性はこの世に
ないだろう。左大臣の王女は愛情に溢れて育った、良い貴
族の家に生まれたと言うことを認めるが、ただ性格を良く
知らないのでたまには合わないと思われると密かに思い、
幼い心にはフジツボのことを思い、悲しく愛するようになっ
た。

ゲンジ皇太子を天皇は自分の側から全く離そうとしないた
め奥方の家寝所に全く通うことができなかった。
しかしゲンジの心にフジツボ妃の見た目麗しき容姿は最上
に思えこのような人を母としたいと思い、彼女にそっくり
の女の人はこの世にいないのだ。左大臣の姫は愛と加護の
下でかわいがられて育ったよき出自の家族に生まれたとい
うのを受け入れただ性格をそれほどよく知らないので時々
気が合いそうにないように思えると内心ひそかに思い小
さな心臓にフジツボ妃を思い続けて悲しみ思い描くように
なった。

71宮中での光源氏は藤壺の存
在を慰めとし、左大臣家は温
かく気遣う「大人になり～」
（2912 ／二七⑨／四九）

大人になりたまひて後は、ありしやうに御簾の内にも入れ
たまはず。御遊びの折々、琴、笛の音に聞こえ通ひ、ほの
かなる御声を慰めにて、内裏住みのみ好ましうおぼえたま
ふ。五六日さぶらひたまひて、大殿に二三日など、絶え絶
えにまかでたまへど、ただ今は、幼き御ほどに、罪なくお
ぼしなして、いとなみかしづききこえたまふ。御方々の人々、
世の中におしなべたらぬを、選（え）り整えすぐりてさぶ
らはせたまふ。御心につくべき御遊びをし、おほなおほな
おぼしいたつく。

でも、元服をなされてからは、帝も以前のようには御簾の
内へもお入れになりません。君はわずかに管弦のおん遊び
のおりおりに、琴笛を合わせて音を通わせ、ほのかなお声
の漏れて来るのに慰められて、内裏住みばかりを好ましく
思っておられます。そして、五日六日も御前に侍うて、大
殿の方へは二日か三日という風に、絶え絶えにお越しにな
るのですけれども、今は小さいお年ごろですから、お里方
では何の罪もないことと思って、ねんごろにもてなしてお
られます。婿君の方にも、姫君の方にも、並々でない女房
たちを、選りすぐって侍わせていらっしゃいます。お気に
入るような催しごとをなすったりして、精いっぱい御機嫌
を取られます。

ナシ ナシ

72後の二条院を修築し、そ
こで理想の女性と暮らしたい
と望む光源氏「内裏には～」
（2976 ／二七⑭／五〇）

内裏には、元の淑景舎を御曹司にて、母御息所の御方の人々、
まかで散らずさぶらはせたまふ。里の殿は、修理職、内匠
寮に宣旨下りて、二なう改め造らせたまふ。元の木立、山
のたたずまひ、おもしろき所なりけるを、池の心広くしな
して、めでたく造りののしる。
かかる所に、思ふやうならむ人を据えて住まばや
とのみ、嘆かしうおぼしわたる。光る君といふ名は、高麗
人のめできこえて、つけたてまつりけるとぞ、言ひ伝へた
るとなむ。

内裏にいらっしゃっても、もとの淑景舎をお部屋になされ
て、母御息所にお仕え申した女房たちを、今も散らさずに
使っていらっしゃいます。昔の御息所のお里の御殿は、修
理職、内匠寮に宣旨が下って、またとなく立派に造りかえ
られます。もともと植込みや築山の風情が面白い所でした
のに、池の面をさらにひろくする工事が始まって、人夫ど
もが賑やかに立ち働いています。
それにつけても、こういう所へ心に叶うような人を据えて
住んでみたらと、そんなことばかり思いつづけて溜息を吐
いておられます。
　光君という名は、高麗人がこの君をお褒め申してお附け
したのであると、言い伝えられていますとやら。

源氏皇子にキリツボ　コオイの宮殿をそのままに渡したが
母親の付き人していた随行員たちをも引き続き随行させる
ようにした。王様の命令でコオイの部屋に宮殿の装飾や建
設所から以前なかったぐらいの素晴らしい装飾をした。元々
宮殿の前の公園にはきれいな植物、花以外に人工の山、川
がある、かなりのきれいなところで、更に池を拡大し、か
なりきれいに組み合わせた。
源氏皇子はこのニジョウ宮殿を見て “ このきれいな宮殿に
好きな人を連れて来て二人で一緒に住めばなんて幸せであ
ろう ”と悲しく思うようになった。
“ 光の息子 ” と言うこの名前を朝鮮の占い師、源氏の美しさ
や彼の才能をほめて与えた名前であると言われている。

第一章が終る。

ゲンジ皇太子にキリツボのコーイの宮殿をそのまま与えた
のと彼の母に付き従っていた従者を引き続き付き添わせる
ことになった。天皇の命によりコーイの宮殿に宮殿の意匠
装飾、建築の役所から先にも後にも（後にも先にも）ない
ような驚くべき意匠を施した。もともと宮殿の前面の庭園
はきらびやかな植物や花の他に人口の山や水が非常に美し
い場所であってさらに池を大きくして大変な美しさを積み
重ねた。
ゲンジ皇太子はこのニジョー宮殿を見て「この素晴らしい
宮殿に心がひかれた人を連れてきて 2人で一緒に暮らせば
どうだろう、幸福であろうか」と考えをめぐらせるのだった。
　「光り輝く男子」という名前を真鍮国の占い師はゲンジの
見た目の完全な美しさ、才能を舌打ちし（モンゴルでは「わ
が意を得たり」と賛意を示す意味を持つ）称え愛用した名
前であったとこの頃言い合ったのであった。

　第 1部完（ここでの「完」を表す動詞 jargakh は太陽が「沈
む」灯が「消える」の意で用いる）。
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●英訳『十帖源氏』データ
小見出し 十帖源氏　校訂本文 十帖源氏　現代語訳 十帖源氏（英語・母語話者／カーン先生訳） 十帖源氏（英訳・非母語話者／緑川先生）
ナシ 1丁裏・2丁表

光源氏物語は、村上天皇女十宮大斎院
より、一条院の后上東門院へ「めづら
かなる草子や侍る」と、御所望の時、
式部をめして「何にてもあたらしく作
りてまいらせよかし」と、おほせらる。
式部、石山寺にこもりて、此事を祈り
申す。折しも、八月十五夜の月、湖水
にうつりて、物語の風情空にうかびけ
れは、先、須磨の巻より書たると也。
巻の数は天台六十巻、題号は四諦の法
門「有門空門亦有亦空門非有非空門」也。
一には詞をとり、二には歌をとり、三
には詞と歌とを取、四には歌にも詞に
もなき事也。始は「藤式部」といひし
を、此物語一部の内むらさきの上の事
を勝れておもしろく書たるゆへ、「紫式
部」といひかへらるゝ也。観音ノ化身
ト云々。檀那院僧正天台一心三観血脉
許可也。堤中納言兼輔̶惟正〔傍・＝
因幡守〕̶ 為時〔傍・＝越前守〕̶ 女〔傍・
＝紫式部〕母は為信〔傍・為＝摂津守〕
女堅子
（「四には」から 2丁表）

『源氏物語』の誕生
〈村上天皇〉の十番目のお姫さまである〈選子内親王 ( 大
斎院 )〉が、〈一条院〉の后である〈藤原彰子 ( 上東門院 )〉
に「新作の物語はありませんか」と、お望みになりま
した。〈彰子〉は、《紫式部》を呼んで「がんばって《物語》
を新しく作ってきてください」と、おっしゃいました。
《紫式部》は、《石山寺》に滞在して、この事を祈りま
した。すると、《八月十五夜の満月》が、《琵琶湖》の
水面に映って、物語の風情が頭に浮かんだので、まず、
須磨の巻から書いたそうです。『源氏物語』の巻の数
は天台の教典六十巻をもとにして ( 現在の『源氏物語』
は五十四巻 )、巻の名前は四諦の法門、「有門、空門、
亦有亦空門、非有非空門」という文を参考にして名付
けました。第一には物語の本文から、第二には和歌か
ら、第三には本文と和歌から、第四には和歌にも本文
にもないところから、巻の名前を決めました。もとも
と「藤式部」と呼ばれていましたのを、この物語の一
部で〈紫の上〉のことをとてもすばらしく書いていた
ことから、「紫式部」と呼び名が変えられたのです。〈紫
式部〉は、観音の化身だという伝説もあります。檀那
院僧正に天台一心三観の血脈を許されたのです。
紫式部の系図
堤中納言兼輔―因幡守惟正―越前守為時―女 ( 紫式部 )　　
母は摂津守為信女の堅子です。

（注）一般的な説とは異なる部分もあります。類似し
た系図が『源氏物語』の注釈書である、『湖月抄』に
あります。

The Birth of the Tale of Genji

Senshi, The 10th princess of Emperor Murakami (also called 

the Great Kamo Priestess), asked hopefully of the Empress of 

(PSHURU�,FKLMǀ��)XMLZDUD�QR�6KǀVKL��-ǀWǀPRQ�LQ���³'R�\RX�KDYH�

DQ\�QHZ� WDOHV"´�6KǀVKL�FDOOHG� LQ�0XUDVDNL�6KLNLEX�DQG�VDLG��

³3OHDVH�ZRUN�KDUG�WR�FUHDWH�D�QHZ�WDOH�IRU�PH�´�0XUDVDNL�6KLNLEX�

ZDV�VWD\LQJ�DW� ,VKL\DPD�7HPSOH��DQG�SUD\HG�DERXW� WKLV��7KHQ�

WKH�IXOO�PRRQ�RI� WKH���WK�QLJKW�RI� WKH��WK�PRQWK�VKRQH�RQ�WKH�

VXUIDFH�RI�/DNH�%LZD��DQG�WKH�LGHD�RI�D�WDOH�FDPH�WR�KHU�PLQG��

7KXV�� LW� LV�VDLG��VKH� ILUVW�ZURWH� WKH�³6XPD´�FKDSWHU��7KH�VL[W\�

FKDSWHUV�RI� WKH�7DOH�RI�*HQML�ZHUH�EDVHG�RQ�WKH�VL[W\�YROXPHV�

RI� WKH�ZULWLQJV�RI�7HQGDL�%XGGKLVP���7KH�QDPHV�ZHUH�QDPHG�

RQ�WKH�EDVLV�RI�WKH�³IRXU�JDWHV´���WKH�³YLVLEOH�JDWH�´�WKH�³LQYLVLEOH�

JDWH�´� WKH�³YLVLEOH�DQG� LQYLVLEOH�JDWH�´�DQG� WKH�³QHLWKHU�YLVLEOH�

QRU�LQYLVLEOH�JDWH�´�7KH�FKDSWHUV�ZHUH�GHFLGHG�LQ�IRXU�ZD\V��WKH�

¿UVW�ZDV�WR�WDNH�D�ZRUG�IURP�WKH�SURVH�SDUWV�RI�WKH�FKDSWHU��WKH�

VHFRQG�ZDV�WR�WDNH�D�ZRUG�IURP�D�SRHP��WKH�WKLUG�ZDV�WR�WDNH�D�

ZRUG�XVHG�LQ�ERWK�WKH�SURVH�DQG�SRHWLF�SDUWV�RI�WKH�FKDSWHU��DQG�

WKH�IRXUWK�ZDV�WR�XVH�D�ZRUG�DSSHDULQJ�LQ�QHLWKHU�WKH�SURVH�QRU�

WKH�SRHWLF�SDUWV�RI� WKH�FKDSWHU��7KH�DXWKRU�ZDV�RULJLQDO�FDOOHG�

7ǀ�6KLNLEX��EXW�VKH�ZDV�JLYHQ�WKH��QDPH�0XUDVDNL�EHFDXVH�WKH�

VHFWLRQ�RI�WKH�*HQML�GHDOLQJ�ZLWK�/DG\�0XUDVDNL�ZDV�HVSHFLDOO\�

ZHOO�ZULWWHQ��0XUDVDNL�6KLNLEX�PD\�KDYH�EHHQ�DQ�LQFDUQDWLRQ�RI�

WKH�%XGGKD�.DQQRQ��6KH�ZDV�DOORZHG�WR�EH�LQ�WKH�EORRGOLQH�RI�

WKH�7HQGDL�PDVWHUV�E\�WKH�SULHVW�RI�WKH�'DQD�7HPSOH�

0XUDVDNL�6KLNLEX¶V�OLQHDJH�

7KH�7VXWVXPL�0LGGOH�&RXQVHORU�.DQHVXNH�±�1REXPDVD�� WKH�

JRYHUQRU�RU�+DULPD�±�7DPHVXNH�� WKH�JRYHUQRU�RI�(FKL]HQ�±�

0XUDVDNL�6KLNLEX��+HU�PRWKHU�ZDV�WKH�GDXJKWHU�RI�7DPHQREX��

WKH�GDXJKWHU�RI�WKH�JRYHUQRU�RI�6HWWVX��KHU�QDPH�ZDV�.DWDNR��

��YHUVR

7KH�ELUWK�RI�7KH�7DOH�RI�*HQML�

(PSHURU�0XUDNDPL¶V�7HQWK�3ULQFHVV��'DLVDLLQ� �WKH�*UHDW�

3ULHVWHVV�� >6HQVKL�1DLVKLQQǀ@� DVNHG� -ǀWǀPRQLQ� >)XMLZDUD�

6KǀVKL@�� ³$UH� WKHUH�DQ\�QHZ� WDOHV"´�7KHQ�6KǀVKL�VXPPRQHG�

0XUDVDNL�6KLNLEX�DQG� WROG�KHU�� ³3OHDVH�GR�FRPSRVH�D�QHZ�

WDOH�´�0XUDVDNL�6KLNLEX�FRQILQHG�KHUVHOI� WR� ,VKL\DPD�7HPSOH��

DQG�SUD\HG� IRU� WKLV��-XVW� WKHQ��DV� WKH� IXOO�PRRQ�RI� WKH�(LJKWK�

0RQWK�VKRQ(�RQ�WKH�VXUIDFH�RI�/DNH�%LZD��WKH�LGHD�RI�WKH�VWRU\�

RFFXUUHG�WR�KHU��DQG�VR�� LW� LV�VDLG��VKH�VWDUWHG�ZULWLQJ�WKH�VWRU\�

IURP�WKH�³6XPD´�FKDSWHU��7KH�QXPEHU�RI� WKH�FKDSWHUV�RI�7KH�

7DOH�RI�*HQML� LV�EDVHG�RQ� WKH�VL[W\�YROXPHV�RI�7HQGDL�VXWUDV��

>7KH�7DOH�RI�*HQML�QRZ�FRQVLVWV�RI�¿IW\�IRXU�FKDSWHUV�@�,Q�QDPLQJ�

WKH�FKDSWHUV��VKH�XVHG�DV�UHIHUHQFH�WKH�PHWKRGV�RI� WKH�)RXU�

1REOH�7UXWKV��>$OO�WKLQJV�H[LVW��QR�WKLQJV�H[LVW��WKLQJV�ERWK�H[LVW�

DQG�GR�QRW�H[LVW��WKLQJV�QHLWKHU�H[LVW�QRU�QRW�H[LVW�@�1XPEHU�RQH��

FKDSWHU� WLWOHV� WKDW�FRPH�IURP�WKH�WH[W�RI� WKH�WDOH��1XPEHU�WZR��

WKRVH�IURP�ZDND�SRHPV��1XPEHU� WKUHH�� WKRVH�IURP�ERWK�WH[WV�

DQG�SRHPV�

２recto

1XPEHU�IRXU��FKDSWHU�WLWOHV�WDNHQ�QHLWKHU�IURP�WH[WV�QRU�SRHPV��

,Q� WKH�EHJLQQLQJ��VKH�ZDV�FDOOHG�7ǀ�6KLNLEX��EXW�EHFDXVH� LQ�

some parts of this tale the character Lady Murasaki is depicted 

LQ�D�ZRQGHUIXO�ZD\��WKH�DXWKRU¶V�QDPH�ZDV�FKDQJHG�WR�0XUDVDNL�

6KLNLEX��0XUDVDNL�6KLNLEX� LV�DOVR�VDLG� WR�EH�DQ� LQFDUQDWLRQ�RI�

.DQQRQ��6KH�OHDUQHG�WKH�WHDFKLQJ�RI�³WKUHHIROG�FRQWHPSODWLRQ�LQ�

D�VLQJOH�PLQG´�IURP�D�KLJK�UDQNLQJ�SULHVW�RI�'DQQD¶LQ�

)DPLO\�WUHH�RI�0XUDVDNL�6KLNLEX

.DQHVXNH��7VXVXPL�0LGGOH�&RXQVHORU�¤²�.RUHPDVD��*RYHUQRU�

RI� ,QDED�²�7DPHWRNL��*RYHUQRU� RI� (FKL]HQ�²� GDXJKWHU�

�0XUDVDNL�6KLNLEX���+HU�PRWKHU�ZDV�.HQVKL�� GDXJKWHU� RI�

7DPHQREX��WKH�JRYHUQRU�RI�6HWWVX�
ナシ ２丁裏

絵
〈絵１〉八月十五日の夜、石山寺で、紫式部が、『源氏
物語』を書きはじめた場面
（2丁裏）

�3LFWXUH����0XUDVDNL�6KLNLEX�EHJLQV�WR�ZULWH�WKH�7DOH�RI�*HQML�DW�

,VKL\DPD�7HPSOH��RQ�WKH�QLJKW�RI�WKH���WK�GD\�RI�WKH��WK�PRQWK

��YHUVR

>3LFWXUH��@�7KH�VFHQH�ZKHQ�0XUDVDNL�6KLNLEX�VWDUWHG�ZULWLQJ�WKH�

7DOH�RI�*HQML�DW�,VKL\DPD�7HPSOH�RQ�WKH�QLJKW�RI�WKH�¿IWHHQWK�RI�

WKH�(LJKWK�0RQWK�
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１　ある帝の
御代に、身分
は高くない更
衣への帝寵を
女御方は憎悪
する
「いづれの御
時～」（0001
／五①／
一七）

３丁表
いづれの御時にか、女御かうゐ、あま
たさぶらひ給ける
中に、いとやんごとなきゝはにはあら
ぬが、すぐれてとき
めき給ふありけり。〔割・いづれの御時
とは、醍醐天皇をさしていへり。／時
めき給ふとは、「きりつぼの更衣」の事
也。〕
梨壺、照陽舎。
桐壺、淑景舎。
藤壺、飛香舎。
梅壺、凝花舎。
雷鳴壺、襲芳舎。
此きりつぼにすみ給ふかうゐを、御て
うあひあれば、
きりつぼのみかどゝも申也。あまたの
女御かうゐそね
みて、
（「いづれ」から 3丁表）

（桐壺）
いつの時代のことでしょうか、女御や更衣などといっ
たお后が大勢いらした中に、特に高貴な身分ではな
く、帝にとても愛されていらっしゃる女性がいました。
〔「いつの時代」とは、〈醍醐天皇〉の時代のことです。
帝に愛されていらっしゃった女性というのは、〈桐壺
の更衣〉です。〕宮殿の梨壺という建物は照陽舎の別
名です。桐壺という建物は淑景舎の別名、藤壺という
建物は飛香舎の別名、梅壺という建物は凝花舎の別名、
雷鳴壺という建物は襲芳舎の別名です。( お后の名前
は、それぞれの住んでいる建物の名前で呼びます )
この桐壺に住んでいる更衣を愛されたので、この時の
帝のことを〈桐壺の帝〉ともいいます。大勢の女御や
更衣たちはうらやんで、毎日〈桐壺の更衣〉が帝の近
くにいることに、嫉妬をしてばかりいました。

³.LULWVXER´

,�ZRQGHU�ZKDW� UHLJQ� LW�ZDV�±�DPRQJ� WKH�PDQ\� ODGLHV�NQRZQ�

DV�&RQVRUWV�DQG� ,QWLPDWHV�� WKHUH�ZDV�D�ZRPDQ�ZKR�ZDV�QRW�

RI�D�SDUWLFXODUO\�KLJK�UDQN��DQG�ZKR�ZDV� ORYHG�JUHDWO\�E\� WKH�

(PSHURU���³:KDW�UHLJQ�LW�ZDV´�ZDV�WKH�UHLJQ�RI�(PSHURU�'DLJR��

7KH�ZRPDQ�ZKR�ZDV� ORYHG�JUHDWO\� E\� WKH�(PSHURU� LV� WKH�

.LULWVXER�,QWLPDWH���

7KH�ZLQJ�RI� WKH�SDODFH�NQRZQ�DV� WKH�1DVKLWVXER� LV�DQRWKHU�

QDPH�IRU� WKH�6Kǀ\ǀVKD��7KH�EXLOGLQJ�NQRZQ�DV� WKH�.LULWVXER�

LV�DQRWKHU�QDPH� IRU� WKH�6KLJHLVKD��7KH�EXLOGLQJ�NQRZQ�DV�

WKH�)XMLWVXER� LV�DQRWKHU�QDPH�IRU� WKH�+LJ\ǀVKD��7KH�EXLOGLQJ�

NQRZQ�DV� WKH�8PHWVXER� LV�DQRWKHU�QDPH� IRU� WKH�*\ǀNDVKD��

7KH�EXLOGLQJ�NQRZQ�DV�WKH�.DQQDUL�QR�7VXER� LV�DQRWKHU�QDPH�

IRU� WKH�6KǌKǀVKD���7KH�ZRPHQ�ZKR�OLYH� LQ�WKHVH�EXLOGLQJV�DUH�

HDFK�NQRZQ�E\� WKH�EXLOGLQJ� WKH\� OLYH� LQ��� �7KH�(PSHURU� ORYHG�

WKH� ,QWLPDWH�ZKR� OLYHG� LQ� WKH�.LULWVXER��VR�KH� LV�NQRZQ�DV� WKH�

³.LULWVXER�(PSHURU�´

0DQ\�RI� WKH�&RQVRUWV�DQG� ,QWLPDWHV�ZHUH�HQYLRXV��DQG�HYHU\�

GD\�WKH�.LULWVXER�,QWLPDWH�ZDV�ZLWK�WKH�(PSHURU��VR�WKH\�ZHUH�

YHU\�MHDORXV��

3 recto

�.LULWVXER�

,Q�ZKDW�HPSHURU¶V�HUD�ZDV� LW"�$PRQJ�WKH� ODUJH�QXPEHU�RI�+LV�

0DMHVW\¶V�FRQVRUWV�DQG� LQWLPDWHV�� WKHUH�ZDV�D� ODG\�RI�QRW�YHU\�

KLJK�UDQN�ZKR�ZDV� ORYHG�HVSHFLDOO\�E\� WKH�HPSHURU�� �³,Q�ZKDW�

HPSHURU¶V�HUD´�PHDQV�WKH�HUD�RI�(PSHURU�'DLJR�>���±���@��7KH�

ODG\�³ORYHG�HVSHFLDOO\�E\�WKH�(PSHURU´�LV�WKH�.LULWVXER�,QWLPDWH�

>1DPHV�RI�WKH�ZLQJV�RI�WKH�3DODFH�@�1DVKLWVXER�LV�DQRWKHU�QDPH�

IRU�6Kǀ\ǀVKD��.LULWVXER�LV�DQRWKHU�QDPH�IRU�6KLJHLVKD��)XMLWVXER�

LV�DQRWKHU�QDPH�IRU�+LJ\ǀVKD��8PHWVXER� LV�DQRWKHU�QDPH�IRU�

*\ǀNDVKD��.DQQDUL�QR�WVXER� LV�DQRWKHU�QDPH� IRU�6KǌKǀVKD��

�7KH�FRQVRUWV�ZHUH�FDOOHG�E\�WKH�QDPH�RI�WKH�ZLQJ�ZKHUH�WKH\�

ZHUH�OLYLQJ��

�7KH�(PSHURU� IDYRXUHG�WKH�,QWLPDWH�ZKR� OLYHG� LQ�.LULWVXER��VR�

WKH�(PSHURU�DW� WKDW� WLPH�ZDV�FDOOHG� WKH�(PSHURU�.LULWVXER��

0DQ\�FRQVRUWV�DQG� LQWLPDWHV� IHOW� YH[HG�ZLWK�KHU��7KH\� IHOW�

YHU\� MHDORXV�WKDW�.LULWVXER�,QWLPDWH�VSHQW�HYHU\GD\�QH[W� WR�+LV�

0DMHVW\��

２　帝から寵
愛される桐壺
更衣は、周囲
からの嫉妬が
集中し病弱と
なる
「朝夕の宮仕
～」（0031 ／
五④／一七）

３丁裏
あさゆふの御みやづかへにつけても、
心をのみうごかし、うらみををふつも
りにや、あつしく成ゆき、〔割・をもき
／病也〕物心ほそげに、里がちなるを、
みかど、いよ／＼あはれにおぼして、
人のそしりをも、えはゞからせ給はず
（「おぼして」から 3丁裏）

そうやって、他の后たちの恨みをたくさん作った結果
でしょうか、体が弱くなっていきました。〔重い病気
です〕心細い感じがして、実家に帰っていることが多
い〈桐壺の更衣〉のことを、帝は、これまで以上にた
まらなくお思いで、人々が悪口を言っていても、愛情
をお止めになることができません。

3HUKDSV�EHFDXVH�VR�PDQ\�RWKHU�ZRPHQ�ERUH�D�JUXGJH�WRZDUGV�

KHU��VKH�EHFDPH�ZHDN� �KDG�D�VHULRXV� LOOQHVV���DQG�VHHPHG�

ORQHO\��DQG�VKH�IUHTXHQWO\�UHWXUQHG�WR�KHU�KRPH��7KH�(PSHURU�

ORYHG� WKH�.LULWVXER� ,QWLPDWH�PXFK�PRUH� WKDQ�EHIRUH��DQG�VR�

HYHQ�WKRXJK�SHRSOH�FULWLFL]HG�KLP��KH�ZDV�QRW�DEOH�WR�VWRS�KLV�

ORYH�IRU�KHU�

3HUKDSV�LW�ZDV�EHFDXVH�VKH�ZDV�UHVHQWHG�VR�PXFK�E\�WKH�RWKHU�

ODGLHV��EXW�SUHVHQWO\�VKH�EHFDPH�ZHDNHU�SK\VLFDOO\�� �,W�ZDV�D�

JUDYH�LOOQHVV��

)HHOLQJ�LQFUHDVLQJO\�IHHEOH�DQG�XQKDSS\��WKH�.LULWVXER�,QWLPDWH�

UHWXUQHG�YHU\�RIWHQ�WR�KHU�RZQ�KRPH��7KLV�PDGH�WKH�(PSHURU�

IHHO�PRUH�ORQJLQJ�IRU�KHU�WKDQ�HYHU�

��YHUVR

+H�GLG�QRW�FDUH�ZKDW�SHRSOH�PLJKW� WKLQN�DERXW�KLP��QR�PDWWHU�

KRZ�PXFK�KLV�DGYLVRUV�FDXWLRQHG�KLP�
３　中国の楊
貴妃まで引き
合いに出され
る桐壺更衣
は、帝の愛情
に頼る
「唐土にも～」
（0073 ／五⑧
／一七）

「もろこしにもかゝる事のおこりにこ
そ、世もみだれ、あしかり
けれ」と、あぢきなう、人のもてなや
みぐさになりて、
楊貴妃のためしもひき出つべう成ぬ。

中国でもこういう恋愛関係が原因となって、世も乱れ、
とんでもないことにもなったと、世間の人もおもしろ
くない気がして、人々の悩みの種にもなり、中国で〈玄
宗皇帝〉を夢中にさせた〈楊貴妃〉の話に例えられそ
うになりました。

,Q�&KLQD�DV�ZHOO�� GXH� WR� URPDQWLF� UHODWLRQVKLSV�� WKH�ZRUOG�

KDG� IDOOHQ� LQWR�FKDRV�DQG�VHULRXV� WKLQJV�KDG�KDSSHQHG�±� WKH�

SHRSOH�RI�WKH�ZRUOG�WKRXJKW�RI�WKLV�ZLWKRXW�DPXVHPHQW��DQG�WKLV�

EHFDPH�D�VHHG�RI�ZRUU\�IRU�PDQ\�SHRSOH��,W�VHHPHG�FHUWDLQ�WKDW�

WKLV�ZRXOG�EH�FRPSDUHG� WR� WKH�&KLQHVH�(PSHURU�;XiQ]ǀQJ¶V�

LQIDWXDWLRQ�ZLWK�<iQJ�*XuIƝL�

,Q�&KLQD��D� ORYH� UHODWLRQVKLS� OLNH� WKLV�KDG�FDXVHG�FKDRV�DQG�

WURXEOH�LQ�WKH�ODQG��3HRSOH�GLVDSSURYHG�DQG�LW�EHFDPH�D�JHQHUDO�

ZRUU\��7KH�VLWXDWLRQ�ZDV�FRPSDUHG�WR�KRZ�(PSHURU�;XDQ]RQJ�

RI�&KLQD�KDG�EHFRPH�LQIDWXDWHG�ZLWK�<DQJ�*XLIHL��
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４　桐壺更衣
は父大納言の
没後に入内
し、孤立無援
の宮中で心細
い生活
「父の大納言
～」（0103 ／
五⑫／一八）

此かうゐの父はなくなり、母北方、い
にしへのよしあるにて、御かた／ ＼゙に
もをとり給はねど、事とある時は、よ
り所なく、心ぼそげ也。

この〈桐壺の更衣〉の父はすでに死んでいて、母親の〈北
の方〉は、由緒のある家柄出身であり、古風な人なので、
他のお后たちにも負けないようにしています。しかし、
何か大事なことがある時には、頼るところがなく、心
細い様子です。

7KH�IDWKHU�RI� WKLV�.LULWVXER�,QWLPDWH�KDG�DOUHDG\�GLHG��DQG�KHU�

PRWKHU� �KLV�SULQFLSDO�ZLIH���KDG�EHHQ�ERUQ� WR�D�KLJK�UDQNLQJ�

IDPLO\��DQG�EHKDYHG�OLNH�D�SHUVRQ�RI�ROG��6KH�WULHG�WR�PDNH�VXUH�

WKDW�KHU�GDXJKWHU�ZRXOG�QRW� ORVH�RXW� WR� WKH�(PSHURU¶V�RWKHU�

ZRPHQ��+RZHYHU��ZKHQHYHU� WKHUH�ZDV�DQ� LPSRUWDQW� IXQFWLRQ��

VKH�KDG�QR�RQH�WR�UHO\�RQ��DQG�VHHPHG�ORQHO\��

7KH�.LULWVXER�,QLWLPDWH¶V�IDWKHU�KDG�DOUHDG\�GLHG�DQG�KHU�PRWKHU��

KLV�SULQFLSDO�ZLIH��ZDV�ERUQ�LQ�D�GHFHQW�IDPLO\�DQG�ROG�IDVKLRQHG�

LQ�KHU�FKDUDFWHU��VR�VKH�PDGH�DQ�HIIRUW�IRU�KHU�GDXJKWHU�WR�NHHS�

XS�ZLWK� WKH�RWKHU�FRQVRUWV�RI� WKH�(PSHURU��:KHQ� WKHUH�ZHUH�

SUREOHPV��KRZHYHU�� WKH�PRWKHU�KDG�QRERG\�VKH�FRXOG�GHSHQG�

RQ��6KH�VHHPV�WR�KDYH�IHOW�D�ELW�KHOSOHVV��

５　美しい玉
の男御子が誕
生し、帝は第
一皇子よりこ
の弟宮を寵愛
する
「前の世にも
～」（0136 ／
六①／一八）

さきの世にも御契りやふかゝりけん、
きよらなる玉のをのこみこさへ生れ給
ぬ。〔割・其を光君と／いふ也〕一のみ
こは、右大臣の女御の御はらにて、う
たがひなきまうけの君と、かしづき聞
ゆれど、此君の御にほひには、ならび
給ふべくもあらず。

（〈桐壺の帝〉と〈桐壺の更衣〉は）前世でも約束が深
かったのでしょうか、美しい玉のような皇子までも生
まれました。〔この人を〈光源氏 ( 光る君 )〉といいま
す。〕第一皇子は、〈右大臣の女御〉が生んだ子供なので、
間違いなく皇太子になるだろうと、世間の人々も大切
にしているのですが、この〈光源氏 ( 若君 )〉の美しさ
には、とうてい勝つことができません。

7KH�.LULWVXER�(PSHURU�DQG�WKH�.LULWVXER�,QWLPDWH�SHUKDSV�KDG�

D�GHHS�ERQG�LQ�D�SDVW�OLIH��IRU�D�SULQFH�OLNH�D�EHDXWLIXO�MHZHO�ZDV�

ERUQ�� �7KLV�SHUVRQ� LV�FDOOHG� WKH�6KLQLQJ�*HQML��RU� WKH�6KLQLQJ�

/RUG���7KH�(PSHURU¶V�¿UVW�SULQFH�KDG�EHHQ�ERUQ�WR�WKH�&RQVRUW�

ZKR�ZDV�WKH�GDXJKWHU�RI�WKH�0LQLVWHU�RI�WKH�5LJKW��DQG�HYHU\RQH�

WUHDWHG�KLP�LPSRUWDQWO\��FHUWDLQ�WKDW�KH�ZRXOG�EHFRPH�WKH�QH[W�

+HLU�$SSDUHQW��+RZHYHU��KH�FRXOG�QRW�PDWFK�WKH�EHDXW\�RI� WKLV�

\RXQJ�FKLOG��WKH�6KLQLQJ�*HQML���

3HUKDSV� WKH�.LULWVXER�(PSHURU�DQG� WKH� ,QWLPDWH�KDG�D�GHHS�

ERQG� IURP� WKH�SUHYLRXV� OLIH�� IRU�D� MHZHO�OLNH�SULQFH�ZDV�ERUQ�

EHWZHHQ� WKHP�� �:H�FDOO� WKLV�SULQFH�+LNDUX�*HQML�� WKH�6KLQLQJ�

*HQML��RU�+LNDUX�NLPL��WKH�6KLQLQJ�/RUG���7KH�(PSHURU¶V�¿UVW�VRQ�

ZDV�ERUQ�RI�WKH�FRQVRUW�ZKR�ZDV�WKH�GDXJKWHU�RI�WKH�0LQVWHU�RI�

WKH�5LJKW��DQG�WKXV�WKH�SHRSOH�FKHULVKHG�KLP�DV�WKH�FKLOG� WKDW�

ZDV�VXUH� WR�EH�WKH�&URZQ�3ULQFH��+RZHYHU�� WKH�EHDXW\�RI� WKH�

\RXQJ�ORUG��+LNDUX�*HQML��FRXOG�QRW�EH�VXUSDVVHG��

６　帝は桐壺
更衣を厚遇
し、弘徽殿女
御は我が皇子
の立坊に疑い
を抱く
「はじめより
～」（0184 ／
六⑦／一九）

4丁表
此みこ生れ給て後は、みかど御心こと
にをきてたれば、坊にもゐ給ふべきな
めりと、一のみこの女御は、おぼしう
たがへり。
（「御心」から 4丁表）

〈光源氏（若君）〉が生まれてからというもの、帝はこ
の〈光源氏〉をとても大切にしていらっしゃいました
ので、〈光源氏〉が、皇太子になるのではないかと、
第一皇子の母である后は、心の中で心配しています。

$IWHU� �*HQML¶V� ELUWK�� WKH� (PSHURU� WUHDWHG� KLP�ZLWK� JUHDW�

LPSRUWDQFH�� DQG� VR� WKH�PRWKHU� RI� WKH�&URZQ�3ULQFH� �WKH�

(PSHURU¶V�¿UVW�VRQ���IHOW�XQHDV\�LQ�KHU�KHDUW��ZRQGHULQJ�LI�*HQML�

ZRXOG�EHFRPH�WKH�+HLU�$SSDUHQW�

$V�WKH�(PSHURU�KDG

��UHFWR

WUHDVXUHG�KLP�VLQFH�KH�ZDV�ERUQ�� WKH�¿UVW�SULQFH¶V�PRWKHU�ZDV�

YHU\�ZRUULHG�WKDW�+LNDUX�*HQML�PLJKW�EH�DSSRLQWHG�DV�WKH�&URZQ�

3ULQFH��

７　「人よ
り先に～」
（0248 ／六⑬
／一九）

ナシ ナシ ナシ ナシ
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８　更衣の局
は東北隅の淑
景舎で、参上
の折毎に酷い
嫌がらせを受
ける
「御局は桐壺
～」（0288 ／
七③／二〇

あまたの御かた／ ＼゙を過させ給ひ、ひ
まなき御前わたりに、人の心をつくし
給ふも、ことはり也。あまりうちしき
りまうのぼり給ふおり／＼は、うちは
しわた殿、こゝかしこの道にあやしき
わざをして、御をくりむかへの人のき
ぬのすそ、たへがたう、まさなき事と
もあり、又ある時は、えさらぬめだう
の戸をさしこめ、こなたかなた心をあ
はせ、はしたなめわづらはせ給ふ時も
おほかり。

帝が、たくさんの后たちの部屋の前を素通りして、何
度も何度もお通いになることに、他の后たちが嫉妬し
ているのも、もっともなことです。あまりに〈桐壺の
更衣〉が帝に呼び寄せられる回数が多くなっていきま
す。すると、打橋や渡殿といった宮殿の廊下など、〈桐
壺の更衣〉が通る、あちらこちらの道にいたずらがさ
れていました。それは、見送りや出迎えの侍女の着物
の裾が、まったく我慢できなくなるような、とんでも
ないことなどです。またある時は、〈桐壺の更衣〉が、
絶対通らなければならない中廊下の扉を閉めて、こち
らとあちらで協力し、〈桐壺の更衣〉を閉じ込めて、
ひどい目にあわせたり困らせたりすることも多いので
す。

7KH�(PSHURU�SDVVHG�ULJKW�E\� WKH�URRPV�RI�PDQ\�RI�KLV�RWKHU�

ZRPHQ��JRLQJ�RYHU�DQG�RYHU�DJDLQ� WR�.LULWVXER¶V�URRP��VR� LW¶V�

RQO\�QDWXUDO� WKDW� WKH�RWKHU�ZRPHQ� IHOW� MHDORXV��7KH�.LULWVXER�

,QWLPDWH�ZDV�FDOOHG�RQ�PDQ\�WLPHV�E\�WKH�(PSHURU��7KHUHIRUH��

ZKHQ�.LULWVXER�FURVVHG�WKH�EULGJHZD\V�DQG�FURVVZDONV�RI� WKH�

SDODFH�� WKHUH�ZHUH�PHDQ� WKLQJV�GRQH� WR�KHU�KHUH�DQG� WKHUH�

RQ� WKH�ZD\��7KH� WKLQJV� WKDW�ZHUH�GRQH� WR� WKH�VOHHYHV�RI� WKH�

JHQWOHZRPHQ�ZKR�DFFRPSDQLHG�KHU�ZHUH�TXLWH� LPSRVVLEOH�

WR� SXW� XS�ZLWK��7KHQ� DQRWKHU� WLPH�� WKH\� VKXW� D� GRRU� WR� D�

SDVVDJHZD\�WKDW�.LULWVXER�KDG�WR�SDVV�WKURXJK��DQG�WKURXJK�WKH�

ZRUN�RI�VHYHUDO�SHRSOH�VKH�ZDV� ORFNHG� LQ�±� WKHUH�ZHUH�PDQ\�

WKLQJV�GRQH�WR�YH[�DQG�WURXEOH�KHU��

,W�ZDV�RQO\�QDWXUDO� WKDW� WKH�RWKHU� ODGLHV� IHOW� MHDORXV�ZKHQ� WKH�

(PSHURU�ZHQW�SDVW�WKHLU�URRPV�PDQ\�WLPHV�WR�VHH�WKH�.LULWVXER�

,QWLPDWH��7KH�.LULWVXER�,QWLPDWH�ZDV�VXPPRQHG�WR�WKH�(PSHURU�

VR�RIWHQ� WKDW� WKH\�VFDWWHUHG�XQSOHDVDQW� WKLQJV�KHUH�DQG�WKHUH�

RQ�SODFHV�ZKHUH� VKH�ZRXOG�SDVV�RQ�SDODFH� FRUULGRUV� OLNH�

FURVVEULGJHV�DQG�EULGJHZD\V��/DGLHV�LQ�ZDLWLQJ�DFFRPSDQLHG�

KHU� WR�DQG� IURP�WKH�(PSHURU¶V�FKDPEHUV��DQG� WKH�ERWWRPV�RI�

WKHLU� UREHV�ZHUH�GLVJXVWLQJO\�VRLOHG��7KLV�ZDV�DQ�XQEHDUDEOH�

KXPLOLDWLRQ��2Q�PDQ\�RWKHU�RFFDVLRQV�� WKH�RWKHU� ODGLHV�PDGH�

WKH�.LULWVXR�,QWLPDWH�VXIIHU�DQG�FDXVHG�KHU�WURXEOH�E\�ORFNLQJ�WKH�

GRRUV�WR�WKH�PLGGOH�FRUULGRU�VKH�KDG�WR�JR�WKURXJK��ZLWK� ODGLHV�

RQ�ERWK�VLGHV�FROODERUDWLQJ�WR�VKXW�KHU�LQ��

９　帝は桐壺
更衣への虐待
を不憫に思
い、局を淑景
舎から後涼殿
に移す
「ことにふれ
～」（0344 ／
七⑨／二〇）

4丁裏
みかどいとゞあはれと御らんじて、後
涼殿にもとよりさぶらひ給ふ。かうゐ
を、ほかにうつし、此かうゐのうへつ
ぼねに給はる。そのうらみ、ましてや
らんかたなし。
（「そのうらみ」から 4丁裏）

帝はますます〈桐壺の更衣〉をかわいそうに思って、
後涼殿という所に前から部屋をもらっていた身分が低
い后を、他の場所へ移し、〈桐壺の更衣〉のもう一つ
の部屋としました。部屋を他に移された后の恨みは、
とうてい晴れることがありません。

The Emperor felt more and more pity for her, and so he had 

D� ORZ�UDQNLQJ�ZRPDQ�ZKR� OLYHG� LQ�D�URRP�FDOOHG� WKH�.ǀUǀGHQ�

PRYHG�WR�DQRWKHU�SODFH��DQG�WKDW�ZDV�PDGH�D�VHFRQG�URRP�IRU�

.LULWVXER��7KH�DQJHU�RI�WKH�ZRPDQ�ZKR�ZDV�GLVSODFHG�IURP�KHU�

URRP�ZDV�XQTXHQFKDEOH�

7KH�(PSHURU�WRRN�PRUH�DQG�PRUH�SLW\�RQ�KHU�DQG�PRYHG�KHU�WR�

WKH�SDODFH�ZLQJ�FDOOHG�WKH�.ǀU\ǀGHQ��JLYLQJ�KHU�DQRWKHU�URRP�

E\�PDNLQJ�WKH�ORZHU�UDQNLQJ�ODG\�ZKR�ZDV�OLYLQJ�WKHUH�PRYH�WR�

DQRWKHU�SODFH��

��YHUVR

7KH�UHVHQWPHQW�RI� WKH� ODG\�ZKR�ZDV�PRYHG�PXVW�KDYH�EHHQ�

YHU\�JUHDW��

 10　若宮は
三歳で袴着の
儀式をし、成
長と共に憎し
みが賞賛へと
変わる
「この御子三
つ～」（0378
／七⑪／二一

みこ、みつに成給ふとし、御はかまぎ
の事、一の宮のにもをとらず。御かた
ち心ばへ、ありがたくめづらしきまで
見え給へば、此君をば人々もえそねみ
あへず。

〈光源氏 ( 若君 )〉は、三歳になった年、袴着の儀式を
しました。その様子は、第一皇子がこの儀式をしたと
きにも負けないほどです。見た目や性格が、めったに
ないほど素晴らしいので、〈光源氏 ( 若君 )〉を他の后
たちも憎むことができません。

7KH�\HDU� WKDW�*HQML� WXUQHG� WKUHH��KH�KDG�KLV�'RQQLQJ�RI� WKH�

7URXVHUV�FHUHPRQ\��7KH�FHUHPRQ\�ZDV�HTXDO� WR�WKH�RQH�GRQH�

IRU� WKH�)LUVW�3ULQFH��*HQML¶V� ORRNV�DQG�EHDULQJ�ZHUH�XQXVXDOO\�

VSOHQGLG��DQG�VR� WKH� UHVW�RI� WKH�(PSHURU¶V�ZRPHQ�FRXOG�QRW�

KDWH�KLP��

:KHQ�+LNDUX�*HQML� WXUQHG� WKUHH�\HDUV�ROG��KH�SHUIRUPHG� WKH�

FHUHPRQ\�RI�ZHDULQJ�WKH�WURXVHUV��+DNDPD�JL���7KH�FHUHPRQ\�

ZDV�DV�VXSHUE�DV� WKH�FHUHPRQ\�KHOG� IRU� WKH� ILUVW�SULQFH��+LV�

DSSHDUDQFH�DQG�FKDUDFWHU�ZHUH�VR�H[FHOOHQW� WKDW�RWKHU� ODGLHV�

FRXOG�QRW�GLVOLNH�KLP��

11　若宮が
三歳の夏に桐
壺更衣は重病
になり、御子
を宮中に残し
て退出
「その年の夏
～」（0439 ／
八②／二一）

其年の夏、御母御休所〔割・更衣の／
事也〕、わづらひて里へまかでんとし給
へど、つねのあつしさに、御めなれて、
いとまさらにゆるさせ給はず。日々に
をもり給て、いとよはうなれば、更衣
の母、なく／＼そうして、みこをはとゞ
めさせ、みやす所ばかりまかで給ふ。

その年の夏、母の御息所〔〈桐壺の更衣〉のことです。〕
は、病気になって実家へ帰ろうとしますが、〈桐壺の
更衣〉がいつも体が弱いことに、帝は慣れてしまい、
帰ることを絶対に許しませんでした。日に日に病気が
重くなってきて、ひどく衰弱したので、〈桐壺の更衣〉
の母は、泣きながらお願いをして、〈光源氏 ( 若君 )〉
を宮中に残したまま、〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉だけ帰
ることになりました。

7KH�VXPPHU�RI� WKDW� VDPH�\HDU��KLV�PRWKHU� WKH�+DYHQ� �WKH�

.LULWVXER� ,QWLPDWH��EHFDPH� LOO�DQG� WULHG� WR�JR�KRPH��EXW�VKH�

KDG�DOZD\V�EHHQ�VLFNO\��DQG� WKH�(PSHURU�ZDV�XVHG� WR� LW��VR�

KH�DEVROXWHO\�ZRXOG�QRW� OHW�KHU� OHDYH��7KH�QH[W� IHZ�GD\V�� WKH�

LOOQHVV�JUHZ�ZRUVH�DQG�ZRUVH��DQG�VKH�EHFDPH�YHU\�ZHDN��VR�

KHU�PRWKHU�SHWLWLRQHG�LQ�WHDUV��7KXV�*HQML�ZDV�OHIW�DW�WKH�SDODFH��

DQG�RQO\�WKH�.LULWVXER�,QWLPDWH�UHWXUQHG�EDFN��

,Q� WKH�VXPPHU�RI� WKH�VDPH�\HDU��KLV�PRWKHU�� WKH�+DYHQ��WKH�

.LULWVXER� ,QWLPDWH��ZDV� WDNHQ� LOO� DQG� WULHG� WR� UHWXUQ� WR�KHU�

PRWKHU¶V�KRXVH��EXW�WKH�(PSHURU�ZDV�XVHG�WR�EHLQJ�ZHDN�DOO�WKH�

WLPH��DQG�GLG�QRW�DOORZ�KHU� WR� OHDYH��'D\�E\�GD\�KHU�FRQGLWLRQ�

ZRUVHQHG��:KHQ� VKH�ZDV�JUDYHO\�ZHDNHQHG�� KHU�PRWKHU�

EHJJHG� LQ� WHDUV� IRU�KHU� WR�EH�DOORZHG� WR�FRPH�KRPH� OHDYLQJ�

\RXQJ�PDVWHU��+LNDUX�*HQML��EHKLQG�DW�FRXUW��
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12　帝は絶
え入らんばか
りの桐壺更衣
をご覧になる
につけ途方に
暮れる
「限りあれば
～」（0488 ／
八⑦／二二）

5丁表
うつくしき人の、おもやせあるかなき
かにきえものし給ふを御覧じて、きし
かたゆくすゑ、よろづの事を契りの給
へと、御いらへもきこえず。まゆもた
ゆげにて、われかの気しき也。かぎり
あらんみちにも、をくれさきだゝじと
ちぎらせ給けるを、打すてゝはえゆき
やらじと、の給はするを、
（「にて」から 5丁表）

帝は、かわいらしい〈桐壺の更衣〉が、やつれて意識
がはっきりしない様子を御覧になって、今までのこと
や将来のこと、いろいろなことを約束したりするけれ
ども、〈桐壺の更衣〉は、返事をすることもできません。
つらそうな顔をして、意識を失った状態です。帝が「死
への旅にも、共に行こうと約束しましたのに、私を残
してはいけませんよ」と、おっしゃるのを、

7KH�(PSHURU�ORRNHG�DW�WKH�EHDXWLIXO�.LULWVXER�,QWLPDWH��ZKR�ZDV�

ZHDNHQHG�DQG�EDUHO\�FRQVFLRXV��+H�PDGH�PDQ\�YRZV�DERXW�

WKH�SDVW�DQG� WKH� IXWXUH��EXW�.LULWVXER�FRXOG�QRW� UHVSRQG��6KH�

KDG�D� ORRN�RI�VXIIHULQJ�RQ�KHU�IDFH��DQG�DSSHDUHG�WR�KDYH�ORVW�

FRQVFLRXVQHVV��7KH�(PSHURU�VDLG��³<RX�FDQQRW�OHDYH�PH�DORQH��

ZKHQ�ZH�SOHGJHG�WR�WDNH�WKH�URDG�WR�GHDWK�WRJHWKHU�´�

$V�WKH�(PSHURU�VDZ�KLV�EHORYHG�ZRUQ�RXW�DQG�DERXW�WR�IDLQW��KH�

VSRNH�DERXW� WKHLU�SDVW�DQG�IRU� IXWXUH��PDNLQJ�PDQ\�SURPLVHV��

EXW�VKH�FRXOG�QRW�DQVZHU��:LWK�DJRQ\�UHÀHFWHG�RQ�KHU�IDFH

5 recto

DQG�VKH� IDLQWHG��7KH�(PSHURU� VDLG�� ³\RX�FDQQRW� OHDYH�PH�

EHKLQG��:H�SURPLVHG�WR�GLH�WRJHWKHU�´�

13　輦車の
宣旨を受けた
桐壺更衣は、
帝に歌を残し
て里邸へと退
出する
「輦車の宣旨
～」（0537 ／
八⑭／二二）

女も、いみじと見奉りて、
　　かぎりとて　わかるゝみちのかな
しきに　いかまほしきはいのちなりけ
り
てくるまのせんじなどの給はせて、ま
かで給ふ。

※「てくるまのせんじ」は本文（池田本）
では、更衣の歌より前におかれている。

〈桐壺の更衣（女）〉も、とても嬉しく思い、次のよう
に和歌を詠みました。
　　かぎりとてわかるゝみちのかなしきにいかまほし
きはいのちなりけり
帝は、〈桐壺の更衣〉に輦車に乗ることを許し、〈桐壺
の更衣〉は実家に帰りました。

�.LULWVXER�ZDV�YHU\�KDSS\�RQ�KHDULQJ� WKLV��DQG�VKH�UHDG� WKH�

IROORZLQJ�SRHP�WR�WKH�(PSHURU�

.DJLUL� WR� WH�ZDNDUXUX�PLFKL�QR�NDQDVKLNL�QL� LNDPDKRVKLNL�ZD�

inochi narikeri

7KH�(PSHURU�JDYH�.LULWVXER�SHUPLVVLRQ�WR�ULGH� LQ�D�KDQG�FDUW��

DQG�VKH�UHWXUQHG�KRPH��

6KH�ZDV�YHU\�WRXFKHG��DQG�UHFLWHG�WKH�IROORZLQJ�SRZP��

 　　,W�LV�VR�VDG�EHLQJ�SDUWHG��HQGLQJ�OLNH�WKLV��

　　�DQG�\HW�,�KRSH�,�PLJKW�VWLOO�OLYH�

+LV�0DMHVW\�JDYH�SHUPLVVLRQ�IRU�D�KDQG�FDUULDJH�WR�EH�XVHG�IRU�

KHU��6KH�ZHQW�EDFN�WR�KHU�PRWKHU¶V�KRPH��

14　心塞が
る帝は眠れぬ
夏の短夜に、
桐壺更衣の死
を聞き悲嘆に
暮れる
「御胸つと～」
（0608 ／九⑦
／二三）

みかど、御むねふたがり、御使の行か
ふ程もなきに、夜なかすぐる程に、た
えはて給ふ、きこしめす。御心まどひ、
何事もおぼしわかれず。

帝は、胸がつまるほどに悲しんでいます。帝のお見舞
いの使者が行って帰って来るほどの時間もたっていな
いほどに、「夜中を過ぎるころに、〈桐壺の更衣〉が息
を引き取りになりました」と、お聞きになります。帝は、
気も動転して、もう何の分別もつきません。

7KH�(PSHURU ¶V� KHDUW� ZDV� ILOOHG�ZLWK� VRUURZ�� %HIRUH� WKH�

(PSHURU¶V�PHVVHQJHUV�FRXOG�HYHQ�JHW� WR�KHU�KRPH�DQG�EDFN��

KH�ZDV�WROG�³'XULQJ� WKH�QLJKW��.LULWVXER�GUHZ�KHU� ODVW�EUHDWK�´�

7KH�(PSHURU�ZDV� VWXQQHG�� DQG� GLG� QRW� NQRZ�ZKDW�ZDV�

KDSSHQLQJ��

+LV�0DMHVW\¶V�KHDUW�ZDV�FKRNHG�ZLWK�VRUURZ��6KH�GLHG�LQ�OHVV�WKH�

WLPH�WKDW�LW�WRRN�IRU�+LV�0DMHVW\¶V�PHVVHQJHU�WR�WDNH�D�PHVVDJH�

DQG�DUULYH�EDFN�ZLWK�WKH�QHZV��³WKH�.LULWVXER�,QWLPDWH�WRRN�KHU�

ODVW�EUHDWK� MXVW�DIWHU�PLGQLJKW�´�+LV�0DMHVW\�ZDV�VWXQQHG�DQG�

XQDEOH�WR�XQGHUVWDQG�ZKDW�KDG�KDSSHQHG��

15　三歳の
若宮は母君の
死により、服
喪のため宮中
から里邸へ退
出する 
「御子は～」
（0644 ／九⑪
／二四）

5丁裏
みこをばかくても御らんぜまほしけれ
ど、れいなき事なれば、まかでさせ給ふ。
みこも何事ともおぼさず。人々のなき
まどひ、うへも御涙のひまなくなかれ
おはしますを、あやしと見奉給ふ。（「ひ
まなく」から 5丁裏）

帝は、〈光源氏 ( 若君 )〉をこんな時でも御覧になりた
いと思うけれど、喪中の人が宮殿にいることは前例に
ないので、〈光源氏〉を母君の実家に帰らせました。〈光
源氏 ( 若君 )〉も何が起きたのかもわかりません。〈光
源氏〉は、周りの侍女たちが泣きわめき、帝も涙がと
まらなくなっていらっしゃるのを、何だか変だと見て
います。

+H�ZDQWHG�WR�VHH�*HQML�HYHQ�QRZ��EXW�WKHUH�ZDV�QR�SUHFHGHQW�

IRU�VRPHRQH�LQ�PRXUQLQJ�FORWKHV�WR�EH�LQ�WKH�SDODFH��VR�KH�KDG�

*HQML� UHWXUQ� WR�KLV�PRWKHU¶V�KRPH��*HQML�GLG�QRW�XQGHUVWDQG�

ZKDW�ZDV� KDSSHQLQJ��+H� WKRXJKW� LW�ZDV� VWUDQJH� WKDW� WKH�

JHQWOHZRPHQ�ZHUH�VREELQJ��DQG� WKDW�HYHQ� WKH�(PSHURU�ZDV�

XQDEOH�WR�VWRS�KLV�WHDUV��

$OWKRXJK�KH�ZDQWHG� WR�VHH�+LNDUX�*HQML�� WKH�\RXQJ�SULQFH��

HYHQ�DW�D� WLPH� OLNH� WKLV�� WKHUH�ZDV�QR�SUHFHGHQW� IRU�D�SHUVRQ�

LQ�PRXUQLQJ� WR�VWD\� LQ� WKH�3DODFH��VR�KH�VHQW� WKH�SULQFH�EDFN�

WR� WKH�JUDQGPRWKHU¶V�KRPH��7KH�SULQFH�KLPVHOI�GLG�QRW�TXLWH�

XQGHUVWDQG�ZKDW�KDG�KDSSHQHG��6HHLQJ� WKDW� WKH� ODGLHV�LQ�

ZDLWLQJ�DURXQG�KLP�ZHUH�FU\LQJ�DQG�+LV�0DMHVW\�

��YHUVR

FRXOG�QRW�VWRS�KLV�WHDUV��KH�ORRNHG�SX]]OHG�
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16　桐壺更
衣の葬送は鳥
辺野で行わ
れ、母は娘と
一緒にと泣き
焦がれる
「限りあれば
～」（0684
／一〇②／
二四）

かぎりあれば、をたぎといふ所にて、
けぶりになし奉る。母君も、おなじ煙
にと、なきこがれ、御をくりの女ばう
の車に、したひのりて出給ふ。

きまり通り、愛宕という所で、葬儀を行いました。母
君も、〈桐壺の更衣〉と一緒に、火葬の煙となって消
えてしまいたいと、泣いて、見送りの侍女の車に、追
いつくようにして乗ってでかけました。

7KH� IXQHUDO�� DV�QRUPDO��ZDV�KHOG�DW� D�SODFH� FDOOHG�2WDJL��

.LULWVXER¶V�PRWKHU� ZLVKHG� WR� EHFRPH� WKH� VPRNH� RI� KHU�

FUHPDWLRQ�DQG�GLVDSSHDU��VKH� URGH�FU\LQJ� LQ� WKH�FDUW�RI� WKH�

JHQWOHZRPHQ��DV�LI�FKDVLQJ�DIWHU�KHU�GDXJKWHU��

7KH�IXQHUDO�ZDV�SHUIRUPHG�IROORZLQJ�WKH�FXVWRPDU\�ULWHV�DW�WKH�

SODFH�FDOOHG�2WDJL��,Q�WHDUV��WKH�ROG�ZRPDQ�ZDQWHG�WR�GLVDSSHDU�

OLNH�VPRNH�IURP�WKH�S\UH�RI�KHU�GDXJKWHU��&DWFKLQJ�WKH�FDUULDJH�

RI�D�ODG\�LQ�ZDLWLQJ��VKH�IROORZHG�WKH�IXQHUDO�SURFHVVLRQ��

17　「むなし
き～」（0712
／一〇⑤／
二四）

ナシ ナシ ナシ ナシ

18　桐壺更
衣に三位追贈
の宣命がくだ
り、女御更衣
たちは憎しみ
を増す
「内裏より御
使～」（0741
／一〇⑧／
二五）

内より御使ありて、三位のくらゐをく
り給ふ。

帝から使者があって、亡くなった〈桐壺の更衣〉に三
位の位をお贈りになりました。

$�PHVVHQJHU� IURP� WKH�(PSHURU� FDPH�� DQG� WKH� GHFHDVHG�

.LULWVXER�ZDV�UDLVHG�WR�WKH�WKLUG�UDQN�

+LV�0DMHVW\�VHQW�D�PHVVHQJHU�WR�FRQIHU�WKH�7KLUG�5DQN�RQ�WKH�

GHDG�,QWLPDWH��

19　聡「も
の思ひ知～」
（0775 ／一〇
⑪／二五）

ナシ ナシ ナシ ナシ

20　「はかな
く～」（0809
／一一①／
二六）

ナシ ナシ ナシ ナシ

21　帝は若
宮を恋しが
り、野分だつ
夕暮に靫負命
婦を更衣の里
に遣はす
「一の宮を～」
（0850 ／一一
⑤／二六）

みかどは、一の宮を見給ふにも、わか
宮の御恋しさのみおぼし出つゝ、女ば
う、めのとなどをつかはし、ありさま
きこしめす。野分たちはた寒き夕ぐれ、
ゆげいの命婦をつかはさる。

帝は、第一皇子を御覧になっても、〈光源氏 ( 若君 )〉
を恋しく思い出してばかりいて、侍女や乳母などをつ
かって、〈光源氏〉の様子をお聞きになります。風が
強くて肌寒い夕暮れに、〈靫負の命婦〉という女官を〈桐
壺の更衣〉の母の所へ行かせました。

(YHQ�ZKHQ� WKH�(PSHURU� ORRNHG�DW� WKH�)LUVW�3ULQFH��KH�RQO\�

WKRXJKW� ORQJLQJO\�RI�*HQML��6R�KH�VHQW�JHQWOHZRPHQ�RU�ZHW�

QXUVHV� WR�DVN�DIWHU�*HQML��2Q�D�FROG��ZLQG\�QLJKW��KH�KDG�D�

JHQWOHZRPDQ�NQRZQ�DV�<XJHL�QR�0\ǀEX�JR� WR� WKH�KRXVH�RI�

.LULWVXER¶V�PRWKHU��

:KHQHYHU�KH�VDZ�WKH�¿UVW�SULQFH��WKH�&URZQ�3ULQFH���KH�IRQGO\�

UHPHPEHUHG�WKH�\RXQJ�SULQFH��+LNDUX�*HQML��+H�ZRXOG�VHQG�D�

ODG\�LQ�ZDLWLQJ�RU�QXUVH�WR�HQTXLUH�DERXW�KRZ�WKH�ER\�ZDV��2QH�

FROG�HYHQLQJ�ZKHQ�WKHUH�ZDV�D�VWURQJ�ZLQG��D�JHQWOHZRPDQ�LQ�

WKH�(PSHURU¶V�VHUYLFH�FDOOHG�/DG\�0\ǀEX�ZDV�VHQW�WR�WKH�KRXVH�

RI�WKH�.LULWVXER�,QWLPDWH¶V�PRWKHU��
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22　「夕月夜
の～」（0877
／一一⑨／
二六）～
25　「『し
ばしは～」
（0987 ／一二
⑦／二八）

ナシ ナシ ナシ ナシ

26　帝から
の文は、若宮
と共に参内す
るようにと懇
ろに促すもの
だった
「目も見え～」
（1043 ／一二
⑬／二八）

勅書の歌　
　　みやぎ野の露ふきむすぶ風のをと
に小萩がもとをおもひこそやれ　

帝からの手紙に書いてあった和歌です。
　　みやぎ野の露ふきむすぶ風のをとに　小萩がもと
をおもひこそやれ

7KLV�LV�D�SRHP�WKDW�ZDV�LQ�WKH�OHWWHU�IURP�WKH�(PSHURU�

　　0L\DJLQR�QR� WVX\X� IXNLPXVXEX�ND]H�QR�RWR�QL�NRKDJL�JD�

moto o omoi koso yare

7KLV�LV�WKH�SRHP�LQ�WKH�OHWWHU�IURP�+LV�0DMHVW\�

　　,Q� WKH�VRXQG�RI� WKH�ZLQG�FDUU\LQJ� WKH�GHZ�GURSV�RI� WKH�

0L\DJL�¿HOG�

 　　,� WKLQN�DERXW� WKH�VPDOO�EXVK�FORYHU�� WKH�KDJL�ÀRZHU²�WKH�

OLWWOH�ER\�

27　「命長さ
の～」（1094
／一三⑥／
二九）～
30　「上もし
か～」（1256
／一四⑪／
三一）

ナシ ナシ ナシ ナシ

31　月が沈
む頃、命婦の
歌を受け祖母
君は惜別の情
を車中の命婦
に伝える
「月は入り方
～」（1315
／一五④／
三二）

6丁表
命婦、かうゐの母にあひて、
　　すゞむしのこゑのかぎりをつくし
てもながき夜あかずふるなみだかな
〈うは君〉
　　いとゞしく虫のねしげきあさぢふ
に露をきそふる雲のうへ人
（「すゞむし」から 6丁表）

〈靫負の命婦〉が、〈桐壺の更衣〉の母に会って詠んだ
和歌です。
　　すゞむしのこゑのかぎりをつくしても
　　ながき夜あかずふるなみだかな
〈うは君〉
　　いとゞしく虫のねしげきあさぢふに
　　露をきそふる雲のうへ人

7KLV�LV�WKH�SRHP�WKDW�0\ǀEX�UHDG�WR�.LULWVXER¶V�PRWKHU�

6X]XPXVKL�QR�NRH�QR�NDJLUL�R� WVXNXVKLWH�PR�QDJDNL�\R�DND]X�

furu namida kana

�.LULWVXER¶V�PRWKHU� VDLG� WKH� IROORZLQJ�SRHP� LQ� UHVSRQVH� WR�

0\ǀEX¶V�SRHP��

,WRGRVKLNX�PXVKL�QR�QH�VKLJHNL�DVDMLX�QL� WVX\X�R�NLVRXUX�NXPR�

QR�XHELWR

7KLV� LV� WKH�SRHP�WKH�JHQWOHZRPDQ�JDYH�WR� WKH� ODWH� ,QWLPDWH¶V�

PRWKHU�

6 recto

(YHQ�WKH�EHOO�FULFNHWV�FU\�ZLWK�DOO�WKHLU�IRUFH�

7HDUV�ÀRZ�ZLWKRXW�VWRSSLQJ�WKURXJK�WKH�ORQJ�QLJKW�

7KHQ�WKH�,QWLPDWH¶V�PRWKHU��3ULQFH�+LNDUX¶V�JUDQGPRWKHU��VHQW�

WKLV�SRHP�LQ�UHSO\�WR�WKH�(PSHURU�

,Q�WKHVH�VKDOORZ�JUDVV�¿HOGV�WKH�FULFNHWV�FU\�PRUH�ORXGO\�VWLOO�

0RUH�GHZGURSV��WHDUV��IDOO��EURXJKW�E\�WKH�SHUVRQ�LQ�WKH�FORXGV�

�WKH�3DODFH��
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32　靫負命
婦の帰参に際
して、祖母君
は桐壺更衣の
形見の装束等
を贈る
「をかしき御
贈～」（1358
／一五⑩／
三二）

をくり物あるべきおりにもあらねばと
て、かうゐの残しをき給へる御さうぞ
く御くしあげのてうど、そへ給ふ。

良い贈り物をする場合ではありませんので、〈桐壺の
更衣〉が残した着物や装飾品を、手紙にそえてあげま
した。

7KLV�ZDV�QRW�D�VLWXDWLRQ�WR�JLYH�JRRG�SUHVHQWV��VR�WKH�PRWKHU�

VHQW�FORWKLQJ�DQG�D�KDLUSLQ�WKDW�KHU�GDXJKWHU�KDG�OHIW�EHKLQG��

7KHUH� ZHUH� QR� DGHTXDWH� NHHSVDNHV� � VR� WKH� PRWKHU�

DFFRPSDQLHG�WKH�OHWWHU�ZLWK�JDUPHQWV�DQG�GHFRUDWLRQV�XVHG�E\�

WKH�ODWH�.LULWVXER�,QWLPDWH��

33　「若
き人々～」
（1378 ／一五
⑫／三二）

ナシ ナシ ナシ ナシ

34　桐壺帝
は女房と語り
明かし長恨歌
の絵を見なが
ら命婦の帰参
を待つ
「命婦は～」
（1420 ／一六
③／三三）

みかどはふけてもおほとのごもらず、
せんざいの花御覧ずるやうにて、女ば
う四五人さぶらはせて、御物語せさせ
給へり。

帝は夜更けになってもおやすみにならず、庭先に植え
てある花を眺めながら、侍女を四、五人そばに控えさ
せて、お話をしていらっしゃいました。

$OWKRXJK� LW�ZDV� ODWH�� WKH�(PSHURU�ZDV�QRW�\HW�DVOHHS��+H�KDG�

IRXU�RU�¿YH�JHQWOHZRPHQ�FKDWWLQJ�ZLWK�KLP�DV�KH�JD]HG�DW� WKH�

JDUGHQ�SODQWV���

�+LV�0DMHVW\�KDG�QRW�\HW�JRQH�WR�VOHHS�HYHQ�WKRXJK�LW�ZDV�ODWH�

LQ� WKH�QLJKW��+H�KDG�VHYHUDO� ODGLHV�DURXQG�KLP��$V�KH� ORRNHG�

RXW�RQ�WKH�ÀRZHUV�LQ�WKH�JDUGHQ�LQ�IURQW�RI�KLV�FKDPEHU��KH�KDG�

WKHP�WHOO�VWRULHV��

35　帝は里
邸の様を命婦
から聞き、と
り乱した祖母
君の返書に心
を遣う
「いと細やか
～」（1469
／一六⑧／
三三）

御返し奉るうば君の歌。
　　あらき風ふせぎしかげのかれしよ
りこはぎがうへぞしづごゝろなき

帝の手紙に対して詠んだ、〈桐壺の更衣〉の母の歌です。
　　あらき風ふせぎしかげのかれしよりこはぎがうへ
ぞしづごゝろなき

7KLV� LV� WKH�SRHP�.LULWVXER¶V�PRWKHU�ZURWH� LQ� UHVSRQVH� WR� WKH�

(PSHURU¶V�OHWWHU�

$UDNL� ND]H� IXVHJLVKL� NDJH�QR�NDUHVKL� \RUL� NRKDJL�JD�XH�]R�

VKL]XJRNRNRUR�QDNL

7KLV�LV�WKH�SRHP�WKH�,QWLPDWH¶V�PRWKHU�ZURWH�HDUOLHU�LQ�UHVSRQVH�

WR�WKH�(PSHURU¶V�SRHP�

 　　6LQFH�WKH�SURWHFWLRQ�RI�WKH�ZLOG�ZLQG�LV�JRQH�

 　　,�FRXOG�QRW�UHVW�LQ�SHDFH�WKLQNLQJ�RI�WKH�ER\��WKH�OLWWOH�EXVK�

FORYHU�

36　「いと
かうしも～」
（1504 ／一六
⑫／三四）

ナシ ナシ ナシ ナシ
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37　帝は若
宮の将来を約
束し、贈物か
ら長恨歌の釵
に思いを重ね
て歌う
「かくても～」
（1543 ／一七
③／三四）

6丁裏
うば君の物語わか君の事などそうして、
をくりもの御らんぜさすれば、
〈御〉たづねゆくまぼろしもがなつてに
ても玉のありかをそことしるべく
（「うば君」から 6丁裏）

〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) の話や〈光源氏 ( 若君 )〉
のことなどを話して、贈り物を見せると、帝は次のよ
うに和歌を詠みました。
〈帝〉
　　たづねゆくまぼろしもがなつてにても
　　玉のありかをそことしるべく

0\ǀEX�WROG� WKH�(PSHURU�ZKDW�.LULWVXER¶V�PRWKHU�KDG�VDLG��DV�

ZHOO�DV�WHOOLQJ�KLP�DERXW�*HQML��:KHQ�WKH�(PSHURU�ORRNHG�DW�WKH�

SUHVHQWV��KH�VDLG�WKH�IROORZLQJ�SRHP�

7D]XQH\XNX�PDERURVKL�PRJDQD�WVXWH�QL�WH�PR�WDPD�QR�DULND�R�

VRNR�WR�VKLUXEHNX

��YHUVR

7KH�JHQWOHZRPDQ� LQ�+LV�0DMHVW\¶V�VHUYLFH� WROG�KLP�DERXW� WKH�

ODWH�.LULWVXER�,QWLPDWH¶V�PRWKHU� �DQG�WKH�ER\��VKRZLQJ�KLP�WKH�

NHHSVDNHV��+H�UHFLWHG�WKLV�SRHP�

　　�,I�,�RQO\�KDG�WKH�ZL]DUG�ZKR�ZHQW�LQ�VHDUFK�RI�<DQJ�*XLIHL�

　　�,�ZRXOG�VHQG�KLP�WR�¿QG�ZKHUH�KHU�VRXO�UHVLGHV�

38　「絵に
描ける～」
（1572 ／一七
⑦／三五）

ナシ ナシ ナシ ナシ

39　帝の心
を踏みにじる
ように、弘徽
殿女御は傍若
無人な遊び事
に耽る
「風の音～」
（1615 ／一七
⑫／三五）

一の宮の御母、弘徽殿は、久しくうへ
の御つぼねに参り給はず、月のおもし
ろきにあそび〔傍・あ＝管絃〕をぞし
給ふ。人々かたはらいたしと、きゝけり。

第一皇子の母、〈弘徽殿の女御〉は、長い間帝の側に
呼ばれず、月の美しい夜に合奏をして遊んでいます。
殿上人や侍女たちは、「具合の悪いことだ」と、その
合奏の音を聞いています。

7KH�PRWKHU�RI� WKH�)LUVW�3ULQFH�� WKH�.RNLGHQ�&RQVRUW��KDG�QRW�

EHHQ�FDOOHG�WR�WKH�(PSHURU¶V�VLGH�LQ�TXLWH�D�ZKLOH��VR�VKH�ZDV�

SOD\LQJ�PXVLF�XQGHU� WKH�EHDXWLIXO�PRRQOLJKW�QLJKW��7KH�SDODFH�

PHQ�DQG�JHQWOHZRPHQ�VDLG�³+RZ�WURXEOHVRPH�´�DV�WKH\�OLVWHQHG�

WR�WKH�PXVLF��

)RU�D� ORQJ�WLPH�WKH�¿UVW�SULQFH¶V�PRWKHU��WKH�.RNLGHQ�&RQVRUW��

ZDV� QRW� VXPPRQHG� E\�+LV�0DMHVW\�� 6KH� SOD\HG�PXVLFDO�

LQVWUXPHQWV�ZLWK�KHU�JHQWOHZRPHQ�LQ�WKH�EHDXWLIXO�PRRQOLW�QLJKW��

+HDULQJ� WKH�PXVLF�� WKH�FRXUW�RIILFLDOV�DQG� ODGLHV�LQ�ZDLWLQJ�

WKRXJKW�� ³,W� LV� UDWKHU� LQDSSURSULDWH�´�:RUULHG�DERXW� WKH�ER\¶V�

JUDQGPRWKHU��

40　更衣の
里邸に思いを
馳せて悲しみ
歌う帝は、眠
ることすらで
きない
「月も入りぬ
～」（1660
／一八③／
三六）

みかど、うば君のもとをおぼして、
　　雲のうへもなみだにくるゝ秋の月
いかですむらんあさぢふのやど

帝は、〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) の生活を心配して、
次のように和歌を詠みました。
　　雲のうへもなみだにくるゝ秋の月
　　いかですむらんあさぢふのやど

7KH�(PSHURU�ZRUULHG�DERXW� WKH� OLIH�.LULWVXER¶V�PRWKHU�ZDV�

OHDGLQJ��DQG�UHDG�WKH�IROORZLQJ�SRHP�

Kumo no ue mo namida ni kururu aki no tsuki ika de sumuran 

asajiu no yado

+LV�0DMHVW\�FRPSRVHG�WKH�IROORZLQJ�SRHP�

　　�(YHQ� LQ� WKLV�FRXUW��DERYH� WKH�FORXGV�� WHDUV�GDUNHQ� WKH�

DXWXPQ�PRRQ�

 　　+RZ�GR�WKH\�OLYH�LQ�WKH�KRXVH�LQ�WKH�VKDOORZ�JUDVV"

41　「朝に起
き～」（1693
／一八⑦／
三六）

ナシ ナシ ナシ ナシ

42　「さる
べき契～」
（1731 ／一八
⑫／三七）

ナシ ナシ ナシ ナシ
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43　若宮参
内で不吉な予
感、弘徽殿女
御は息子が四
歳の春に立坊
し安堵
「月日経て～」
（1762 ／一九
②／三七）

7丁表
月日へて、わか君参り給ぬ。きよらに
およずけ給へば、いとゆゝしうおぼし
たり。あくる年の春、一の宮春宮にさ
だまり給ふにも、此君をひきこさまほ
しうおぼせど、世のうけひくまじき事
を、はゞかり給て、色にもいでさせ給
はず。
（「さだまり」から 7丁表）

月日が過ぎて、〈光源氏 ( 若君 )〉が宮殿にやってきま
した。美しく成長したので、神につれていかれたりし
ないかと大変不安に思われました。翌年の春、第一皇
子が皇太子に決まったときも、帝は、〈光源氏〉に第
一皇子を越えさせたいと思いましたが、世間が納得し
ないことだと、遠慮して、表情にも出しません。

0RQWKV�DQG�GD\V�SDVVHG��DQG�*HQML� DUULYHG�DW� WKH�SDODFH��

+H�KDG�JURZQ�XS�WR�EH�TXLWH�KDQGVRPH��DQG�VR� WKH�(PSHURU�

WKRXJKW�ZLWK�XQHDVH�WKDW�KH�PLJKW�EH�VSLULWHG�DZD\�E\�D�JRG��

,Q�VSULQJ�RI� WKH�QH[W�\HDU�� WKH�)LUVW�3ULQFH�ZDV�PDGH�WKH�+HLU�

$SSDUHQW�±�HYHQ�WKHQ�WKH�(PSHURU�ZDQWHG�WR�SDVV�RYHU�WKH�)LUVW�

3ULQFH� LQ�IDYRU�RI�*HQML��EXW� WKH�ZRUOG�ZRXOG�QRW�DFFHSW� LW��DQG�

VR�KH�UHVWUDLQHG�KLPVHOI��QRW�OHWWLQJ�LW�VKRZ�RQ�KLV�IDFH��

7LPH�SDVVHG��DQG�WKH�\RXQJ�SULQFH��+LNDUX�*HQML��FDPH�WR�WKH�

FRXUW��+H�KDG�JURZQ�VR�EHDXWLIXOO\� WKDW�SHRSOH� IHOW�DQ[LRXV��

IHDULQJ� WKDW�KH�PLJKW�EH�DEGXFWHG�E\�D�JRG��7KH�QH[W�VSULQJ��

ZKHQ�WKH�¿UVW�SULQFH

7 recto

ZDV�DSSRLQWHG�DV�WKH�&URZQ�3ULQFH��+LV�0DMHVW\�ZDQWHG�+LNDUX�

*HQML�WR�EH�FKRVHQ�LQ�KLV�SODFH��$V�KH�NQHZ�WKDW�QR�RQH�ZRXOG�

DFFHSW� WKLV��KH� UHVWUDLQHG�KLPVHOI�DQG�VKRZHG�QR�VLJQ�RI�KLV�

ZLVK�LQ�KLV�IDFH��
44　祖母君
は期待も虚し
く潰え若宮六
歳の年に無念
さを残したま
ま死去
「かの御祖母
～」（1805
／一九⑥／
三七）

彼うば君、なぐさむかたなきゆへにや、
うせ給ぬれば、又これを、かなしびお
ぼす。

あの〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) は、心を慰めるこ
ともなかったからでしょうか、亡くなってしまいまし
たので、またしても帝は、悲しいことだとお思いにな
ります。

7KH�PRWKHU�RI� WKH�.LULWVXER� ,QWLPDWH��SHUKDSV�EHFDXVH�VKH�

KDG�QR�ZD\�WR�VRRWKH�KHU�KHDUW��SDVVHG�DZD\��7KH�(PSHURU¶V�

VRUURZV�ZHUH�RQO\�LQFUHDVHG��

,QFRQVRODEOH�DIWHU� WKH� ,QWLPDWH¶V�GHDWK�� WKH�\RXQJ�SULQFH¶V�

JUDQGPRWKHU�GLHG��+LV�0DMHVW\�ZDV�DJDLQ�GHHSO\�VDGGHQHG��

45　若宮七
歳の読書始め
の後は、その
聡明さと美貌
に弘徽殿女御
も感服
「今は内裏に
～」（1844
／一九⑪／
三八）

若君七つに成給へば、文はじめせさせ
給て、

《光源氏 ( 若君 )》は《七歳》になりましたので、読書
始めの儀式をして、

*HQML�WXUQHG�VHYHQ�\HDUV�ROG��DQG�VR�WKH\�GLG�WKH�FHUHPRQ\�RI�

KLV�¿UVW�UHDGLQJ�

:KHQ�+LNDUX�*HQML�ZDV�VHYHQ�\HDUV�ROG��+LV�0DMHVW\�KDG�KLP�

SHUIRUP�WKH�FHUHPRQ\�RI�WKH�)LUVW�5HDGLQJ��

46　若宮は
二人の皇女方
より優雅で学
問や音曲にも
秀でる超人さ
を発揮
「女御子たち
～」（1904
／二〇②／
三九）

御がくもんはさる物にて、琴笛のねに
も、雲井をひゞかし給へり。

勉強はいうまでもなく、琴や笛といった楽器もよくで
きて、宮殿の人々を驚かせました。

+H�ZDV�JRRG�QRW�RQO\�DW�VWXG\LQJ��EXW�DW�SOD\LQJ�WKH�NRWR�DQG�

ÀXWH��VXUSULVLQJ�WKH�SHRSOH�LQ�WKH�SDODFH��

7KH�\RXQJ�SULQFH�DVWRXQGHG�HYHU\RQH�DW�FRXUW��QRW�RQO\�E\�KLV�

DFDGHPLF�DELOLW\�EXW�DOVR�E\�KLV�PXVLFDO�VNLOO�RQ�VWULQJHG�NRWR�

DQG�ÀXWH�



-132-

47　高麗の
相人は鴻臚館
で右大弁の子
として来た若
宮を観て不思
議がる
「そのころ～」
（1955 ／二〇
⑥／三九）

其比こまうどのさうにん奉りて、 そのころ《高麗人の相人》がやってきて、 $W�WKLV�WLPH��D�VHHU�IURP�.RPD�KDG�DUULYHG�� $W�WKDW�WLPH�LQ�WKH�FDSLWDO��D�.RUHDQ�SK\VLRJQRPLVW�ZDV�YLVLWLQJ��

48　「弁
も、いと～」
（2019 ／二〇
⑬／四〇）

ナシ ナシ ナシ ナシ

49　「帝、か
しこき～」
（2075 ／二一
⑤／四〇）

ナシ ナシ ナシ ナシ

50　帝は宿
曜道の判断も
参考に、若宮
を皇位継承権
のない源氏に
と決断
「際ことに～」
（2120 ／二一
⑩／四一）

此君のざえかしこく、かたちのきよら
なるにめで奉りて、ひかる君とつけ奉
り、をくり物どもさゝげけり。此君を
たゞ人にはあたらしけれど、源氏にな
したてまつるべくおぼしをきてたり。

この《光源氏 ( 若君 )》の学問の才能がすぐれていて、
《容姿も美しい》のをほめたたえて、「光る君」と名付
け、贈り物などを差し上げました。帝は、この〈光源
氏 ( 光る君 )〉を皇族から外すのは惜しいけれど、源氏
の名字をつけて、臣下にするように決めました。

+H�SUDLVHG�*HQML� IRU�KDYLQJ�H[FHOOHQW� WDOHQW�DQG� OHDUQLQJ�DQG�

D�KDQGVRPH�DSSHDUDQFH�� QDPHG�KLP� ³7KH�6KLQLQJ�/RUG�´�

DQG�JDYH�SUHVHQWV��7KH�(PSHURU� WKRXJKW� LW�ZDV�UHJUHWWDEOH� WR�

UHPRYH�*HQML�IURP�WKH�LPSHULDO�OLQH��EXW�KH�GHFLGHG�WR�PDNH�KLP�

D�FRPPRQHU�ZLWK�WKH�0LQDPRWR�VXUQDPH�

+H�VDZ�KRZ�WKH�\RXWK�H[FHOOHG�DFDGHPLFDOO\�DQG�KH�SUDLVHG�KLV�

EHDXW\��+H�QDPHG�KLP�+LNDUX�.LPL��WKH�6KLQLQJ�/RUG��DQG�JDYH�

KLP�SUHVHQWV��+LV�0DMHVW\�UHJUHWIXOO\�GHFLGHG�WR�UHPRYH�WKH�ER\�

IURP�WKH� LPSHULDO� IDPLO\�DQG�PDNH�KLP�D�FRPPRQHU�ZLWK� WKH�

VXUQDPH�RI�0LQDPRWR��*HQML��

ナシ 7丁裏
絵

〈絵２〉光源氏七歳のときに、迎賓館で、光源氏が高
麗の相人に占いをしてもらっているところ（７丁裏）

�6HFRQG�SLFWXUH��7KH���\HDU�ROG�*HQML�� DW� WKH�6WDWH�*XHVW�

+RXVH��KDV�KLV�IXWXUH�WROG�E\�WKH�VHHU�IURP�.RPD��

��YHUVR

>)LJXUH��@�+LNDUX�*HQML�DW� WKH�DJH�RI�VHYHQ�ZKHQ�KH�UHFHLYHG�

GLYLQDWLRQ� IURP� WKH�.RUHDQ�SK\VLRJQRPLVW�DW� WKH�3DODFH� IRU�

)RUHLJQ�*XHVWV�
51　更衣が
忘れられず世
を疎ましく思
う帝に、先帝
の四の宮の噂
が届く
「年月にそへ
～」（2147
／二一⑬／
四一）

8丁表
年月にそへて、御休所の御事わすれさ
せ給はず、御心なぐさむかたなし。先
帝の四の君、御かたちすぐれ給へる事
を、ないしのすけ、そうして奉らせ給
へり。〔割・其を藤つぼと／申也〕
（「年月」から 8丁表）

年月が過ぎても、帝は、〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉のこ
とを忘れることがなく、心をなぐさめることもできま
せん。前の天皇の四番目のお姫さまで、見た目がとて
も美しいということを、〈典侍〉という女官が、主人
である帝に伝えました。〔その人を、〈藤壺〉といいま
す。〕

(YHQ�DIWHU�VRPH�\HDUV�SDVVHG��VWLOO�WKH�(PSHURU�FRXOG�QRW�IRUJHW�

WKH�.LULWVXER� ,QWLPDWH��DQG�ZDV�XQDEOH� WR�VRRWKH�KLV�KHDUW��$�

'DPH�RI�6WDII�VHUYLQJ� WKH�(PSHURU� WROG　him that the fourth 

SULQFHVV�RI�D�SUHYLRXV�(PSHURU�ZDV�H[WUHPHO\�EHDXWLIXO�� �7KLV�

SHUVRQ�LV�FDOOHG�)XMLWVXER���

��UHFWR

(YHQ�ZLWK� WKH�SDVVDJH�RI� WLPH��+LV�0DMHVW\�GLG�QRW� IRUJHW� WKH�

.LULWVXER�,QWLPDWH��WKH�.LULWVXER�+DYHQ���DQG�FRXOG�QRW�FRQVROH�

KLPVHOI��$� ODG\�LQ�ZDLWLQJ� WROG�KLP�DERXW�D� IRUPHU�HPSHURU¶V�

IRXUWK�SULQFHVV��ZKR�ZDV�YHU\�EHDXWLIXO�� �7KH�SULQFHVV�ZDV�

FDOOHG�)XMLWVXER��
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52　典侍は
先帝の四の宮
を亡き更衣に
生き写しだと
奏上し帝の気
を引く
「母后世にな
く～」（2173
／二二②／
四一）

昔の御休所によく似給て、 昔の〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉によく似ていて、 6KH�JUHDWO\�UHVHPEOHG�WKH�.LULWVXER�,QWLPDWH� 6KH� ORRNHG�YHU\� VLPLODU� WR� WKH� ODWH�.LULWVXER� ,QWLPDWH� �WKH�

.LULWVXER�+DYHQ��

53　「母后、
「あな～」
（2233 ／二二
⑧／四二）

ナシ ナシ ナシ ナシ

54　「さぶ
らふ人々～」
（2264 ／二二
⑫／四二）

ナシ ナシ ナシ ナシ

55　藤壺は
皇女の身ゆえ
に誰に気兼ね
もなく、帝の
寵愛もしだい
に移る
「これは人の
～」（2295
／二三②／
四三）

人のきはもまさり給へば、をのづから
御心うつりにけり。

身分も高いので、帝は、〈藤壺〉に自然とお気持ちが移っ
ていきました。

DQG�ZDV�YHU\�KLJK�UDQNLQJ��VR�WKH�(PSHURU¶V�IHHOLQJV�QDWXUDOO\�

VKLIWHG�WR�)XMLWVXER��

DQG�ZDV�DOVR�KLJK�ERUQ��+LV�0DMHVW\¶V�DIIHFWLRQV�JUDGXDOO\�

WXUQHG�WR�KHU��

56　源氏の
君は常に父帝
の傍にいて、
若く美しい藤
壺の姿を透き
見する
「源氏の君は
～」（2327
／二三⑤／
四三）

源氏の君は、みかどの御あたりさり給
はねば、藤つぼにもしげくわたり給ふ。

〈光源氏〉は、帝の近くから離れないので、〈藤壺〉の
ところにも《帝》と一緒によくついていきます。

6LQFH�*HQML�QHYHU�OHIW�WKH�(PSHURU¶V�VLGH��KH�ZDV�RIWHQ�ZLWK�WKH�

(PSHURU�LQ�)XMLWVXER¶V�TXDUWHUV��

$V�+LNDUX�*HQML� VWD\HG�FORVH�EHVLGH�+LV�0DMHVW\��KH�RIWHQ�

DFFRPSDQLHG�WKH�(PSHURU�ZKHQ�KH�YLVLWHG�)XMLWVXER��

57　「母御
息所も～」
（2370 ／二三
⑨／四三）

ナシ ナシ ナシ ナシ
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58　「上も、
限りなき～」
（2396 ／二三
⑪／四四）

ナシ ナシ ナシ ナシ

59　弘徽殿
と藤壺が険悪
な中、世の人
は光る君とか
かやく日の宮
と賞讃
「こよなう～」
（2433 ／二四
①／四四）

光君に立ならび、御おぼえもとり／ ＼゙
なれば、かゞやく日の宮ときこゆ。

〈光源氏〉と〈藤壺〉は、《帝》にそれぞれにとても愛
されているので、〈藤壺〉のことを、〈光源氏〉の「光
る君」に対して「輝く日の宮」とも呼びました。

7KH�(PSHURU� JUHDWO\� ORYHG� ERWK�*HQML� DQG�)XMLWVXER�� VR�

)XMLWVXER�ZDV�FDOOHG�WKH�³3ULQFHVV�RI�WKH�6KLQLQJ�6XQ´�WR�PDWFK�

ZLWK�*HQML¶V�WLWOH�RI�WKH�³6KLQLQJ�/RUG�´�

$V�+LNDUX�*HQML�DQG�)XMLWVXER�ZHUH�ERWK�JUHDWO\� ORYHG�E\�+LV�

0DMHVW\��SHRSOH�FDOOHG�)XMLWVXER�D�6KLQLQJ�3ULQFHVV� WR�PDWFK�

+LNDUX�*HQML��WKH�6KLQLQJ�/RUG��

60　光源氏
は十二歳で兄
東宮に劣らぬ
元服の儀式を
帝の主導で執
り行う
「この君の～」
（2483 ／二四
⑤／四四）

源氏の君、十二にてげんぶくし給ひ、 《光源氏》は、《十二歳》で《元服》と呼ばれる成人式
をして、

:KHQ�*HQML�WXUQHG�WZHOYH��KH�KDG�WKH�FRPLQJ�RI�DJH�FHUHPRQ\�

NQRZQ�DV�WKH�JHQSXNX��

$W�WKH�DJH�RI�WZHOYH��+LNDUX�*HQML�ZHQW�WKURXJK�WKH�FHUHPRQ\�RI�

&RPLQJ�RI�$JH�LQLWLDWLRQ�RU�*HQSXNX��DV�LW�LV�NQRZQ�

61　「おは
します～」
（2537 ／二四
⑩／四五）

ナシ ナシ ナシ ナシ

62　「かうぶ
り～」（2580
／二五①／
四五）

ナシ ナシ ナシ ナシ

63　左大臣
は娘を春宮で
はなく光源氏
の元服の添い
臥しに心積も
りする
「引き入れの
～」（2623
／二五⑥／
四六）

ひきいれの大臣の、みこばらの姫君を、
そひぶしにとさだめ給ふ。〔割・其あふ
ひの上也〕

《左大臣 ( 引き入れの大臣 )》の娘で、皇女の母親をも
つお姫さまを、妻にすることが決定しました。〔その
妻が〈葵の上〉です。〕

+H�ZDV�JLYHQ�DV�D�ZLIH�WKH�GDXJKWHU�RI�WKH�0LQLVWHU�RI�WKH�/HIW��

ZKRVH�PRWKHU�ZDV�D�SULQFHVV���7KLV�SHUVRQ�LV�FDOOHG�$RL��

,W�ZDV�GHFLGHG�WKDW�KH�VKRXOG� WDNH�DV�ZLIH� WKH�GDXJKWHU�RI�DQ�

LPSHULDO�SULQFHVV�DQG�WKH�0LQLVWHU�RI�/HIW��ZKR�KDG�FRQGXFWHG�

*HQML¶V�LQLWLDWLRQ��7KLV�ZLIH�ZDV�/DG\�$RL�

64　「さぶ
らひに～」
（2658 ／二五
⑨／四六）

ナシ ナシ ナシ ナシ
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ナシ 8丁裏
絵

〈絵３〉光源氏十二歳のときに、宮殿で光源氏が元服
の儀式をした場面（8丁裏）

�3LFWXUH� ���7KH� ���\HDU� ROG�*HQML� KDV� KLV� FRPLQJ� RI� DJH�

FHUHPRQ\�DW�WKH�SDODFH��

��YHUVR

>)LJXUH��@�+LNDUX�*HQML�DW� WKH�DJH�RI� WZHOYH�� WKH�VFHQH�RI� WKH�

FHUHPRQ\�RI�&RPLQJ�RI�$JH�
65　左大臣
は帝から二人
の結婚を催促
されると返歌
で応諾して拝
舞する
「御盃のつい
で～」（2703
／二五⑭／
四七）

9丁表
〈御〉
　　いときなき　はつもとゆひになが
きよを　ちぎるこゝろは
むすびこめつや
左大臣御返し。
　　むすびつる　心もふかきもとゆひ
に　こきむらさきの　いろしあせずは
（〈御〉から 9丁表）

〈帝〉
　　いときなきはつもとゆひにながきよを
　　ちぎるこゝろはむすびこめつや
〈左大臣〉は返事として次のように歌を詠みました。
　　むすびつる心もふかきもとゆひに
　　こきむらさきのいろしあせずは

7KH�(PSHURU�UHDG�WKLV�SRHP�

,WRNLQDNL�KDWVXPRWR\XL�QL�QDJDNL�\R�R�FKLJLUX�NRNRUR�ZDV�PXVXEL�

kometsu ya

7KH�0LQLVWHU�RI�WKH�/HIW�VDLG�WKLV�SRHP�LQ�UHVSRQVH�

0XVXELWVXUX�NRNRUR�PR�IXNDNL�PRWR\XL�QL�NRNL�PXUDVDNL�QR� LUR�

VKLDVH]X�QL

��UHFWR

+LV�0DMHVW\�

　　,QWR�WKLV��WKH�¿UVW�NQRW�RI�\RXQJ�KDLU��

　　GLG�\RX�ELQG�D�ZLVK�WR�HQMR\�ORQJ�>PDUULHG@�OLIH"

7KH�PLQLVWHU�UHSOLHG�E\�UHFLWLQJ�WKH�IROORZLQJ�SRHP�

 　　$V�WKH�FRORXU�RI�WKH�ULEERQ�ELQGLQJ�WKH�NQRW�LV�GDUN�SXUSOH��

 　　WKH�FRORXU�RI�IDWH��,�KRSH�WKDW�WKH�UHODWLRQVKLS�ZLOO�QRW�IDGH�

66　左大臣
や親王たちは
禄を賜い、こ
の日の元服の
儀式は春宮よ
り盛大
「左馬寮の～」
（2730 ／二六
④／四七）

左のつかさの御馬、蔵人所の鷹すへて、
給り給ふ。みはしのもとに、上達部み
こたちつらねて、ろくどもしな／ ＼゙に
給り給ふ。

左馬寮という役所が所有する馬に、蔵人所という役所
が所有する鷹を添えて、〈左大臣〉にあげました。宮
殿の階段のところに、上級の貴族や親王たちが立ち並
んで、引出物などを位に応じて帝からもらいます。

7KH�(PSHURU�JDYH�WKH�0LQLVWHU�D�KRUVH�IURP�WKH�/HIW� ,PSHULDO�

6WDEOHV��DQG�D�SHUFKHG�IDOFRQ� IURP�WKH�&KDPEHUODLQ¶V�2IILFH��

7KHQ�WKH�QREOHPHQ�DQG�SULQFHV�OLQHG�XS�DW�WKH�VWDLUV�WR�UHFHLYH�

JLIWV�IURP�WKH�(PSHURU�EH¿WWLQJ�WKHLU�VWDWLRQ��

7KH�PLQLVWHU�UHFHLYHG�D�KRUVH�IURP�WKH�,PSHULDO�6WDEOHV�RI� WKH�

/HIW�ZLWK�D�IDOFRQ�EHORQJLQJ�WR�WKH�&KDPEHUODLQV¶�2I¿FH�

6HQLRU�QREOHV�DQG�SULQFHV� OLQHG�XS�DW� WKH�VWHSV�RI� WKH�SDODFH�

DQG�UHFHLYHG�JLIWV�DFFRUGLQJ�WR�WKHLU�UDQN�DQG�VWDWXV��

67　元服し
た光源氏は左
大臣邸に迎え
られ、娘の葵
の上と初々し
く結婚
「その夜～」
（2768 ／二六
⑧／四七）

その夜、おとゞの御里に源氏の君まか
でさせ給ふ。〔割・源は十二才／あふひ
は十六也〕

その夜、〈左大臣〉の家に〈光源氏〉は行きました。〔〈光
源氏〉は十二歳、〈葵の上〉は十六歳です。〕

7KDW�QLJKW��*HQML�ZHQW�WR�WKH�0LQLVWHU�RI�WKH�/HIW¶V�KRXVH��*HQML�

LV�����$RL�LV����\HDUV�ROG��

7KDW�QLJKW��+LNDUX�*HQML�ZHQW�WR�WKH�UHVLGHQFH�RI�WKH�0LQLVWHU�RI�

WKH�/HIW���+LNDUX�*HQML�ZDV�WZHOYH�DQG�/DG\�$RL�ZDV�VL[WHHQ���

68　「この
大臣の～」
（2800 ／二六
⑫／四八）

ナシ ナシ ナシ ナシ

69　左大臣
家の蔵人少将
は右大臣家の
四の君と政略
結婚して牽制
し合う
「御子ども～」
（2833 ／二七
①／四八）

おとゞの子蔵人少将には、右大臣殿の
四の君をあはせ給へり。

〈左大臣〉の息子の〈蔵人少将〉は、〈右大臣〉の〈四の君〉
と結婚することになりました。

7KH�0LQLVWHU�RI� WKH�/HIW¶V�VRQ��D�&KDPEHUODLQ�/LHXWHQDQW��ZDV�

PDUULHG�WR�WKH�IRXUWK�GDXJKWHU�RI�WKH�0LQLVWHU�RI�WKH�5LJKW��

7KH�0LQVWHU¶V�VRQ��WKH�&KDPEHUODLQ�/LHXWHQDQW��ZDV�PDUULHG�WR�

WKH�IRXUWK�GDXJKWHU�RI�WKH�0LQLVWHU�RI�5LJKW��
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70 光源氏は
藤壺を理想の
女性として
慕って想い悩
み、葵の上と
は疎遠
「源氏の君は
～」（2863
／二七④／
四九）

9丁裏
源氏の君は、うへのつねにめしまつは
させ給へば、心やすく里ずみもし給は
ず。藤つぼの御ありさまをたぐひなし
とおぼし、さやうならん人をこそ見め、
にるものなくもおはしけるかなとおぼ
せば、おほいどのゝ君には心もつかず。
（「里ずみ」から 9丁裏）

〈光源氏〉は、帝がいつも自分の側近くにお呼びにな
るので、ゆっくりと〈左大臣〉の家に落ち着くことも
できません。〈光源氏〉は、〈藤壺〉のことを世の中にめっ
たにないものと思って、〈藤壺〉のような女性と結婚
したい、〈藤壺〉と似ている女性もいないなあと思う
ので、〈葵の上 ( 大殿の君 )〉とはあまり親しくなりま
せん。

*HQML�ZDV�DOZD\V�ZLWK� WKH�(PSHURU�� VR�KH�ZDV�QRW�DEOH� WR�

OHLVXUHO\�VSHQG� WLPH�DW� WKH�0LQLVWHU�RI� WKH�/HIW¶V�KRXVH��*HQML�

WKRXJKW� WKDW�)XMLWVXER�ZDV� OLNH� IHZ�RWKHU�ZRPDQ� LQ� WKH�ZRUOG��

DQG�KH�ZDQWHG�WR�PDUU\�VRPHRQH�OLNH�)XMLWVXER��+H�ZRQGHUHG�

LI�WKHUH�FRXOG�EH�DQRWKHU�ZRPDQ�OLNH�)XMLWVXER��DQG�VR�KH�GLGQ¶W�

WKLQN�RI�$RL�YHU\�IRQGO\��

+LNDUX�*HQML�ZDV�RUGHUHG�WR�DWWHQG�+LV�0DMHVW\�DW�DOO�WLPHV��VR�

he could not

��YHUVR

UHOD[�DW�WKH�UHVLGHQFH�RI�WKH�0LQLVWHU�RI�WKH�/HIW��7KLQNLQJ�WKDW�QR�

RQH� LQ� WKH�ZRUOG�ZDV� OLNH�)XMLWVXER��+LNDUX�*HQML�RIWHQ�ZLVKHG�

WKDW�KH�ZHUH�PDUULHG� WR�D� ODG\� OLNH�KHU��+H�GLG�QRW� IHHO�PXFK�

DIIHFWLRQ�WR�$RL��WKH�ODG\�DW�+LV�([FHOOHQF\¶V�UHVLGHQFH��

71　宮中で
の光源氏は藤
壺の存在を慰
めとし、左大
臣家は温かく
気遣う
「大人になり
～」（2912
／二七⑨／
四九）

おとなになり給てのちは、有しやうに
みすの内にもいれ給はず。御あそびの
おり／＼、ことふえのねにきゝかよひ、
ほのかなる御こゑなぐさめにて、内ず
みのみこのましうおぼえ給ふ。

大人になってからは、子供の時のように〈藤壺〉と同
じ御簾の中にも入れません。合奏をする時々に、琴や
笛の音色に気持ちをこめ、かすかに聞えてくる〈藤壺〉
の声を慰めにして、〈光源氏〉は宮殿でばかり過ごし
ています。

2QFH�*HQML�KDG�EHFRPH�DQ�DGXOW��KH�FRXOG�QR� ORQJHU�JR� LQWR�

WKH�EOLQGV�WR�VHH�)XMLWVXER�WKH�ZD\�KH�KDG�GRQH�DV�D�FKLOG��$W�

PXVLF�PDNLQJ�WLPHV��KH�IHOW�WKH�WRQH�RI�WKH�NRWR�RU�ÀXWH��DQG�WKH�

IDLQW�YRLFH�RI�)XMLWVXER�FRPIRUWHG�KLP��DQG�KH�RQO\�VSHQW�WLPH�LQ�

WKH�SDODFH�

+LV�0DMHVW\�ZRXOG�QRW� OHW�+LNDUX�*HQML�FRPH�LQVLGH�WKH�EOLQGV�

ZKHUH�)XMLWVXER�ZDV��+LNDUX�FRQVROHG�KLPVHOI�E\�DFFRPSDQ\LQJ�

KHU�NRWR�ZLWK�KLV� IOXWH�ZKHQHYHU� WKHUH�ZDV�D�FRQFHUW��RU�E\�

OLVWHQLQJ�WR�KHU�IDLQW�YRLFH��+H�VSHQW�DV�PXFK�WLPH�DV�KH�FRXOG�

LQ�WKH�SDODFH�

72　「内裏に
は～」（2976
／二七⑭／
五〇）

ナシ ナシ ナシ ナシ

140326_ 伊
井小見出し付
加

ナシ ナシ ナシ ナシ
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●ロシア語訳『十帖源氏』データ
小見出し 十帖源氏　校訂本文 十帖源氏　現代語訳 "Десять буклетов о Гэндзи "（ロシア語・母語話者

／マザイ・セリモフさん訳）
Краткое содержание « Повести о Гэндзи
» ; сокращённый до десяти томов вариант
（ロシア訳・非母語話者／土田久美子さん）

ナシ 1丁裏・2丁表
光源氏物語は、村上天皇女十宮大斎院より、
一条院の后上東門院へ「めづらかなる草子や
侍る」と、御所望の時、式部をめして「何に
てもあたらしく作りてまいらせよかし」と、
おほせらる。式部、石山寺にこもりて、此事
を祈り申す。折しも、八月十五夜の月、湖水
にうつりて、物語の風情空にうかびけれは、先、
須磨の巻より書たると也。巻の数は天台六十
巻、題号は四諦の法門「有門空門亦有亦空門
非有非空門」也。一には詞をとり、二には歌
をとり、三には詞と歌とを取、四には歌にも
詞にもなき事也。始は「藤式部」といひしを、
此物語一部の内むらさきの上の事を勝れてお
もしろく書たるゆへ、「紫式部」といひかへら
るゝ也。観音ノ化身ト云々。檀那院僧正天台
一心三観血脉許可也。堤中納言兼輔̶惟正〔傍・
＝因幡守〕̶為時〔傍・＝越前守〕̶女〔傍・
＝紫式部〕母は為信〔傍・為＝摂津守〕女堅
子
（「四には」から 2丁表）

『源氏物語』の誕生
〈村上天皇〉の十番目のお姫さまである〈選子内親王 ( 大斎院 )〉
が、〈一条院〉の后である〈藤原彰子 ( 上東門院 )〉に「新作の
物語はありませんか」と、お望みになりました。〈彰子〉は、《紫
式部》を呼んで「がんばって《物語》を新しく作ってきてくだ
さい」と、おっしゃいました。《紫式部》は、《石山寺》に滞在
して、この事を祈りました。すると、《八月十五夜の満月》が、
《琵琶湖》の水面に映って、物語の風情が頭に浮かんだので、ま
ず、須磨の巻から書いたそうです。『源氏物語』の巻の数は天台
の教典六十巻をもとにして ( 現在の『源氏物語』は五十四巻 )、
巻の名前は四諦の法門、「有門、空門、亦有亦空門、非有非空門」
という文を参考にして名付けました。第一には物語の本文から、
第二には和歌から、第三には本文と和歌から、第四には和歌に
も本文にもないところから、巻の名前を決めました。もともと
「藤式部」と呼ばれていましたのを、この物語の一部で〈紫の上〉
のことをとてもすばらしく書いていたことから、「紫式部」と呼
び名が変えられたのです。〈紫式部〉は、観音の化身だという伝
説もあります。檀那院僧正に天台一心三観の血脈を許されたの
です。
紫式部の系図
堤中納言兼輔―因幡守惟正―越前守為時―女 ( 紫式部 )　　母は
摂津守為信女の堅子です。

（注）一般的な説とは異なる部分もあります。類似した系図が『源
氏物語』の注釈書である、『湖月抄』にあります。

��Ⱦɜɨɪ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ����
�
� Ⱦɟɫɹɬɚɹ� ɞɨɱɶ� ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ�Ɇɭɪɚɤɚɦɢ�� ɤɨɬɨɪɭɸ� ɡɜɚɥɢ�ɋɷɧɫɢ�
ɇɚɣɫɢɧɧɨ� �Ⱦɚɣɫɚɣɢɧ�� ɨɞɧɚɠɞɵ� ɫɩɪɨɫɢɥɚ� ɭ� ɠɟɧɵ� ɂɬɢɞɡɺ��
ɢɦɩɟɪɚɬɪɢɰɵ�Ɏɭɞɡɢɜɚɪɚ�ɧɨ�Ⱥɤɢɤɨ� �ɋɺɬɨ�ɦɨɧɢɧ��� ��Ȼɵɥɢ� ɥɢ�
ɧɚɩɢɫɚɧɵ�ɧɨɜɵɟ�ɩɪɨɢɡɜɟɞɟɧɢɹ"�����ɂɦɩɟɪɚɬɪɢɰɚ�Ⱥɤɢɤɨ�ɨɛɪɚɬɢɥɚɫɶ�
ɫ�ɩɪɨɫɶɛɨɣ�ɤ�ɩɪɢɞɜɨɪɧɨɣ�ɞɚɦɟ�Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ�� ��ɉɨɠɚɥɭɣɫɬɚ��
ɩɨɫɬɚɪɚɣɫɹ�ɧɚɩɢɫɚɬɶ�ɧɨɜɨɟ�ɥɢɬɟɪɚɬɭɪɧɨɟ�ɩɪɨɢɡɜɟɞɟɧɢɟ����
�ɉɪɟɛɵɜɚɹ�ɜ�ɯɪɚɦɟ�ɂɫɢɹɦɚ��Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ�ɦɨɥɢɥɚɫɶ�ɨ�ɬɨɦ��
ɱɬɨɛɵ�ɤ�ɧɟɣ�ɫɧɢɡɨɲɥɨ�ɜɞɨɯɧɨɜɟɧɢɟ��ɂ�ɜ�ɧɨɱɶ�ɩɹɬɧɚɞɰɚɬɨɝɨ�ɚɜɝɭɫɬɚ��
ɤɨɝɞɚ�ɧɚ�ɜɨɞɧɨɣ�ɝɥɚɞɢ�ɨɡɟɪɚ�Ȼɢɜɚ�ɨɬɪɚɡɢɥɚɫɶ�ɩɨɥɧɚɹ�ɥɭɧɚ��ɧɚ�ɧɟɺ�
ɫɧɢɡɨɲɥɚ�ɢɞɟɹ�ɧɚɩɢɫɚɬɶ�ɫɜɢɬɨɤ���ɋɭɦɚɤɨ����

�ɋɜɢɬɤɢ���ɉɨɜɟɫɬɢ�ɨ�Ƚɷɧɞɡɢ���ɢɦɟɸɬ�ɜ�ɫɜɨɟɣ�ɨɫɧɨɜɟ�ɲɟɫɬɧɚɞɰɚɬɶ�
ɫɜɢɬɤɨɜ� ɭɱɟɧɢɣ�ɛɭɞɞɢɣɫɤɨɣ�ɲɤɨɥɵ�Ɍɷɧɞɚɣ� �ɧɵɧɟ� ��ɉɨɜɟɫɬɶ�ɨ�
Ƚɷɧɞɡɢ���ɧɚɫɱɢɬɵɜɚɟɬ�ɩɹɬɶɞɟɫɹɬ�ɱɟɬɵɪɟ�ɫɱɢɬɤɚ���Ɍɚɤɠɟ�ɫɥɟɞɭɟɬ�
ɨɬɦɟɬɢɬɶ��ɱɬɨ�ɫɜɢɬɤɢ�ɩɨɥɭɱɢɥɢ�ɫɜɨɢ�ɧɚɡɜɚɧɢɹ�ɩɨ�ɬɟɤɫɬɚɦ�ɱɟɬɵɪɺɯ�
ɛɥɚɝɨɪɨɞɧɵɯ�ɢɫɬɢɧ�ɛɭɞɞɢɡɦɚ�� ��ɭ�ɦɨɧ�� ɤɭ�ɦɨɧ�� ɹɤɭ�ɹɤɭɤɭ�ɦɨɧ��
ɯɢɭɯɢɤɭ�ɦɨɧ���� Ɉɧɚ� ɪɟɲɢɥɚ� ɨɩɪɟɞɟɥɢɬɶ� ɧɚɡɜɚɧɢɹ� ɫɜɢɬɤɨɜ�
ɫɥɟɞɭɸɳɢɦ�ɨɛɪɚɡɨɦ��ɩɟɪɜɵɣ�±� ɬɟɤɫɬ�ɩɨɜɟɫɬɢ�� ɜɬɨɪɨɣ�±�ɜɚɤɚ��
ɬɪɟɬɢɣ�±�ɬɟɤɫɬ�ɢ�ɜɚɤɚ��ɱɟɬɜɺɪɬɵɣ�±�ɨɬɫɭɬɫɬɜɢɟ�ɜɚɤɚ�ɢ�ɬɟɤɫɬɚ��
ɂɡɧɚɱɚɥɶɧɨ� >ɩɨɷɬɟɫɫɚ@� ɧɚɡɵɜɚɥɚ� ɫɟɛɹ� ��Ɏɭɞɡɢ�ɋɢɤɢɛɭ���� ɧɨ�
ɧɟɨɛɵɤɧɨɜɟɧɧɨ�ɩɟɪɟɞɚɧɧɵɣ�ɟɸ�ɨɛɪɚɡ�Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɜ�ɨɞɧɨɣ�ɢɡ�ɱɚɫɬɟɣ�
ɩɨɜɟɫɬɢ�ɩɨɜɥɢɹɥ�ɧɚ�ɢɡɦɟɧɟɧɢɟ�ɟɺ�ɢɦɟɧɢ�ɧɚ���Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ�����
ɋɭɳɟɫɬɜɭɟɬ�ɬɚɤɠɟ�ɥɟɝɟɧɞɚ�ɨ�ɬɨɦ��ɱɬɨ�Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ�ɹɜɥɹɟɬɫɹ�
ɜɨɩɥɨɳɟɧɢɟɦ�ɛɨɝɢɧɢ�Ʉɚɧɧɨɧ��ȼɟɪɯɨɜɧɵɣ�ɫɜɹɳɟɧɧɨɫɥɭɠɢɬɟɥɶ�
ɩɪɢɡɧɚɥ�ɟɺ�ɪɚɫɩɪɨɫɬɪɚɧɢɬɟɥɶɧɢɰɟɣ���ɬɪɺɯ�ɞɨɝɦ���ɲɤɨɥɵ�Ɍɷɧɞɚɣ��

�Ƚɟɧɟɚɥɨɝɢɹ�Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ�
�ɐɭɰɭɦɢ�Ɍɸ�ɧɚɝɨɧ�Ʉɚɧɷɫɭɤɷ��ɂɧɚɛɚ�ɧɨ�ɤɚɦɢ�Ʉɨɪɷɦɚɫɚ��ɗɬɢɞɡɷɧ�ɧɨ�
ɤɚɦɢ�Ɍɚɦɷɬɨɤɢ��ɉɪɢɞɜɨɪɧɚɹ�ɞɚɦɚ��Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɫɢɛɭ����
Ɇɚɬɶ�±�ɋɷɰɰɭɤɚɦɢ�Ɍɚɦɷɫɢɧɧɺ�ɧɨ�Ʉɚɬɚɤɨ����

Ɋɨɠɞɟɧɢɟ�©ɉɨɜɟɫɬɢ�ɨ�Ƚɷɧɞɡɢª
�ɉɪɢɧɰɟɫɫɚ�ɋɷɧɫɢ��ɞɟɫɹɬɚɹ�ɞɨɱɶ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ�Ɇɭɪɚɤɚɦɢ��Ⱦɚɣɫɚɣɢɧ��
ȼɟɥɢɤɚɹ�ɩɪɢɧɰɟɫɫɚ��ɫɥɭɠɚɳɚɹ�ɜ�ɯɪɚɦɟ�Ʉɚɦɨ���ɢɡɜɨɥɢɥɚ�ɩɨɩɪɨɫɢɬɶ�
ɋɺɫɢ�Ɏɭɞɡɢɜɚɪɚ��ɦɨɧɚɯɢɧɸ�ɢɦɩɟɪɚɬɪɢɰɭ�Ⱦɡɺɬɨɦɨɧɴɢɧ��ɫɭɩɪɭɝɚ�
ɦɨɧɚɯɚ�ɛɵɜɲɟɝɨ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ�ɂɬɢɞɡɺ���©ȿɫɬɶ�ɥɢ�ɭ�ɜɚɫ�ɤɚɤɚɹ�ɧɢɛɭɞɶ�
ɧɨɜɚɹ�ɩɨɜɟɫɬɶ"ª��ɂɦɩɟɪɚɬɪɢɰɚ�ɜɵɡɜɚɥɚ�Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ�ɢ�ɜɟɥɟɥɚ�
ɟɣ��©ɋɨɱɢɧɢ�ɤɚɤ�ɧɢɛɭɞɶ�ɧɨɜɭɸ�ɩɨɜɟɫɬɶ�ª�Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ�ɩɨɛɵɥɚ�
ɜ�ɯɪɚɦɟ�ɂɫɢɹɦɚ�ɢ�ɦɨɥɢɥɚɫɶ�ɨɛ�ɷɬɨɦ��Ʉɚɤ�ɪɚɡ�ɜ�ɷɬɨ�ɜɪɟɦɹ�ɩɨɥɧɚɹ�
ɥɭɧɚ����ɝɨ�ɚɜɝɭɫɬɚ�ɩɨ�ɥɭɧɧɨɦɭ�ɤɚɥɟɧɞɚɪɸ�ɨɬɪɚɡɢɥɚɫɶ�ɜ�ɨɡɟɪɟ�Ȼɢɜɚ��
ɢ�ɫɰɟɧɚ�ɩɨɜɟɫɬɢ�ɩɪɢɲɥɚ�ɟɣ�ɧɚ�ɭɦ��ɉɟɪɟɞɚɸɬ��ɱɬɨ�ɢɦɟɧɧɨ�ɩɨɷɬɨɦɭ�
ɨɧɚ�ɫɧɚɱɚɥɚ�ɩɢɫɚɥɚ�ɬɨɦ�©ɋɭɦɚª��Ʉɨɥɢɱɟɫɬɜɨ� ɬɨɦɨɜ�©ɉɨɜɟɫɬɢ�
ɨ�Ƚɷɧɞɡɢª�ɨɫɧɨɜɚɧɨ�ɧɚ����ɬɨɦɧɵɯ� ɤɚɧɨɧɚɯ�ɛɭɞɞɢɣɫɤɨɣ� ɫɟɤɬɵ�
©Ɍɷɧɞɚɣª��Ⱥ�ɧɵɧɟɲɧɹɹ�©ɉɨɜɟɫɬɶ�ɨ�Ƚɷɧɞɡɢ�ª�ɫɨɫɬɨɢɬ�ɢɡ����ɬɨɦɨɜ���
ɢ�ɧɚɡɜɚɧɢɹ�ɬɨɦɨɜ�ɩɪɨɢɫɯɨɞɹɬ�ɨɬ�ɛɭɞɞɢɣɫɤɨɝɨ�ɭɱɟɧɢɹ� �©ɑɟɬɵɪɺɯ�
ɢɫɬɢɧɵª��±� �ɞɥɹ�ɬɨɝɨ��ɱɬɨɛɵ�ɞɨɫɬɢɝɧɭɬɶ�ɢɫɬɢɧɵ��ɟɫɬɶ�ɫɥɟɞɭɸɳɢɟ�
ɜɨɪɨɬɚ��ɜɨɪɨɬɚ�©ɍª��ɜɨɪɨɬɚ�©Ʉɭª��ɜɨɪɨɬɚ�©əɤɭɹɤɭɤɭª��ɢ�ɜɨɪɨɬɚ�
©ɏɢɭɯɢɤɭª��

>ȼɬɨɪɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɥɢɰɟɜɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɇɚɡɜɚɧɢɹ�ɬɨɦɨɜ�ɞɚɧɵ��ɜɨ�ɩɟɪɜɵɯ��ɨɬ�ɬɟɤɫɬɚ�ɩɨɜɟɫɬɢ��ɜɨ�ɜɬɨɪɵɯ��
ɨɬ�ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɣ�©ɜɚɤɚª��ɫɨɱɢɧɺɧɧɵɯ�ɜ�ɞɚɧɧɨɦ�ɬɨɦɟ��ɜ�ɬɪɟɬɶɢɯ��ɢ�
ɨɬ�ɬɟɤɫɬɚ�ɢ�ɨɬ�ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɣ��ɚ�ɜ�ɱɟɬɜɺɪɬɵɯ�±�ɧɢ�ɨɬ�ɬɟɤɫɬɚ��ɧɢ�ɨɬ�
ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɣ��
ɉɟɪɜɨɧɚɱɚɥɶɧɨ�ɚɜɬɨɪɚ�ɷɬɨɣ�ɩɨɜɟɫɬɢ�ɡɜɚɥɢ�©Ɍɨ�ɋɢɤɢɛɭª��Ɍɚɤ�ɤɚɤ�
ɜ� ɷɬɨɣ�ɩɨɜɟɫɬɢ�ɟɫɬɶ� ɫɰɟɧɵ�� ɝɞɟ�ɩɪɟɤɪɚɫɧɨ�ɨɩɢɫɚɧɨ�ɨ� ɝɨɫɩɨɠɟ��
Ɇɭɪɚɫɚɤɢ��ɩɢɫɚɬɟɥɶɧɢɰɚ�ɩɟɪɟɢɦɟɧɨɜɚɥɚɫɶ�ɜ�©Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭª��
Ɉɞɧɚ�ɥɟɝɟɧɞɚ�ɝɨɜɨɪɢɬ��ɱɬɨ�ɨɧɚ�ɹɜɥɹɟɬɫɹ�ɨɥɢɰɟɬɜɨɪɟɧɢɟɦ�©Ʉɚɧɧɨɧª�
��ɛɭɞɞɢɣɫɤɨɝɨ�ɫɜɹɬɨɝɨ�ɫɩɚɫɢɬɟɥɹ��ȼɵɫɲɢɣ�ɦɨɧɚɯ��ɠɢɜɲɢɣ�ɜ�ɯɪɚɦɟ�
Ⱦɚɧɧɚ��ɞɚɥ�ɟɣ�ɩɨɡɜɨɥɟɧɢɟ�ɧɚɫɥɟɞɨɜɚɬɶ�ɭɱɟɧɢɟ�ɛɭɞɞɢɣɫɤɨɣ�ɫɟɤɬɵ�
Ɍɷɧɞɚɣ�©ɂɫɫɢɧ�ɫɚɧɝɚɧª

Ɋɨɞɨɫɥɨɜɢɟ�Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ
� �Ʉɚɧɷɫɭɤɷ� �Ɍɚɣɧɵɣ�ɫɨɜɟɬɧɢɤ��ɞɨɦ�ɤɨɬɨɪɨɝɨ�ɧɚɯɨɞɢɬɫɹ�ɧɟɞɚɥɟɤɨ�
ɨɬ�ɦɨɥɚ�ɪɟɤɢ�Ʉɚɦɨ��±�Ʉɨɪɷɦɚɫɚ��ɝɭɛɟɪɧɚɬɨɪ�ɩɪɟɮɟɤɬɭɪɵ�ɂɧɚɛɚ��
±�Ɍɚɦɷɬɨɤɢ� �ɝɭɛɟɪɧɚɬɨɪ�ɩɪɟɮɟɤɬɭɪɵ�ɗɬɢɞɡɷɧ��±�ɞɨɱɶ� �Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�
ɋɢɤɢɛɭ�
���ȿɺ�ɦɚɬɶ�±�Ʉɷɧɫɢ��ɞɨɱɶ�Ɍɚɦɷɧɨɛɭ��ɝɭɛɟɪɧɚɬɨɪɚ�ɩɪɟɮɟɤɬɭɪɵ�ɋɷɰɰɭ��

�ɉɪɢɦɟɱɚɧɢɟ��ɑɚɫɬɶɸ�ɨɧɨ�ɨɬɥɢɱɚɟɬɫɹ�ɨɬ�ɨɛɳɟɩɪɢɧɹɬɨɝɨ�ɦɧɟɧɢɹ��
ɋɯɨɠɟɟ�ɪɨɞɨɫɥɨɜɢɟ�ɩɨɦɟɳɟɧɨ�ɜ�ɤɨɦɦɟɧɬɚɪɢɢ�©ɉɨɜɟɫɬɢ�ɨ�Ƚɷɧɞɡɢª�
ɩɨɞ�ɧɚɡɜɚɧɢɟɦ�©Ʉɨɝɷɰɭ�ɫɺª��

ナシ ２丁裏
絵

〈絵１〉八月十五日の夜、石山寺で、紫式部が、『源氏物語』を
書きはじめた場面
（2丁裏）

Ɋɢɫ�����ɋɰɟɧɚ�ɨ�ɬɨɦ��ɤɚɤ�Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ��ɧɚɱɚɥɚ�ɩɢɫɚɬɶ�©ɉɨɜɟɫɬɶ�ɨ�
Ƚɷɧɞɡɢª�ɜ�ɧɨɱɶ�ɧɚ�ɩɹɬɧɚɞɰɚɬɨɟ�ɚɜɝɭɫɬɚ�ɜ�ɯɪɚɦɟ�ɂɫɢɹɦɚ�

>ȼɬɨɪɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɨɛɨɪɨɬɧɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɂɥɥɸɫɬɪɚɰɢɹ� ��� ɋɰɟɧɚ�� ɤɨɝɞɚ� ɧɨɱɶɸ� ���ɝɨ� ɚɜɝɭɫɬɚ� ɩɨ� ɥɭɧɧɨɦɭ�
ɤɚɥɟɧɞɚɪɸ�ɜ�ɯɪɚɦɟ�©ɂɫɢɹɦɚª�Ɇɭɪɚɫɚɤɢ�ɋɢɤɢɛɭ�ɧɚɱɚɥɚ�ɫɨɱɢɧɢɬɶ�
©ɉɨɜɟɫɬɶ�ɨ�Ƚɷɧɞɡɢª��
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１　ある帝の御
代に、身分は高
くない更衣への
帝寵を女御方は
憎悪する
「いづれの御時
～」（0001 ／五
①／一七）

３丁表
いづれの御時にか、女御かうゐ、あまたさぶ
らひ給ける
中に、いとやんごとなきゝはにはあらぬが、
すぐれてとき
めき給ふありけり。〔割・いづれの御時とは、
醍醐天皇をさしていへり。／時めき給ふとは、
「きりつぼの更衣」の事也。〕
梨壺、照陽舎。
桐壺、淑景舎。
藤壺、飛香舎。
梅壺、凝花舎。
雷鳴壺、襲芳舎。
此きりつぼにすみ給ふかうゐを、御てうあひ
あれば、
きりつぼのみかどゝも申也。あまたの女御か
うゐそね
みて、
（「いづれ」から 3丁表）

（桐壺）
いつの時代のことでしょうか、女御や更衣などといったお后が
大勢いらした中に、特に高貴な身分ではなく、帝にとても愛さ
れていらっしゃる女性がいました。〔「いつの時代」とは、〈醍醐
天皇〉の時代のことです。帝に愛されていらっしゃった女性と
いうのは、〈桐壺の更衣〉です。〕宮殿の梨壺という建物は照陽
舎の別名です。桐壺という建物は淑景舎の別名、藤壺という建
物は飛香舎の別名、梅壺という建物は凝花舎の別名、雷鳴壺と
いう建物は襲芳舎の別名です。( お后の名前は、それぞれの住ん
でいる建物の名前で呼びます )
この桐壺に住んでいる更衣を愛されたので、この時の帝のこと
を〈桐壺の帝〉ともいいます。大勢の女御や更衣たちはうらや
んで、毎日〈桐壺の更衣〉が帝の近くにいることに、嫉妬をし
てばかりいました。

Ⱦɜɨɪ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ
�ȼ�ɤɚɤɭɸ�ɩɨɪɭ�ɬɨ�ɩɪɨɢɡɨɲɥɨ"�ɋɪɟɞɶ�ɦɧɨɠɟɫɬɜɚ�ɩɪɢɞɜɨɪɧɵɯ�ɞɚɦ�ɢ�
ɮɪɟɣɥɢɧ��ɩɪɢɫɥɭɠɢɜɚɸɳɢɯ�ɩɪɢ�ɞɜɨɪɚɯ�ɢɦɩɟɪɚɬɪɢɰ��ɛɵɥɚ�ɛɚɪɵɲɧɹ�
ɧɟ�ɨɫɨɛɨ�ɜɵɫɨɤɨɝɨ�ɪɚɧɝɚ�� ɧɨ� ɫɭɦɟɜɲɚɹ�ɭɞɨɫɬɨɢɬɶɫɹ�ɜɵɫɨɱɚɣɲɟɣ�
ɥɸɛɜɢ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ��>��ȼ�ɤɚɤɭɸ�ɩɨɪɭ�����ɢɦɟɸɬɫɹ�ɜ�ɜɢɞɭ�ɝɨɞɵ�ɩɪɚɜɥɟɧɢɹ�
ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ�Ⱦɚɣɝɨ��Ⱥ�ɛɚɪɵɲɧɹ�ɫɭɦɟɜɲɚɹ�ɭɞɨɫɬɨɢɬɶɫɹ�ɛɨɥɶɲɨɣ�ɥɸɛɜɢ�
ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ���ɞɚɦɚ��ɩɪɢɫɥɭɠɢɜɚɸɳɚɹ�ɩɪɢ�ɞɜɨɪɟ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ@��Ƚɪɭɲɟɜɵɣ�
ɞɜɨɪ�ɩɪɢ�ɞɜɨɪɰɟ�ɩɨ�ɞɪɭɝɨɦɭ�ɢɦɟɧɨɜɚɥɫɹ���ɋɺ�ɺ�ɫɹ����Ⱦɜɨɪ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ���
��ɋɢɝɷɣɫɹ����ɞɜɨɪ�Ƚɥɢɰɢɧɢɣ�����ɏɢɝɺ�ɫɹ����ɋɥɢɜɨɜɵɣ�ɞɜɨɪ�����Ƚɺ�ɤɚɫɹ����
ɞɜɨɪ�Ɋɚɫɤɚɬɨɜ�Ƚɪɨɦɚ� � �� ��ɋɸ�ɯɨ�ɫɹ���� �Ɂɧɚɬɧɵɯ�ɞɚɦ�ɢɦɟɧɨɜɚɥɢ�ɩɨ�
ɧɚɡɜɚɧɢɹɦ�ɬɟɯ�ɢɥɢ�ɢɧɵɯ�ɞɜɨɪɨɜ��ɩɪɢ�ɤɨɬɨɪɵɯ�ɨɧɢ�ɠɢɥɢ���
ȼɵɫɨɱɚɣɲɟɣ�ɥɸɛɜɢ�Ƚɨɫɭɞɚɪɹ�ɭɞɨɫɬɨɢɥɚɫɶ�ɞɚɦɚ��ɠɢɜɲɚɹ�ɩɪɢ�ɞɜɨɪɟ�
ɉɚɜɥɨɧɢɣ��ɩɨɬɨɦɭ�ɧɵɧɟɲɧɟɝɨ�Ƚɨɫɭɞɚɪɹ�ɫɬɚɥɢ�ɜɟɥɢɱɚɬɶ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɨɦ�
ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ��

>Ɍɪɟɬɶɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɥɢɰɟɜɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
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ɩɚɜɢɥɶɨɧɚ�©ɏɢɝɺª��ɩɚɜɢɥɶɨɧ�©ɍɦɷɰɭɛɨª�±�ɢɧɨɟ�ɧɚɡɜɚɧɢɟ�ɩɚɜɢɥɶɨɧɚ�
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�Ƚɨɫɭɞɚɪɫɤɢɯ�ɧɚɥɨɠɧɢɰ�ɩɪɨɡɵɜɚɸɬ�ɡɚ�ɩɚɜɢɥɶɨɧɵ�� ɝɞɟ�ɨɧɢ�ɠɢɜɭɬ�� ��
Ɍɚɤ�ɤɚɤ�ɧɵɧɟɲɧɢɣ�ɝɨɫɭɞɚɪɶ�ɥɸɛɢɥ�Ʉɨɢ��ɤɨɬɨɪɚɹ�ɠɢɜɺɬ�ɜ�ɩɚɜɢɥɶɨɧɟ�
©Ʉɢɪɢɰɭɛɨª��ɨɧ�ɩɨɥɭɱɢɥ�ɩɪɨɡɜɢɳɟ�©Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨª��Ɇɧɨɝɢɟ�ɇɺɝɨ�
ɢ�Ʉɨɢ�ɡɚɜɢɞɨɜɚɥɢ�ɟɣ�ɢ�ɩɨɫɬɨɹɧɧɨ�ɪɟɜɧɨɜɚɥɢ�ɤ�ɬɨɦɭ��ɱɬɨ�ɬɨɥɶɤɨ�ɨɧɚ�
ɫɥɭɠɢɥɚ�Ƚɨɫɭɞɚɪɸ�ɤɚɠɞɵɣ�ɞɟɧɶ�

２　帝から寵愛
される桐壺更衣
は、周囲からの
嫉妬が集中し病
弱となる
「朝夕の宮仕～」
（0031 ／五④／
一七）

３丁裏
あさゆふの御みやづかへにつけても、心をの
みうごかし、うらみををふつもりにや、あつ
しく成ゆき、〔割・をもき／病也〕物心ほそげ
に、里がちなるを、みかど、いよ／＼あはれ
におぼして、人のそしりをも、えはゞからせ
給はず
（「おぼして」から 3丁裏）

そうやって、他の后たちの恨みをたくさん作った結果でしょう
か、体が弱くなっていきました。〔重い病気です〕心細い感じが
して、実家に帰っていることが多い〈桐壺の更衣〉のことを、帝は、
これまで以上にたまらなくお思いで、人々が悪口を言っていて
も、愛情をお止めになることができません。

Ɇɧɨɠɟɫɬɜɨ� ɩɪɢɞɜɨɪɧɵɯ� ɞɚɦ� ɢ�ɮɪɟɣɥɢɧ� ɦɭɱɢɥɢɫɶ� ɡɚɜɢɫɬɶɸ� ɢ�
ɪɟɜɧɨɜɚɥɢ��ɱɬɨ�ɤɚɠɞɵɣ�ɞɟɧɶ�ɛɚɪɵɲɧɹ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɧɚɯɨɞɢɥɚɫɶ�
ɩɨɞɥɟ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ��ɋɝɥɚɡ�ɩɪɢɞɜɨɪɧɵɯ�ɞɚɦ��ɞɚɥ�ɨ�ɫɟɛɟ�ɡɧɚɬɶ��ɛɚɪɵɲɧɹ�
ɫɬɚɥɚ�ɱɚɯɧɭɬɶ�� >Ɍɹɠɟɥɚɹ�ɛɨɥɟɡɧɶ@�ɑɭɜɫɬɜɨ�ɛɟɫɩɨɤɨɣɫɬɜɚ�ɡɚɫɬɚɜɥɹɥɨ�
ɩɪɨɜɨɞɢɬɶ�ɟɺ�ɜɫɺ�ɛɨɥɶɲɟ�ɜɪɟɦɟɧɢ�ɜ�ɪɨɞɢɬɟɥɶɫɤɨɦ�ɞɨɦɟ��
Ⱦɭɦɵ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ�ɨ�ɞɚɦɟ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɫɬɚɧɨɜɢɥɢɫɶ�ɧɟɜɵɧɨɫɢɦɵ�
ɢ��ɧɟ�ɝɥɹɞɹ�ɧɚ�ɡɥɨɫɥɨɜɢɟ�ɨɤɪɭɠɚɸɳɢɯ��ɧɟɩɨɤɨɥɟɛɢɦɚ�ɛɵɥɚ�ɥɸɛɨɜɶ�
Ƚɨɫɭɞɚɪɹ��

Ɇɨɠɟɬ�ɛɵɬɶ��ɜ�ɪɟɡɭɥɶɬɚɬɟ�ɬɨɝɨ��ɱɬɨ�ɨɧɚ�ɜɨɡɛɭɞɢɥɚ�ɪɟɜɧɨɫɬɶ�ɜ�ɞɪɭɝɢɯ�
ɧɚɥɨɠɧɢɰɚɯ�ɫɥɢɲɤɨɦ�ɱɚɫɬɨ��ɨɧɚ�ɨɫɥɚɛɟɥɚ��Ɉɧɚ�ɬɹɠɟɥɨ�ɛɨɥɶɧɚ��Ɉɧɚ�
ɱɭɜɫɬɜɨɜɚɥɚ�ɛɟɫɩɨɤɨɣɫɬɜɨ�ɢ�ɱɚɫɬɨ�ɜɨɡɜɪɚɳɚɥɚɫɶ�ɜ�ɪɨɞɧɨɣ�ɞɨɦ��
>Ɍɪɟɬɶɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɨɛɨɪɨɬɧɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɢ�Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɢɫɩɵɬɚɥ�ɠɚɥɨɫɬɶ�ɤ�ɧɟɣ�ɜɫɺ�ɛɨɥɶɲɟ�ɢ�ɛɨɥɶɲɟ�±�ɧɟɫɦɨɬɪɹ�ɧɚ�
ɥɸɞɫɤɨɣ�ɭɩɪɺɤ��ɨɧ�ɧɟ�ɦɨɝ�ɭɞɟɪɠɚɬɶ�ɫɜɨɸ�ɥɸɛɨɜɶ�ɤ�ɧɟɣ��ɉɨɫɤɨɥɶɤɭ�ɜ�

３　中国の楊貴
妃まで引き合い
に出される桐壺
更衣は、帝の愛
情に頼る
「唐土にも～」
（0073 ／五⑧／
一七）

「もろこしにもかゝる事のおこりにこそ、世も
みだれ、あしかり
けれ」と、あぢきなう、人のもてなやみぐさ
になりて、
楊貴妃のためしもひき出つべう成ぬ。

中国でもこういう恋愛関係が原因となって、世も乱れ、とんで
もないことにもなったと、世間の人もおもしろくない気がして、
人々の悩みの種にもなり、中国で〈玄宗皇帝〉を夢中にさせた〈楊
貴妃〉の話に例えられそうになりました。

���ȼɫɩɨɦɧɢɬɟ��ɱɬɨ�ɩɨɞɨɛɧɚɹ�ɠɟ�ɥɸɛɨɜɧɚɹ�ɫɜɹɡɶ�ɫɬɚɥɚ�ɩɪɢɱɢɧɨɣ�ɫɦɭɬ�ɜ�
Ʉɢɬɚɟ����ɦɨɥɜɢɥɢ��
�ɋɪɟɞɶ�ɨɤɪɭɠɟɧɢɹ�ɩɨɲɥɢ�ɜɨɥɧɟɧɢɹ��ɢ�ɷɬɨ�ɛɵɥɨ�ɩɨɜɨɞɨɦ�ɞɥɹ�ɨɝɨɪɱɟɧɢɹ��
ɍɩɨɞɨɛɥɹɥɢ�ɫɟɣ�ɫɥɭɱɚɣ�ɬɨɦɭ��ɱɬɨ�ɩɪɨɢɡɨɲɺɥ�ɜ�Ʉɢɬɚɟ��ɤɨɝɞɚ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪ�
ɋɭɚɧɶ�ɐɡɭɧ�ɩɨɬɟɪɹɥ�ɝɨɥɨɜɭ�ɨɬ�>ɥɸɛɜɢ@�ɤ��əɧ�ɝɭɣɮɷɣ��

Ʉɢɬɚɟ� ɬɚɤɢɦɢ�ɥɸɛɨɜɧɵɦɢ�ɨɬɧɨɲɟɧɢɹɦɢ�ɜɵɡɵɜɚɥɢɫɶ�ɜɨɫɫɬɚɧɢɹ�ɢ�
ɛɟɫɩɨɪɹɞɤɢ��ɥɸɞɢ�ɛɵɥɢ�ɧɟɞɨɜɨɥɶɧɵ�ɷɬɢɦ�ɩɨɥɨɠɟɧɢɟɦ�ɢ�ɷɬɨ�ɫɥɭɠɢɥɨ�
ɞɥɹ� ɧɢɯ� ɩɪɟɞɦɟɬɨɦ� ɫɟɬɨɜɚɧɢɹ� ±� Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ� ɤɨɢ� ɛɵɥɚ� ɱɭɬɶ� ɧɟ�
ɭɩɨɞɨɛɥɟɧɚ�ɡɧɚɦɟɧɢɬɨɣ�ɤɢɬɚɹɧɤɟ�əɧ�Ƚɭɣɮɷɣ��ɥɸɛɢɦɚɹ�ɧɚɥɨɠɧɢɰɚ�
ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ�ɋɸɚɧɶ�ɰɡɭɧɚ��

４　桐壺更衣は
父大納言の没後
に入内し、孤立
無援の宮中で心
細い生活
「父の大納言～」
（0103 ／五⑫／
一八）

此かうゐの父はなくなり、母北方、いにしへ
のよしあるにて、御かた／ ＼゙にもをとり給は
ねど、事とある時は、より所なく、心ぼそげ也。

この〈桐壺の更衣〉の父はすでに死んでいて、母親の〈北の方〉
は、由緒のある家柄出身であり、古風な人なので、他のお后た
ちにも負けないようにしています。しかし、何か大事なことが
ある時には、頼るところがなく、心細い様子です。

Ɉɬɰɚ�ɞɚɦɵ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɭɠɟ�ɧɟ�ɛɵɥɨ�ɜ�ɠɢɜɵɯ��ɚ�ɦɚɬɶ��ɹɜɥɹɥɚɫɶ�
ɟɝɨ� ɝɥɚɜɧɨɣ�ɠɟɧɨɣ��Ɉɧɚ�ɨɛɥɚɞɚɥɚ�ɛɥɚɝɨɪɨɞɧɵɦ�ɩɪɨɢɫɯɨɠɞɟɧɢɟɦ�
ɢ� ɹɜɥɹɥɚɫɶ� ɩɪɢɜɟɪɠɟɧɤɨɣ�ɛɵɥɵɯ� ɬɪɚɞɢɰɢɣ�� ɩɨɱɟɦɭ�ɞɟɥɚɥɚ� ɜɫɺ��
ɱɬɨɛɵ�>ɟɺ�ɞɨɱɶ@�ɧɢɱɟɦ�ɧɟ�ɭɫɬɭɩɚɥɚ�ɞɪɭɝɢɦ�ɡɧɚɬɧɵɦ�ɨɫɨɛɚɦ�ɜɵɫɨɤɨɝɨ�
ɩɪɨɢɫɯɨɠɞɟɧɢɹ���Ɉɞɧɚɤɨ��ɜɫɺ�ɠɟ�ɫɥɭɱɢɫɶ�ɱɬɨ�ɬɨ�ɜɚɠɧɨɟ��ɟɣ�ɧɟ�ɧɚ�ɤɨɝɨ�
ɛɭɞɟɬ�ɩɨɥɨɠɢɬɶɫɹ�

ȿɺ� ɨɬɟɰ� ɭɠɟ� ɧɟ� ɛɵɥ� ɜ� ɠɢɜɵɯ�� ɚ� ɟɺ� ɦɚɬɶ�� ɝɨɫɩɨɠɚ� ɜ� ɫɟɜɟɪɧɨɦ�
ɩɨɦɟɳɟɧɢɢ�� ɛɥɚɝɨɪɨɞɧɨɝɨ� ɩɪɨɢɫɯɨɠɞɟɧɢɹ� ɢ� ɩɪɢɞɟɪɠɢɜɚɥɚɫɶ�
ɫɬɚɪɢɧɧɵɯ�ɨɛɵɱɚɟɜ��ɩɨɷɬɨɦɭ�ɨɧɚ�ɩɪɢɥɚɝɚɟɬ�ɭɫɢɥɢɹ��ɱɬɨɛɵ�ɟɺ�ɞɨɱɶ�ɧɟ�
ɭɫɬɭɩɢɥɚ�ɞɪɭɝɢɦ�ɝɨɫɭɞɚɪɫɤɢɦ�ɧɚɥɨɠɧɢɰɚɦ��Ɉɞɧɚɤɨ��ɩɪɢ�ɤɚɤɢɯ�ɧɢɛɭɞɶ�
ɜɚɠɧɵɯ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɹɯ�ɭ�ɧɟɺ�ɧɟ�ɧɚ�ɤɨɝɨ�ɨɩɟɪɟɬɶɫɹ�ɢ�ɨɧɚ�ɜ�ɛɟɫɩɨɦɨɳɧɨɦ�
ɫɨɫɬɨɹɧɢɢ��

５　美しい玉の
男御子が誕生
し、帝は第一皇
子よりこの弟宮
を寵愛する
「前の世にも～」
（0136 ／六①／
一八）

さきの世にも御契りやふかゝりけん、きよら
なる玉のをのこみこさへ生れ給ぬ。〔割・其を
光君と／いふ也〕一のみこは、右大臣の女御
の御はらにて、うたがひなきまうけの君と、
かしづき聞ゆれど、此君の御にほひには、な
らび給ふべくもあらず。

（〈桐壺の帝〉と〈桐壺の更衣〉は）前世でも約束が深かったの
でしょうか、美しい玉のような皇子までも生まれました。〔この
人を〈光源氏 ( 光る君 )〉といいます。〕第一皇子は、〈右大臣の
女御〉が生んだ子供なので、間違いなく皇太子になるだろうと、
世間の人々も大切にしているのですが、この〈光源氏 ( 若君 )〉
の美しさには、とうてい勝つことができません。

�ɂɦɩɟɪɚɬɨɪ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɢ�ɛɚɪɵɲɧɹ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ��ɇɟ�
ɩɨɬɨɦɭ�ɥɢ�ɜɦɟɫɬɟ�ɨɧɢ��ɱɬɨ�ɫɜɹɡɵɜɚɟɬ�ɢɯ�ɫɭɞɶɛɚ"�ɂ�ɪɨɞɢɥɫɹ�ɭ�ɧɢɯ�
ɩɪɢɧɰ��ɤɪɚɫɨɬɨɣ�ɫɜɨɟɣ�ɩɨɞɨɛɧɵɣ�ɞɪɚɝɨɰɟɧɧɨɦɭ�ɧɟɮɪɢɬɭ���>ȿɝɨ�ɧɚɡɜɚɥɢ�
ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɦ�Ƚɷɧɞɡɢ��Ȼɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɦ�ɩɪɢɧɰɟɦ�@��
�ɉɟɪɜɵɣ�ɩɪɢɧɰ�ɛɵɥ�ɪɨɠɞɺɧ�ɩɪɢɞɜɨɪɧɨɣ�ɞɚɦɨɣ��ɞɨɱɟɪɶɸ�ɉɪɚɜɨɝɨ�
ɦɢɧɢɫɬɪɚ��ɢ�ɧɟ�ɛɵɥɨ�ɫɨɦɧɟɧɢɣ��ɱɬɨ�ɢɦɟɧɧɨ�ɨɧ�ɫɬɚɧɟɬ�ɧɚɫɥɟɞɧɵɦ�
ɩɪɢɧɰɟɦ��ɩɨɫɟɦɭ�ɜɫɟ�ɱɪɟɡɜɵɱɚɣɧɨ� ɡɚɛɨɬɢɥɢɫɶ�ɨ�ɧɺɦ��ɇɨ� ɤɪɚɫɨɬɚ�
ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɝɨ�Ƚɷɧɞɡɢ��ɸɧɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ��ɦɨɝɥɚ�ɜɡɹɬɶ�ɜɟɪɯ��

Ɇɨɠɟɬ�ɛɵɬɶ�� ɝɨɫɭɞɚɪɶ�ɢ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ�ɛɵɥɢ�ɬɟɫɧɨ�ɫɜɹɡɚɧɧɵɦ�ɜ�
ɩɪɟɞɵɞɭɳɟɣ�ɠɢɡɧɢ"�«ɭ�ɧɢɯ�ɞɚɠɟ�ɪɨɞɢɥɫɹ�ɬɚɤɨɣ�ɤɪɚɫɢɜɵɣ�ɩɪɢɧɰ�±�
ɫɥɨɜɧɨ�ɞɪɚɝɨɰɟɧɧɵɣ�ɤɚɦɟɧɶ���ȿɝɨ�ɡɨɜɭɬ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ�ɢɥɢ�ɏɢɤɚɪɭ�
ɤɢɦɢ��ɉɟɪɜɵɣ�ɩɪɢɧɰ�ɪɨɞɢɥɫɹ�ɭ�ɇɺɝɨ��ɞɨɱɟɪɢ�ɩɪɚɜɨɝɨ�ɦɢɧɢɫɬɪɚ��ɢ�ɥɸɞɢ�
ɨɬɧɨɫɹɬɫɹ�ɤ�ɧɟɦɭ�ɛɟɪɟɠɧɨ�±�ɜɟɞɶ�ɨɧ�ɠɟ�ɧɟɩɪɟɦɟɧɧɨ�ɛɭɞɟɬ�ɧɚɡɧɚɱɟɧ�
ɧɚɫɥɟɞɧɵɦ�ɩɪɢɧɰɟɦ��ɧɨ�ɜ�ɤɪɚɫɨɬɟ�ɨɧ�ɧɟ�ɢɞɺɬ�ɧɢ�ɜ�ɤɚɤɨɟ�ɫɪɚɜɧɟɧɢɟ�ɫ�
ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ��ɸɧɵɦ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɨɦ���ɉɨɫɥɟ�ɬɨɝɨ��ɤɚɤ�ɪɨɞɢɥɫɹ�ɏɢɤɚɪɭ�
ɝɷɧɞɡɢ��ɸɧɵɣ�ɝɨɫɩɨɞɢɧ���ɝɨɫɭɞɚɪɶ�
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６　帝は桐壺更
衣を厚遇し、弘
徽殿女御は我が
皇子の立坊に疑
いを抱く
「はじめより～」
（0184 ／六⑦／
一九）

4丁表
此みこ生れ給て後は、みかど御心ことにをき
てたれば、坊にもゐ給ふべきなめりと、一の
みこの女御は、おぼしうたがへり。
（「御心」から 4丁表）

〈光源氏（若君）〉が生まれてからというもの、帝はこの〈光源氏〉
をとても大切にしていらっしゃいましたので、〈光源氏〉が、皇
太子になるのではないかと、第一皇子の母である后は、心の中
で心配しています。

ɋ�ɫɚɦɨɝɨ�ɪɨɠɞɟɧɢɹ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ�Ƚɷɧɞɡɢ��ɸɧɵɣ�ɩɪɢɧɰ��ɛɵɥ�ɥɟɥɟɟɦ�
Ƚɨɫɭɞɚɪɟɦ��ɱɬɨ�ɜɵɡɵɜɚɥɨ�ɛɟɫɩɨɤɨɣɫɬɜɨ�ɜ�ɞɭɲɟ�ɢɦɩɟɪɚɬɪɢɰɵ��ɦɚɬɟɪɢ�
ɩɟɪɜɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ�� �ɇɟ�ɫɥɭɱɢɬɫɹ�ɥɢ�ɬɚɤɨɝɨ��ɱɬɨ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ�Ƚɷɧɞɡɢ�
ɫɬɚɧɟɬ�ɧɚɫɥɟɞɧɵɦ�ɩɪɢɧɰɟɦ"�����

>ɑɟɬɜɺɪɬɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɥɢɰɟɜɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɨɬɧɨɫɢɥɫɹ� ɤ�ɧɟɦɭ� ɬɚɤ�ɛɟɪɟɠɧɨ�� ɱɬɨ� ɭ�ɧɚɥɨɠɧɢɰɵ�ɦɚɬɟɪɢ�ɩɟɪɜɨɝɨ�
ɩɪɢɧɰɚ�ɧɟɬ�ɩɨɤɨɹ�ɧɚ�ɫɟɪɞɰɟ��ɩɨɞɨɡɪɟɜɚɹ��ɱɬɨ�ɜɞɪɭɝ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ�
ɛɭɞɟɬ�ɧɚɡɧɚɱɟɧ�ɧɚɫɥɟɞɧɵɦ�ɩɪɢɧɰɟɦ��

７　「人より先
に～」（0248 ／
六⑬／一九）

ナシ ナシ ナシ ナシ

８　更衣の局は
東北隅の淑景舎
で、参上の折毎
に酷い嫌がらせ
を受ける
「御局は桐壺～」
（0288 ／七③／
二〇

あまたの御かた／ ＼゙を過させ給ひ、ひまなき
御前わたりに、人の心をつくし給ふも、こと
はり也。あまりうちしきりまうのぼり給ふお
り／＼は、うちはしわた殿、こゝかしこの道
にあやしきわざをして、御をくりむかへの人
のきぬのすそ、たへがたう、まさなき事とも
あり、又ある時は、えさらぬめだうの戸をさ
しこめ、こなたかなた心をあはせ、はしたな
めわづらはせ給ふ時もおほかり。

帝が、たくさんの后たちの部屋の前を素通りして、何度も何度
もお通いになることに、他の后たちが嫉妬しているのも、もっ
ともなことです。あまりに〈桐壺の更衣〉が帝に呼び寄せられ
る回数が多くなっていきます。すると、打橋や渡殿といった宮
殿の廊下など、〈桐壺の更衣〉が通る、あちらこちらの道にいた
ずらがされていました。それは、見送りや出迎えの侍女の着物
の裾が、まったく我慢できなくなるような、とんでもないこと
などです。またある時は、〈桐壺の更衣〉が、絶対通らなければ
ならない中廊下の扉を閉めて、こちらとあちらで協力し、〈桐壺
の更衣〉を閉じ込めて、ひどい目にあわせたり困らせたりする
ことも多いのです。

Ƚɨɫɭɞɚɪɶ��ɦɢɧɭɹ�ɩɨɤɨɢ�ɦɧɨɝɢɯ�ɩɪɢɞɜɨɪɧɵɯ�ɞɚɦ��ɜɵɡɵɜɚɥ�ɢɯ�ɪɟɜɧɨɫɬɶ��
ɢ�ɨɧɚ�ɭɫɢɥɢɜɚɥɚɫɶ�ɫ�ɤɚɠɞɵɦ�ɪɚɡɨɦ��ɤɨɝɞɚ�ɨɧ�ɩɪɨɯɨɞɢɥ�ɦɢɦɨ��ɋɥɢɲɤɨɦ�
ɱɚɫɬɨ�ɨɧ�ɫɬɚɥ�ɩɪɢɝɥɚɲɚɬɶ�ɤ�ɫɟɛɟ�ɞɚɦɭ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɢ�ɤɨɥɢɱɟɫɬɜɨ�
ɷɬɢɯ�ɩɨɫɟɳɟɧɢɣ�ɫɬɚɧɨɜɢɥɨɫɶ�ɥɢɲɶ�ɛɨɥɶɲɟ��
ɇɚ�ɫɜɨɺɦ�ɩɭɬɢ�ɞɚɦɚ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɨɬɨɜɫɸɞɭ��ɧɚ�ɩɟɪɟɤɢɞɧɵɯ�
ɦɨɫɬɢɤɚɯ�� ɩɟɪɟɯɨɞɚɯ�� ɞɜɨɪɰɨɜɵɯ� ɤɨɪɢɞɨɪɚɯ� ɫɥɵɲɚɥɚ�ɲɭɬɤɢ��
ɨɩɭɫɤɚɸɳɢɟɫɹ� ɜ� ɟɺ� ɫɬɨɪɨɧɭ�� Ɉɬɱɟɝɨ� ɩɨɞɨɥɵ� ɤɢɦɨɧɨ�ɮɪɟɣɥɢɧ�
ɜɫɬɪɟɱɚɜɲɢɯ� ɢ� ɩɪɨɜɨɠɚɜɲɢɯ� ɟɺ� ɛɵɥɢ� ɛɨɥɶɲɟ� ɧɟ� ɜ� ɫɢɥɚɯ� ɷɬɨɝɨ�
ɜɵɧɟɫɬɢ��
�ɉɨɪɨɣ��ɱɬɨɛɵ�ɞɚɦɚ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɧɟ�ɦɨɝɥɚ�ɩɪɨɣɬɢ��ɨɧɢ�ɡɚɩɢɪɚɥɢ�
ɫɬɜɨɪɤɢ�ɤɨɪɢɞɨɪɨɜ��ɚ�ɢɧɨɝɞɚ��ɫɝɨɜɨɪɢɜɲɢɫɶ��ɢ�ɜɨɜɫɟ�ɡɚɩɢɪɚɥɢ�ɟɺ��

Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɢɡɜɨɥɢɬ�ɩɨɫɟɳɚɬɶ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ� ɤɨɢ�ɦɧɨɝɨ�ɢ�ɦɧɨɝɨ�ɪɚɡ��
ɩɪɨɯɨɞɹ�ɦɢɦɨ�ɩɨɤɨɢ�ɦɧɨɝɢɯ�ɧɚɥɨɠɧɢɰ�±�ɷɬɨ�ɠɟ�ɟɫɬɟɫɬɜɟɧɧɨ��ɱɬɨ�ɨɧɢ�
ɡɚɜɢɞɭɸɬ��

ɋɬɚɧɨɜɢɥɨɫɶ�ɫɥɢɲɤɨɦ�ɱɚɳɟ�ɢ�ɱɚɳɟ��ɱɬɨ�Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɜɵɡɵɜɚɟɬ�ɟɺ� ɤ�
ɫɟɛɟ��Ɍɨɝɞɚ�ɧɟɩɪɢɹɬɧɨɫɬɢ�ɛɵɥɢ�ɫɞɟɥɚɧɵ�ɬɚɦ�ɢ�ɫɹɦ�ɜ�ɬɚɤɢɯ�ɤɨɪɢɞɨɪɚɯ�
ɝɨɫɭɞɚɪɫɤɨɝɨ�ɞɜɨɪɰɚ��ɤɚɤ��ɧɚ�ɩɟɪɟɧɨɫɧɵɯ�ɦɨɫɬɚɯ�ɢ�ɦɨɫɬɚɯ�ɫ�ɤɪɵɲɚɦɢ�
ɦɟɠɞɭ� ɩɚɜɢɥɶɨɧɚɦɢ�� ɝɞɟ� ɯɨɞɹɬ� Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ� ɤɨɢ�� ɩɪɨɜɨɠɚɸɳɢɟ�
ɢ� ɜɫɬɪɟɱɚɸɳɢɟ� ɫɥɭɠɚɧɤɢ�ɞɟɥɚɥɢ�ɟɣ� ɫɨɜɟɪɲɟɧɧɨ�ɧɟɜɵɧɨɫɢɦɵɟ��
ɜɨɡɦɭɬɢɬɟɥɶɧɵɟ�ɜɟɳɢ�ɫɜɨɢɦɢ�ɩɨɞɨɥɚɦɢ�ɤɢɦɨɧɨ�

�Ʉ� ɬɨɦɭ�ɠɟ�ɱɚɫɬɨ�ɫɥɭɱɚɥɨɫɶ� ɬɚɤɠɟ��ɱɬɨ�ɫɥɭɠɚɧɤɢ�ɧɚ� ɬɨɣ�ɢ�ɞɪɨɝɨɣ�
ɫɬɨɪɨɧɚɯ�ɫɨɨɛɳɚ�ɡɚɤɪɵɥɢ�ɞɜɟɪɶ�ɜ�ɜɧɭɬɪɟɧɧɟɦ�ɤɨɪɢɞɨɪɟ�� ɤɭɞɚ�ɟɣ�
ɧɟɨɛɯɨɞɢɦɨ�ɩɪɨɣɬɢ��ɢ�ɡɚɩɟɪɥɢ�ɟɺ��ɫɬɚɜɹ�ɟɺ�ɜ�ɬɹɠɺɥɨɟ��ɡɚɬɪɭɞɧɢɬɟɥɶɧɨɟ�
ɩɨɥɨɠɟɧɢɟ��

９　帝は桐壺更
衣への虐待を不
憫に思い、局を
淑景舎から後涼
殿に移す
「ことにふれ～」
（0344 ／七⑨／
二〇）

4丁裏
みかどいとゞあはれと御らんじて、後涼殿に
もとよりさぶらひ給ふ。かうゐを、ほかにう
つし、此かうゐのうへつぼねに給はる。その
うらみ、ましてやらんかたなし。
（「そのうらみ」から 4丁裏）

帝はますます〈桐壺の更衣〉をかわいそうに思って、後涼殿と
いう所に前から部屋をもらっていた身分が低い后を、他の場所
へ移し、〈桐壺の更衣〉のもう一つの部屋としました。部屋を他
に移された后の恨みは、とうてい晴れることがありません。

��ɱɚɫɬɨ�ɫɬɚɜɹ�ɜ�ɧɟɥɨɜɤɨɟ�ɩɨɥɨɠɟɧɢɟ��
�Ƚɨɫɭɞɚɪɶ��ɜ�ɤɨɧɰɟ�ɤɨɧɰɨɜ��ɫɠɚɥɢɜɲɢɫɶ�ɧɚɞ�ɧɟɣ��ɩɪɢɤɚɡɚɥ�ɩɟɪɟɜɟɫɬɢ�
ɟɺ�ɜɨ�ɞɜɨɪɟɰ�Ʉɨɪɺ��� ɩɟɪɟɫɟɥɢɜ�ɜ�ɞɪɭɝɢɟ�ɩɨɤɨɢ�ɩɪɢɞɜɨɪɧɭɸ�ɞɚɦɭ�
ɧɢɡɤɨɝɨ�ɡɜɚɧɢɹ��Ⱦɚɦɚ�ɠɟ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɫɬɚɥɚ�ɨɛɥɚɞɚɬɟɥɶɧɢɰɟɣ�
ɟɳɟ�ɨɞɧɢɯ�ɩɨɤɨɟɜ��ɇɟɧɚɜɢɫɬɶ�ɩɪɢɞɜɨɪɧɨɣ�ɞɚɦɵ��ɤɨɬɨɪɭɸ�ɩɟɪɟɫɢɥɢɥɢ�
ɬɚɤ�ɢ�ɧɟ�ɭɬɢɯɥɚ����
""

Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɩɨɠɚɥɟɥ�ɟɺ�ɟɳɺ�ɛɨɥɟɟ�±�ɨɧ�ɩɟɪɟɧɺɫ�ɜ�ɞɪɭɝɭɸ� ɤɨɦɧɚɬɭ�
ɧɚɥɨɠɧɢɰɭ�ɧɢɡɤɨɝɨ�ɩɨɥɨɠɟɧɢɹ�� ɤɨɬɨɪɚɹ�ɠɢɥɚ�ɜ�ɤɨɦɧɚɬɟ�ɩɚɜɢɥɶɨɧɚ�
©Ʉɨɪɨª�ɢ�ɩɨɞɚɪɢɥ�ɟɺ�Ʉɢɰɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ��
>ɑɟɬɜɺɪɬɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɨɛɨɪɨɬɧɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɇɟɧɚɜɢɫɬɶ�ɬɨɣ�ɩɟɪɟɦɟɳɺɧɧɨɣ�ɧɚɥɨɠɧɢɰɵ�ɧɢɤɚɤ�ɧɟ�ɪɚɫɫɟɹɟɬɫɹ���

 10　若宮は三
歳で袴着の儀式
をし、成長と共
に憎しみが賞賛
へと変わる
「この御子三つ
～」（0378 ／七
⑪／二一

みこ、みつに成給ふとし、御はかまぎの事、
一の宮のにもをとらず。御かたち心ばへ、あ
りがたくめづらしきまで見え給へば、此君を
ば人々もえそねみあへず。

〈光源氏 ( 若君 )〉は、三歳になった年、袴着の儀式をしました。
その様子は、第一皇子がこの儀式をしたときにも負けないほど
です。見た目や性格が、めったにないほど素晴らしいので、〈光
源氏 ( 若君 )〉を他の后たちも憎むことができません。

ȼ�ɝɨɞ��ɤɨɝɞɚ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɦɭ�Ƚɷɧɞɡɢ��ɸɧɨɦɭ�ɩɪɢɧɰɭ��ɢɫɩɨɥɧɢɥɨɫɶ�ɬɪɢ�
ɝɨɞɚ��ɛɵɥɚ�ɩɪɨɜɟɞɟɧɚ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɹ�ɧɚɞɟɜɚɧɢɹ�ɲɢɪɨɤɢɯ�ɲɬɚɧɢɧ�ɏɚɤɚɦɚ��
>ɉɨ�ɫɜɨɟɣ�ɩɵɲɧɨɫɬɢ@� ɷɬɨ� ɫɨɛɵɬɢɟ�ɧɢɱɟɦ�ɧɟ�ɭɫɬɭɩɚɥɨ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɢ�
ɩɟɪɜɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ���
�Ɍɚɤ�ɪɟɞɤɨ�ɜɫɬɪɟɱɚɟɬɫɹ�ɫɬɨɥɶ�ɩɪɟɤɪɚɫɧɚɹ�ɜɧɟɲɧɨɫɬɶ�ɢ�ɯɚɪɚɤɬɟɪ��ɱɬɨ�ɧɢ�
ɨɞɧɚ�ɩɪɢɞɜɨɪɧɚɹ�ɞɚɦɚ�ɧɟ�ɩɢɬɚɥɚ�ɧɟɧɚɜɢɫɬɢ�ɤ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɦɭ�Ƚɷɧɞɡɢ���

Ʉɨɝɞɚ� ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ� �ɸɧɨɦɭ� ɝɨɫɩɨɞɢɧɭ�� ɢɫɩɨɥɧɢɥɨɫɶ� �� ɝɨɞɚ��
ɫɨɜɟɪɲɚɥɚɫɶ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɹ�ɩɟɪɜɨɝɨ� ɧɚɞɟɜɚɧɢɹ�©ɯɚɤɚɦɚª�ɲɚɪɨɜɚɪ��
Ɉɧɚ�ɧɟ�ɭɫɬɭɩɢɥɚ�ɜ�ɩɵɲɧɨɫɬɢ�ɬɨɣ�ɠɟ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɢ�ɧɚɫɥɟɞɧɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ��
ȼɧɟɲɧɨɫɬɶ�ɢ�ɯɚɪɚɤɬɟɪ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ��ɸɧɨɝɨ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɚ��ɬɚɤɢɟ�ɪɟɞɤɢɟ��
ɩɪɟɤɪɚɫɧɵɟ��ɱɬɨ�ɞɚɠɟ�ɞɪɭɝɢɟ�ɧɚɥɨɠɧɢɰɵ�ɧɟ�ɦɨɝɭɬ�ɩɢɬɚɬɶ�ɧɟɧɚɜɢɫɬɶ�ɤ�
ɧɟɦɭ��

11　若宮が三
歳の夏に桐壺
更衣は重病にな
り、御子を宮中
に残して退出
「その年の夏～」
（0439 ／八②／
二一）

其年の夏、御母御休所〔割・更衣の／事也〕、
わづらひて里へまかでんとし給へど、つねの
あつしさに、御めなれて、いとまさらにゆる
させ給はず。日々にをもり給て、いとよはう
なれば、更衣の母、なく／＼そうして、みこ
をはとゞめさせ、みやす所ばかりまかで給ふ。

その年の夏、母の御息所〔〈桐壺の更衣〉のことです。〕は、病
気になって実家へ帰ろうとしますが、〈桐壺の更衣〉がいつも体
が弱いことに、帝は慣れてしまい、帰ることを絶対に許しませ
んでした。日に日に病気が重くなってきて、ひどく衰弱したの
で、〈桐壺の更衣〉の母は、泣きながらお願いをして、〈光源氏 ( 若
君 )〉を宮中に残したまま、〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉だけ帰るこ
とになりました。

Ʌɟɬɨɦ�ɬɨɝɨ�ɠɟ� ɝɨɞɚ�ɦɚɬɶ�Ɇɢɹɫɭɞɨɤɨɪɨ� �ɞɚɦɚ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ��
ɡɚɯɜɨɪɚɜ��ɪɟɲɢɥɚ�ɜɟɪɧɭɬɶɫɹ�ɜ�ɪɨɞɢɬɟɥɶɫɤɢɣ�ɞɨɦ��ɇɨ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪ�ɭɠɟ�
ɩɪɢɜɵɤɲɢɣ�ɤ�ɬɨɦɭ��ɱɬɨ�ɟɣ�ɱɚɫɬɨ�ɧɟɡɞɨɪɨɜɢɬɶɫɹ�ɧɟ�ɩɨɡɜɨɥɢɥ�ɟɣ�ɭɟɯɚɬɶ��

ɋ��ɤɚɠɞɵɦ�ɞɧɺɦ�ɛɨɥɟɡɧɶ�ɭɫɢɥɢɜɚɥɚɫɶ��>Ɇɢɹɫɭɞɨɤɨɪɨ@�ɡɚɱɚɯɥɚ��ɩɨɱɟɦɭ�
ɟɺ�ɦɚɬɶ�ɜ�ɫɥɟɡɚɯ�ɦɨɥɢɥɚ����ɨɫɬɚɜɶ�ɬɵ�ɜɨ�ɞɜɨɪɰɟ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɝɨ�Ƚɷɧɞɡɢ�
�ɸɧɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ���ɥɢɲɶ�ɛɵ�ɬɵ��Ɇɢɹɫɭɞɨɤɨɪɨ��ɦɨɝɥɚ�ɜɟɪɧɭɬɶɫɹ�ɞɨɦɨɣ����

Ʌɟɬɨɦ�ɷɬɨɝɨ�ɝɨɞɚ�ɟɝɨ�ɦɚɬɶ��Ɇɢɹɫɭɞɨɤɨɪɨ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ�ɡɚɛɨɥɟɥɚ�
ɢ�ɫɨɛɢɪɚɥɚɫɶ�ɜɟɪɧɭɬɶɫɹ�ɜ�ɪɨɞɢɬɟɥɶɫɤɢɣ�ɞɨɦ��ɧɨ�ɝɨɫɭɞɚɪɶ��ɩɪɢɜɵɤɧɭɜ��
ɱɬɨ�ɨɧɚ�ɩɨɫɬɨɹɧɧɨ�ɫɥɚɛɚɹ��ɧɢɤɚɤ�ɧɟ�ɞɚɜɚɥ�ɟɣ�ɩɨɡɜɨɥɟɧɢɟ�ɭɣɬɢ�ɢɡ�
ɞɜɨɪɰɚ��ɋ�ɤɚɠɞɵɦ�ɞɧɺɦ�ɟɺ�ɛɨɥɟɡɧɶ�ɫɬɚɧɨɜɢɥɢɫɶ�ɬɹɠɟɥɟɟ�ɢ�ɬɹɠɟɥɟɟ��
ɢ�ɨɧɚ�ɫɨɜɫɟɦ�ɨɫɥɚɛɟɥɚ�±�ɩɨɷɬɨɦɭ�ɟɺ�ɦɚɬɶ�ɫɨ�ɫɥɟɡɚɦɢ�ɭɛɟɞɢɬɟɥɶɧɨ�
ɩɨɩɪɨɫɢɥɚ�Ƚɨɫɭɞɚɪɹ�ɢ�ɛɵɥɨ�ɪɟɲɟɧɨ��ɱɬɨ�ɜɨɡɜɪɚɳɚɟɬɫɹ�ɜ�ɪɨɞɢɬɟɥɶɫɤɢɣ�
ɞɨɦ�ɬɨɥɶɤɨ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ��Ɇɢɹɫɭɞɨɤɨɪɨ���ɨɫɬɚɜɥɹɹ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ�
�ɸɧɨɝɨ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɚ��ɜ�ɞɜɨɪɰɟ�
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12　帝は絶え
入らんばかりの
桐壺更衣をご覧
になるにつけ途
方に暮れる
「限りあれば～」
（0488 ／八⑦／
二二）

5丁表
うつくしき人の、おもやせあるかなきかにき
えものし給ふを御覧じて、きしかたゆくすゑ、
よろづの事を契りの給へと、御いらへもきこ
えず。まゆもたゆげにて、われかの気しき也。
かぎりあらんみちにも、をくれさきだゝじと
ちぎらせ給けるを、打すてゝはえゆきやらじ
と、の給はするを、
（「にて」から 5丁表）

帝は、かわいらしい〈桐壺の更衣〉が、やつれて意識がはっき
りしない様子を御覧になって、今までのことや将来のこと、い
ろいろなことを約束したりするけれども、〈桐壺の更衣〉は、返
事をすることもできません。つらそうな顔をして、意識を失っ
た状態です。帝が「死への旅にも、共に行こうと約束しました
のに、私を残してはいけませんよ」と、おっしゃるのを、

Ƚɨɫɭɞɚɪɶ��ɝɥɹɞɹ�ɧɚ�Ɇɢɹɫɭɞɨɤɨɪɨ��ɨɬɱɺɬɥɢɜɨ�ɨɫɨɡɧɚɜɚɥ��ɱɬɨ�ɥɸɛɢɦɚɹ�
ɟɝɨ�ɝɨɫɩɨɠɚ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɛɵɥɚ�ɢɫɬɨɳɟɧɚ��

�Ɂɚɛɵɜ�ɨ�ɛɵɥɨɦ�ɢ�ɨ�ɛɭɞɭɳɟɦ��ɨɧ�ɤɥɹɬɜɚɦɢ�ɫɬɚɥ�ɭɫɵɩɚɬɶ�ɟɺ��ɧɨ��ɭɜɵ��
ɨɬɜɟɬɢɬɶ�ɨɧɚ�ɛɵɥɚ�ɭɠɟ�ɧɟ�ɜ�ɫɢɥɚɯ��Ʌɢɤ�ɟɺ�ɛɵɥ�ɧɚɩɨɥɧɟɧ�ɝɨɪɟɱɶɸ��ɚ�
ɬɟɥɨ�ɧɟɦɨɳɧɨ�� �Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɩɪɨɦɨɥɜɢɥ����Ɇɵ�ɨɛɟɳɚɥɢ�ɞɪɭɝ�ɞɪɭɝɭ�ɛɵɬɶ�
ɫɩɭɬɧɢɤɚɦɢ�>ɜ�ɷɬɨɣ�ɠɢɡɧɢ@�ɢ�ɜɦɟɫɬɟ�ɩɨɤɢɧɭɬɶ�ɷɬɨɬ�ɦɢɪ��ȼɵ�ɧɟ�ɦɨɠɟɬɟ�
ɦɟɧɹ�ɨɫɬɚɜɢɬɶ���

Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�� ɭɜɢɞɟɜ�� ɱɬɨ� ɩɪɟɥɟɫɬɧɚɹ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ� ɤɨɢ� ɨɫɭɧɭɥɚɫɶ� ɢ�
ɩɨɬɟɪɹɥɚ�ɫɨɡɧɚɧɢɟ��ɞɚɺɬ�ɟɣ�ɤɥɹɬɜɵ�ɨ�ɩɪɨɲɥɨɦ�ɢ�ɛɭɞɭɳɟɦ��ɢ�ɬ��ɞ���ɚ�
Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ�ɧɟ�ɦɨɠɟɬ�ɞɚɠɟ�ɜɵɦɨɥɜɢɬɶ�ɨɬɜɟɬɚ��ɍ�ɧɟɺ�ɦɭɱɢɬɟɥɶɧɨɟ�
ɥɢɰɨ�

13　輦車の宣
旨を受けた桐壺
更衣は、帝に歌
を残して里邸へ
と退出する
「輦車の宣旨～」
（0537 ／八⑭／
二二）

女も、いみじと見奉りて、
　　かぎりとて　わかるゝみちのかなしきに　
いかまほしきはいのちなりけり
てくるまのせんじなどの給はせて、まかで給
ふ。

※「てくるまのせんじ」は本文（池田本）では、
更衣の歌より前におかれている。

〈桐壺の更衣（女）〉も、とても嬉しく思い、次のように和歌を
詠みました。
　　かぎりとてわかるゝみちのかなしきにいかまほしきはいの
ちなりけり
帝は、〈桐壺の更衣〉に輦車に乗ることを許し、〈桐壺の更衣〉
は実家に帰りました。

Ⱦɭɲɚ�ɟɺ�ɧɚɩɨɥɧɢɥɚɫɶ�ɪɚɞɨɫɬɶɸ��ɢ�ɨɧɚ�ɫɥɨɠɢɥɚ�ɫɥɟɞɭɸɳɢɟ�ɫɬɪɨɤɢ�

��Ʉɨɧɟɰ��ɪɚɡɥɭɤɢ�ɩɟɱɚɥɶɧɵɣ�ɩɭɬɶ�
Ⱥ�ɜɟɞɶ�ɬɚɤ�ɯɨɱɟɬɫɹ�ɠɢɬɶ�

� �ɂɦɩɟɪɚɬɨɪ�ɩɨɡɜɨɥɢɥ�ɟɣ�ɫɟɫɬɶ�ɜ�ɩɚɥɚɧɤɢɧ�� �ɢ�ɨɧɚ�ɨɬɩɪɚɜɢɥɚɫɶ�ɜ�
ɪɨɞɢɬɟɥɶɫɤɢɣ�ɞɨɦ��Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɠɟ�ɧɚɩɨɥɧɢɥɫɹ�ɩɟɱɚɥɶɸ��ɢ�ɜ�ɟɝɨ�ɝɪɭɞɢ�ɜɫɺ�
ɫɠɚɥɨɫɶ��

>ɉɹɬɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɥɢɰɟɜɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɢ�ɧɟɬ�ɫɨɡɧɚɧɢɹ��Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɫɤɚɡɚɥ��©Ɇɵ�ɠɟ�ɩɨɤɥɹɥɢɫɶ�ɜɦɟɫɬɟ�ɨɬɩɪɚɜɢɬɶ�
ɢ�ɜ�ɞɨɪɨɝɭ�ɤ�ɫɦɟɪɬɢ��ɧɟ�ɨɫɬɚɜɥɹɣ�ɦɟɧɹª��ɢ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ��ɠɟɧɳɢɧɚ��
ɛɵɥɚ�ɬɚɤ�ɛɥɚɝɨɞɚɪɧɚ��ɱɬɨ�ɫɥɨɠɢɥɚ�ɫɥɟɞɭɸɳɟɟ�ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɟ��

かぎりとてわかるゝみちのかなしきに
　　いかまほしきはいのちなりけり
Ƚɨɫɭɞɚɪɶ� ɩɨɡɜɨɥɢɥ� ɟɣ� ɟɯɚɬɶ� ɧɚ� ɝɨɫɭɞɚɪɫɤɨɣ� ɪɭɱɧɨɣ� ɞɜɭɤɨɥɤɟ�
©ɬɷɝɭɪɭɦɚª��ɢ�ɨɧɚ�ɭɯɚɥɚ�ɜ�ɪɨɞɢɬɟɥɶɫɤɢɣ�ɞɨɦ��

14　心塞がる
帝は眠れぬ夏の
短夜に、桐壺更
衣の死を聞き悲
嘆に暮れる
「御胸つと～」
（0608 ／九⑦／
二三）

みかど、御むねふたがり、御使の行かふ程も
なきに、夜なかすぐる程に、たえはて給ふ、
きこしめす。御心まどひ、何事もおぼしわか
れず。

帝は、胸がつまるほどに悲しんでいます。帝のお見舞いの使者
が行って帰って来るほどの時間もたっていないほどに、「夜中を
過ぎるころに、〈桐壺の更衣〉が息を引き取りになりました」と、
お聞きになります。帝は、気も動転して、もう何の分別もつき
ません。

Ƚɨɫɭɞɚɪɟɜ�ɝɨɧɟɰ��ɩɨɫɥɚɧɧɵɣ�ɩɪɨɜɟɞɚɬɶ�ɛɨɥɶɧɭɸ��ɟɳɺ�ɧɟ�ɜɟɪɧɭɥɫɹ��
��Ʉɚɤ�ɩɟɪɟɜɚɥɢɥɨ�ɡɚ�ɩɨɥɧɨɱɶ��ɞɵɯɚɧɢɟ�ɟɺ�ɢɫɫɹɤɥɨ����ɫɨɨɛɳɢɥɢ�ɟɦɭ�

�Ƚɨɪɟɱɶɸ�ɧɚɩɨɥɧɢɥɨɫɶ�ɫɟɪɞɰɟ�Ƚɨɫɭɞɚɪɹ��ɚ�ɪɚɡɭɦ�ɩɨɦɭɬɧɟɥ��

Ɉɧ�ɛɵɥ�ɬɚɤ�ɨɩɟɱɚɥɟɧ��ɱɬɨ�ɭ�ɧɟɝɨ�ɳɟɦɢɥɨ�ɫɟɪɞɰɟ��Ⱦɚɠɟ�ɟɳɺ�ɞɨ�ɬɨɝɨ��
ɤɚɤ�ɩɨɫɥɚɧɟɰ��ɨɬɩɪɚɜɥɟɧɧɵɣ�ɝɨɫɭɞɚɪɟɦ�ɞɥɹ�ɫɨɱɭɜɫɬɜɢɹ�ɢ�ɫɩɪɚɜɤɢ�ɨ�
ɟɺ�ɡɞɨɪɨɜɶɟ��ɧɟ�ɭɫɩɟɥ�ɜɟɪɧɭɬɶɫɹ�ɨɛɪɚɬɧɨ�ɜ�ɞɜɨɪɟɰ��ɟɝɨ�ɨɫɜɟɞɨɦɢɥɢ��
©Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ� ɤɨɢ�ɫɤɨɧɱɚɥɚɫɶ�ɩɨɡɞɧɟɣ�ɧɨɱɶɸª��Ɉɧ�ɩɟɪɟɩɭɝɚɥɫɹ�ɢ�
ɩɨɬɟɪɹɥ�ɪɚɫɫɭɞɤɚ��

15　三歳の若
宮は母君の死に
より、服喪のた
め宮中から里邸
へ退出する 
「御子は～」
（0644 ／九⑪／
二四）

5丁裏
みこをばかくても御らんぜまほしけれど、れ
いなき事なれば、まかでさせ給ふ。みこも何
事ともおぼさず。人々のなきまどひ、うへも
御涙のひまなくなかれおはしますを、あやし
と見奉給ふ。（「ひまなく」から 5丁裏）

帝は、〈光源氏 ( 若君 )〉をこんな時でも御覧になりたいと思う
けれど、喪中の人が宮殿にいることは前例にないので、〈光源氏〉
を母君の実家に帰らせました。〈光源氏 ( 若君 )〉も何が起きた
のかもわかりません。〈光源氏〉は、周りの侍女たちが泣きわめ
き、帝も涙がとまらなくなっていらっしゃるのを、何だか変だ
と見ています。

ɏɨɬɶ�ɢ�ɠɟɥɚɥ�ɨɧ�ɜɢɞɟɬɶ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɝɨ�Ƚɷɧɞɡɢ��ɸɧɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ���ɧɨ�ɜɨ�
ɞɜɨɪɰɟ�ɫɨɛɥɸɞɚɥɫɹ�ɬɪɚɭɪ�ɢ�ɜɨ�ɢɡɛɟɠɚɧɢɟ�ɩɪɟɰɟɞɟɧɬɨɜ��ɪɟɛɺɧɤɚ�ɛɵɥɨ�
ɪɟɲɟɧɨ�ɩɟɪɟɞɚɬɶ�ɫɟɦɶɟ�ɦɚɬɟɪɢ��
Ɇɚɥɟɧɶɤɢɣ�ɩɪɢɧɰ�ɧɢɱɟɝɨ�ɧɟ�ɨɫɨɡɧɚɜɚɥ��Ɉɧ�ɥɢɲɶ�ɧɚɛɥɸɞɚɥ�ɡɚ�ɫɬɪɚɧɧɨɣ�
ɤɚɪɬɢɧɨɣ��ɤɚɤ�ɞɚɦɵ�ɝɨɪɸɸɬ��ɢ�Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɫɞɟɪɠɚɬɶ�ɧɟ�ɜ�ɫɢɥɚɯ�ɫɥɺɡ���

Ɉɧ�ɠɟɥɚɥ� ɜɢɞɟɬɶ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ� �ɸɧɨɝɨ� ɝɨɫɩɨɞɢɧɚ�� ɢ� ɩɪɢ� ɬɚɤɢɯ�
ɨɛɫɬɨɹɬɟɥɶɫɬɜɚɯ��ɨɞɧɚɤɨ��ɧɟ�ɛɵɥɨ�ɩɪɟɰɟɞɟɧɬɚ��ɤɨɝɞɚ�ɩɪɢɫɭɬɫɬɜɭɸɬ�ɜ�
ɞɜɨɪɰɟ�ɬɟ��ɤɬɨ�ɜ�ɬɪɚɭɪɟ��ɩɨɷɬɨɦɭ�ɨɧ�ɜɟɪɧɭɥ�ɫɵɧɚ�ɜ�ɞɨɦ�ɦɚɬɟɪɢ��
ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ��ɸɧɵɣ�ɝɨɫɩɨɞɢɧ��ɞɚɠɟ�ɧɟ�ɩɨɧɢɦɚɟɬ��ɱɬɨ�ɫɥɭɱɢɥɨɫɶ��
Ɉɧ� ɩɨɞɨɡɪɢɬɟɥɶɧɨ� ɫɦɨɬɪɢɬ�� ɤɚɤ� ɝɪɨɦɤɨ� ɩɥɚɱɭɬ� ɨɤɪɭɠɚɸɳɢɟ�
ɩɪɢɫɥɭɠɧɢɰɵ�ɢ�ɫɥɺɡɵ�ɭ�ɝɨɫɭɞɚɪɹ�ɧɟ�

>ɉɹɬɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɨɛɨɪɨɬɧɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɩɪɟɤɪɚɳɚɸɬɫɹ�ɧɢ�ɧɚ�ɦɢɧɭɬɭ��

16　桐壺更衣
の葬送は鳥辺野
で行われ、母は
娘と一緒にと泣
き焦がれる
「限りあれば～」
（0684 ／一〇②
／二四）

かぎりあれば、をたぎといふ所にて、けぶり
になし奉る。母君も、おなじ煙にと、なきこ
がれ、御をくりの女ばうの車に、したひのり
て出給ふ。

きまり通り、愛宕という所で、葬儀を行いました。母君も、〈桐
壺の更衣〉と一緒に、火葬の煙となって消えてしまいたいと、
泣いて、見送りの侍女の車に、追いつくようにして乗ってでか
けました。

Ȼɵɥɨ�ɩɪɢɧɹɬɨ�ɪɟɲɟɧɢɟ�ɩɪɨɜɟɫɬɢ�ɩɨɯɨɪɨɧɧɵɣ�ɨɛɪɹɞ�ɜ�ɦɟɫɬɟɱɤɟ�ɩɨɞ�
ɧɚɡɜɚɧɢɟɦ�Ⱥɬɚɝɨ��
Ɇɚɬɶ�ɪɵɞɚɥɚ�� ��Ⱥɯ��ɟɫɥɢ�ɛɵ�ɦɨɝɥɚ�ɹ�ɢɫɱɟɡɧɭɬɶ�ɜɦɟɫɬɟ�ɫ�ɞɵɦɨɦ�ɨɬ�
ɩɨɝɪɟɛɚɥɶɧɨɝɨ�ɤɨɫɬɪɚ����
ɇɚɝɧɚɥɚ�ɢ�ɫɟɥɚ�ɨɧɚ�ɜ�ɩɚɥɚɧɤɢɧ�ɫ�ɞɚɦɚɦɢ��ɩɪɨɜɨɠɚɜɲɢɦɢ�>ɨɫɬɚɧɤɢ@��

Ʉɚɤ�ɩɨɥɨɠɟɧɨ��ɫɨɫɬɨɹɥɫɹ�ɩɨɯɨɪɨɧɧɵɣ�ɨɛɪɹɞ�ɜ�Ɉɬɚɝɢ��Ɇɚɬɶ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�
ɧɨ� ɤɨɢ�� ɫɨ� ɫɥɟɡɚɦɢ� ɝɨɜɨɪɹ�� ɱɬɨ�ɨɧɚ� ɯɨɬɟɥɚ�ɛɵ�ɜɦɟɫɬɟ� ɫ�ɞɨɱɟɪɶɸ�
ɩɪɟɜɪɚɬɢɬɶɫɹ�ɜ�ɞɵɦ�ɨɬ�ɤɪɟɦɚɰɢɢ�ɢ�ɢɫɱɟɡɧɭɬɶ��ɟɥɟ�ɨɬɩɪɚɜɢɥɚɫɶ��ɤɚɤ�
ɛɭɞɬɨ�ɨɧɚ�ɞɨɝɧɚɥɚ�ɞɜɭɤɨɥɤɭ�ɩɪɨɜɨɠɚɸɳɢɯ�ɩɪɢɫɥɭɠɧɢɰ��

17　「むなしき
～」（0712 ／
一〇⑤／二四）

ナシ ナシ ナシ ナシ

18　桐壺更衣
に三位追贈の宣
命がくだり、女
御更衣たちは憎
しみを増す
「内裏より御使
～」（0741 ／
一〇⑧／二五）

内より御使ありて、三位のくらゐをくり給ふ。帝から使者があって、亡くなった〈桐壺の更衣〉に三位の位を
お贈りになりました。

ɉɪɢɛɵɥ�ɢ�ɝɨɫɭɞɚɪɟɜ�ɝɨɧɟɰ�ɫ�ɜɟɫɬɶɸ�ɨ�ɬɨɦ��ɱɬɨ�ɩɨɤɨɣɧɨɣ�ɛɵɥ�ɩɪɢɫɜɨɟɧ�
ɬɪɟɬɢɣ�ɪɚɧɝ���

Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɧɚɩɪɚɜɢɥ�ɩɨɫɥɚɧɰɚ�ɢ�ɩɪɢɫɜɨɢɥ�ɩɨɤɨɣɧɨɣ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ�
ɬɪɟɬɢɣ�ɪɚɧɝ�
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19　聡「もの思
ひ知～」（0775
／一〇⑪／
二五）

ナシ ナシ ナシ ナシ

20　「はかなく
～」（0809 ／
一一①／二六）

ナシ ナシ ナシ ナシ

21　帝は若宮
を恋しがり、野
分だつ夕暮に靫
負命婦を更衣の
里に遣はす
「一の宮を～」
（0850 ／一一⑤
／二六）

みかどは、一の宮を見給ふにも、わか宮の御
恋しさのみおぼし出つゝ、女ばう、めのとな
どをつかはし、ありさまきこしめす。野分た
ちはた寒き夕ぐれ、ゆげいの命婦をつかはさ
る。

帝は、第一皇子を御覧になっても、〈光源氏 ( 若君 )〉を恋しく
思い出してばかりいて、侍女や乳母などをつかって、〈光源氏〉
の様子をお聞きになります。風が強くて肌寒い夕暮れに、〈靫負
の命婦〉という女官を〈桐壺の更衣〉の母の所へ行かせました。

ɇɟɫɦɨɬɪɹ�ɧɚ�ɬɨ��ɱɬɨ�ɩɟɪɜɵɣ�ɩɪɢɧɰ�ɛɵɥ�ɩɨɞɥɟ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ��Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�
ɜɫɺ�ɪɚɜɧɨ�ɜɫɩɨɦɢɧɚɥ�ɥɸɛɢɦɨɝɨ�Ƚɷɧɞɡɢ��ɢ�ɬɨ�ɢ�ɞɟɥɨ�ɩɨɫɵɥɚɥ�ɮɪɟɣɥɢɧ�
ɢ�ɤɨɪɦɢɥɢɰ�ɫɩɪɚɜɥɹɬɶɫɹ�ɨ�ɧɺɦ��

�Ɉɞɧɚɠɞɵ� ɜɟɱɟɪɨɦ�� ɩɨɞɧɹɥɫɹ� ɫɢɥɶɧɵɣ� ɜɟɬɟɪ� ɢ� ɩɨɯɨɥɨɞɚɥɨ�� ɜ�
ɞɨɦ�ɦɚɬɟɪɢ�ɩɨɤɨɣɧɨɣ�ɛɚɪɵɲɧɢ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɛɵɥɚ�ɩɨɫɥɚɧɚ�
ɩɪɢɞɜɨɪɧɚɹ�ɞɚɦɚ�ɘɝɷɣ�ɧɨ�Ɇɺ�ɛɭ��

�Ƚɨɫɭɞɚɪɶ��ɜɢɞɹ�ɩɟɪɜɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ��ɥɢɲɶ�ɫ�ɬɨɫɤɨɣ�ɜɫɩɨɦɢɧɚɥ�ɏɢɤɚɪɭ�
ɝɷɧɞɡɢ��ɸɧɨɝɨ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɚ��ɢ�ɨɫɜɟɞɨɦɥɹɥɫɹ�ɨ�ɧɺɦ�ɱɟɪɟɡ�ɩɪɢɫɥɭɠɧɢɰ�ɢ�
ɤɨɪɦɢɥɢɰ���

Ɉɞɧɚɠɞɵ�ɜɟɱɟɪɨɦ��ɤɨɝɞɚ�ɞɭɥ�ɫɢɥɶɧɵɣ�ɜɟɬɟɪ�ɢ�ɜ�ɤɨɠɟ�ɱɭɜɫɬɜɨɜɚɥɚɫɶ�
ɩɪɨɯɥɚɞɚ��ɨɧ�ɩɨɫɥɚɥ�ɜ�ɞɨɦ�ɦɚɬɟɪɢ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ� ɤɨɢ� ɝɨɫɭɞɚɪɫɤɭɸ�
ɫɥɭɠɚɳɭɸ�ɘɝɷɢ�ɧɨ�ɦɺɛɭ��

22　「夕月夜の
～」（0877 ／
一一⑨／二六）
～
25　「『しばし
は～」（0987 ／
一二⑦／二八）

ナシ ナシ ナシ ナシ

26　帝からの
文は、若宮と共
に参内するよう
にと懇ろに促す
ものだった
「目も見え～」
（1043 ／一二⑬
／二八）

勅書の歌　
　　みやぎ野の露ふきむすぶ風のをとに小萩
がもとをおもひこそやれ　

帝からの手紙に書いてあった和歌です。
　　みやぎ野の露ふきむすぶ風のをとに　小萩がもとをおもひ
こそやれ

ɉɪɢ�ɧɟɣ�ɛɵɥɨ�ɝɨɫɭɞɚɪɟɜɨ�ɩɢɫɶɦɨ�ɫ�ɜɚɤɚ�
��ɉɨ�ɞɜɨɪɰɨɜɵɦ�ɫɚɞɚɦ�ɤɚɩɥɢ�ɪɨɫɵ�ɪɚɡɦɟɬɚɥɢɫɶ��ɲɭɦ�ɜɟɬɪɚ���
ɂ�ɞɭɦɚɸ�ɹ�ɨ�ɦɚɥɟɧɶɤɨɦ�ɤɭɫɬɢɤɟ�ɏɚɝɢ��

ȼ�ɟɝɨ�ɩɢɫɶɦɟ�ɧɚɩɢɫɚɧɨ�ɫɥɟɞɭɸɳɟɟ�ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɟ�
    みやぎ野の露ふきむすぶ風のをとに
　　小萩がもとをおもひこそやれ

27　「命長さの
～」（1094 ／
一三⑥／二九）
～
30　「上もしか
～」（1256 ／
一四⑪／三一）

ナシ ナシ ナシ ナシ

31　月が沈む
頃、命婦の歌を
受け祖母君は惜
別の情を車中の
命婦に伝える
「月は入り方～」
（1315 ／一五④
／三二）

6丁表
命婦、かうゐの母にあひて、
　　すゞむしのこゑのかぎりをつくしてもな
がき夜あかずふるなみだかな
〈うは君〉
　　いとゞしく虫のねしげきあさぢふに露を
きそふる雲のうへ人
（「すゞむし」から 6丁表）

〈靫負の命婦〉が、〈桐壺の更衣〉の母に会って詠んだ和歌です。
　　すゞむしのこゑのかぎりをつくしても
　　ながき夜あかずふるなみだかな
〈うは君〉
　　いとゞしく虫のねしげきあさぢふに
　　露をきそふる雲のうへ人

ɘɝɷɣ�ɧɨ�Ɇɺ�ɛɭ�ɜɫɬɪɟɬɢɜɲɢɫɶ�ɫ� �ɦɚɬɟɪɶɸ�ɞɚɦɵ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ��
ɫɥɨɠɢɥɚ�ɜɚɤɚ�

��Ʉɚɤ�ɧɟɬ�ɩɪɟɞɟɥɚ�ɫɬɪɺɤɨɬɭ�ɫɜɟɪɱɤɨɜ�
Ʌɶɸɬɫɹ�ɫɥɺɡɵ�ɦɨɢ�ɜ�ɷɬɢ�ɞɨɥɝɢɟ��ɨɫɟɧɧɢɟ�ɧɨɱɢ�

�ȼ�ɨɬɜɟɬ�ɧɚ�ɜɚɤɚ��ɫɥɨɠɟɧɧɨɟ�ɘɝɷɣ�ɧɨ�Ɇɺ�ɛɭ��ɦɚɬɶ�ɛɚɪɵɲɧɢ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�
ɉɚɜɥɨɧɢɣ��ɝɨɫɩɨɠɚ�ɛɚɛɭɲɤɚ��ɨɬɜɟɬɢɥɚ�ɫɥɟɞɭɸɳɢɦɢ�ɫɬɪɨɤɚɦɢ��

Ƚɨɫɩɨɠɚ�ɛɚɛɭɲɤɚ�
��Ȼɟɫɩɨɤɨɢɬ�ɧɚɫ�ɫɬɪɺɤɨɬ�ɫɜɟɪɱɤɨɜ��ɱɬɨ�ɠɢɜɭɬ�ɫɪɟɞɢ�ɬɪɚɜ�
Ɍɚɤ�ɢ�ɨɧɚ��ɢɡ�ɡɚ�ɨɛɥɚɤɨɜ�ɨɤɪɨɩɥɹɟɬ�ɧɚɫ�ɪɨɫɨɸ�

Ⱥ�ɘɝɷɢ�ɧɨ�ɦɺɛɭ��ɜɫɬɪɟɱɚɹɫɶ�ɫ�ɦɚɬɟɪɶɸ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ��ɫɥɨɠɢɥɚ�
ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɟ�
>ɒɟɫɬɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɥɢɰɟɜɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
    すゞむしのこゑのかぎりをつくしても
　　ながき夜あかずふるなみだかな
Ɇɚɬɶ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ��ɭɜɚɠɚɟɦɚɹ�ɛɚɛɭɲɤɚ�ɸɧɨɝɨ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɚ��ɨɬɜɟɬɢɥɚ�
ɧɚ�ɟɺ�ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɟ�
�   いとゞしく虫のねしげきあさぢふに
　　露をきそふる雲のうへ人

32　靫負命婦
の帰参に際し
て、祖母君は桐
壺更衣の形見の
装束等を贈る
「をかしき御贈
～」（1358 ／
一五⑩／三二）

をくり物あるべきおりにもあらねばとて、か
うゐの残しをき給へる御さうぞく御くしあげ
のてうど、そへ給ふ。

良い贈り物をする場合ではありませんので、〈桐壺の更衣〉が残
した着物や装飾品を、手紙にそえてあげました。

Ȼɵɥɨ�ɧɟɩɪɢɧɹɬɨ�ɨɛɦɟɧɢɜɚɬɶɫɹ�ɞɨɪɨɝɢɦɢ�ɞɚɪɚɦɢ��ɢ� ɤ�ɩɢɫɶɦɭ�ɨɧɚ�
ɩɪɢɥɨɠɢɥɚ�ɤɢɦɨɧɨ�ɢ�ɞɪɚɝɨɰɟɧɧɨɫɬɢ��ɨɫɬɚɜɲɢɟɫɹ�ɨɬ�ɞɨɱɟɪɢ�

ɉɨɫɤɨɥɶɤɭ� ɷɬɨ�ɧɟ�ɛɵɥɨ�ɫɥɭɱɚɣ�� ɤɨɝɞɚ�ɞɚɪɹɬ�ɪɨɫɤɨɲɧɵɣ�ɩɨɞɚɪɨɤ��
ɨɧɚ�ɩɨɞɚɪɢɥɚ�ɜɦɟɫɬɟ�ɫ�ɩɢɫɶɦɨɦ�ɤɢɦɨɧɨ�ɢ�ɭɤɪɚɲɟɧɢɟ��ɨɫɬɚɜɥɟɧɧɵɟ�
Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ��
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33　「若き人々
～」（1378 ／
一五⑫／三二）

ナシ ナシ ナシ ナシ

34　桐壺帝は
女房と語り明か
し長恨歌の絵を
見ながら命婦の
帰参を待つ
「命婦は～」
（1420 ／一六③
／三三）

みかどはふけてもおほとのごもらず、せんざ
いの花御覧ずるやうにて、女ばう四五人さぶ
らはせて、御物語せさせ給へり。

帝は夜更けになってもおやすみにならず、庭先に植えてある花
を眺めながら、侍女を四、五人そばに控えさせて、お話をして
いらっしゃいました。

ɇɚɫɬɭɩɢɥɚ� ɝɥɭɛɨɤɚɹ�ɧɨɱɶ��ɧɨ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪ�ɟɳɟ�ɧɟ�ɥɺɝ�ɩɨɱɢɜɚɬɶ��Ɉɧ�
ɥɸɛɨɜɚɥɫɹ�ɰɜɟɬɭɳɢɦɢ�ɜ�ɫɚɞɭ�ɰɜɟɬɚɦɢ�ɢ�ɤɨɪɨɬɚɥ�ɱɚɫɵ�ɨɠɢɞɚɧɢɹ�ɡɚ�
ɛɟɫɟɞɨɣ�ɜɦɟɫɬɟ�ɫ�ɱɟɬɵɪɶɦɹ���ɩɹɬɶɸ�ɩɪɢɞɜɨɪɧɵɦɢ�ɞɚɦɚɦɢ��

Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɟɳɺ�ɧɟ�ɩɨɱɢɜɚɥ�ɧɟɫɦɨɬɪɹ�ɧɚ�ɬɨ��ɱɬɨ�ɭɠɟ�ɧɚɫɬɭɩɢɥɚ�ɩɨɡɞɧɹɹ�
ɧɨɱɶ�±�ɨɧ�ɜɵɡɜɚɥ�ɤ�ɫɟɛɟ�ɧɟɫɤɨɥɶɤɨ�ɩɪɢɫɥɭɠɧɢɰ�ɢ�ɩɨɝɨɜɨɪɢɥ�ɫ�ɧɢɦɢ��
ɝɥɹɞɹ�ɧɚ�ɰɜɟɬɵ�ɜ�ɫɚɞɭ�

35　帝は里邸
の様を命婦から
聞き、とり乱し
た祖母君の返書
に心を遣う
「いと細やか～」
（1469 ／一六⑧
／三三）

御返し奉るうば君の歌。
　　あらき風ふせぎしかげのかれしよりこは
ぎがうへぞしづごゝろなき

帝の手紙に対して詠んだ、〈桐壺の更衣〉の母の歌です。
　　あらき風ふせぎしかげのかれしよりこはぎがうへぞしづ
ごゝろなき

>ɘɝɷɣ�ɧɨ�Ɇɺ�ɛɭ@�ɩɟɪɟɞɚɥɚ�ɫɬɢɯɢ��ɧɚɩɢɫɚɧɧɵɟ�ɦɚɬɟɪɶɸ�ɛɚɪɵɲɧɢ�ɢɡ�
ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�ɜ�ɨɬɜɟɬ�ɧɚ�ɩɢɫɶɦɨ�Ƚɨɫɭɞɚɪɹ�

��ȼɨɬ�ɢ�ɢɫɱɟɡ�ɫɢɥɭɷɬ��ɨɛɟɪɟɝɚɜɲɢɣ�ɨɬ�ɫɭɪɨɜɵɯ�ɜɟɬɪɨɜ�
Ȼɟɫɩɨɤɨɣɧɨ�ɦɧɟ�ɨɬ�ɬɨɝɨ�ɥɢɲɶ��ɱɬɨ�ɠɟ�ɫɬɚɧɟɬ�ɫ�ɤɭɫɬɢɤɨɦ�ɏɚɝɢ"

�ȼɨɬ�ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɟ��ɫɥɨɠɟɧɧɨɟ�ɦɚɬɟɪɶɸ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ�ɜ�ɨɬɜɟɬ�ɧɚ�
ɩɢɫɶɦɨ�ɝɨɫɭɞɚɪɹ��
�  あらき風ふせぎしかげのかれしより
　 こはぎがうへぞしづごゝろなき

36　「いとかう
しも～」（1504
／一六⑫／
三四）

ナシ ナシ ナシ ナシ

37　帝は若宮
の将来を約束
し、贈物から長
恨歌の釵に思い
を重ねて歌う
「かくても～」
（1543 ／一七③
／三四）

6丁裏
うば君の物語わか君の事などそうして、をく
りもの御らんぜさすれば、
〈御〉たづねゆくまぼろしもがなつてにても玉
のありかをそことしるべく
（「うば君」から 6丁裏）

〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) の話や〈光源氏 ( 若君 )〉のことな
どを話して、贈り物を見せると、帝は次のように和歌を詠みま
した。
〈帝〉
　　たづねゆくまぼろしもがなつてにても
　　玉のありかをそことしるべく

�Ɋɚɫɫɤɚɡɚɥɚ�ɨɧɚ�ɨ�ɦɚɬɟɪɢ��ɝɨɫɩɨɠɟ�ɛɚɛɭɲɤɟ��ɞɚɦɵ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ��
ɨ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɦ�Ƚɷɧɞɡɢ� �ɸɧɨɦ�ɩɪɢɧɰɟ��� ɢ� ɩɨɤɚɡɚɥɚ�ɩɟɪɟɞɚɧɧɵɟ�
ɩɨɞɚɪɤɢ��ɂɦɩɟɪɚɬɨɪ�ɜ�ɫɥɟɞɭɸɳɢɣ�ɠɟ�ɦɢɝ�ɫɥɨɠɢɥ�

ɫɬɪɨɤɢ�

��ɏɨɱɭ��ɱɬɨɛ�ɛɵɥ�ɝɚɞɚɬɟɥɶ��ɝɨɬɨɜɵɣ�ɨɬɩɪɚɜɢɬɶɫɹ�ɧɚ�ɩɨɢɫɤɢ�ɟɺ�
Ɍɨɝɞɚ�ɛ�ɭɡɧɚɥ�ɹ��ɝɞɟ�ɺɺ�ɞɭɲɚ�

>ɒɟɫɬɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɨɛɨɪɨɬɧɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɘɝɷɢ�ɧɨ�ɦɺɛɭ�ɪɚɫɫɤɚɡɚɥɚ�ɟɦɭ�ɨ�ɦɚɬɟɪɢ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ��ɭɜɚɠɚɟɦɨɣ�
ɛɚɛɭɲɤɟ���ɢ�ɨ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ��ɸɧɨɦ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɟ��ɢ�ɩɨɤɚɡɚɥɚ�ɩɨɞɚɪɤɢ��Ɍɭɬ�
ɨɧ�ɫɨɱɢɧɢɥ�ɫɥɟɞɭɸɳɟɟ�ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɟ��
�   たづねゆくまぼろしもがなつてにても
　　玉のありかをそことしるべく

38　「絵に描け
る～」（1572 ／
一七⑦／三五）

ナシ ナシ ナシ ナシ

39　帝の心を
踏みにじるよう
に、弘徽殿女御
は傍若無人な遊
び事に耽る
「風の音～」
（1615 ／一七⑫
／三五）

一の宮の御母、弘徽殿は、久しくうへの御つ
ぼねに参り給はず、月のおもしろきにあそび
〔傍・あ＝管絃〕をぞし給ふ。人々かたはらい
たしと、きゝけり。

第一皇子の母、〈弘徽殿の女御〉は、長い間帝の側に呼ばれず、
月の美しい夜に合奏をして遊んでいます。殿上人や侍女たちは、
「具合の悪いことだ」と、その合奏の音を聞いています。

0ɚɬɶ�ɩɟɪɜɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ��ɩɪɢɞɜɨɪɧɚɹ�ɞɚɦɚ�Ʉɨɤɢɞɷɧ��ɤɨɬɨɪɚɹ�ɭɠɟ�ɞɚɜɧɨ�
ɧɟ�ɩɪɢɝɥɚɲɚɥɚɫɶ�ɜ�ɝɨɫɭɞɚɪɟɜɵ�ɩɨɤɨɢ��ɜ�ɷɬɭ�ɩɥɟɧɢɬɟɥɶɧɭɸ�ɧɨɱɶ�ɧɚɱɚɥɚ�
ɦɭɡɢɰɢɪɨɜɚɬɶ��ɉɪɢɞɜɨɪɧɵɟ�ɢ�ɮɪɟɣɥɢɧɵ�ɨɛɫɭɠɞɚɥɢ��ɱɬɨ�ɧɟɯɨɪɨɲɨ�
ɧɚɫɥɚɠɞɚɬɶɫɹ�ɷɬɨɣ�ɦɭɡɵɤɨɣ�

Ⱥ�ɭ�ɦɚɬɟɪɢ�ɩɟɪɜɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ��Ʉɨɤɢɞɷɧ�ɧɨ�ɧɺɝɨ��ɞɨɥɝɨ�ɧɟ�ɡɜɚɧɧɚɹ�ɤ�ɫɟɛɟ�
Ƚɨɫɭɞɚɪɟɦ��ɦɭɡɢɰɢɪɭɸɬ�ɧɨɱɶɸ�� ɤɨɝɞɚ�ɥɭɧɚ� ɤɪɚɫɢɜɚ��Ȼɥɚɝɨɪɨɞɧɵɟ�
ɫɥɭɠɚɳɢɟ� ɢ� ɩɪɢɫɥɭɠɧɢɰɵ� ɫɥɭɲɚɸɬ� ɷɬɢ� ɡɜɭɤɢ�� ɞɭɦɚɹ� ©Ʉɚɤ� ɷɬɨ�
ɧɟɭɞɨɛɧɨ�ª��

40　更衣の里
邸に思いを馳せ
て悲しみ歌う帝
は、眠ることす
らできない
「月も入りぬ～」
（1660 ／一八③
／三六）

みかど、うば君のもとをおぼして、
　　雲のうへもなみだにくるゝ秋の月いかで
すむらんあさぢふのやど

帝は、〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) の生活を心配して、次のよ
うに和歌を詠みました。
　　雲のうへもなみだにくるゝ秋の月
　　いかですむらんあさぢふのやど

�ɂɦɩɟɪɚɬɨɪ�ɠɟ�ɩɟɪɟɠɢɜɚɹ�ɨ�ɬɨɦ��ɤɚɤ�ɠɢɜɺɬɫɹ�ɦɚɬɟɪɢ�ɞɚɦɵ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�
ɉɚɜɥɨɧɢɣ��ɝɨɫɩɨɠɟ�ɛɚɛɭɲɤɟ���ɫɥɨɠɢɥ�ɫɥɟɞɭɸɳɟɟ�ɜɚɤɚ�

��Ⱦɚɠɟ�ɧɚɞ�ɨɛɥɚɤɚɦɢ�ɥɢɤ�ɨɫɟɧɧɟɣ�ɥɭɧɵ�ɨɬ�ɫɥɺɡ�ɩɨɛɥɟɤ�
Ɍɚɤ�ɤɚɤ�ɠɟ�ɨɧ�ɦɨɠɟɬ�ɛɵɬɶ�ɹɫɟɧ�ɜ�ɞɨɦɟ��ɡɚɪɨɫɲɟɦ�ɬɪɚɜɨɸ"

Ⱥ�ɝɨɫɭɞɚɪɶ���ɛɟɫɩɨɤɨɹɫɶ�ɨ�ɠɢɡɧɢ�ɦɚɬɟɪɢ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ��ɭɜɚɠɚɟɦɨɣ�
ɛɚɛɭɲɤɢ���ɫɥɨɠɢɥ���ɫɥɟɞɭɸɳɟɟ�ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɟ��
�   雲のうへもなみだにくるゝ秋の月
　　いかですむらんあさぢふのやど

41　「朝に起き
～」（1693 ／
一八⑦／三六）

ナシ ナシ ナシ ナシ

42　「さるべき
契～」（1731 ／
一八⑫／三七）

ナシ ナシ ナシ ナシ
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43　若宮参内
で不吉な予感、
弘徽殿女御は息
子が四歳の春に
立坊し安堵
「月日経て～」
（1762 ／一九②
／三七）

7丁表
月日へて、わか君参り給ぬ。きよらにおよず
け給へば、いとゆゝしうおぼしたり。あくる
年の春、一の宮春宮にさだまり給ふにも、此
君をひきこさまほしうおぼせど、世のうけひ
くまじき事を、はゞかり給て、色にもいでさ
せ給はず。
（「さだまり」から 7丁表）

月日が過ぎて、〈光源氏 ( 若君 )〉が宮殿にやってきました。美
しく成長したので、神につれていかれたりしないかと大変不安
に思われました。翌年の春、第一皇子が皇太子に決まったときも、
帝は、〈光源氏〉に第一皇子を越えさせたいと思いましたが、世
間が納得しないことだと、遠慮して、表情にも出しません。

ɉɪɨɧɟɫɥɢɫɶ�ɞɧɢ�ɢ�ɦɟɫɹɰɵ��ɢ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ�Ƚɷɧɞɡɢ� �ɸɧɵɣ�ɩɪɢɧɰ��
ɩɪɢɛɵɥ�ɜɨ�ɞɜɨɪɟɰ��ɉɪɢ�ɜɢɞɟ�ɟɝɨ�ɤɪɚɫɨɬɵ�ɜɫɟɯ�ɨɯɜɚɬɵɜɚɥ�ɬɪɟɩɟɬ��ɢ�ɨɧɢ�
ɡɚɞɚɜɚɥɢɫɶ�ɜɨɩɪɨɫɨɦ����ɇɟ�ɛɨɠɟɫɬɜɨ�ɥɢ�ɷɬɨ"����

ȼɟɫɧɨɣ�ɫɥɟɞɭɸɳɟɝɨ� ɝɨɞɚ�� ɩɪɢɲɥɨ�ɜɪɟɦɹ�ɧɚɡɜɚɬɶ�ɩɟɪɜɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ�
ɧɚɫɥɟɞɧɵɦ��Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɡɚɞɭɦɚɥɫɹ�ɧɚɞ�ɬɟɦ��ɱɬɨ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ�Ƚɷɧɞɡɢ�
ɩɪɟɜɨɫɯɨɞɢɬ�ɩɟɪɜɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ��ɧɨ�ɩɪɢɞɜɨɪɧɵɟ�ɛɵ�ɧɟ�ɩɨɞɞɟɪɠɚɥɢ�ɟɝɨ��
ɩɨɱɟɦɭ�ɨɧ�ɜɨɡɞɟɪɠɚɥɫɹ�ɢ�ɞɚɠɟ�ɜɢɞɨɦ�ɷɬɨɝɨ�ɧɟ�ɩɨɤɚɡɚɥ��

ɉɪɨɲɥɨ�ɜɪɟɦɹ��ɢ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ��ɸɧɵɣ�ɝɨɫɩɨɞɢɧ��ɩɨɹɜɢɥɫɹ�ɜ�ɞɜɨɪɰɟ��
Ɉɧ�ɜɵɪɨɫ�ɞɨ�ɬɨɝɨ�ɤɪɚɫɢɜɨ��ɱɬɨ�ɥɸɞɢ�ɨɱɟɧɶ�ɛɨɹɥɢɫɶ�� ɤɚɤ�ɛɵ�Ȼɨɝ�ɧɟ�
ɭɜɺɥ�ɟɝɨ��ȼɟɫɧɨɣ�ɫɥɟɞɭɸɳɟɝɨ�ɝɨɞɚ��ɤɨɝɞɚ�ɩɟɪɜɵɣ�ɩɪɢɧɰ�ɛɵɥ�ɧɚɡɧɚɱɟɧ�
ɧɚɫɥɟɞɧɵɦ�ɩɪɢɧɰɟɦ��
>ɋɟɞɶɦɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɥɢɰɟɜɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɝɨɫɭɞɚɪɶ�ɠɟɥɚɥ�� ɱɬɨɛɵ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ�ɨɩɟɪɟɞɢɥ�ɩɟɪɜɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ��
ɨɞɧɚɤɨ�ɨɧ�ɜɨɡɞɟɪɠɚɥɫɹ�±�ɜɟɞɶ�ɫ�ɷɬɢɦ�ɫɜɟɬ�ɧɟ�ɫɨɝɥɚɫɢɥɫɹ�ɛɵ�±�ɢ�ɨɧ�ɧɟ�
ɜɵɪɚɡɢɥ�ɫɜɨɺ�ɠɟɥɚɧɢɟ�ɧɚ�ɥɢɰɟ��

44　祖母君は
期待も虚しく潰
え若宮六歳の年
に無念さを残し
たまま死去
「かの御祖母～」
（1805 ／一九⑥
／三七）

彼うば君、なぐさむかたなきゆへにや、うせ
給ぬれば、又これを、かなしびおぼす。

あの〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) は、心を慰めることもなかっ
たからでしょうか、亡くなってしまいましたので、またしても
帝は、悲しいことだとお思いになります。

Ɇɚɬɶ�ɞɚɦɵ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ� �ɝɨɫɩɨɠɚ�ɛɚɛɭɲɤɚ��ɫɤɨɧɱɚɥɚɫɶ��ɇɟ�
ɩɨɬɨɦɭ�ɥɢ��ɱɬɨ�ɧɟ�ɫɦɨɝɥɚ�ɭɫɩɨɤɨɢɬɶ�ɫɜɨɺ�ɫɟɪɞɰɟ"�ɂ�ɫɧɨɜɚ�Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�
ɨɩɟɱɚɥɢɥ��

Ⱥ�ɱɬɨ�ɤɚɫɚɟɬɫɹ�ɦɚɬɟɪɢ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ��ɭɜɚɠɚɟɦɨɣ�ɛɚɛɭɲɤɢ���ɦɨɠɟɬ�
ɛɵɬɶ��ɢɡ�ɡɚ�ɬɨɝɨ��ɱɬɨ�ɨɧɚ�ɧɟ�ɦɨɝɥɚ�ɭɬɟɲɢɬɶ�ɫɜɨɺ�ɫɟɪɞɰɟ��ɫɤɨɧɱɚɥɚɫɶ�±�ɢ�
ɨɩɹɬɶ�ɝɨɫɭɞɚɪɶ�ɨɩɟɱɚɥɢɥɫɹ��

45　若宮七歳
の読書始めの後
は、その聡明さ
と美貌に弘徽殿
女御も感服
「今は内裏に～」
（1844 ／一九⑪
／三八）

若君七つに成給へば、文はじめせさせ給て、 《光源氏 ( 若君 )》は《七歳》になりましたので、読書始めの儀
式をして、

Ȼɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɦɭ�Ƚɷɧɞɡɢ��ɸɧɨɦɭ�ɩɪɢɧɰɭ��ɢɫɩɨɥɧɢɥɨɫɶ�ɫɟɦɶ�ɥɟɬ��ɢ�ɛɵɥɚ�
ɩɪɨɜɟɞɟɧɚ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɹ�ɩɟɪɜɨɝɨ�ɱɬɟɧɢɹ��

Ʉɨɝɞɚ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ��ɸɧɨɦɭ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɭ��ɢɫ
ɩɨɥɧɢɥɨɫɶ���ɥɟɬ��ɫɨɜɟɪɲɢɥɚɫɶ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɹ�ɩɟɪɜɨɝɨ�ɱɬɟɧɢɹ��

46　若宮は二
人の皇女方より
優雅で学問や音
曲にも秀でる超
人さを発揮
「女御子たち～」
（1904 ／二〇②
／三九）

御がくもんはさる物にて、琴笛のねにも、雲
井をひゞかし給へり。

勉強はいうまでもなく、琴や笛といった楽器もよくできて、宮
殿の人々を驚かせました。

Ⱦɨ�ɷɬɨɝɨ� >ɸɧɵɣ�ɩɪɢɧɰ@� ɧɟ�ɨɛɭɱɚɥɫɹ�ɢ�ɩɨɷɬɨɦɭ�ɨɛɢɬɚɬɟɥɢ�ɞɜɨɪɰɚ�
ɛɵɥɢ�ɫɢɥɶɧɨ�ɭɞɢɜɥɟɧɵ�ɬɟɦ�� ɤɚɤ�ɦɚɫɬɟɪɫɤɢ�ɨɧ�ɜɥɚɞɟɟɬ�ɢ�ɢɝɪɨɣ�ɧɚ�
ɦɭɡɵɤɚɥɶɧɵɯ�ɢɧɫɬɪɭɦɟɧɬɚɯ��ɤɨɬɨ�ɢ�ɮɥɟɣɬɟ��

Ɉɧ� ɩɨɪɚɡɢɥ� ɥɸɞɟɣ� ɜ� ɞɜɨɪɰɟ� ɫɜɨɢɦ� ɭɦɟɧɢɟɦ� ɢɝɪɚɬɶ� ɧɚ� ɬɚɤɢɯ�
ɦɭɡɵɤɚɥɶɧɵɯ�ɢɧɫɬɪɭɦɟɧɬɚɯ�ɤɚɤ�ɤɨɬɨɢ�ɮɥɟɣɬɚ��ɧɟ�ɝɨɜɨɪɹ�ɭɠɟ�ɨ�ɭɦɟɧɢɢ�
ɭɱɢɬɶɫɹ�

47　高麗の相
人は鴻臚館で右
大弁の子として
来た若宮を観て
不思議がる
「そのころ～」
（1955 ／二〇⑥
／三九）

其比こまうどのさうにん奉りて、 そのころ《高麗人の相人》がやってきて、 Ɉɞɧɚɠɞɵ�ɛɵɥ�ɩɪɢɝɥɚɲɟɧ�ɮɢɡɢɨɧɨɦɢɫɬ�ɝɚɞɚɬɟɥɶ�ɢɡ��Ʉɨɝɭɪɺ�� �ȼ�ɬɨ�ɜɪɟɦɹ�ɩɪɢɟɯɚɥ�ɮɢɡɢɨɧɨɦɢɫɬ�ɢɡ�Ʉɨɪɟɢ�ɢ�ɨɧ�

48　「弁も、い
と～」（2019 ／
二〇⑬／四〇）

ナシ ナシ ナシ ナシ

49　「帝、かし
こき～」（2075
／二一⑤／
四〇）

ナシ ナシ ナシ ナシ

50　帝は宿曜
道の判断も参考
に、若宮を皇位
継承権のない源
氏にと決断
「際ことに～」
（2120 ／二一⑩
／四一）

此君のざえかしこく、かたちのきよらなるに
めで奉りて、ひかる君とつけ奉り、をくり物
どもさゝげけり。此君をたゞ人にはあたらし
けれど、源氏になしたてまつるべくおぼしを
きてたり。

この《光源氏 ( 若君 )》の学問の才能がすぐれていて、《容姿も
美しい》のをほめたたえて、「光る君」と名付け、贈り物などを
差し上げました。帝は、この〈光源氏 ( 光る君 )〉を皇族から外
すのは惜しいけれど、源氏の名字をつけて、臣下にするように
決めました。

ɩɨɜɟɞɚɜɲɢɣ�� ɱɬɨ� ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ�Ƚɷɧɞɡɢ� �ɸɧɵɣ�ɩɪɢɧɰ�� ɨɛɥɚɞɚɟɬ�
ɜɵɞɚɸɳɢɦɢɫɹ�ɫɩɨɫɨɛɧɨɫɬɹɦɢ� ɤ� ɧɚɭɤɚɦ��Ɋɚɫɯɜɚɥɢɜ�ɥɢɤ�ɢ�ɮɢɝɭɪɭ�
ɩɪɢɧɰɚ��ɨɧ�ɧɚɡɜɚɥ�ɟɝɨ���Ȼɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɦ�ɩɪɢɧɰɟɦ���ɢ�ɩɪɟɩɨɞɧɺɫ�ɞɚɪɵ��

�ɉɪɢɫɤɨɪɛɧɨ��ɧɨ�Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɩɪɢɧɹɥ�ɪɟɲɟɧɢɟ�ɢɫɤɥɸɱɢɬɶ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɝɨ�
Ƚɷɧɞɡɢ��Ȼɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɝɨ�ɩɪɢɧɰɚ��ɢɡ�ɱɥɟɧɨɜ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɫɤɨɣ�ɞɢɧɚɫɬɢɢ��
ɫɞɟɥɚɜ�ɟɝɨ�ɩɨɞɞɚɧɧɵɦ�ɢ�ɩɪɢɫɜɨɢɜ�ɮɚɦɢɥɢɸ�Ƚɷɧɞɡɢ��

�ɩɨɯɜɚɥɢɜ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ��ɸɧɨɝɨ�ɝɨɫɩɨɞɢɧɚ��ɡɚ�ɫɩɨɫɨɛɧɨɫɬɶ�ɤ�ɭɱɺɛɟ�ɢ�
ɤɪɚɫɢɜɭɸ�ɜɧɟɲɧɨɫɬɶ��ɩɪɨɡɜɚɥ�ɦɚɥɶɱɢɤɚ�©ɏɢɤɚɪɭ�ɤɢɦɢª�ɢ�ɫɞɟɥɚɥ�ɟɦɭ�
ɩɨɞɚɪɤɢ��

ɇɟɫɦɨɬɪɹ�ɧɚ�ɬɨ��ɱɬɨ�ɝɨɫɭɞɚɪɸ�ɠɚɥɶ�ɢɫɤɥɸɱɢɬɶ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ��©ɏɢɤɚɪɭ�
ɤɢɦɢª��ɢɡ�ɱɥɟɧɨɜ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɫɤɨɣ�ɮɚɦɢɥɢɢ��ɛɵɥɨ�ɪɟɲɟɧɨ�� ɱɬɨ�ɨɧ�
ɫɞɟɥɚɟɬɫɹ�ɩɪɨɫɬɵɦ�ɩɨɞɚɧɧɵɦ��ɩɨɥɭɱɢɜ�ɮɚɦɢɥɢɸ�Ɇɢɧɚɦɨɬɨ��

ナシ 7丁裏
絵

〈絵２〉光源氏七歳のときに、迎賓館で、光源氏が高麗の相人に
占いをしてもらっているところ（７丁裏）

Ɋɢɫ� � �� � � Ȼɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɦɭ� Ƚɷɧɞɡɢ� �ɸɧɨɦɭ� ɩɪɢɧɰɭ� � ɫɟɦɶ� ɥɟɬ��
Ɏɢɡɢɨɧɨɦɢɫɬ�ɝɚɞɚɬɟɥɶ�ɜɨɪɨɠɢɬ�ɟɦɭ�ɜ�ɞɨɦɟ�ɩɪɢɺɦɨɜ��

>ɋɟɞɶɦɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɨɛɨɪɨɬɧɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɂɥɥɸɫɬɪɚɰɢɹ����ɋɰɟɧɚ��ɤɨɝɞɚ�ɤɨɪɟɣɫɤɢɣ�ɮɢɡɢɨɧɨɦɢɫɬ�ɝɚɞɚɟɬ�ɏɢɤɚɪɭ�
ɝɷɧɞɡɢ�ɜ�ɜɨɡɪɚɫɬɟ���ɥɟɬ�ɜ�Ⱦɨɦɟ�ɩɪɢɺɦɨɜ�
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51　更衣が忘
れられず世を
疎ましく思う帝
に、先帝の四の
宮の噂が届く
「年月にそへ～」
（2147 ／二一⑬
／四一）

8丁表
年月にそへて、御休所の御事わすれさせ給は
ず、御心なぐさむかたなし。先帝の四の君、
御かたちすぐれ給へる事を、ないしのすけ、
そうして奉らせ給へり。〔割・其を藤つぼと／
申也〕
（「年月」から 8丁表）

年月が過ぎても、帝は、〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉のことを忘れ
ることがなく、心をなぐさめることもできません。前の天皇の
四番目のお姫さまで、見た目がとても美しいということを、〈典
侍〉という女官が、主人である帝に伝えました。〔その人を、〈藤
壺〉といいます。〕

ɉɪɨɯɨɞɢɥɢ�ɝɨɞɵ�ɢ�ɦɟɫɹɰɵ��ɧɨ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪ�ɧɟ�ɦɨɝ�ɫɦɢɪɢɬɶɫɹ�ɫ�ɩɨɬɟɪɟɣ�
ɞɚɦɵ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ��Ɇɢɹɫɭɞɨɤɨɪɨ���ɢ�ɫɟɪɞɰɟ�ɟɝɨ�ɧɟ�ɦɨɝɥɨ�ɧɚɣɬɢ�
ɩɨɤɨɹ����

Ɉɞɧɚɠɞɵ��ɩɪɢɞɜɨɪɧɚɹ�ɞɚɦɚ�ɩɨ�ɢɦɟɧɢ�ɇɚɣɫɢɧɨɫɭɤɷ��ɩɪɢɫɥɭɠɢɜɚɸɳɚɹ�
ɂɦɩɟɪɚɬɨɪɭ�� ɫɨɨɛɳɢɥɚ� ɟɦɭ�� ɱɬɨ� ɱɟɬɜɺɪɬɚɹ� ɞɨɱɶ� ɩɪɟɞɵɞɭɳɟɝɨ�
ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ�ɧɟɜɟɪɨɹɬɧɨ�ɤɪɚɫɢɜɚ��>ȿɺ�ɡɜɚɥɢ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ@�

>ȼɨɫɶɦɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɥɢɰɟɜɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɉɪɨɲɥɨ�ɜɪɟɦɹ��ɨɞɧɚɤɨ��ɝɨɫɭɞɚɪɶ�ɧɟ�ɧɚ�ɦɢɝ�ɡɚɛɵɜɚɥ�ɨ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ�
�ɦɢɹɫɭɞɨɤɨɪɨ��ɢ�ɧɟ�ɦɨɝ�ɭɬɟɲɢɬɶɫɹ��Ƚɨɫɭɞɚɪɫɤɚɹ�ɫɥɭɠɚɳɚɹ�ɜ�ɞɨɥɠɧɨɫɬɢ�
©ɇɚɣɫɢ�ɧɨ�ɫɭɤɷªɨɫɜɟɞɨɦɢɥɚ�ɫɜɨɟɝɨ�ɯɨɡɹɢɧɚ��ɝɨɫɭɞɚɪɹ��ɱɬɨ�ɱɟɬɜɺɪɬɚɹ�
ɩɪɢɧɰɟɫɫɚ�ɩɪɟɞɵɞɭɳɟɝɨ� ɝɨɫɭɞɚɪɹ�ɱɪɟɡɜɵɱɚɣɧɨ�ɯɨɪɨɲɚ�ɫɨɛɨɣ�� >ȿɺ�
ɡɨɜɭɬ�©Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨª�@

52　典侍は先
帝の四の宮を亡
き更衣に生き写
しだと奏上し帝
の気を引く
「母后世になく
～」（2173 ／
二二②／四一）

昔の御休所によく似給て、 昔の〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉によく似ていて、 �Ɉɱɟɧɶ�ɭɠ�ɨɧɚ�ɛɵɥɚ�ɩɨɯɨɠɚ�ɧɚ�ɩɨɤɨɣɧɭɸ�ɞɚɦɭ�ɢɡ�ɞɜɨɪɚ�ɉɚɜɥɨɧɢɣ�
�Ɇɢɹɫɭɞɨɤɨɪɨ��

Ɉɧɚ�ɨɱɟɧɶ�ɩɨɯɨɠɚ�ɧɚ�ɩɨɤɨɣɧɭɸ�Ʉɢɪɢɰɭɛɨ�ɧɨ�ɤɨɢ��ɦɢɹɫɭɞɨɤɨɪɨ���

53　「母后、「あ
な～」（2233 ／
二二⑧／四二）

ナシ ナシ ナシ ナシ

54　「さぶらふ
人々～」（2264
／二二⑫／
四二）

ナシ ナシ ナシ ナシ

55　藤壺は皇
女の身ゆえに
誰に気兼ねもな
く、帝の寵愛も
しだいに移る
「これは人の～」
（2295 ／二三②
／四三）

人のきはもまさり給へば、をのづから御心う
つりにけり。

身分も高いので、帝は、〈藤壺〉に自然とお気持ちが移っていき
ました。

ɢ�ɬɚɤ�ɤɚɤ�ɛɵɥɚ�ɨɧɚ�ɢ�ɜɵɫɨɤɨɝɨ�ɩɨɥɨɠɟɧɢɹ��ɬɨ�Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɟɫɬɟɫɬɜɟɧɧɵɦ�
ɨɛɪɚɡɨɦ�ɩɪɨɹɜɢɥ�ɤ�ɧɟɣ�ɢɧɬɟɪɟɫ��

�ɤɪɨɦɟ�ɬɨɝɨ��ɨɧɚ�ɜɵɫɨɤɨɝɨ�ɩɪɨɢɫɯɨɠɞɟɧɢɹ��ɢ�ɟɝɨ�ɱɭɜɫɬɜɨ�ɫɚɦɨ�ɫɨɛɨɣ�
ɩɟɪɟɯɨɞɢɥɨ�ɤ�ɧɟɣ��

56　源氏の君
は常に父帝の傍
にいて、若く美
しい藤壺の姿を
透き見する
「源氏の君は～」
（2327 ／二三⑤
／四三）

源氏の君は、みかどの御あたりさり給はねば、
藤つぼにもしげくわたり給ふ。

〈光源氏〉は、帝の近くから離れないので、〈藤壺〉のところに
も《帝》と一緒によくついていきます。

Ȼɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɩɨɫɬɨɹɧɧɨ�ɧɚɯɨɞɢɥɫɹ�ɪɹɞɨɦ�ɫ�Ƚɨɫɭɞɚɪɟɦ��
ɩɨɷɬɨɦɭ�ɨɧ�ɜɦɟɫɬɟ�ɫ�ɧɢɦ�ɱɚɫɬɟɧɶɤɨ�ɩɨɫɟɳɚɥ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ��

Ⱥ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ��ɧɟ�ɨɬɨɣɞɹ�ɨɬ�ɝɨɫɭɞɚɪɹ��ɫɥɟɞɨɜɚɥ�ɡɚ�ɧɢɦ�ɤ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ��

57　「母御息所
も～」（2370 ／
二三⑨／四三）

ナシ ナシ ナシ ナシ

58　「上も、
限りなき～」
（2396 ／二三⑪
／四四）

ナシ ナシ ナシ ナシ

59　弘徽殿と
藤壺が険悪な
中、世の人は光
る君とかかやく
日の宮と賞讃
「こよなう～」
（2433 ／二四①
／四四）

光君に立ならび、御おぼえもとり／ ＼゙なれば、
かゞやく日の宮ときこゆ。

〈光源氏〉と〈藤壺〉は、《帝》にそれぞれにとても愛されてい
るので、〈藤壺〉のことを、〈光源氏〉の「光る君」に対して「輝
く日の宮」とも呼びました。

ɂ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɝɨ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɢ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ�� ɤɚɠɞɨɝɨ�ɩɨ�ɫɜɨɟɦɭ�ɥɸɛɢɥ�
ɢɦɩɟɪɚɬɨɪ��ɢ�ɬɚɤ�ɤɚɤ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɝɨ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɧɚɡɵɜɚɥɢ��Ȼɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɦ�
ɩɪɢɧɰɟɦ���Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ� ɫɬɚɥɢ� ɢɦɟɧɨɜɚɬɶ� �ɋɨɥɧɰɟɦ�� ɨɫɜɟɳɚɸɳɢɦ�
ɞɜɨɪɟɰ�����

Ɍɚɤ� ɤɚɤ� ɢ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ�� ɢ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ� ±� ɥɸɛɢɦɰɵ� ɝɨɫɭɞɚɪɹ�� ɟɺ�
ɩɪɨɡɜɚɥɢ� ɢ� ©ɉɪɢɧɰɟɫɫɚ� ɫɢɹɸɳɟɝɨ� ɫɨɥɧɰɚª� ɜ� ɤɨɧɬɪɚɫɬɟ� ɫ� ɟɝɨ�
ɩɪɨɡɜɢɳɟɦ�©ɏɢɤɚɪɭ�ɤɢɦɢ��ɛɥɟɫɬɹɳɢɣ�ɭɜɚɠɚɟɦɵɣ�ɝɨɫɩɨɞɢɧ�ª��
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60　光源氏は
十二歳で兄東宮
に劣らぬ元服の
儀式を帝の主導
で執り行う
「この君の～」
（2483 ／二四⑤
／四四）

源氏の君、十二にてげんぶくし給ひ、 《光源氏》は、《十二歳》で《元服》と呼ばれる成人式をして、 ȼ�ɞɜɟɧɚɞɰɚɬɶ�ɥɟɬ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɦɭ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɛɵɥɚ�ɩɪɨɜɟɞɟɧɚ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɹ�
ɫɨɜɟɪɲɟɧɧɨɥɟɬɢɹ��

Ʉɨɝɞɚ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ�ɢɫɩɨɥɧɢɥɨɫɶ����ɥɟɬ��ɫɨɜɟɪɲɢɥɚɫɶ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɹ�
ɫɨɜɟɪɲɟɧɧɨɥɟɬɢɹ��©Ƚɷɧɩɭɤɭª���

61　「おはしま
す～」（2537 ／
二四⑩／四五）

ナシ ナシ ナシ ナシ

62　「かうぶり
～」（2580 ／
二五①／四五）

ナシ ナシ ナシ ナシ

63　左大臣は
娘を春宮ではな
く光源氏の元服
の添い臥しに心
積もりする
「引き入れの～」
（2623 ／二五⑥
／四六）

ひきいれの大臣の、みこばらの姫君を、そひ
ぶしにとさだめ給ふ。〔割・其あふひの上也〕

《左大臣 ( 引き入れの大臣 )》の娘で、皇女の母親をもつお姫さ
まを、妻にすることが決定しました。〔その妻が〈葵の上〉です。〕

ɢ�ɛɵɥɨ�ɩɪɢɧɹɬɨ�ɪɟɲɟɧɢɟ�ɫɞɟɥɚɬɶ�ɟɝɨ�ɠɟɧɨɣ�ɞɨɱɶ�Ʌɟɜɨɝɨ�ɦɢɧɢɫɬɪɚ�
�ɢɫɩɨɥɧɹɜɲɟɝɨ�ɨɛɪɹɞ�ɫɨɜɟɪɲɟɧɧɨɥɟɬɢɹ���ɦɚɬɟɪɶɸ�� ɤɨɬɨɪɨɣ�ɛɵɥɚ�
ɤɪɨɜɧɚɹ�ɩɪɢɧɰɟɫɫɚ��>ȿɝɨ�ɠɟɧɭ�ɡɜɚɥɢ�Ⱥɪɭɯɢɧɨɭɷ@�

�Ȼɵɥɨ�ɪɟɲɟɧɨ��ɱɬɨ�ɨɧ�ɠɟɧɢɬɫɹ�ɧɚ�ɞɟɜɭɲɤɟ��ɤɨɬɨɪɚɹ�ɪɨɞɢɥɚɫɶ�ɭ�ɥɟɜɨɝɨ�
ɦɢɧɢɫɬɪɚ>�ɗɬɨɬ�ɥɟɜɵɣ�ɦɢɧɢɫɬɪ�ɧɚɞɟɥ�ɝɨɥɨɜɧɨɣ�ɭɛɨɪ�ɞɥɹ�ɜɡɪɨɫɥɵɯ�ɧɚ�
ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ�ɜ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɢ�ɫɨɜɟɪɲɟɧɧɨɥɟɬɢɹ�@�ɨɬ�ɩɪɢɧɰɟɫɫɚ��>ȿɺ�ɡɨɜɭɬ�
©Ⱥɨɢ�ɧɨ�ɭɷª�@

64　「さぶらひ
に～」（2658 ／
二五⑨／四六）

ナシ ナシ ナシ ナシ

ナシ 8丁裏
絵

〈絵３〉光源氏十二歳のときに、宮殿で光源氏が元服の儀式をし
た場面（8丁裏）

Ɋɢɫ�����ɋɰɟɧɚ�ɨ�ɬɨɦ�� ɤɚɤ�ɜɨ�ɞɜɨɪɰɟ�ɩɨ�ɞɨɫɬɢɠɟɧɢɢ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɦ�
Ƚɷɧɞɡɢ� ɞɜɟɧɚɞɰɚɬɢɥɟɬɧɟɝɨ� ɜɨɡɪɚɫɬɚ�� ɩɪɨɜɨɞɢɬɫɹ� ɰɟɪɟɦɨɧɢɹ�
ɫɨɜɟɪɲɟɧɧɨɥɟɬɢɹ��

>ȼɨɫɶɦɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɨɛɨɪɨɬɧɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɂɥɥɸɫɬɪɚɰɢɹ� ���ɋɰɟɧɚ�� ɤɨɝɞɚ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ� ɜ� ɜɨɡɪɚɫɬɟ� ��� ɥɟɬ�
ɫɨɜɟɪɲɢɥ�ɰɟɪɟɦɨɧɢɸ�ɫɨɜɟɪɲɟɧɧɨɥɟɬɢɹ��©Ƚɷɧɩɭɤɭª��ɜ�ɞɜɨɪɰɟ��

65　左大臣は
帝から二人の結
婚を催促される
と返歌で応諾し
て拝舞する
「御盃のついで
～」（2703 ／
二五⑭／四七）

9丁表
〈御〉
　　いときなき　はつもとゆひにながきよを　
ちぎるこゝろは
むすびこめつや
左大臣御返し。
　　むすびつる　心もふかきもとゆひに　こ
きむらさきの　いろしあせずは
（〈御〉から 9丁表）

〈帝〉
　　いときなきはつもとゆひにながきよを
　　ちぎるこゝろはむすびこめつや
〈左大臣〉は返事として次のように歌を詠みました。
　　むすびつる心もふかきもとゆひに
　　こきむらさきのいろしあせずは

ɂɦɩɟɪɚɬɨɪ�

��Ⱦɟɬɫɤɢɟ�ɜɨɥɨɫɵ�ɜɩɟɪɜɵɟ�ɫɜɹɡɚɧɵ�
ɉɨɤɥɹɜɲɢɫɶ�ɜɟɱɧɵɦ�ɦɢɪɨɦ��ɝɨɬɨɜ�ɥɢ�ɬɵ�ɫɜɹɡɚɬɶ�ɫɟɪɞɰɚ"

�Ʌɟɜɵɣ�ɦɢɧɢɫɬɪ�ɜ�ɨɬɜɟɬ�ɫɥɨɠɢɥ�ɫɥɟɞɭɸɳɟɟ�ɜɚɤɚ�

��Ʉɪɟɩɤɨ�ɫɜɹɠɭ�ɢ�ɫɟɪɞɰɚ�ɢ�ɜɨɥɨɫɵ�
ɂ�ɧɟ�ɩɨɛɥɟɤɧɟɬ�ɹɪɤɨ�ɥɢɥɨɜɵɣ�ɰɜɟɬ�

>Ⱦɟɜɹɬɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɥɢɰɟɜɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɋɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɟ�ɝɨɫɭɞɚɪɹ��
    いときなきはつもとゆひにながきよを
　　ちぎるこゝろはむすびこめつや
ȼ�ɨɬɜɟɬ�ɥɟɜɵɣ�ɦɢɧɢɫɬɪ�ɫɥɨɠɢɥ�ɫɥɟɞɭɸɳɟɟ�ɫɬɢɯɨɬɜɨɪɟɧɢɟ��
    むすびつる心もふかきもとゆひに
　　こきむらさきのいろしあせずは

66　左大臣や
親王たちは禄を
賜い、この日の
元服の儀式は春
宮より盛大
「左馬寮の～」
（2730 ／二六④
／四七）

左のつかさの御馬、蔵人所の鷹すへて、給り
給ふ。みはしのもとに、上達部みこたちつら
ねて、ろくどもしな／ ＼゙に給り給ふ。

左馬寮という役所が所有する馬に、蔵人所という役所が所有す
る鷹を添えて、〈左大臣〉にあげました。宮殿の階段のところに、
上級の貴族や親王たちが立ち並んで、引出物などを位に応じて
帝からもらいます。

ɂɡ�ɥɟɜɨɣ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɫɤɨɣ�ɤɨɧɸɲɧɢ�ɩɪɢɜɟɥɢ�ɤɨɧɹ��ɢɡ�ɝɨɫɭɞɚɪɟɜɚ�ɚɪɯɢɜɚ�
ɩɪɢɧɟɫɥɢ�ɫɨɤɨɥɚ�ɢ�ɜɪɭɱɢɥɢ�ɥɟɜɨɦɭ�ɦɢɧɢɫɬɪɭ��

ɍ�ɥɟɫɬɧɢɰɵ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɫɤɨɝɨ�ɞɜɨɪɰɚ�ɫɨɛɪɚɥɢɫɶ�ɡɧɚɬɧɵɟ�ɚɪɢɫɬɨɤɪɚɬɵ�ɢ�
ɩɪɢɧɰɵ�ɤɨɪɨɥɟɜɫɤɢɯ�ɤɪɨɜɟɣ�ɢ�ɩɨɥɭɱɢɥɢ�ɞɚɪɵ�ɨɬ�ɢɦɩɟɪɚɬɨɪɚ�ɫɨɨɛɪɚɡɧɨ�
ɱɢɧɚɦ��

Ƚɨɫɭɞɚɪɶ� ɞɚɥ� ɥɟɜɨɦɭ�ɦɢɧɢɫɬɪɭ� ɤɨɧɹ�� ɩɪɢɧɚɞɥɟɠɚɳɟɝɨ� ɥɟɜɨɦɭ�
ɭɩɪɚɜɥɟɧɢɸ� ɤɨɪɦɥɟɧɢɹ� ɤɨɧɟɣ��ɞɨɛɚɜɢɜ� ɫɨɤɨɥɚ�� ɩɪɢɧɚɞɥɟɠɚɳɟɝɨ�
ɭɩɪɚɜɥɟɧɢɸ�©Ʉɭɪɨɞɨ�ɞɨɤɨɪɨª��

67　元服した
光源氏は左大臣
邸に迎えられ、
娘の葵の上と
初々しく結婚
「その夜～」
（2768 ／二六⑧
／四七）

その夜、おとゞの御里に源氏の君まかでさせ
給ふ。〔割・源は十二才／あふひは十六也〕

その夜、〈左大臣〉の家に〈光源氏〉は行きました。〔〈光源氏〉
は十二歳、〈葵の上〉は十六歳です。〕

ȼ� ɷɬɭ�ɠɟ� ɧɨɱɶ� ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ� Ƚɷɧɞɡɢ� ɨɬɩɪɚɜɢɥɫɹ� ɜ� ɞɨɦ�Ʌɟɜɨɝɨ�
ɦɢɧɢɫɬɪɚ��>Ȼɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɨɦɭ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɛɵɥɨ�ɞɜɟɧɚɞɰɚɬɶ�ɥɟɬ��ɚ�Ⱥɪɭɯɢɧɨɭɷ���
ɲɟɫɧɚɞɰɚɬɶ@��

ɍ�ɥɟɫɬɧɢɰɵ�ɞɜɨɪɰɚ�ɩɪɢɧɰɵ�ɢ�ɜɵɫɲɢɟ�ɚɪɢɫɬɨɤɪɚɬɵ�ɫɬɨɹɥɢ�ɜ�ɪɹɞ�ɢ�
ɩɨɥɭɱɢɥɢ�ɩɨɞɚɪɤɢ��ɫɨɨɬɜɟɬɫɬɜɭɸɳɢɟ�ɫɜɨɟɦɭ�ɪɚɧɝɭ��ɇɨɱɶɸ�ɷɬɨɝɨ�ɞɧɹ�
ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ�ɨɬɩɪɚɜɢɥɫɹ�ɜ�ɞɨɦ�ɥɟɜɨɝɨ�ɦɢɧɢɫɬɪɚ��>ȿɦɭ����ɥɟɬ��ɚ��©Ⱥɨɢ�
ɧɨ�ɭɷª����ɥɟɬ�@

68　「この大臣
の～」（2800 ／
二六⑫／四八）

ナシ ナシ ナシ ナシ
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69　左大臣家
の蔵人少将は右
大臣家の四の君
と政略結婚して
牽制し合う
「御子ども～」
（2833 ／二七①
／四八）

おとゞの子蔵人少将には、右大臣殿の四の君
をあはせ給へり。

〈左大臣〉の息子の〈蔵人少将〉は、〈右大臣〉の〈四の君〉と
結婚することになりました。

ɋɵɧ�Ʌɟɜɨɝɨ�ɦɢɧɢɫɬɪɚ�Ʉɭɪɨɞɨ�ɧɨ�ɫɺ�ɫɺ��ɛɵɥ�ɠɟɧɚɬ�ɧɚ�ɱɟɬɜɺɪɬɨɣ�ɞɨɱɟɪɢ�
ɉɪɚɜɨɝɨ�ɦɢɧɢɫɬɪɚ��

Ȼɵɥɨ�ɪɟɲɟɧɨ��ɱɬɨ�ɫɵɧ�ɥɟɜɨɝɨ�ɦɢɧɢɫɬɪɚ��©Ʉɭɪɨɞɨ�ɧɨ�ɫɺɫɺª�ɠɟɧɢɬɫɹ�ɧɚ�
ɱɟɬɜɺɪɬɨɣ�ɞɨɱɟɪɢ�ɩɪɚɜɨɝɨ�ɦɢɧɢɫɬɪɚ��

70 光源氏は藤
壺を理想の女性
として慕って想
い悩み、葵の上
とは疎遠
「源氏の君は～」
（2863 ／二七④
／四九）

9丁裏
源氏の君は、うへのつねにめしまつはさせ給
へば、心やすく里ずみもし給はず。藤つぼの
御ありさまをたぐひなしとおぼし、さやうな
らん人をこそ見め、にるものなくもおはしけ
るかなとおぼせば、おほいどのゝ君には心も
つかず。
（「里ずみ」から 9丁裏）

〈光源氏〉は、帝がいつも自分の側近くにお呼びになるので、ゆっ
くりと〈左大臣〉の家に落ち着くこともできません。〈光源氏〉
は、〈藤壺〉のことを世の中にめったにないものと思って、〈藤壺〉
のような女性と結婚したい、〈藤壺〉と似ている女性もいないな
あと思うので、〈葵の上 ( 大殿の君 )〉とはあまり親しくなりま
せん。

Ȼɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɧɢɤɚɤ�ɧɟ�ɦɨɝ�ɨɛɨɫɧɨɜɚɬɶɫɹ�ɜ�ɞɨɦɟ�Ʌɟɜɨɝɨ�
ɦɢɧɢɫɬɪɚ��ɉɪɢɱɢɧɨɣ�ɬɨɦɭ�ɛɵɥɨ�ɬɨ��ɱɬɨ�Ƚɨɫɭɞɚɪɶ�ɩɨɫɬɨɹɧɧɨ�ɜɵɡɵɜɚɥ�
ɟɝɨ�ɤ�ɫɟɛɟ��
Ȼɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɜ�ɬɨ�ɜɪɟɦɹ�ɪɟɞɤɨ�ɜɫɬɪɟɱɚɥɫɹ�ɫ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ��ɨɧ�
ɦɟɱɬɚɥ�ɠɟɧɢɬɶɫɹ�ɧɚ�ɞɟɜɭɲɤɟ��ɩɨɯɨɠɟɣ�ɧɚ�ɧɟɺ��ɧɨ�ɩɨɞɨɛɧɨɣ�ɛɵɥɨ�ɧɟ�
ɫɵɫɤɚɬɶ��ɩɨɬɨɦɭ�ɨɧ�ɫɬɚɥ�ɛɥɢɡɨɤ�ɫ�Ⱥɪɭɯɢɧɨɭɷ��ɝɨɫɩɨɠɨɣ�Ɉɨɬɨɧɨ���

�Ɍɚɤ�ɤɚɤ� ɝɨɫɭɞɚɪɶ�ɩɨɫɬɨɹɧɧɨ�ɜɵɡɵɜɚɟɬ�ɤ�ɫɟɛɟ�ɏɢɤɚɪɭ�ɝɷɧɞɡɢ��ɨɧ�ɧɟ�
ɦɨɠɟɬ�
>Ⱦɟɜɹɬɚɹ�ɫɮɚɥɶɰɨɜɚɧɧɚɹ�ɫɬɪɚɧɢɰɚ��ɨɛɨɪɨɬɧɚɹ�ɫɬɨɪɨɧɚ@
ɞɨɥɝɨ�ɨɫɬɚɧɨɜɢɬɶɫɹ�ɜ�ɞɨɦɟ�ɥɟɜɨɝɨ�ɦɢɧɢɫɬɪɚ��Ɉɧ�ɫɱɢɬɚɟɬ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ�
ɪɟɞɤɨɫɬɧɵɦ�ɜ�ɦɢɪɟ�ɱɟɥɨɜɟɤɨɦ�ɢ�ɞɭɦɚɹ��©ə�ɯɨɬɟɥ�ɛɵ�ɠɟɧɢɬɶɫɹ�ɧɚ�ɬɚɤɨɣ�
ɠɟɧɳɢɧɟ��ɤɚɤ�ɨɧɚ��ɇɟ�ɧɚɣɞɺɬɫɹ�ɯɨɬɹ�ɛɵ�ɫɯɨɞɧɚɹ�ɫ�ɧɟɣ�ɠɟɧɳɢɧɚª��ɧɟ�
ɫɛɥɢɠɚɟɬɫɹ�ɫ�Ⱥɨɢ�ɧɨ�ɭɷ��ɞɨɱɟɪɶɸ�ɥɟɜɨɝɨ�ɦɢɧɢɫɬɪɚ���

71　宮中での
光源氏は藤壺
の存在を慰めと
し、左大臣家は
温かく気遣う
「大人になり～」
（2912 ／二七⑨
／四九）

おとなになり給てのちは、有しやうにみすの
内にもいれ給はず。御あそびのおり／＼、こ
とふえのねにきゝかよひ、ほのかなる御こゑ
なぐさめにて、内ずみのみこのましうおぼえ
給ふ。

大人になってからは、子供の時のように〈藤壺〉と同じ御簾の
中にも入れません。合奏をする時々に、琴や笛の音色に気持ち
をこめ、かすかに聞えてくる〈藤壺〉の声を慰めにして、〈光源
氏〉は宮殿でばかり過ごしています。

Ʉɨɝɞɚ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɜɨɡɦɭɠɚɥ��ɟɦɭ�ɤɚɤ�ɜ�ɸɧɵɟ�ɝɨɞɵ�ɭɠɟ�ɛɵɥɨ�
ɧɟ�ɞɨɡɜɨɥɟɧɨ�ɜɯɨɞɢɬɶ�ɜ�ɩɨɤɨɢ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ�ɢ�ɞɪɭɝɢɯ�ɞɚɦ��Ɇɭɡɢɰɢɪɭɹ��ɨɧ�
ɜɤɥɚɞɵɜɚɥ�ɜ�ɧɨɬɤɢ�ɤɨɬɨ�ɢ�ɮɥɟɣɬɵ�ɫɜɨɢ�ɱɭɜɫɬɜɚ��ɢ�ɟɞɜɚ�ɞɨɧɨɫɢɜɲɢɣɫɹ�
ɝɨɥɨɫ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ�ɭɬɟɲɚɥ�ɟɝɨ��ɢ�ɥɢɲɶ�ɩɨɬɨɦɭ�ɛɥɢɫɬɚɬɟɥɶɧɵɣ�Ƚɷɧɞɡɢ�ɬɚɤ�
ɯɨɬɟɥ�ɠɢɬɶ�ɜɨ�ɞɜɨɪɰɟ������

ɉɨɫɥɟ�ɬɨɝɨ��ɤɚɤ�ɨɧ�ɫɬɚɥ�ɜɡɪɨɫɥɵɦ��ɟɦɭ�ɧɟ�ɪɚɡɪɟɲɚɟɬɫɹ�ɜɨɣɬɢ�ɜɧɭɬɪɶ�
ɡɚɧɚɜɟɫɚ�ɤ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ��Ʉɨɝɞɚ�ɨɧɢ�ɦɭɡɢɰɢɪɭɸɬ��ɨɧ�ɢɝɪɚɟɬ�ɧɚ�ɤɨɬɨ�ɢ�
ɮɥɟɣɬɟ��ɜɥɨɠɚ�ɫɜɨɺ�ɱɭɜɫɬɜɨ�ɜ�ɢɯ�ɡɜɭɱɚɧɢɟ��ɢ�ɭɬɟɲɚɹɫɶ�ɟɥɟ�ɫɥɵɲɚɧɧɵɦ�
ɝɨɥɨɫɤɨɦ�Ɏɭɞɡɢɰɭɛɨ��ɨɧ�ɩɪɨɜɨɞɢɬ�ɜɪɟɦɹ�ɬɨɥɶɤɨ�ɜ�ɞɜɨɪɰɟ��

72　「内裏には
～」（2976 ／
二七⑭／五〇）

ナシ ナシ ナシ ナシ

140326_伊井小
見出し付加

ナシ ナシ ナシ ナシ
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●ヒンディー語訳『十帖源氏』データ
小見出し 十帖源氏　校訂本文 十帖源氏　現代語訳 十帖源氏（ヒンディー語・非母語話者／菊池さん）

ナシ 1丁裏・2丁表
光源氏物語は、村上天皇女十宮大斎院
より、一条院の后上東門院へ「めづら
かなる草子や侍る」と、御所望の時、
式部をめして「何にてもあたらしく作
りてまいらせよかし」と、おほせらる。
式部、石山寺にこもりて、此事を祈り
申す。折しも、八月十五夜の月、湖水
にうつりて、物語の風情空にうかびけ
れは、先、須磨の巻より書たると也。
巻の数は天台六十巻、題号は四諦の法
門「有門空門亦有亦空門非有非空門」也。
一には詞をとり、二には歌をとり、三
には詞と歌とを取、四には歌にも詞に
もなき事也。始は「藤式部」といひし
を、此物語一部の内むらさきの上の事
を勝れておもしろく書たるゆへ、「紫式
部」といひかへらるゝ也。観音ノ化身
ト云々。檀那院僧正天台一心三観血脉
許可也。堤中納言兼輔̶惟正〔傍・＝
因幡守〕̶ 為時〔傍・＝越前守〕̶ 女〔傍・
＝紫式部〕母は為信〔傍・為＝摂津守〕
女堅子
（「四には」から 2丁表）

『源氏物語』の誕生
〈村上天皇〉の十番目のお姫さまである〈選子内親王 ( 大斎院 )〉が、〈一条院〉
の后である〈藤原彰子 ( 上東門院 )〉に「新作の物語はありませんか」と、お望
みになりました。〈彰子〉は、《紫式部》を呼んで「がんばって《物語》を新しく作っ
てきてください」と、おっしゃいました。《紫式部》は、《石山寺》に滞在して、
この事を祈りました。すると、《八月十五夜の満月》が、《琵琶湖》の水面に映って、
物語の風情が頭に浮かんだので、まず、須磨の巻から書いたそうです。『源氏物
語』の巻の数は天台の教典六十巻をもとにして ( 現在の『源氏物語』は五十四巻 )、
巻の名前は四諦の法門、「有門、空門、亦有亦空門、非有非空門」という文を参
考にして名付けました。第一には物語の本文から、第二には和歌から、第三に
は本文と和歌から、第四には和歌にも本文にもないところから、巻の名前を決
めました。もともと「藤式部」と呼ばれていましたのを、この物語の一部で〈紫
の上〉のことをとてもすばらしく書いていたことから、「紫式部」と呼び名が変
えられたのです。〈紫式部〉は、観音の化身だという伝説もあります。檀那院僧
正に天台一心三観の血脈を許されたのです。
紫式部の系図
堤中納言兼輔―因幡守惟正―越前守為時―女 ( 紫式部 )　　母は摂津守為信女の
堅子です。

（注）一般的な説とは異なる部分もあります。類似した系図が『源氏物語』の注
釈書である、『湖月抄』にあります。

〔1丁裏〕

�Ʌǔ���ȧ��¡ȡ�Ȣ��

��Ʌǔ���ȧ��¡ȡ�Ȣ���ȡ��Û��

�ȡ�ȡ���ȯ � Ĩȡ���Ǖ�ȡ�ȡǓ���ȧ�� �ȢȲ��ȡ��Ǖ �ȡ�ȣ� ȯǔÛ��ȡ^Ǔ�Û�Ȫ�
�ȡ^ ^^����ȯ� Ĩȡ��^Ǔ��Ȫ^���ȧ�
�ȡ�Ȣ��Ǖ ǔ���ȡ�Ȫ��ȪǓ��
�Ȫ�Ȫ�ɉ^��� ȯ��Ǘ�ȡ���È�ȡ�]��ȯ ��ȡ ��Ȫ_��_��¡ȡ�Ȣ�¡Ȱ�!���ȡ�Ȣ��ȪǓ���ȯ�
�Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ��Ȫ��Ǖ�ȡ�����ȡ�ȡ���]��¡�ȡ�ȯ�Ǔ�f�f���_��¡ȡ�Ȣ�Ǔ���ȯ��ȡ�Ĥ�ȡ ���Ʌ�
�Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ�^Ǔ��ȡ�ȡ�ȯ�ȡ��ȲǑ����_�k���¡ȡȱ��¡������_��¡ȡ�Ȣ��ȯ �Ǔ�f�Ĥȡ�[�ȡ��ȧ�@����\�è��
�ȧ��Ǘǔ�[�ȡ��ȧ��ȡ���Ȫ�ǒ��ȡ�Ȫ� �Ȫ����Ʌ�` �ȯ��Ȳġ�ȡ��ȧ����ȡ_��ȯ�Ȣ�@�^��ȯ��Ʌ�` �ȯ �����Ʌ��¡ȡ�Ȣ�
�ȧ��ã��ȡ�`�°�ȯ���Ȣ�k��` �ȯ�Ĥ����Ȳ��� Ǖ�ȡ���Ȫ�Ǔ���ȡ��ǕǾ�Ǒ��ȡ�@��ȫ����[��ȧ��ȣ�Ȳ�ȡ^�
�ȡ�ȡ��Ʌ���� Ǘğ���ȡf��ȡ�ȯ�¡ɇ��` Ȣ��ȯ �]�ȡ������Ʌǔ���ȧ��¡ȡ�Ȣ��ȯ ��Ȣ�����Ȳ��Ǔ��ȯ��f�@�
���[�ȡ��
�ȧ���Ʌǔ���ȧ��¡ȡ�Ȣ���ȯ �Ǔ �[ �����Ȳ���ȡf��ȡ�ȯ�¡ɇ����ȫ����[��Ʌ��ȡ�� ×���ȡ�Ǔ ƨȡÛ����ȡ�ȡ��ȡ�ȡ�
¡Ȱ�Ǒ���\ǔè�×����ǗÛ���\ǔè�×��f�Ȳ��ǗÛ��k���Ȱ��\ǔè�×��f�Ȳ��Ȱ���ǗÛ���@�`��ȯ �]�ȡ�������Ʌǔ��
�ȧ��¡ȡ�Ȣ���ȯ ��Ȳ�ɉ��ȡ��ȡ����ȡ���ȡ�@�Ĥ����Ȳ���ȡ��Ȣ�[��` �ȧ��¡ȡ�Ȣ��ȯ �]�ȡ�������ȡ���ȡ��
ǑƮ�Ȣ���Ȳ���ȡ��Ȣ�[��` �ȧ��ǒ��ȡ��ȯ �]�ȡ�������ȡ���ȡ���Ǚ�Ȣ���Ȳ���ȡ��Ȣ�[��` �ȧ��¡ȡ�Ȣ�k��
�ǒ��ȡ��Ȫ�ɉ��ȯ �]�ȡ�������ȡ���ȡ�k��

〔2丁表〕

�ȫ�ȯ��Ȳ���ȯ � �Ȣ�[���ȡ� ` �ȧ��¡ȡ�Ȣ�k���ǒ��ȡ� ȯ� �Ȫ_� Ȳ�Ȳ�� �¡ȣȲ� ¡Ȱ� @� �Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ� �¡�ȯ�
��ȪǓ�Ǒ��Ǖ�� �ȡ��  ȯ� �ȡ�Ȣ� �ȡ�Ȣ� �Ȣ� @� ` �ȯ� �Ʌǔ�� �ȧ� �¡ȡ�Ȣ� �Ʌ� �ȡ�Ȣ� ��Ǖ�ȡ ȡǑ��Ȫ`f�� �ȧ�  ǕȲ���
\Ǔ�å�ǒƠ��ȧ��^ Ǔ�f�` ȯ��ȡ���Ʌ��Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ��ȯ ��ȡ�� ȯ��Ǖ�ȡ�ȡ��ȡ�ȯ���ȡ�@�g Ȣ�Ǒ�Ȳ ��Ȳ�Ȣ�¡Ȱ�Ǒ��
��Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ��\��ȪǑ��ȯƳ���ȡ�\��ȡ��¡Ȱ�@�` �ȯ��Ǖ�ȪǑ¡���ȡÛ�ȡ^� Ȫ�Ȫ� ȯ��ȣ�Ȳ�ȡ^��ȯ �Ǔ ƨȡÛ��
���]�ȡǐ���Ĥ�Ȫ����ȧ��ȣ¢ȡ��Ȣ�@�
�Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ��ȡ��Ȳ��Ǚ¢�
× Ǖ× ǕǓ��Ǘ��Ȫ���ȯ Ǖ�ȯ �-�^�ȡ�ȡ�Ȫ�ȡǓ��Ȫ�ȯ�ȡ ȡ�-�fǓ��ȯ��Ȫ�Ǔ��ȡ�ȯ�ȪǑ��-��ǕğȢ�
�Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ�
�ȡ�ȡ��ȡ��ȡ���Ʌ Ǔ��¡Ȱ��Ȫ� ȯǂ Ǖ�Ȫ�Ǔ��ȡ�ȯ�Ȫ�Ǖ��ȧ��ǕğȢ�¡Ȱ��
Ǒ�Ü��Ȣ���`��Ǖ[Ơ��Ȳ���Ǚ¢��ȯ ��Ǖ ��\Ȳ��Ĥ�Ǔ����ȡÛ��ȡ� ȯ�Ǔ�Û��¡Ȫ� ��ȯ�¡ɇ�@���Ʌǔ���ȧ��¡ȡ�Ȣ���ȧ�
�ȣ�ȡ���Ȫ�ȯ× Ǖ�Ȫ���Ʌ�`��Ǖ[Ơ��Ȳ���Ǚ¢��ȡ������ �ȡ��Ǿ���ȡ�ȡ��ȡ�ȡ�¡Ȱ�@�

ナシ ２丁裏
絵

〈絵１〉八月十五日の夜、石山寺で、紫式部が、『源氏物語』を書きはじめた場
面
（2丁裏）

〔2丁裏〕

〈絵 1〉
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１　ある帝の御代に、
身分は高くない更衣へ
の帝寵を女御方は憎悪
する
「いづれの御時～」
（0001 ／五①／一七）

３丁表
いづれの御時にか、女御かうゐ、あま
たさぶらひ給ける
中に、いとやんごとなきゝはにはあら
ぬが、すぐれてとき
めき給ふありけり。〔割・いづれの御時
とは、醍醐天皇をさしていへり。／時
めき給ふとは、「きりつぼの更衣」の事
也。〕
梨壺、照陽舎。
桐壺、淑景舎。
藤壺、飛香舎。
梅壺、凝花舎。
雷鳴壺、襲芳舎。
此きりつぼにすみ給ふかうゐを、御て
うあひあれば、
きりつぼのみかどゝも申也。あまたの
女御かうゐそね
みて、
（「いづれ」から 3丁表）

（桐壺）
いつの時代のことでしょうか、女御や更衣などといったお后が大勢いらした中
に、特に高貴な身分ではなく、帝にとても愛されていらっしゃる女性がいました。
〔「いつの時代」とは、〈醍醐天皇〉の時代のことです。帝に愛されていらっしゃっ
た女性というのは、〈桐壺の更衣〉です。〕宮殿の梨壺という建物は照陽舎の別
名です。桐壺という建物は淑景舎の別名、藤壺という建物は飛香舎の別名、梅
壺という建物は凝花舎の別名、雷鳴壺という建物は襲芳舎の別名です。( お后の
名前は、それぞれの住んでいる建物の名前で呼びます )
この桐壺に住んでいる更衣を愛されたので、この時の帝のことを〈桐壺の帝〉
ともいいます。大勢の女御や更衣たちはうらやんで、毎日〈桐壺の更衣〉が帝
の近くにいることに、嫉妬をしてばかりいました。

〔3丁表〕


Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ�
Ĥȡ�Ȣ���ȡ���ȧ��ȡ��¡Ȱ��` � ���Ǒ��ȯ��Ʌ� Ȳ��Ȣ��ȡ�Ȣ���Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�]Ǒ���_���ɉ��ȧ��ȡǓ��ȡȱ�f�� ȡ��
�¡�Ȣ��ȢȲ�@� Ĩȡ���Ȫ�f���ȡ�Ȣ� ȯ��¡Ǖ��Ü�ȡ��¡Ǖ]������¡��¡Ǖ��aȲ �ȯ��Ǖ ���ȧ��¡ȣȲ��Ȣ�@�
��¡��¡ȡ�Ȣ�
 Ĩȡ���ȡ^�Ȫ��ȯ ��Ǖ���ȧ�¡Ȱ�k��` ��ȡ�Ȣ��ȡ��ȡ���Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ�¡Ȱ���Ǒ��ȯ��Ʌ��ȡǓ��ɉ��ȯ ��_�
���ȯ��ȯ�k��Ĥ×�ȯ�����ȯ��ȡ��ȡ���Ȣ��ȡ�@��ȡǓ��ɉ��Ȫ�\��ȯ����ȯ��ȯ ��ȡ�� ȯ��Ǖ�ȡ�ȡ��ȡ�ȡ��ȡ�@�f��
�ȡ�Ȣ��ȯ ����ȯ��ȡ��ȡ���ȡǓ�× Ǖ�Ȫ��ȡ�k��` �ȡ��Ǘ �ȡ��ȡ���Ȫ�Ȫ�ȡ��ȡ�@��Ȥ��` Ȣ�Ĥ�ȡ���Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ�
�ȡ������ȯ��ȡ��Ǘ �ȡ��ȡ��Ǔ��ȯ^�ȡ��ȡ���Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��ȡ������ȯ��ȡ��Ǘ ���ȡ��Ǒ¡Ê�Ȫ�ȡ��ȡ��`�ȯ× Ǖ�Ȫ�
�ȡ������ȯ��ȡ��Ǘ �ȡ��ȡ��Ê�Ȫ�ȡ�ȡ��ȡ�k���Ǔ��ȡǐ��Ȫ× Ǖ�Ȫ��ȡ������ȯ��ȡ��Ǘ �ȡ��ȡ���Ǘ¡Ȫ�ȡ��ȡ�
@�` � ����ȡ� Ĩȡ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȡ������ȯ��Ʌ��¡�ȯ��ȡ�Ȣ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ� ȯ��¡Ǖ��Ü�ȡ�����ȯ��ȯ��^ Ǔ�f�
`��Ȫ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȡ� Ĩȡ����ȡ���Ȣ�Ǒ��ȡ���ȡ�@�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�¡�ȯ�ȡ� Ĩȡ���ȯ � ȡ���¡�Ȣ�
�Ȣ��^ Ǔ�f�\Û���ȡǓ��ȡȱ�`  ȯ��¡Ǖ���Ȣ��Ȣ��Ȣ�k��_ç�ȡ[� ȯ�����¡ȣ��Ȣ�

２　帝から寵愛される
桐壺更衣は、周囲から
の嫉妬が集中し病弱と
なる
「朝夕の宮仕～」（0031
／五④／一七）

３丁裏
あさゆふの御みやづかへにつけても、
心をのみうごかし、うらみををふつも
りにや、あつしく成ゆき、〔割・をもき
／病也〕物心ほそげに、里がちなるを、
みかど、いよ／＼あはれにおぼして、
人のそしりをも、えはゞからせ給はず
（「おぼして」から 3丁裏）

そうやって、他の后たちの恨みをたくさん作った結果でしょうか、体が弱くなっ
ていきました。〔重い病気です〕心細い感じがして、実家に帰っていることが多
い〈桐壺の更衣〉のことを、帝は、これまで以上にたまらなくお思いで、人々
が悪口を言っていても、愛情をお止めになることができません。

�ȡ���` Ȣ��ȯ ��ȡ���¡Ȫ�ȡ�Ǒ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ����Ȫ��¡Ȫ�ȯ���Ȣ�@�
��ȡ�ȧ��Ȣ�ȡ��¡Ȫ��_���
�ȡ�Ȣ����ȡ��_�k��\È ���ȡ��ȯ ��Ʌ���Ȣ��ȡ�ȯ���Ȣ�@� Ĩȡ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ�k���Ȣ�
�ȡ¡�ȯ���ȯ�@

〔3丁裏〕

Ǒ��ȯ��Ʌ��Ȫ�� Ĩȡ���ȯ �å��¡ȡ���ȧ�Ǔ�Ȳ�ȡ����ȯ���ȯ����Ȳ�Ǖ��ȯ�Ĥȯ���Ȫ��¡ȣȲ��Ȫ�� �ȯ �@�

３　中国の楊貴妃まで
引き合いに出される桐
壺更衣は、帝の愛情に
頼る
「唐土にも～」（0073
／五⑧／一七）

「もろこしにもかゝる事のおこりにこ
そ、世もみだれ、あしかり
けれ」と、あぢきなう、人のもてなや
みぐさになりて、
楊貴妃のためしもひき出つべう成ぬ。

中国でもこういう恋愛関係が原因となって、世も乱れ、とんでもないことにも
なったと、世間の人もおもしろくない気がして、人々の悩みの種にもなり、中
国で〈玄宗皇帝〉を夢中にさせた〈楊貴妃〉の話に例えられそうになりました。

�Ȫ���` ����ȡ��ȧ��ȡ������¡Ǖ��Ǔ�Ȳ�ȡ����ȯ���ȯ�Ǒ��Ǒ� Ȣ���ȡ�ȯ��Ʌ��Ȣ���Ʌ� Ĩȡ���Ʌ Ȫ�
¢Ȳ«Ȫ���
k���ȡ�Ȣ��ȪǑ�Ǒ¡�
����Ǖ^¹Ȱ ���ȯ �Ĥȯ���ȯ ��ȡ��� �ȡ���¡Ǖ����ȡ[��¡Ȫ���ȡ��ȡ�@�

４　桐壺更衣は父大納
言の没後に入内し、孤
立無援の宮中で心細い
生活
「父の大納言～」（0103
／五⑫／一八）

此かうゐの父はなくなり、母北方、い
にしへのよしあるにて、御かた／ ＼゙に
もをとり給はねど、事とある時は、よ
り所なく、心ぼそげ也。

この〈桐壺の更衣〉の父はすでに死んでいて、母親の〈北の方〉は、由緒のあ
る家柄出身であり、古風な人なので、他のお后たちにも負けないようにしてい
ます。しかし、何か大事なことがある時には、頼るところがなく、心細い様子です。

Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȯ �ǒ��ȡ��ȡ�è��[�ȡ �¡Ȫ��Ǖ�ȡ��ȡ�@�`��ȧ��ȡ�ȡ��Ǖ ���Ǘ��Ȣ�k���ȡ�Ȳ�ȡǐ���
ǒ��ȡ���ȧ��Ȣ��^ Ǔ�f�\��ȯ��Ȫ�\Û���Ǔ��ɉ� ȯ������Ǒ���ȯ��ȯ �Ǔ�f�¡�ȯ�ȡ���ȡ�����Ȣ��Ȣ�@���Ȳ�Ǖ�
��Ȣ���Ȣ�`��Ȫ��°ȡ��ȡ��\�ȯ �ȡ�Ǔ���ȡ�ȡ��°�ȡ�¡Ȱ���Ȫ��Ȫ_�]Į����¡Ȫ�ȯ��ȯ ��ȡ����¡�\�ȯ �ȡ���
�¡ Ǘ ����`�ȡ �¡Ȫ��ȡ�Ȣ��ȢȲ�



-149-

５　美しい玉の男御子
が誕生し、帝は第一皇
子よりこの弟宮を寵愛
する
「前の世にも～」（0136
／六①／一八）

さきの世にも御契りやふかゝりけん、
きよらなる玉のをのこみこさへ生れ給
ぬ。〔割・其を光君と／いふ也〕一のみ
こは、右大臣の女御の御はらにて、う
たがひなきまうけの君と、かしづき聞
ゆれど、此君の御にほひには、ならび
給ふべくもあらず。

（〈桐壺の帝〉と〈桐壺の更衣〉は）前世でも約束が深かったのでしょうか、美
しい玉のような皇子までも生まれました。〔この人を〈光源氏 ( 光る君 )〉とい
います。〕第一皇子は、〈右大臣の女御〉が生んだ子供なので、間違いなく皇太
子になるだろうと、世間の人々も大切にしているのですが、この〈光源氏 ( 若君 )〉
の美しさには、とうてい勝つことができません。

Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȡ� Ĩȡ��k��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȯ ��Ǘ�[��Û���ȡ��¡�ȡ� Ȳ�Ȳ���¡ȡ�¡Ȫ�ȡ���Ȫ�ɉ��ȯ ��Ȣ��
�¡Ǖ�� ǕȲ����ȡ��Ǖ �ȡ���ȡ��Û��¡Ǖ]�k��` ȯ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
Ǒ¡�ȡǽ�ȪǑ�Ǔ����ȡ��ȡ��Ǒ��ȡ���ȡ�@�`  ȯ�
�¡�ȯ�`��¡ȡ�ȲğȢ��ȧ� Ȳ��Ȣ��ȡ�Ȣ��ȯ ��¡ȡȱ�Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ���ȡ��Û�ȡ�¡Ǖ]��ȡ��^�Ǔ f�`Û¡ȣȲ��Ȫ��Ǖ��ȡ��
�ȡ�ȡ��ȡ�ȡ��ȡ�k���Ȫ��`��ȡ� à�ȡ�����ȯ��ȯ�@�Ǒ����Ȣ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ����ȯ � ȫÛ��[��ȯ � ȡ��ȯ�
`��ȧ��ǒ���Ȣ�¢Ȣ��¡Ȫ��ȡ�Ȣ��Ȣ�@�

６　帝は桐壺更衣を厚
遇し、弘徽殿女御は我
が皇子の立坊に疑いを
抱く
「はじめより～」（0184
／六⑦／一九）

4丁表
此みこ生れ給て後は、みかど御心こと
にをきてたれば、坊にもゐ給ふべきな
めりと、一のみこの女御は、おぼしう
たがへり。
（「御心」から 4丁表）

〈光源氏（若君）〉が生まれてからというもの、帝はこの〈光源氏〉をとても大
切にしていらっしゃいましたので、〈光源氏〉が、皇太子になるのではないかと、
第一皇子の母である后は、心の中で心配しています。

��� ȯ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ��Û��¡Ǖ]����� ȯ� Ĩȡ��` ����ǒ��ȯ��Ú�ȡ�����ȯ���ȯ�

〔4丁表〕

Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ���ȧ��ȡ�ȡ��ȯ�Ȱ��¡Ȫ�ȯ���Ȣ�Ǒ���¡ȣȲ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ��Ǖ��ȡ���ȡ������Ǒ��ȡ��ȡf�@�

７　「人より先に～」
（0248 ／六⑬／一九）

ナシ ナシ ナシ

８　更衣の局は東北隅
の淑景舎で、参上の折
毎に酷い嫌がらせを受
ける
「御局は桐壺～」（0288
／七③／二〇）

あまたの御かた／ ＼゙を過させ給ひ、ひ
まなき御前わたりに、人の心をつくし
給ふも、ことはり也。あまりうちしき
りまうのぼり給ふおり／＼は、うちは
しわた殿、こゝかしこの道にあやしき
わざをして、御をくりむかへの人のき
ぬのすそ、たへがたう、まさなき事と
もあり、又ある時は、えさらぬめだう
の戸をさしこめ、こなたかなた心をあ
はせ、はしたなめわづらはせ給ふ時も
おほかり。

帝が、たくさんの后たちの部屋の前を素通りして、何度も何度もお通いになる
ことに、他の后たちが嫉妬しているのも、もっともなことです。あまりに〈桐
壺の更衣〉が帝に呼び寄せられる回数が多くなっていきます。すると、打橋や
渡殿といった宮殿の廊下など、〈桐壺の更衣〉が通る、あちらこちらの道にいた
ずらがされていました。それは、見送りや出迎えの侍女の着物の裾が、まった
く我慢できなくなるような、とんでもないことなどです。またある時は、〈桐壺
の更衣〉が、絶対通らなければならない中廊下の扉を閉めて、こちらとあちら
で協力し、〈桐壺の更衣〉を閉じ込めて、ひどい目にあわせたり困らせたりする
ことも多いのです。

\Û���ȡǓ��ȡȱ�_ç�ȡ[� ȯ����Ȣ��Ȣ��È�ɉǑ��`��ȯ ����ɉ��ȯ � ȡ��ȯ� ȯ�Ǔ��ȡ���� Ĩȡ���ȯ ���Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ�
�ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȯ ��ȡ ��ȡ���ȡ���ȡ�ȯ��ȯ�@� Ĩȡ���Ȣ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ��ȡ���ȡ��\��ȯ��ȡ �
�Ǖ�ȡ�ȯ��ȯ�@�Ǒ��ȯ��Ʌ�`Ǔ�¡ȡǓ��k���ȡ�ȡ�Ȫ�Ȫ��ȡ����ȡè�ȯ� ȯ�Ǔ�������Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
 Ĩȡ���ȯ ��ȡ ��ȡ�Ȣ��Ȣ��` ��ȡè�ȯ�����_�\ǒĤ���ȡ��Ǒ�f��ȡ�ȯ���ȯ��¡�¡�� ȯ��ȡ¡��¡Ȫ���ȡ����
�ǐ��ȡǐ��ȡfȱ��ȡ�Ȣ��Ȫ��Ȫ°�ȯ�k���ȯ�ȯ��ȯ �Ǔ�f�` Ȣ��ȡè�ȯ����]�Ȣ��ȢȲ��Ȫ�`��ȯ ���°ɉ��ȡ�Ǒ��ȡ�ȡ�
�ȯ¡����ȡ��¡Ȫ��ȡ�ȡ��ȡ�@�g ȡ��Ȣ�¡Ǖ]�Ǒ�����Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ�ǔ� ��ȡè�ȯ� ȯ�Ǔ��ȡ��ȡ�
�ȡ��` Ȣ��ȡè�ȯ��ȯ �]�ȯ�k���Ȣ�ȯ��ȡ�ȯ����ȡ�ɉ��Ȫ�Ǒ� Ȣ��ȯ��Ȳ�����ȡ�ȡ�k���ȡ�Ȣ��Ȫ�` Ȣ��ȡè�ȯ����
�ȡ�ȧ� �������°ȣ��¡�ȡ��°ȡ�@�^��ȡ�¡ȣ��¡ȣȲ��\Û��\�ȯ����ȣ�ɉ� ȯ�`��Ȫ���ȯ�ȡ��Ǒ��ȡ��ȡ�ȡ�
�ȡ�@�

９　帝は桐壺更衣への
虐待を不憫に思い、局
を淑景舎から後涼殿に
移す
「ことにふれ～」（0344
／七⑨／二〇）

4丁裏
みかどいとゞあはれと御らんじて、後
涼殿にもとよりさぶらひ給ふ。かうゐ
を、ほかにうつし、此かうゐのうへつ
ぼねに給はる。そのうらみ、ましてや
らんかたなし。
（「そのうらみ」から 4丁裏）

帝はますます〈桐壺の更衣〉をかわいそうに思って、後涼殿という所に前から
部屋をもらっていた身分が低い后を、他の場所へ移し、〈桐壺の更衣〉のもう一
つの部屋としました。部屋を他に移された后の恨みは、とうてい晴れることが
ありません。

�¡��ȯ����� Ĩȡ���Ȫ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ����k���Ȣ���ȡ�]_�@��Ȫ�Ⱦ�ȯ���ȡ�����¡��Ʌ�f��
�Ȣ�ȯ��Ǖ ���ȧ��ȡ�Ȣ��ȡ����ȡ��ȡ�@� Ĩȡ���ȯ�` ��ȡ�Ȣ��ȯ �Ǔ�f��Ǘ �ȯ���¡�������ȡ�Ǒ���ȡ�ȡ�k��` �
���ȯ��Ȫ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ��ȯ�Ǒ��ȡ�@�\��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ��Ȫ����ȯ�Ǔ����f�@

〔4丁裏〕
` ��ȡ�Ȣ��Ȫ��¡Ǖ���Ǖ�ȡ���ȡ�k��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ� ȯ��°ȣ��Ǚ�ȡ�¡Ǖ_�

 10　若宮は三歳で袴
着の儀式をし、成長と
共に憎しみが賞賛へと
変わる
「この御子三つ～」
（0378 ／七⑪／二一）

みこ、みつに成給ふとし、御はかまぎ
の事、一の宮のにもをとらず。御かた
ち心ばへ、ありがたくめづらしきまで
見え給へば、此君をば人々もえそねみ
あへず。

〈光源氏 ( 若君 )〉は、三歳になった年、袴着の儀式をしました。その様子は、
第一皇子がこの儀式をしたときにも負けないほどです。見た目や性格が、めっ
たにないほど素晴らしいので、〈光源氏 ( 若君 )〉を他の后たちも憎むことがで
きません。

���Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ����ȧ�`Ĩ��� ȡ���ȧ�¡Ȫ��_�����`��ȯ �¡ȡ�ȡ�ȡǓ�� Ȳè�ȡ���ȡ�]�Ȫ���¡Ǖ]�
@�#��¡ȡ�ȡ�ȡǓ����ȡ�ȡ�ȡ��Ȱ ȡ��ȡ�ȡ�Ȣ��Ȫ�ȡ��¡Ȱ��ǔ� ȯ�^ � Ȳè�ȡ���Ʌ��°�ȯ ��Ȫ��¡�Ȣ��ȡ���¡��ȡ�ȡ�
�ȡ�ȡ�¡Ȱ�k��^ � Ȳè�ȡ���ȯ � ȡ���°�ȡ�Ǒ��Ȫ�ȡ�è�ȡ� ȯ��Ǖ�ȡ�è�ȡ��Ʌ�Ĥ�ȯ�����ȡ�¡Ȱ�%�^ � ȯ��¡�ȯ�
Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ���ȯ �Ǔ�f�` � Ȳè�ȡ���ȡ��°ȡ�]�Ȫ���¡Ǖ]��ȡ����Ȳ�Ǖ�]���ȡ�]�Ȫ���`  ȯ��Ȣ����
�¡ȣȲ��ȡ�@�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ����ȡ�\�Ȫ�ȡ�Ǿ�� ȫÛ��[�k��\�Û��å�ǒƠ×���ȡ��g Ȣ�f���Ȣ��ȡ�Ȣ�
�¡ȣȲ��Ȣ��Ȫ�` �ȧ��Ǖ�ȡ_���� �ȯ
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11　若宮が三歳の夏
に桐壺更衣は重病にな
り、御子を宮中に残し
て退出
「その年の夏～」（0439
／八②／二一）

其年の夏、御母御休所〔割・更衣の／
事也〕、わづらひて里へまかでんとし給
へど、つねのあつしさに、御めなれて、
いとまさらにゆるさせ給はず。日々に
をもり給て、いとよはうなれば、更衣
の母、なく／＼そうして、みこをはとゞ
めさせ、みやす所ばかりまかで給ふ。

その年の夏、母の御息所〔〈桐壺の更衣〉のことです。〕は、病気になって実家
へ帰ろうとしますが、〈桐壺の更衣〉がいつも体が弱いことに、帝は慣れてしまい、
帰ることを絶対に許しませんでした。日に日に病気が重くなってきて、ひどく
衰弱したので、〈桐壺の更衣〉の母は、泣きながらお願いをして、〈光源氏 ( 若君 )〉
を宮中に残したまま、〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉だけ帰ることになりました。

` � ȡ���ȧ���ȸ��ȯ ��ȫ ���Ʌ�Ǔ� Ȫ�ǕȲ �Ȫ�Ȫ�Ȫ��ȡǓ��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȧ��ȡ�ȡ�
Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��
�Ȣ�ȡ��¡Ȫ��_�k��` �ȯ��ȡ��ȯ �����ȡ�ȡ��ȡ¡ȡ�@�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�\È �����Ȫ���¡�Ȣ��Ȣ��
^ Ǔ�f� Ĩȡ���ȯ�` �ȡ��ȡ �Ú�ȡ���¡ȣȲ�Ǒ��ȡ�k���ȡ��ȯ ��ȡ�ȯ��ȧ�\�Ǖ�Ǔ���¡ȣȲ��ȣ�@��Ȣ�ȯ��Ȣ�ȯ�` �ȧ�
¡ȡ����Ȳ�Ȣ��¡Ȫ�ȯ���Ȣ�k���¡Ǖ�����Ȫ��¡Ȫ��_�@�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ��ȯ��Ȫ��Ȫ���� Ĩȡ��
 ȯ�\�Ǖ�Ȫ��Ǒ��ȡ�Ǒ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
Ǔ� Ȫ�ǕȲ �Ȫ�Ȫ�Ȫ���Ȫ��ȡ��ȯ �����ȯ���Ʌ�k��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��

�ȡ�ȡǓ�Ǔ����Ȫ�Ǒ��ȯ��Ʌ�\��ȯ��ȡ ���Ʌ�@�

12　帝は絶え入らんば
かりの桐壺更衣をご覧
になるにつけ途方に暮
れる
「限りあれば～」（0488
／八⑦／二二）

5丁表
うつくしき人の、おもやせあるかなき
かにきえものし給ふを御覧じて、きし
かたゆくすゑ、よろづの事を契りの給
へと、御いらへもきこえず。まゆもた
ゆげにて、われかの気しき也。かぎり
あらんみちにも、をくれさきだゝじと
ちぎらせ給けるを、打すてゝはえゆき
やらじと、の給はするを、
（「にて」から 5丁表）

帝は、かわいらしい〈桐壺の更衣〉が、やつれて意識がはっきりしない様子を
御覧になって、今までのことや将来のこと、いろいろなことを約束したりする
けれども、〈桐壺の更衣〉は、返事をすることもできません。つらそうな顔をして、
意識を失った状態です。帝が「死への旅にも、共に行こうと約束しましたのに、
私を残してはいけませんよ」と、おっしゃるのを、

 Ĩȡ���ȯ�\�Ǖ�Ǔ���ȣ�k��`��Ȫ�\�ȡ����¡���ȡ���ȡ�Ǒ��`��ȧ�Ü�ȡ�ȣ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��¡Ǖ��
���Ȫ��¡Ȫ��Ǖ�ȧ�¡Ȱ���ȯ¡Ȫ�� Ȣ��°ȣ�¡Ǖ_�¡Ȱ�@��ȯ�ǒ���ȯ�Ǒ��ɉ�k���ǒ�ç���ȯ ��ȡ�ȯ��Ʌ��ȡ�Ȣ� ȯ��ȡ�����ȯ�
��ȯ�k����¡���¡��ȯ ��ȡ�ȯ��Ȣ�Ǒ�f�
〔5丁表〕
��Ȳ�Ǖ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ�¡ȡ���^��Ȣ���ȡ��¡Ȫ��_�Ǒ���Ȥ�� ȯ�`ƣ���Ȣ��¡ȣȲ��ȯ��ȡ��¡ȣ�@�` �ȡ�
�ȯ¡�ȡ�\ ¡�Ȣ����[��Ȫ���ȡ��¡ȡ��ȡ�k���ȯ¡Ȫ��¡Ȫ��¡ȣ��Ȣ�@� Ĩȡ���ȯ��¡ȡ����Ǖ��ȯ��ȡ�ȡ�Ǒ��ȡ��ȡ�Ǒ��
¡���Ȫ�ɉ����Ȫ���ȧ��ȡğȡ� ȡ����Ʌ�ȯ���Ǖ���Ǖ�ȯ��Ȫ°����¡ȣȲ��ȡ� ��Ȣ�@

13　輦車の宣旨を受け
た桐壺更衣は、帝に歌
を残して里邸へと退出
する
「輦車の宣旨～」（0537
／八⑭／二二）

女も、いみじと見奉りて、
　　かぎりとて　わかるゝみちのかな
しきに　いかまほしきはいのちなりけ
り
てくるまのせんじなどの給はせて、ま
かで給ふ。

※「てくるまのせんじ」は本文（池田本）
では、更衣の歌より前におかれている。

〈桐壺の更衣（女）〉も、とても嬉しく思い、次のように和歌を詠みました。
　　かぎりとてわかるゝみちのかなしきにいかまほしきはいのちなりけり
帝は、〈桐壺の更衣〉に輦車に乗ることを許し、〈桐壺の更衣〉は実家に帰りました。

�¡� Ǖ����Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ��¡Ǖ��]�Ȳ��Ǔ��ȡ�k��` �ȯ�f���ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ��@

�（和歌）
 Ĩȡ���ȧ�\�Ǖ�Ǔ�� ȯ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȡ°ȣ�����±�����ȡ��ȯ �����ȡ� ���Ȣ��_�@�

14　心塞がる帝は眠れ
ぬ夏の短夜に、桐壺更
衣の死を聞き悲嘆に暮
れる
「御胸つと～」（0608
／九⑦／二三）

みかど、御むねふたがり、御使の行か
ふ程もなきに、夜なかすぐる程に、た
えはて給ふ、きこしめす。御心まどひ、
何事もおぼしわかれず。

帝は、胸がつまるほどに悲しんでいます。帝のお見舞いの使者が行って帰って
来るほどの時間もたっていないほどに、「夜中を過ぎるころに、〈桐壺の更衣〉
が息を引き取りになりました」と、お聞きになります。帝は、気も動転して、
もう何の分別もつきません。

 Ĩȡ���ȡ���ȯ�ȡ�����¡ȡ��ȡ�@�`Û¡ɉ�ȯ�f���Ǘ���Ȫ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȯ � ȡ���ȯ�ȡ�@��¡��Ǘ��
�ȡ� ��Ȣ��¡ȣȲ�]�ȡ����� Ĩȡ���Ȫ��¡�����Ǔ��Ȣ�Ǒ��]�Ȣ��ȡ���Ȫ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȫ��
¡Ǖ_�@� Ĩȡ��f�������ȡ����ǒ��Ǔ���¡Ȫ��f�@�

15　三歳の若宮は母君
の死により、服喪のた
め宮中から里邸へ退出
する 
「御子は～」（0644 ／
九⑪／二四）

5丁裏
みこをばかくても御らんぜまほしけれ
ど、れいなき事なれば、まかでさせ給ふ。
みこも何事ともおぼさず。人々のなき
まどひ、うへも御涙のひまなくなかれ
おはしますを、あやしと見奉給ふ。（「ひ
まなく」から 5丁裏）

帝は、〈光源氏 ( 若君 )〉をこんな時でも御覧になりたいと思うけれど、喪中の
人が宮殿にいることは前例にないので、〈光源氏〉を母君の実家に帰らせました。
〈光源氏 ( 若君 )〉も何が起きたのかもわかりません。〈光源氏〉は、周りの侍女
たちが泣きわめき、帝も涙がとまらなくなっていらっしゃるのを、何だか変だ
と見ています。

 Ĩȡ���Ȫ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ��� ȯ�Ǔ���ȯ��ȧ��¡Ǖ��̂ Í�ȡ�¡Ǖ_����Ȳ�Ǖ�̀  �Ȫ�\��Ȣ��ȡ�ȡ��ȯ ����Ǔ���ȡ�ȯ�
�ȧ�«Ǿ����Ȣ��È�ɉǑ��^ � ���` �ȡ�Ǒ��ȯ��Ʌ��¡�ȡ�\�Ǖ���ȡ�ȡ��ȡ�ȡ��ȡ�@�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ���
�Ȫ��Ǖ �� ����Ʌ��¡ȣȲ�

〔5丁裏〕

]�ȡ�k��\ Ǖǒ��ȡ��¡ Ǘ �¡Ǖ_�Ǒ�� ȡ�ȣ��ǐ��ȡǐ��ȡfȲ�«Ȫ�� ȯ��Ȫ��¡ȣ��Ȣ�k�� Ĩȡ���ȡ��Ȣ�]Ȳ ǕjȲ��ȡ�
�ȡ���¡��¡ȡ��ȡ�@
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16　桐壺更衣の葬送は
鳥辺野で行われ、母は
娘と一緒にと泣き焦が
れる
「限りあれば～」（0684
／一〇②／二四）

かぎりあれば、をたぎといふ所にて、
けぶりになし奉る。母君も、おなじ煙
にと、なきこがれ、御をくりの女ばう
の車に、したひのりて出給ふ。

きまり通り、愛宕という所で、葬儀を行いました。母君も、〈桐壺の更衣〉と一緒に、
火葬の煙となって消えてしまいたいと、泣いて、見送りの侍女の車に、追いつ
くようにして乗ってでかけました。

��Ȳ��ȡ�Ǖ ȡ��\�ȡ�Ȫ��ȡ�����¡����` �ȡ��ȡ¡� Ȳè�ȡ��Ǒ��ȡ���ȡ�@�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ�
�ȯ�\��Ȣ��ȯ�ȣ��ȯ � ȡ���¡ȣȲ�\��ȯ��Ȫ��Ȣ��×�����ȡ��ȡ¡ȡ�@�����¡��Ȫ�ȯ��Ȫ�ȯ�Ǒ� Ȣ���¡��ǐ��ȡǐ��ȡjȲ�
�ȯ � ȡ���ȡ°ȣ��Ʌ��Ȱ���_�k����ȡ�ȡ�¡Ǖ_�@�

17　「むなしき～」
（0712 ／一〇⑤／
二四）

ナシ ナシ ナシ

18　桐壺更衣に三位追
贈の宣命がくだり、女
御更衣たちは憎しみを
増す
「内裏より御使～」
（0741 ／一〇⑧／
二五）

内より御使ありて、三位のくらゐをく
り給ふ。

帝から使者があって、亡くなった〈桐壺の更衣〉に三位の位をお贈りになりま
した。

 Ĩȡ���ȯ��¡ȡȱ��Ǘ���ȯ�ȡ�k��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ�� ȲǓ���Ȫ��Ǖ �ȡ_���ȡ�������ȯ��� à�ȡǓ���
Ǒ��ȡ�@�

19　聡「もの思ひ知
～」（0775 ／一〇⑪／
二五）

ナシ ナシ ナシ

20　「はかなく～」
（0809 ／一一①／
二六）

ナシ ナシ ナシ

21　帝は若宮を恋しが
り、野分だつ夕暮に靫
負命婦を更衣の里に遣
はす
「一の宮を～」（0850
／一一⑤／二六）

みかどは、一の宮を見給ふにも、わか
宮の御恋しさのみおぼし出つゝ、女ば
う、めのとなどをつかはし、ありさま
きこしめす。野分たちはた寒き夕ぐれ、
ゆげいの命婦をつかはさる。

帝は、第一皇子を御覧になっても、〈光源氏 ( 若君 )〉を恋しく思い出してばか
りいて、侍女や乳母などをつかって、〈光源氏〉の様子をお聞きになります。風
が強くて肌寒い夕暮れに、〈靫負の命婦〉という女官を〈桐壺の更衣〉の母の所
へ行かせました。

����Ȣ� Ĩȡ��Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ�� ȯ�Ǔ���ȯ�¡ɇ���Ȫ�`��Ȫ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ����ȧ��ȡ��]�Ȣ�¡Ȱ�@��ȯ�
Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ����ȧ������ȯ�ȯ��ȯ �Ǔ�f��ǐ��ȡǐ��ȡjȲ�k��]�ȡjȲ��Ȫ��¡ȡȱ��ȡ���ȡ���ȯ��ȯ�¡ɇ�@�f��
Ǒ����ȡ���Ȫ�¡�ȡ��ȯ������¡ȣ��Ȣ�k���ȫ ��«�ȡ��Ȳ�ȡ��ȡ�� Ĩȡ���ȯ��Ǖ�ȯ^�Ȫà�Ȫ�Ǖ��ȡ����ǐ��ȡǐ��ȡ�
�Ȫ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ��ȯ ��ȡ ��ȯ�ȡ�@�

22　「夕月夜の～」
（0877 ／一一⑨／
二六）～
25　「『しばしは～」
（0987 ／一二⑦／
二八）

ナシ ナシ ナシ

26　帝からの文は、若
宮と共に参内するよ
うにと懇ろに促すもの
だった
「目も見え～」（1043
／一二⑬／二八）

勅書の歌　
　　みやぎ野の露ふきむすぶ風のをと
に小萩がもとをおもひこそやれ　

帝からの手紙に書いてあった和歌です。
　　みやぎ野の露ふきむすぶ風のをとに　小萩がもとをおもひこそやれ

 Ĩȡ���ȯ ��ğ��Ʌ�f���ǒ��ȡ��Ȣ�@
（和歌）



-152-

27　「命長さの～」
（1094 ／一三⑥／
二九）～
30　「上もしか～」
（1256 ／一四⑪／
三一）

ナシ ナシ ナシ

31　月が沈む頃、命婦
の歌を受け祖母君は惜
別の情を車中の命婦に
伝える
「月は入り方～」（1315
／一五④／三二）

6丁表
命婦、かうゐの母にあひて、
　　すゞむしのこゑのかぎりをつくし
てもながき夜あかずふるなみだかな
〈うは君〉
　　いとゞしく虫のねしげきあさぢふ
に露をきそふる雲のうへ人
（「すゞむし」から 6丁表）

〈靫負の命婦〉が、〈桐壺の更衣〉の母に会って詠んだ和歌です。
　　すゞむしのこゑのかぎりをつくしても
　　ながき夜あかずふるなみだかな
〈うは君〉
　　いとゞしく虫のねしげきあさぢふに
　　露をきそふる雲のうへ人

Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ� ȯ�Ǔ�������Ǖ�ȯ^�Ȫà�Ȫ�Ǖ��ǐ��ȡǐ��ȡ��ȯ�f���ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@
〔6丁表〕
（和歌）
�Ǖ�ȯ^�Ȫà�Ȫ�Ǖ��ǐ��ȡǐ��ȡ��ȧ��ǒ��ȡ��ȡ�`ƣ���ȯ�ȯ�¡Ǖf�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ�
�ȡ�Ȣ���ȯ�f��
�ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@
（和歌） 

32　靫負命婦の帰参に
際して、祖母君は桐壺
更衣の形見の装束等を
贈る
「をかしき御贈～」
（1358 ／一五⑩／
三二）

をくり物あるべきおりにもあらねばと
て、かうゐの残しをき給へる御さうぞ
く御くしあげのてうど、そへ給ふ。

良い贈り物をする場合ではありませんので、〈桐壺の更衣〉が残した着物や装飾
品を、手紙にそえてあげました。

�ȡ�ȡ��Ȫ�^ � ��� Ĩȡ���ȯ �Ǔ�f�`�¡ȡ���ȯ��ȡ�\�ǕǓ�����ȡ��^ Ǔ�f�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȯ �
��°ȯ���¡�Ʌ�]Ǒ��Ǔ��ȡǓ��ɉ��Ȫ��ğ� Ǒ¡��Ǔ���ȡ�Ǒ��ȡ�@�

33　「若き人々～」
（1378 ／一五⑫／
三二）

ナシ ナシ ナシ

34　桐壺帝は女房と語
り明かし長恨歌の絵を
見ながら命婦の帰参を
待つ
「命婦は～」（1420 ／
一六③／三三）

みかどはふけてもおほとのごもらず、
せんざいの花御覧ずるやうにて、女ば
う四五人さぶらはせて、御物語せさせ
給へり。

帝は夜更けになってもおやすみにならず、庭先に植えてある花を眺めながら、
侍女を四、五人そばに控えさせて、お話をしていらっしゃいました。

`��� Ĩȡ���Ȫ�]�Ȣ��ȡ������ȢȲ���¡ȣȲ�]_�@��ȡ���ȡȱ���ǐ��ȡǐ��ȡjȲ��Ȫ��ȡ ��Ǖ�ȡ����ȡ���ȯ ��Ǘ �ɉ�
�Ȫ��ȯ��ȯ��ȯ��ȯ��ȡ�Ʌ�����¡ȯ��ȯ�@

35　帝は里邸の様を命
婦から聞き、とり乱し
た祖母君の返書に心を
遣う
「いと細やか～」（1469
／一六⑧／三三）

御返し奉るうば君の歌。
　　あらき風ふせぎしかげのかれしよ
りこはぎがうへぞしづごゝろなき

帝の手紙に対して詠んだ、〈桐壺の更衣〉の母の歌です。
　　あらき風ふせぎしかげのかれしよりこはぎがうへぞしづごゝろなき

 Ĩȡ���ȯ ��ğȪƣ���ȯ �Ǿ���Ʌ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ��ȯ�f���ǒ��ȡ��ȯ�Ȣ�@
（和歌）

36　「いとかうしも
～」（1504 ／一六⑫／
三四）

ナシ ナシ ナシ

37　帝は若宮の将来を
約束し、贈物から長恨
歌の釵に思いを重ねて
歌う
「かくても～」（1543
／一七③／三四）

6丁裏
うば君の物語わか君の事などそうして、
をくりもの御らんぜさすれば、
〈御〉たづねゆくまぼろしもがなつてに
ても玉のありかをそことしるべく
（「うば君」から 6丁裏）

〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) の話や〈光源氏 ( 若君 )〉のことなどを話して、贈
り物を見せると、帝は次のように和歌を詠みました。
〈帝〉
　　たづねゆくまぼろしもがなつてにても
　　玉のありかをそことしるべく

〔6丁裏〕

 Ĩȡ���ȯ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ�
�ȡ�Ȣ��k��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ����ȯ ��ȡ�ȯ��Ʌ� Ǖ�ȡ�k��
Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ�Ǔ��ȡǓ��ȡȲ��ȯ�Ȣ�@�`Û¡ɉ�ȯ�f���ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@
（和歌）
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38　「絵に描ける～」
（1572 ／一七⑦／
三五）

ナシ ナシ ナシ

39　帝の心を踏みにじ
るように、弘徽殿女御
は傍若無人な遊び事に
耽る
「風の音～」（1615 ／
一七⑫／三五）

一の宮の御母、弘徽殿は、久しくうへ
の御つぼねに参り給はず、月のおもし
ろきにあそび〔傍・あ＝管絃〕をぞし
給ふ。人々かたはらいたしと、きゝけり。

第一皇子の母、〈弘徽殿の女御〉は、長い間帝の側に呼ばれず、月の美しい夜に
合奏をして遊んでいます。殿上人や侍女たちは、「具合の悪いことだ」と、その
合奏の音を聞いています。

 Ĩȡ���ȯ�Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ���ȧ��ȡ�ȡ���ȪǑ��ȯ���ȧ� Ȳ��Ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ��ȡ�ȧ� ��� ȯ��¡ȣȲ��Ǖ�ȡ�ȡ�
^ Ǔ�f�  Ȳ��Ȣ� �ȡ�Ȣ�  Ǖ��� �ȡȱ��Ȣ� �ȡ�� �Ȫ�  Ȳ�Ȣ�� �ȡ�]�Ȫ������]�Ȳ�� �ȯ� �¡ȣ� �Ȣ� @� Ǒ��ȯ� �Ʌ�
�ǐ��ȡǐ��ȡjȲ�k��\Û���Ȫ�ɉ��Ȫ�\ ��� Ȳ�Ȣ�� Ǖ����\ Ǖǒ��ȡ��¡ Ǘ �¡Ȫ��¡ȣ��Ȣ�@

40　更衣の里邸に思い
を馳せて悲しみ歌う帝
は、眠ることすらでき
ない
「月も入りぬ～」（1660
／一八③／三六）

みかど、うば君のもとをおぼして、
　　雲のうへもなみだにくるゝ秋の月
いかですむらんあさぢふのやど

帝は、〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) の生活を心配して、次のように和歌を詠み
ました。
　　雲のうへもなみだにくるゝ秋の月
　　いかですむらんあさぢふのやど

 Ĩȡ���ȯ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ�
�ȡ�Ȣ���ȯ ��Ȣ����ȧ�Ǔ�Ȳ�ȡ����ȯ�¡Ǖf�f���ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@
（和歌）

41　「朝に起き～」
（1693 ／一八⑦／
三六）

ナシ ナシ ナシ

42　「さるべき契～」
（1731 ／一八⑫／
三七）

ナシ ナシ ナシ

43　若宮参内で不吉な
予感、弘徽殿女御は息
子が四歳の春に立坊し
安堵
「月日経て～」（1762
／一九②／三七）

7丁表
月日へて、わか君参り給ぬ。きよらに
およずけ給へば、いとゆゝしうおぼし
たり。あくる年の春、一の宮春宮にさ
だまり給ふにも、此君をひきこさまほ
しうおぼせど、世のうけひくまじき事
を、はゞかり給て、色にもいでさせ給
はず。
（「さだまり」から 7丁表）

月日が過ぎて、〈光源氏 ( 若君 )〉が宮殿にやってきました。美しく成長したので、
神につれていかれたりしないかと大変不安に思われました。翌年の春、第一皇
子が皇太子に決まったときも、帝は、〈光源氏〉に第一皇子を越えさせたいと思
いましたが、世間が納得しないことだと、遠慮して、表情にも出しません。

�Ǖ ���¡ȣ�ȯ��ȡ��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ���Ǒ��ȯ��Ʌ��ȡ� �]f�@��¡�^��ȡ� ǕȲ���¡Ȫ���ȡ�k����Ȫ�ɉ��Ȫ�
�¡Ǖ��Ǔ�Ȳ�ȡ�¡Ȫ�ȯ���Ȣ�Ǒ���¡ȣȲ�_Ƴ��` ȯ�\��ȯ��ȡ ����ȯ��ȡf�@�\��ȯ� ȡ���ȯ �� Ȳ���Ʌ�Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ��
�Ȫ��Ǖ��ȡ���ȯ �Ǿ���Ʌ

〔7丁表〕

Ǔ��ȡ[ǐ���Ǒ��ȡ���ȡ�@� Ĩȡ������Ʌ��ȡ¡�ȯ��ȯ�Ǒ��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��¡ȣ��Ǖ��ȡ������ȡf���ȯǑ���`Û¡Ʌ��¡��Ȣ�
��ȡ��ȡ�Ǒ���ǕǓ��ȡ��¡ȣȲ��ȡ�ȯ�Ȣ��^ Ǔ�f�`Û¡ɉ�ȯ�\��Ȣ�^Í�ȡ��ȡ�Ǒ� Ȣ��Ȫ��Ȣ���ȡ�¡Ȫ�ȯ��¡ȣȲ�Ǒ��ȡ�@

44　祖母君は期待も虚
しく潰え若宮六歳の年
に無念さを残したまま
死去
「かの御祖母～」（1805
／一九⑥／三七）

彼うば君、なぐさむかたなきゆへにや、
うせ給ぬれば、又これを、かなしびお
ぼす。

あの〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) は、心を慰めることもなかったからでしょう
か、亡くなってしまいましたので、またしても帝は、悲しいことだとお思いに
なります。

^��ȯ��Ʌ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ�
�ȡ�Ȣ��\��Ȣ��ȯ�ȣ��ȯ ��ȡ ���Ȣ��_���ȡ����ȯ��Ȣ��� ȯ�
ǒ��Ǖ��¡Ȫ��_��Ȣ�@� Ĩȡ���Ȫ��¡Ǖ���Ǖ��¡Ǖ]�@�

45　若宮七歳の読書始
めの後は、その聡明さ
と美貌に弘徽殿女御も
感服
「今は内裏に～」（1844
／一九⑪／三八）

若君七つに成給へば、文はじめせさせ
給て、

《光源氏 ( 若君 )》は《七歳》になりましたので、読書始めの儀式をして、 \��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ��� ȡ�� ȡ���ȡ�¡Ȫ���ȡ�k��` �ȯ �Ǔ�f��ȡ��]�Ȳ�����ȯ��ȡ� Ȳè�ȡ��Ǒ��ȡ�
��ȡ�@�
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46　若宮は二人の皇女
方より優雅で学問や音
曲にも秀でる超人さを
発揮
「女御子たち～」（1904
／二〇②／三九）

御がくもんはさる物にて、琴笛のねに
も、雲井をひゞかし給へり。

勉強はいうまでもなく、琴や笛といった楽器もよくできて、宮殿の人々を驚か
せました。

�¡����ȯ ����±ȡ_��Ʌ�¡ȣ�\Í�ȡ��ȡ���ǔã���Ȫ�Ȫ���ȡȲ Ǖ�ȣ�]Ǒ���ȡ�ȡ�Ȣ��ȡƸȢ���ȡƭɉ��Ȫ��Ȣ��¡Ǖ��\Í�ȡ�
��ȡ�ȡ��ȡ��ǔ� ȯ��ȯ�����Ǒ��ȯ��ȯ ��Ȫ��¡Ȱ�ȡ��¡Ȫ��ȡ�ȯ��ȯ�@�

47　高麗の相人は鴻臚
館で右大弁の子として
来た若宮を観て不思議
がる
「そのころ～」（1955
／二〇⑥／三九）

其比こまうどのさうにん奉りて、 そのころ《高麗人の相人》がやってきて、 f��Ǒ����Ȫǐ��ȡ� ȯ��Ǖ�ȡ�Ǚ Ǔ���ȡƸȢ�]�ȡ�

48　「弁も、いと～」
（2019 ／二〇⑬／
四〇）

ナシ ナシ ナシ

49　「帝、かしこき
～」（2075 ／二一⑤／
四〇）

ナシ ナシ ナシ

50　帝は宿曜道の判断
も参考に、若宮を皇位
継承権のない源氏にと
決断
「際ことに～」（2120
／二一⑩／四一）

此君のざえかしこく、かたちのきよら
なるにめで奉りて、ひかる君とつけ奉
り、をくり物どもさゝげけり。此君を
たゞ人にはあたらしけれど、源氏にな
したてまつるべくおぼしをきてたり。

この《光源氏 ( 若君 )》の学問の才能がすぐれていて、《容姿も美しい》のをほ
めたたえて、「光る君」と名付け、贈り物などを差し上げました。帝は、この〈光
源氏 ( 光る君 )〉を皇族から外すのは惜しいけれど、源氏の名字をつけて、臣下
にするように決めました。

` �ȯ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ����ȧ�ĤǓ��ȡ�k�� ȫÛ��[��ȧ��¡Ǖ��Ĥ�Ȳ ȡ��ȧ�k��` ȯ��Ǒ¡�ȡǽǑ�Ǔ����ȡ�
�ȡ���ȯ����_�`�¡ȡ�ɉ��ȧ��Ʌ���ȧ�@� Ĩȡ��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ�ȡǓ�Ǔ����Ȫ��ȡ��ǐ��ȡ�� ȯ�\����¡ȣȲ����ȡ�
�ȡ¡�ȯ��ȯ����Ȳ�Ǖ����ȡ�«Ǿ�ȣ�¡Ȫ��_�k���Ǖ Ȣ����Ʌ�`Û¡ɉ�ȯ�` ȯ��Ʌǔ���ȡ��Ǖ ��ȡ���ȯ���\�Ǖ����ȯ �Ǿ��
�Ʌ�\��ȯ��ȡ ����ȯ��ȡ����Ǒ��ȡ�@�

ナシ 7丁裏
絵

〈絵２〉光源氏七歳のときに、迎賓館で、光源氏が高麗の相人に占いをしてもらっ
ているところ（７丁裏）

〔7丁裏〕

Ǒ��ȯ��ȯ �è�ȡ����¢��Ʌ��Ȫǐ��ȡ��ȡ��Ǖ�ȡ�Ǚ Ǔ���ȡƸȢ� ȡ�� ȡ���ȯ �Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ��ȯ��ȡ�¡Ȱ�@

51　更衣が忘れられ
ず世を疎ましく思う帝
に、先帝の四の宮の噂
が届く
「年月にそへ～」（2147
／二一⑬／四一）

8丁表
年月にそへて、御休所の御事わすれさ
せ給はず、御心なぐさむかたなし。先
帝の四の君、御かたちすぐれ給へる事
を、ないしのすけ、そうして奉らせ給
へり。〔割・其を藤つぼと／申也〕
（「年月」から 8丁表）

年月が過ぎても、帝は、〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉のことを忘れることがなく、
心をなぐさめることもできません。前の天皇の四番目のお姫さまで、見た目が
とても美しいということを、〈典侍〉という女官が、主人である帝に伝えました。
〔その人を、〈藤壺〉といいます。〕

〔8丁表〕

�_� ȡ���Ȣ���f����Ȳ�Ǖ� Ĩȡ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
Ǔ� Ȫ�ǕȲ �Ȫ�Ȫ�Ȫ���Ȫ�ǒ���Ǖ ���¡ȣȲ��Ǘ�� �ȯ �
k���¡Ǖ��`�ȡ ��¡�ȯ��ȯ�@��ȡ^Ǔ��Ȫ Ǖ�ȯ ��ȡ����ǐ��ȡǐ��ȡ��ȯ� Ĩȡ���Ȫ���ȡ�ȡ�Ǒ���Ǘ�[� Ĩȡ���ȧ��ȫ�Ȣ�
�ȡ�Ȣ��¡Ǖ�� ǕȲ���¡Ȱ�@�
�` ��ȡ�Ȣ��ȡ��ȡ���Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ�¡Ȱ���

52　典侍は先帝の四の
宮を亡き更衣に生き写
しだと奏上し帝の気を
引く
「母后世になく～」
（2173 ／二二②／
四一）

昔の御休所によく似給て、 昔の〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉によく似ていて、 �¡��Ȥ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
Ǔ� Ȫ�ǕȲ �Ȫ�Ȫ�Ȫ���Ȱ Ȣ��Ȣ�

53　「母后、「あな
～」（2233 ／二二⑧／
四二）

ナシ ナシ ナシ
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54　「さぶらふ人々
～」（2264 ／二二⑫／
四二）

ナシ ナシ ナシ

55　藤壺は皇女の身
ゆえに誰に気兼ねもな
く、帝の寵愛もしだい
に移る
「これは人の～」（2295
／二三②／四三）

人のきはもまさり給へば、をのづから
御心うつりにけり。

身分も高いので、帝は、〈藤壺〉に自然とお気持ちが移っていきました。 k��aȲ �ȯ��Ǖ ���ȧ��Ȣ�@��Ȣ�ȯ��Ȣ�ȯ� Ĩȡ���Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ� ȯ�]�ǒ�[��¡Ȫ�ȯ���ȯ�@�

56　源氏の君は常に父
帝の傍にいて、若く美
しい藤壺の姿を透き見
する
「源氏の君は～」（2327
／二三⑤／四三）

源氏の君は、みかどの御あたりさり給
はねば、藤つぼにもしげくわたり給ふ。

〈光源氏〉は、帝の近くから離れないので、〈藤壺〉のところにも《帝》と一緒
によくついていきます。

Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��¡�ȯ�ȡ� Ĩȡ���ȯ � ȡ���¡�ȡ��ȡ�k���Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��ȯ ��ȡ ��Ȣ�`��ȯ � ȡ���ȡ�ȡ����ȡ��ȡ�@�

57　「母御息所も～」
（2370 ／二三⑨／
四三）

ナシ ナシ ナシ

58　「上も、限りなき
～」（2396 ／二三⑪／
四四）

ナシ ナシ ナシ

59　弘徽殿と藤壺が険
悪な中、世の人は光る
君とかかやく日の宮と
賞讃
「こよなう～」（2433
／二四①／四四）

光君に立ならび、御おぼえもとり／ ＼゙
なれば、かゞやく日の宮ときこゆ。

〈光源氏〉と〈藤壺〉は、《帝》にそれぞれにとても愛されているので、〈藤壺〉
のことを、〈光源氏〉の「光る君」に対して「輝く日の宮」とも呼びました。

 Ĩȡ���Ȫ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��k���Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��Ȫ�ɉ� ȯ�Ü�ȡ���ȡ��^ Ǔ�f��Ȱ ȯ��ȯ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ��Ǒ¡�ȡǽǑ�Ǔ���
�ȡ�� ȯ��Ǖ�ȡ�ȯ��ȯ���Ȱ ȯ�¡ȣ��Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��Ȫ���ȡ�ȡ�ȡ�Ǖ Ǒ¡�ȪǓ��ȡ���ȡ�� ȯ��Ǖ�ȡ�ȯ���ȯ�@�

60　光源氏は十二歳で
兄東宮に劣らぬ元服の
儀式を帝の主導で執り
行う
「この君の～」（2483
／二四⑤／四四）

源氏の君、十二にてげんぶくし給ひ、 《光源氏》は、《十二歳》で《元服》と呼ばれる成人式をして、 �ȡ�¡� ȡ���ȧ�`Ĩ��Ʌ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ���Ʌ�Ǖ�Ǖ ���ȡ�����è���ȡ� Ȳè�ȡ��¡Ǖ]�k��ǒ��ȡ¡��ȯ �Ǔ�f�f��
�ȡ��Ǖ �ȡ�ȣ��Ǖ�Ȣ��_�@�

61　「おはします～」
（2537 ／二四⑩／
四五）

ナシ ナシ ナシ

62　「かうぶり～」
（2580 ／二五①／
四五）

ナシ ナシ ナシ

63　左大臣は娘を春宮
ではなく光源氏の元服
の添い臥しに心積もり
する
「引き入れの～」（2623
／二五⑥／四六）

ひきいれの大臣の、みこばらの姫君を、
そひぶしにとさだめ給ふ。〔割・其あふ
ひの上也〕

《左大臣 ( 引き入れの大臣 )》の娘で、皇女の母親をもつお姫さまを、妻にする
ことが決定しました。〔その妻が〈葵の上〉です。〕

` �ȯ �ǒ��ȡ��¡ȡ�ȲğȢ��ȯ��Ȫ��Ǒ¡Ǒ�^�ȯ���ȡǓ���ȡ���¡��ȡ�ȯ��ȡ��¡×��Ǘ�[���[�ȡȲ�����ȯ��ȡ�ȯ��ȯ�k��
�ȡ�ȡ��ȡ��Ǒ¡�ȡ��Ȣ�@�` ��ȡ�Ȣ��ȡ��ȡ��]j^�Ȫ`f��ȡ�@���
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64　「さぶらひに～」
（2658 ／二五⑨／
四六）

ナシ ナシ ナシ

ナシ 8丁裏
絵

〈絵３〉光源氏十二歳のときに、宮殿で光源氏が元服の儀式をした場面（8丁裏）〔8丁裏〕

Ǒ��ȯ��Ʌ��ȡ�¡� ȡ���ȯ �Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ��Ʌ�Ǖ�Ǖ ��ȡ��� Ȳè�ȡ��Ǒ��ȡ��ȡ��¡ȡ�¡Ȱ�@
65　左大臣は帝から二
人の結婚を催促される
と返歌で応諾して拝舞
する
「御盃のついで～」
（2703 ／二五⑭／
四七）

9丁表
〈御〉
　　いときなき　はつもとゆひになが
きよを　ちぎるこゝろは
むすびこめつや
左大臣御返し。
　　むすびつる　心もふかきもとゆひ
に　こきむらさきの　いろしあせずは
（〈御〉から 9丁表）

〈帝〉
　　いときなきはつもとゆひにながきよを
　　ちぎるこゝろはむすびこめつや
〈左大臣〉は返事として次のように歌を詠みました。
　　むすびつる心もふかきもとゆひに
　　こきむらさきのいろしあせずは

〔9丁表〕

 Ĩȡ���ȯ�g Ȣ��ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@
（和歌）
�¡ȡ�ȲğȢ��ȯ�`ƣ���ȯ�ȯ�¡Ǖf��ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@
（和歌）

66　左大臣や親王たち
は禄を賜い、この日の
元服の儀式は春宮より
盛大
「左馬寮の～」（2730
／二六④／四七）

左のつかさの御馬、蔵人所の鷹すへて、
給り給ふ。みはしのもとに、上達部み
こたちつらねて、ろくどもしな／ ＼゙に
給り給ふ。

左馬寮という役所が所有する馬に、蔵人所という役所が所有する鷹を添えて、〈左
大臣〉にあげました。宮殿の階段のところに、上級の貴族や親王たちが立ち並
んで、引出物などを位に応じて帝からもらいます。

 ȡ�ȡ�Ⱦ��ȡ��� ��ȡ�ȣ��Ý����Ʌ��Ȫ°ȯ��ȧ��ȯ��ȡ���ȧ��ȡ�Ȣ��Ȣ���¡ȡȱ� ȯ�f���Ȫ°ȡ��¡ȡ�ȲğȢ��Ȫ��Ʌ��Ǒ��ȡ�
��ȡ�@��Ǖ �Ȫ�Ȫ�Ȫ�Ȫ�Ȫ��ȡ��� ��ȡ�ȣ��Ý����Ʌ��ȡ���ȡ� Ȳ̂��ȡ��Ǒ��ȡ��ȡ�ȡ��ȡ���¡ȡȱ� ȯ�f���ȡ��`Û¡Ʌ�
Ǒ��ȡ���ȡ�@�^ ��Ǖ��\� �����Ǒ��ȯ��ȧ� ȢǑ°�ɉ����\Ǔ��ȡ���Ȫ��k���_��ȡ��ǕȲ \���°ȯ�¡Ȫ��ȡ�ȯ�
�ȯ�k�� Ĩȡ�� �Ȣ��Ȫ�\��ȯ�����ȯ �\�Ǖ ȡ��ǒ�Ǔ�Û���Ʌ���ȯ�ȯ��¡ȯ�@�

67　元服した光源氏は
左大臣邸に迎えられ、
娘の葵の上と初々しく
結婚
「その夜～」（2768 ／
二六⑧／四七）

その夜、おとゞの御里に源氏の君まか
でさせ給ふ。〔割・源は十二才／あふひ
は十六也〕

その夜、〈左大臣〉の家に〈光源氏〉は行きました。〔〈光源氏〉は十二歳、〈葵の上〉
は十六歳です。〕

` ��ȡ���Ȫ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���¡ȡ�ȲğȢ��ȯ ������ȡ�@�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ�¡� ȡ���ȡ��ȡ�k��]j^�Ȫ`f� Ȫ�¡�
 ȡ���ȧ��Ȣ��

68　「この大臣の～」
（2800 ／二六⑫／
四八）

ナシ ナシ ナシ

69　左大臣家の蔵人少
将は右大臣家の四の君
と政略結婚して牽制し
合う
「御子ども～」（2833
／二七①／四八）

おとゞの子蔵人少将には、右大臣殿の
四の君をあはせ給へり。

〈左大臣〉の息子の〈蔵人少将〉は、〈右大臣〉の〈四の君〉と結婚することに
なりました。

�¡ȡ�ȲğȢ��ȯ ��Ǖğ��Ǖ �Ȫ�Ȫ�Ȫ�Ȫ�Ȫ��ȯ �ǒ��ȡ¡��ȯ �Ǔ�f�`��¡ȡ�ȲğȢ��ȧ��ȫ�Ȣ��ȡ��Ǖ �ȡ�ȣ��Ǖ�Ȣ��_�@
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70 光源氏は藤壺を理
想の女性として慕って
想い悩み、葵の上とは
疎遠
「源氏の君は～」（2863
／二七④／四九）

9丁裏
源氏の君は、うへのつねにめしまつは
させ給へば、心やすく里ずみもし給は
ず。藤つぼの御ありさまをたぐひなし
とおぼし、さやうならん人をこそ見め、
にるものなくもおはしけるかなとおぼ
せば、おほいどのゝ君には心もつかず。
（「里ずみ」から 9丁裏）

〈光源氏〉は、帝がいつも自分の側近くにお呼びになるので、ゆっくりと〈左大臣〉
の家に落ち着くこともできません。〈光源氏〉は、〈藤壺〉のことを世の中にめっ
たにないものと思って、〈藤壺〉のような女性と結婚したい、〈藤壺〉と似てい
る女性もいないなあと思うので、〈葵の上 ( 大殿の君 )〉とはあまり親しくなり
ません。

 Ĩȡ���ȯ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ�¡�ȯ�ȡ�\��ȯ��ȡ ����ȡ��ȡ¡ȡ��
〔９丁裏〕
^ Ǔ�f�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ��¡ȡ�ȲğȢ��ȯ ��������¡��ȯ��ȯ �Ǔ�f�Ï�ȡ�ȡ� ����¡ȣȲ�Ǔ����¡ȡ��ȡ�@�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ��Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ� ȯ��ȡ �]��[���ȡ�^ Ǔ�f��¡��Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��Ȱ Ȣ��ȡ�Ȣ� ȯ� ǒ��ȡ¡����ȡ��ȡ¡�ȡ��ȡ�@�
�ȯǑ���` �Ȫ��Ȱ Ȣ��ȡ�Ȣ��¡ȣȲ��¡ȣȲ�Ǒ����¡ȣ��Ȣ��]j^�Ȫ`f�
j�Ȫ�Ȫ�ȪǑ�Ǔ��� ȯ��Ȣ�Ï�ȡ�ȡ�]�ǒ�[��
�¡ȣȲ�¡Ȫ��¡ȡ��ȡ�@��

71　宮中での光源氏
は藤壺の存在を慰めと
し、左大臣家は温かく
気遣う
「大人になり～」（2912
／二七⑨／四九）

おとなになり給てのちは、有しやうに
みすの内にもいれ給はず。御あそびの
おり／＼、ことふえのねにきゝかよひ、
ほのかなる御こゑなぐさめにて、内ず
みのみこのましうおぼえ給ふ。

大人になってからは、子供の時のように〈藤壺〉と同じ御簾の中にも入れません。
合奏をする時々に、琴や笛の音色に気持ちをこめ、かすかに聞えてくる〈藤壺〉
の声を慰めにして、〈光源氏〉は宮殿でばかり過ごしています。

����Ȫ�ȡ��ȡ�����¡��Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��ȯ ���ȶ��ȯ �\Ȳ���]� ��ȡ��ȡ����Ȳ�Ǖ�\���°ȡ�¡Ȫ���ȡ��g ȡ����ȡ�
��ȡ��ȡ�@� Ȳ�Ȣ�� ��Ȫ¡��Ʌ��Ǘ���Ȱ�Ȥ�¡Ǖ_��Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��ȯ �Ǔ�f��¡��Ȫ�Ȫ��ȡƭ�k���ȡȲ Ǖ�ȣ���ȡ�ȡ�¡Ȱ�k��
`��ȧ�¡ã�ȧ� Ȣ�]�ȡ�� Ǖ��ȯ��ȡ�Ĥ�ȡ ����ȡ�¡Ȱ�@�^ �Ĥ�ȡ��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ� ���\� ��Ǒ��ȯ��Ʌ�
¡ȣ��Ȣ���ȡ�ȡ��ȡ�@�

72　「内裏には～」
（2976 ／二七⑭／
五〇）

ナシ ナシ ナシ

140326_ 伊井小見出し
付加

ナシ ナシ ナシ
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●ウルドゥー語訳『十帖源氏』データ
小見出し 十帖源氏　校訂本文 十帖源氏　現代語訳 十帖源氏（ウルドゥー語・非母語話者／村上さん）

ナシ 1丁裏・2丁表
光源氏物語は、村上天皇女十宮大斎院より、一条院の后上東門院
へ「めづらかなる草子や侍る」と、御所望の時、式部をめして「何
にてもあたらしく作りてまいらせよかし」と、おほせらる。式部、
石山寺にこもりて、此事を祈り申す。折しも、八月十五夜の月、
湖水にうつりて、物語の風情空にうかびけれは、先、須磨の巻よ
り書たると也。巻の数は天台六十巻、題号は四諦の法門「有門空
門亦有亦空門非有非空門」也。一には詞をとり、二には歌をとり、
三には詞と歌とを取、四には歌にも詞にもなき事也。始は「藤式部」
といひしを、此物語一部の内むらさきの上の事を勝れておもしろ
く書たるゆへ、「紫式部」といひかへらるゝ也。観音ノ化身ト云々。
檀那院僧正天台一心三観血脉許可也。堤中納言兼輔̶惟正〔傍・
＝因幡守〕̶為時〔傍・＝越前守〕̶女〔傍・＝紫式部〕母は為
信〔傍・為＝摂津守〕女堅子
（「四には」から 2丁表）

『源氏物語』の誕生
〈村上天皇〉の十番目のお姫さまである〈選子内親王 ( 大斎院 )〉
が、〈一条院〉の后である〈藤原彰子 ( 上東門院 )〉に「新作の物
語はありませんか」と、お望みになりました。〈彰子〉は、《紫式
部》を呼んで「がんばって《物語》を新しく作ってきてください」
と、おっしゃいました。《紫式部》は、《石山寺》に滞在して、こ
の事を祈りました。すると、《八月十五夜の満月》が、《琵琶湖》
の水面に映って、物語の風情が頭に浮かんだので、まず、須磨の
巻から書いたそうです。『源氏物語』の巻の数は天台の教典六十
巻をもとにして ( 現在の『源氏物語』は五十四巻 )、巻の名前は
四諦の法門、「有門、空門、亦有亦空門、非有非空門」という文
を参考にして名付けました。第一には物語の本文から、第二には
和歌から、第三には本文と和歌から、第四には和歌にも本文にも
ないところから、巻の名前を決めました。もともと「藤式部」と
呼ばれていましたのを、この物語の一部で〈紫の上〉のことをと
てもすばらしく書いていたことから、「紫式部」と呼び名が変え
られたのです。〈紫式部〉は、観音の化身だという伝説もあります。
檀那院僧正に天台一心三観の血脈を許されたのです。
紫式部の系図
堤中納言兼輔―因幡守惟正―越前守為時―女 ( 紫式部 )　　母は
摂津守為信女の堅子です。

（注）一般的な説とは異なる部分もあります。類似した系図が『源
氏物語』の注釈書である、『湖月抄』にあります。

２
̵Ω΍ί٬η�؏ϳϭγΩ�̶̯��̶ϣΎ̯΍έϭϣ��ϩΎηϧ٬η�؏ϳϭϬՌγΎΑ̯ف��ϥΎ̡ΎΟ�ˬ٫ف�ΕΎΑ�̶ϧ΍έ̡�ϩΩΎϳίف�γ�ϝΎγ�έ΍ί٫�

̶ϧΎ٬̯�̶΋ϧ�̶΋ϭ̯�Ύϳ̶̯̯�̯؟��ε΋Ύϣέϓف�γ��ϭ̰ϳ̯΁̰؟���Ϡϣ�̶̯��ϭΟ�̶̩ϳ΍��ϩΎηϧ٬η�؏ϳϭϬՌγϧϭ̩ف�ϧ��ϭ̯ϭΑϭϧ��

̶ϧΎ٬̯�̶΋ϧ�Ρέρ�̶γ̯؟�ϧ�̶γ̯̯؟��Ύ٬̯�έ̯�ϼΑ�ϭ̯��ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣ��̶ϧΎΗγ΍�̶ϧ̡΍ف�ϧ̰؟�Ϡϣ�ˮ٫ف�؏ϳ٬ϧ�

̶̯�ΎϋΩف�΋ϭف�٫Ηέ̯�̶ϧϳηϧ؟�ηϭ̳�؏ϳϣ�έΩϧϣ��ΎϣΎϳ�̶ηϳ΍ف��ϧ��ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣل��΅΁ف�ϟ̯ف��έ̯�ϑϳϧλΗ�

΢ργ�̶̯�ϝϳϬΟ��΍ϭ�̶Αف��ϧ�α΍�ΏΟ̶ل�ϬΗ�Ε΍έ�؏ϳϭϫΩϭ̩�̶̯�Εγ̳΍فل�΋ΎΟ�ϭ٫�ϝίΎϧ�̶ϧΎ٬̯�̶΋ϧ�έ̡�ϬΟϣ̯؟��

�Ύϣϭγ��ΏΎΑ�؏΍ϭϫέΎΑ�έϭ΍ف�΋΁�έϬΑ΍�έυΎϧϣ̶�̯ف�ϧΎ٬̯�؏ϳϣ�ϥ٫Ϋ̯ف��α΍�ϭΗ�ΎϬ̰ϳΩ�α̰ϋ�Ύ̯�ΩϧΎ̩ف�Η̰ϣ̩�έ̡�

�γف��ωϭέη�ΎϧϬ̰ϟ�̶ϧΎ٬̶̯̯�ل

ϬՌΎγ�ΏΎΗ̯�αΩϘϣ�̶̯ف�ϗέϓ�α΍٫ف�̯؟��ΎΗΎΟ�Ύ٫فل�٬̯�έΛ΍�΍֐Α�Ύ̯ف�ϗέϓ��̶΋΍վϧϳՌ̯ف���Εϣ�ϫΩΑ�έ̡�̶ϧΎ٬̯�α΍�

�٫�ϝϣΗηϣ�έ̡�Ώ΍ϭΑ΍ف�ϧ��ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣ��΍Ϋ٬ϟف��ϬΗ�̶Ϭ̰ϟ�؏ϳϣ�Ώ΍ϭΑ΍�ϬՌΎγ�̶ϬΑ��̶ϧΎ٬̯�̶̯�̶Οϧϳ̶̳ل

�٫�̶̯�Ώ΍ϭΑ΍�ϥϭ˷̩�ϑέλ�̶ϧΎ٬̯�ϩΩϭΟϭϣ�ϥ̰ϳϟفل��Εϣ�ϫΩΑ�̶ϬΑ�ωϭοϭϣ�Ύ̯�̶ϧΎ٬̯�α΍̯ف�γ�ϕ΋ΎϘΣ�έΎ̩ف

ΎΗ̰γ�ϭ٫�̶ϬΑ�؏Ύ٫�Ώ΍ϭΟ�Ύ̯�α΍�έϭ΍�؏ϳ٬ϧ�Ύϳ٫�̶ف�ϬΑ�ΏϠρϣ�̶΋ϭ̯�Ύ̯ف�ϧ٫έ�ϩΩϧί�؏ϳϣ�ΎϳϧΩ�α΍�̶ϧόϳ�ˬΎϳ̳�Ύϳϟ�

έϭ΍ف�γ�ϡυϧ�ϭ�ϥΗϣـ�έγϳΗ�ˬفγ�ϡυϧـ�έγϭΩ�ˬفγ�ϥΗϣ̶�̯ف�ϧΎ٬̯�ϭΗف�Ϡ٬̡�ϡΎϧ�Ύ̯�ΏΎΑ̶ل�ϬΑ؟�ϧ�έϭ΍٫ف��

ϬΗϭ̩ف�Ο�έϭ΍�؏ϳ٬̴̯؟�γف��Ύϳ̳�Ύϳϟل

�̶̯Ύγ΍έϭϣ���̵ϭϳΑ�̶̯��̶Οϧϳ̳��؏ϳϣ�̶ϧΎ٬̯�α΍ف�ϧ�α΍�ϥϳ̰ϟ�̶ϬΗ�̶Ηϼ٬̯��ϭΑϳ̰ϳη�ϭϧϭΗ؟��ϔϧ˷λϣ�ϝλ΍�έΩ�

Εϳ΍ϭέ؟�ϳ̴ف�ل�ϟف�ϧέΎ̡̰��ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣف��γ΍�̱ϭϟ̯؟��ΎϬ̰ϟ�؏ϳϣ�ί΍Ωϧ΍�έ΍ΩϧΎηف�ϧΗ΍�؏ϳϣـ�έΎΑ̯ف��

�٫�̶ϬΑف�̯؟��ϠΑ�؏ϳ٬ϧ�ϥΎγϧ΍��ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣ̰؟�٫�έΎΗϭ΍�Ύ̯�̵ϭϳΩ�̶̯�ϡέ̯�ϭ�ϡΣέفل���ϗέϓ��̶΋΍վϧϳՌف�̯ف

ϧ��ϥ΅ϭ̯Ύ̯��Ε٫ϭέ̡�έϭϣΎϧف�γ΍ف�ϗέϓ��̶΋΍վϧϳՌ���έ̯�ΎϧΑ�Ωέ̳Ύη�̶ϧ̡΍ف�̯ف�ΩϳϘϋـ�γف�Ύϳ΍έ̯�αΎϧηϭέل

Ώγϧؠ�ϠγϠγ�Ύ̯��ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍�έϭϣ�έ

�ΟέΩ�̶ϧΎϳϣέΩ�̶ϧόϳ��ϥϭ̳Ύϧϭ̩�̶ϣϭγΗ�ϭγΗ�ϭف�ϧΎ̯��έϠγϧϭ̯�Ύ̯فϭγ̯ف�������έϭ̯��έ΍Ω�ϊϠο�Ύ̯��ΎΑΎϧϳ΍ـ�

ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣ�������̶̯ϭΗفϣΎΗ��έ΍Ω�ϊϠο�Ύ̯��ϥϳίϳ̩ϳ΍������ΎγΎϣ�

��ϭγΗ˷ϳγ��؏Ύϣ�̶̯�α΍̯ف�ϣΎΗ��έ΍Ω�ϊϠοف�٫��ϭ̯ΎΗΎ̯��̶ՌϳΑ�̶̯��ϭΑϭϧفل

�Ρέη�̶̯��̶ϧΎ٬̯�̶̯�̶Οϧϳ̳��Ώγϧ؝�έΟη�ΎγϳΟ�α΍�ϥ̰ϳϟ�؏ϳ٫�̶ϬΑ�ΕϻΎϳΧ�ϑϠΗΧϣ�؏ϳϣ�Ώγϧؠ�ϠγϠγ�α΍�

�ϭ̯̳ف٫�ΎΗϠϣ�؏ϳϣ��ϭη�ϭγՌفل

ナシ ２丁裏
絵

〈絵１〉八月十五日の夜、石山寺で、紫式部が、『源氏物語』を書
きはじめた場面
（2丁裏）

３
̶̯�̶Οϧϳ̳ف��ϧ��ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣ��؏ϳϣ�έΩϧϣ��ΎϣΎϳ�̶ηϳ΍��ϭ̯�Ε΍έ�؏ϳϭϫΩϭ̩�̶̯�Εγ̳΍��˺έϳϭλΗ�̵�

�ωϭέη�ΎϧϬ̰ϟ��̶ϧΎ٬̶̯̯ل
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１　ある帝の御代に、身分
は高くない更衣への帝寵を
女御方は憎悪する
「いづれの御時～」（0001 ／
五①／一七）

３丁表
いづれの御時にか、女御かうゐ、あまたさぶらひ給ける
中に、いとやんごとなきゝはにはあらぬが、すぐれてとき
めき給ふありけり。〔割・いづれの御時とは、醍醐天皇をさして
いへり。／時めき給ふとは、「きりつぼの更衣」の事也。〕
梨壺、照陽舎。
桐壺、淑景舎。
藤壺、飛香舎。
梅壺、凝花舎。
雷鳴壺、襲芳舎。
此きりつぼにすみ給ふかうゐを、御てうあひあれば、
きりつぼのみかどゝも申也。あまたの女御かうゐそね
みて、
（「いづれ」から 3丁表）

（桐壺）
いつの時代のことでしょうか、女御や更衣などといったお后が大
勢いらした中に、特に高貴な身分ではなく、帝にとても愛されて
いらっしゃる女性がいました。〔「いつの時代」とは、〈醍醐天皇〉
の時代のことです。帝に愛されていらっしゃった女性というのは、
〈桐壺の更衣〉です。〕宮殿の梨壺という建物は照陽舎の別名です。
桐壺という建物は淑景舎の別名、藤壺という建物は飛香舎の別名、
梅壺という建物は凝花舎の別名、雷鳴壺という建物は襲芳舎の別
名です。( お后の名前は、それぞれの住んでいる建物の名前で呼
びます )
この桐壺に住んでいる更衣を愛されたので、この時の帝のことを
〈桐壺の帝〉ともいいます。大勢の女御や更衣たちはうらやんで、
毎日〈桐壺の更衣〉が帝の近くにいることに、嫉妬をしてばかり
いました。

４
ϩΩ٬ϋ�Ύ̯�αΟ�ˬ�̮ϳ΍ف�γ�؏ϳϣ�ϥ΍ل�؏ϳϬΗ�̶Η٫έ�؏Ύϳϧ΍έ�̶γ�Ε٬Α�؏ϳϣ�ϝΣϣ�̶٫Ύη�ˬΎϬΗ؟�ϧΎϣί�Ύ̯�ϩΎηϧ٬η�α̯�

έϭυϧϣ؟�ϳ�έϭ΍�ΎϬΗ�Ύ̯��ϭ̴ϳ΋΍վ��ϩΎηϧ٬η؟�ϧΎϣί؟�ϳ��̶ل�΋̳�ϥΑ�έυϧ�έϭυϧϣ�̶̯�ϩΎηϧ٬η�ˬΎϬΗ؟�ϧ�ΩϧϠΑ�ιΎΧ�Ϭ̩̯�

ϬΗ��ϭΑϭγΗϳέϳ̯��̶ϧ΍έ�έυϧ̶ل)ل
̶ηΎϧف��γϳΟ�ΎϬΗ��ϡΎϧ�̲ϟ΍�̲ϟ΍�Ύ̯�ϩΎ̳�ϡΎϳϗ�έ٫�έϭ΍�؏ϳϬΗ�؏ϳ٫Ύ̳�ϡΎϳϗ�̶΋̯�̶̯�؏ϭϳϧ΍έ�έΩϧ΍̯ف��ϝΣϣ�̶٫Ύη�

ΎΗΎΟ�΍έΎ̡̰ف�γ�ϡΎϧ̯ف��ϩΎ̳�ϡΎϳϗ�̶γ΍�̶ϬΑ�ϭ̯�؏ϭϳϧ΍έ�έϭ΍ل��ϩέϳϏϭ��ϭΑϭγΗ�̶Οϭϓ��ˬ�ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��ˬ�ϭΑϭγΗ�

α΍�ΎϬΗ�ΎΗέ̯�έΎϳ̡�Ε٬Αف�γ�̶ϧ΍έ�̶ϟ΍ϭف�ϧ٫έ�؏ϳϣ��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��ϩΎηϧ٬η؟�ϳ̰؟�ϧϭ̩ل�؏ϳ٫�ϡϳϘϣ�ϩϭ�؏Ύ٬Ο�ΎϬΗ�

ϳϟف�γ΍�̱ϭϟف�Η٬̯�̶ϬΑ��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��ϩΎηϧ٬ηف�ϳ٫؏ل

έϭ΍�̶ϬΗ؟�ϧ�Ωϧγ̡�ϝ̰ϟΎΑ�ΕΎΑ؟�ϳ�ϭ̯�؏ϭϳϧ΍έ�̵έγϭΩل�ΎϬΗ�ΎΗϬ̯έ�αΎ̡ف�ϧ̡΍؟�ηϳϣ٫�ϭ̯��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯�̶ϧ΍έ�ϩϭ�

γ�α΍�Ώγف�ϳϬΗ�̶Ηέ̯�Εέϔϧ�έϭ΍�̶ΗϠΟ؏ل

�

２　帝から寵愛される桐壺
更衣は、周囲からの嫉妬が
集中し病弱となる
「朝夕の宮仕～」（0031 ／五
④／一七）

３丁裏
あさゆふの御みやづかへにつけても、心をのみうごかし、うらみ
ををふつもりにや、あつしく成ゆき、〔割・をもき／病也〕物心
ほそげに、里がちなるを、みかど、いよ／＼あはれにおぼして、
人のそしりをも、えはゞからせ給はず
（「おぼして」から 3丁裏）

そうやって、他の后たちの恨みをたくさん作った結果でしょうか、
体が弱くなっていきました。〔重い病気です〕心細い感じがして、
実家に帰っていることが多い〈桐壺の更衣〉のことを、帝は、こ
れまで以上にたまらなくお思いで、人々が悪口を言っていても、
愛情をお止めになることができません。

５
̶Ηϭ٫�έϭίϣ̯�ίϭέΑ�ίϭέ��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��̶ϧ΍έ̯؟��΍ϭ؟�٫ϳ؟�ΟϳΗϧ�Ύ̯ف�ϧϧΑ�έΎ̰η�Ύ̯�ΩγΣ�ϭ�νϐΑ�Ρέρ�α΍�

�΋̳�ϭ٫�έΎϣϳΑ�ΕΧγ�έΧ΁�έϭ΍�̶΋̶̳ل�ϳϣ�Εϗϭ�ϩΩΎϳί�έ̯�ϭ٫�ϼΗΑϣ�؏ϳϣ�̶ϧΎηϳέ̡�έϭ΍�̶γ΍Ω΍�ϩϭ̰ف�ϧέ΍ί̳�؏ϳϣف

�ϟ̴̶ل�ϳ�̶̯�̶ϧ΍έ؟�Ϡ٬̡�ϩΎηϧ٬η�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�ΕϟΎΣف�γف�Α�̶ϬΑ֐γ�ΕΑΣϣ�έ̯�ϫف�ϧ΁�εϳ̡ف�Ύ̴ϟل�ϳ�Ύ̯�ΕΑΣϣ؟

ϧέ̯�̶ϬΑ�؏Ύϳ΋΍έΑ�̶̯�ϩΎηϧ٬η�̱ϭϟ�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�ϡϟΎϋف�ϟ̴ف�ϧ�΍ϭέ̡�̶΋ϭ̯�ϭ̯�α΍�ϥ̰ϳϟ؟�ϬΗ̶ل

３　中国の楊貴妃まで引き
合いに出される桐壺更衣は、
帝の愛情に頼る
「唐土にも～」（0073 ／五⑧
／一七）

「もろこしにもかゝる事のおこりにこそ、世もみだれ、あしかり
けれ」と、あぢきなう、人のもてなやみぐさになりて、
楊貴妃のためしもひき出つべう成ぬ。

中国でもこういう恋愛関係が原因となって、世も乱れ、とんでも
ないことにもなったと、世間の人もおもしろくない気がして、人々
の悩みの種にもなり、中国で〈玄宗皇帝〉を夢中にさせた〈楊貴妃〉
の話に例えられそうになりました。

６�

̶̯�̮Ϡϣ�ΕΑΣϣ�̶ϫΩϧ΍�̶̯�Ρέρ�α΍�؏ϳϣ�ϥϳ̩̰؟�ϧϭϳ̯ل�؏ϳ΋̳�ϭ٫�΍Ωϳ̡�؏ΎϳϧΎηϳέ̡�έϭ΍�؏ϳΗϳΎ̰η�؏ϳϣ�؏ϭ̳ϭϟ�

ϩΎηϧ٬η̯ف��ϥϳ̩�ϭΟ̴ف�ϟف�ϧϳΩ�ϝΎΛϣ�̶̯��̶ϔ΋ϭ̯�̲ϧΎϳ��̱ϭϟ̶�ل�ϬΗ�̶̰̩�ϥΑ�ΏΑγ�Ύ̯�̵ΩΎΑέΑ�ϭ�̶٫ΎΑΗ�

�Ϡϣ�̶̯��̲ϧ΍ϭ٫�̲ϧϣ̰؟�γ΍�έϭ΍�̶ϬΗف�ΎϬΗ�ΎϳΩ�έ̯�ΩΎΑέΑ�έ̯�ΎϧΑ�ϡϼϏ�Ύ̯�؏΅΍Ω΍�̶ϧ̡΍ل

４　桐壺更衣は父大納言の
没後に入内し、孤立無援の
宮中で心細い生活
「父の大納言～」（0103 ／五
⑫／一八）

此かうゐの父はなくなり、母北方、いにしへのよしあるにて、御
かた／ ＼゙にもをとり給はねど、事とある時は、より所なく、心
ぼそげ也。

この〈桐壺の更衣〉の父はすでに死んでいて、母親の〈北の方〉は、
由緒のある家柄出身であり、古風な人なので、他のお后たちにも
負けないようにしています。しかし、何か大事なことがある時に
は、頼るところがなく、心細い様子です。

７
̶ϟ΍ϭف�ϧϬ̯έ�ϕϠόΗف�γ�ϥ΍ΩϧΎΧ�ϑϳέη�̮ϳ΍�؏Ύϣ�̶̯�α΍ل�ΎϬΗ�Ύ̰̩�ϭ٫�ϝΎϘΗϧ΍�Ύ̯�̟ΎΑ̯ف���ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯�̶ϧ΍έ�

ϝΎϳΧ�ΎϧΗ΍�Ύ̯�εέϭέ̡�̶̯�̶ՌϳΑ�̶ϧ̡΍ف�ϧ�α΍�ΩϭΟϭΎΑف�̯ف�ϧϭ؟�٫ϧ̯ف��έ٫ϭη̶ل�ϬΗ�Εέϭϋ�̱έίΑ؟�Ηγ΋Ύη�

ΕΑϳλϣ�̶΋ϭ̯�̶ϬΑ̯�ΏΟ�έ̴ϣل�ϭ؟�٫ϧ�αϭγΣϣ�̶ϣ̯�̶΋ϭ̯�؏ϳϣف�ϠΑΎϘϣ̯ف��؏ϭϳϧ΍έ�̵έγϭΩف�γ΍̯؟��ΎϬ̯έ�

γ΍�ϭΗ�̶ΗΎΟ�ϭ٫�ϝίΎϧف�Α�έϭ΍�ΎϬΗ�ΎΗϭ٫�αΎγΣ΍�ΩϳΩη�Ύ̯�̶΋Ύ٬ϧΗف�ϬΗ�̶Η٫έ�ϥϳ̶̩ل

５　美しい玉の男御子が誕
生し、帝は第一皇子よりこ
の弟宮を寵愛する
「前の世にも～」（0136 ／六
①／一八）

さきの世にも御契りやふかゝりけん、きよらなる玉のをのこみこ
さへ生れ給ぬ。〔割・其を光君と／いふ也〕一のみこは、右大臣
の女御の御はらにて、うたがひなきまうけの君と、かしづき聞ゆ
れど、此君の御にほひには、ならび給ふべくもあらず。

（〈桐壺の帝〉と〈桐壺の更衣〉は）前世でも約束が深かったのでしょ
うか、美しい玉のような皇子までも生まれました。〔この人を〈光
源氏 ( 光る君 )〉といいます。〕第一皇子は、〈右大臣の女御〉が
生んだ子供なので、間違いなく皇太子になるだろうと、世間の人々
も大切にしているのですが、この〈光源氏 ( 若君 )〉の美しさには、
とうてい勝つことができません。

８
Ϭ̩̯ل�ϭ٫�Ύ٫έ؟�Ηηέ�ρϭΑοϣ�Ύ̯�ΕΑΣϣ�ϥΎϳϣέΩ̶�̯ف�ϧ΍έ�έϭ΍�ϩΎηϧ٬η�̶ϬΑ�؏ϳϣ�ϡϧΟف�ϠϬ̡̩٫ف�̯؟��ΎΗϭ٫�ϡϭϠόϣ�

�λέϋف�ϧ�̶ϧ΍έ�α΍�ΩόΑف�Ω΍ί٬η�Ύγ�ΩϧΎ̩�̮ϳ΍ـ�ΎϳΩ�ϡϧΟ�ϭ̯ل�γ�Ώγف�Α֐��ϥϳվϳ̯ϭ̯��̶ϧ΍έ�ϩΩ΍ί٬η�΍̯ف

ϩΩ΍ί٬η�̶٬ϳ̯؟��ΎϬΗ�؏ϳ٬ϧ�̮η�̶΋ϭ̯�ϭ̯�؏ϭ̳ϭϟ̶ل�ϬΗ�̶ՌϳΑ�̶̯؟�ϟϭΩϟ΍�ϥϳϣϳ�έϳίϭ�ϭΟ�ΎϬΗ�΍ϭ٫��΍Ωϳ̡ف�γ�Պϳ̡�

ΎՌϭϬ̩�ϩϭ�ΎϧΗΟ�ΎϬΗ�؏ϳ٬ϧ�ΕέϭλΑϭΧ�ΎϧΗ΍؟�ϳ�ϥ̰ϳϟفل�ϬΗف�Ηέ̯�Είϋ�̶̯�α΍�Ώγف�ϳϟ�α΍ل�Ύ̳ف�ϧΑ�Ω٬ϋ�̶ϟϭ�

�ϩΩ΍ί٬ηل

６　帝は桐壺更衣を厚遇し、
弘徽殿女御は我が皇子の立
坊に疑いを抱く
「はじめより～」（0184 ／六
⑦／一九）

4丁表
此みこ生れ給て後は、みかど御心ことにをきてたれば、坊にもゐ
給ふべきなめりと、一のみこの女御は、おぼしうたがへり。
（「御心」から 4丁表）

〈光源氏（若君）〉が生まれてからというもの、帝はこの〈光源氏〉
をとても大切にしていらっしゃいましたので、〈光源氏〉が、皇
太子になるのではないかと、第一皇子の母である后は、心の中で
心配しています。

９
�؏ϳ̯؟�٬̯�Ύ̴ϟف�ϧϭ٫�ϥΎϣ̳؟�ϳ�ϭ̯��ϥϳվϳ̯ϭ̯��̶ϧ΍έل�ΎϬΗ�ΎΗ٫Ύ̩�Ε٬Α�ϭ̯ـ�Ω΍ί٬η�ΕέϭλΑϭΧ�α΍�ϩΎηϧ٬η�

�ՌϭϬ̩�α΍�ϩΎηϧ٬ηف�Ω΍ί٬ηـ�ϧ�Ω٬ϋ�̶ϟϭ�ϭ̯؟�΋ΎϧΑفل
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７　「人より先に～」（0248
／六⑬／一九）

ナシ ナシ ナシ

８　更衣の局は東北隅の淑
景舎で、参上の折毎に酷い
嫌がらせを受ける
「御局は桐壺～」（0288 ／七
③／二〇）

あまたの御かた／ ＼゙を過させ給ひ、ひまなき御前わたりに、人
の心をつくし給ふも、ことはり也。あまりうちしきりまうのぼり
給ふおり／＼は、うちはしわた殿、こゝかしこの道にあやしきわ
ざをして、御をくりむかへの人のきぬのすそ、たへがたう、まさ
なき事ともあり、又ある時は、えさらぬめだうの戸をさしこめ、
こなたかなた心をあはせ、はしたなめわづらはせ給ふ時もおほか
り。

帝が、たくさんの后たちの部屋の前を素通りして、何度も何度も
お通いになることに、他の后たちが嫉妬しているのも、もっとも
なことです。あまりに〈桐壺の更衣〉が帝に呼び寄せられる回数
が多くなっていきます。すると、打橋や渡殿といった宮殿の廊下
など、〈桐壺の更衣〉が通る、あちらこちらの道にいたずらがさ
れていました。それは、見送りや出迎えの侍女の着物の裾が、まっ
たく我慢できなくなるような、とんでもないことなどです。また
ある時は、〈桐壺の更衣〉が、絶対通らなければならない中廊下
の扉を閉めて、こちらとあちらで協力し、〈桐壺の更衣〉を閉じ
込めて、ひどい目にあわせたり困らせたりすることも多いのです。

１１
�ϭ٫Ύ̳�ϡΎϳϗ�̶̯�؏ϭϳϧ΍έ�̵έγϭΩ�ϩΎηϧ٬η؏�̯ف�ϧϣΎγف�γف�Ηέί̳ف�΋ϭ٫ف����ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��̶ϧ΍έ�ϑέλ̯ف

έϭ΍�ΎΗέ̯�ΏϠρ�αΎ̡ف�ϧ̡΍�έΎΑ�έΎΑ�ϭ̯�α΍�ϩΎηϧ٬η�ΏΟل��؏ϳΗϠΟ؟�ϧ�؏ϭϳ̯�؏Ύϳϧ΍έ�̵έγϭΩل�ΎϬΗ�ΎΗέ̯�Ύϳ΁�؏Ύ٬ϳ�

Ρέρ�؏ϳϣف�Ηγ΍έ̯ف��α΍ف�ϳϟف�̯ف�ϧέ̯�ϥΎηϳέ̡�ϭ̯��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��̶ϧ΍έ�ϭΗ�ΎΗΎΟ�ϫ֐Αف�γ�ΩΣ�΅ϼΑ؟�ϳ�

؏ϳίϳ̩�̵Ωϧ̳�̵Ωϧ̳�؏ϳϣف�Ηγ΍έ̯ف��α΍�̶ϬΑ̯ل�؏ϳϬΗ�̶ΗϳΩ�ϝΎ̰ϧ�έΎΑϏ�Ύ̯�ϝΩف�γف�ϧέ̯�؏ϳΗϗΎϣΣ�̶̯�Ρέρ�

�ϳΗϳΩ�ϼϳϬ̡؏ل�ϧϻΎΣ̰؟��α΍�έ̴ϣ�̶ϬΗ�̶ΗϠ̩�؏ϳϣ�̶̰ϟΎ̡�ϭΗ�ΩϭΧ�ϩϭ̯ف�ϧϠ̩�ϬΗΎγف��ϥ΍ίϳϧ̯�̶ϟ΍ϭ̯ف�ϧΗ΍�αΎΑϟف

έ̡�؏ϭί΍ϭέΩف�̯ف�Ϭ̩ϳ̡̳ف�΁̵�̯ف�έ΍Ω٫΍έ�̶̯�έΩϧ΍�̶ϬΑ̯ل�ΎϬΗ�ϝ̰ηϣ�̶٫�Ύϧέ̯�Εη΍ΩέΑف�̯؟�ΗΎΟ�ϭـ�٫Ωϧ̳�

γ΍�έ̯�Ύ̴ϟ�ϝϔϗف�ϳΗϳΩ�ΎγϧϬ̡؏ل

９　帝は桐壺更衣への虐待
を不憫に思い、局を淑景舎
から後涼殿に移す
「ことにふれ～」（0344 ／七
⑨／二〇）

4丁裏
みかどいとゞあはれと御らんじて、後涼殿にもとよりさぶらひ給
ふ。かうゐを、ほかにうつし、此かうゐのうへつぼねに給はる。
そのうらみ、ましてやらんかたなし。
（「そのうらみ」から 4丁裏）

帝はますます〈桐壺の更衣〉をかわいそうに思って、後涼殿とい
う所に前から部屋をもらっていた身分が低い后を、他の場所へ移
し、〈桐壺の更衣〉のもう一つの部屋としました。部屋を他に移
された后の恨みは、とうてい晴れることがありません。

１２
�̶ϣΎϧ��ϥϳվϭϳέϭ̯��̮ϳΩίϧ̯ف��ϩΎ̳�ε΋Ύ٫έ�̶ϧ̡΍�έϭ΍ل�Ύϳ̳�΁�ϡΣέ�ϭ̯�ϩΎηϧ٬η�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�ϭ̯�؏ϭϔϳϠ̰Η�̶̯�̶ϧ΍έ�

ϝϘΗϧϣ̴؟�Ο�̵έγϭΩ�ϭ̯�α΍�̶ϬΗ�̶Η٫έ�؏ϳϣ��ϥϳվϭϳέϭ̯ف��γف�Ϡ٬̡�̶ϧ΍έ�ϭΟل�ΎϳΩ�έ̯�ϝϘΗϧϣف�γ΍�؏ϳϣ�ϝΣϣ�

�Ύϧϭ٫̡֐΍ل��α΍̯ف�΋̳�ϭ٫�ίϳΗ�έϭ΍�̱΁�̶΋ϭ٫�̶ΗϠΟ�؏ϳϣ�ϝΩ̶ل

 10　若宮は三歳で袴着の儀
式をし、成長と共に憎しみ
が賞賛へと変わる
「この御子三つ～」（0378 ／
七⑪／二一）

みこ、みつに成給ふとし、御はかまぎの事、一の宮のにもをとらず。
御かたち心ばへ、ありがたくめづらしきまで見え給へば、此君を
ば人々もえそねみあへず。

〈光源氏 ( 若君 )〉は、三歳になった年、袴着の儀式をしました。
その様子は、第一皇子がこの儀式をしたときにも負けないほどで
す。見た目や性格が、めったにないほど素晴らしいので、〈光源
氏 ( 若君 )〉を他の后たちも憎むことができません。

１３
ϡϭϫΩ�έΩϗ�α΍�ΏϳέϘΗ�̶Ηϳϧ٬Η�̶̯ف�ϧΎϧ٬̡�αΎΑϟ�̶ϣγέ�έΎΑ�̶Ϡف�٬̡γ΍�ϭΗ�Ύϳ̳�ϭ٫�Ύ̯�ϝΎγ�ϥϳΗ�ϩΩ΍ί٬η�ΎՌϭϬ̩�ΏΟ�

ΕϳΎ٬ϧ�έϭ΍�ϥϳγΣ�ΩΣف�Α�ϩΩ΍ί٬η؟�ϳ̶ل�ϬΗ؟�ϧ�ϡ̯�Ϭ̩̯ف�γ�Εϗϭـ�̯ف�Ω΍ί٬η֐ـ�Α̶�̯؟�΋̳�̶΋Ύϧϣف�γ�ϡΎϫΩ�

ΎϬΗ�ϕϼΧ΍�εϭΧل�Οϭ�̶γ΍؟�γف�γ΍�̶ϬΑ�؏Ύϳϧ΍έ�̵έγϭΩف�ϳϬΗ�̶Η̰γ�έ̯�؏ϳ٬ϧ�Εέϔϧ؏ل

11　若宮が三歳の夏に桐壺
更衣は重病になり、御子を
宮中に残して退出
「その年の夏～」（0439 ／八
②／二一）

其年の夏、御母御休所〔割・更衣の／事也〕、わづらひて里へま
かでんとし給へど、つねのあつしさに、御めなれて、いとまさら
にゆるさせ給はず。日々にをもり給て、いとよはうなれば、更衣
の母、なく／＼そうして、みこをはとゞめさせ、みやす所ばかり
まかで給ふ。

その年の夏、母の御息所〔〈桐壺の更衣〉のことです。〕は、病気
になって実家へ帰ろうとしますが、〈桐壺の更衣〉がいつも体が
弱いことに、帝は慣れてしまい、帰ることを絶対に許しませんで
した。日に日に病気が重くなってきて、ひどく衰弱したので、〈桐
壺の更衣〉の母は、泣きながらお願いをして、〈光源氏 ( 若君 )〉
を宮中に残したまま、〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉だけ帰ることにな
りました。

１４
�γ�ϩΎηϧ٬η�έϭ΍��̶΋̳�ϭ٫�έΎϣϳΑ�έϬ̡��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��̶ϧ΍έ�̶ϧόϳ�؏Ύϣ�̶̯�α΍�؏ϳϣ�Ύϣέ̳�ϡγϭϣ�ϝΎγ�α΍ف�ϳϣ̰ف

̶̯�α΍�ϭΗ؟�ϧف�ϧ�ϩΎηϧ٬ηف�ϳϟ�α΍�̶ϬΗ�̶Η٫έ�̶٫�έΎϣϳΑ؟�ηϳϣ٫�ϩϭ̰؟�ϧϭ̴̶̩ل�ϧΎϣ�ΕίΎΟ΍�̶̯ف�ϧΎΟ�α̡΍ϭ�

̶Ηϭ٫�έΗ�Ώ΍έΧ�ίϭέΑ�ίϭέ�ΕΣλ�̶̯�α΍̵ل�Ω�ΕίΎΟ΍�̶̯ف�ϧΎΟ�α̡΍ϭ؟�ϧ�̵Ω؟�ΟϭΗ�ιΎΧ�̶΋ϭ̯�έ̡�؏ϭΗΎΑ�

΋̳�ϭ٫�̶γέϭίϣ̯�ΕϳΎ٬ϧ�ϩϭ�έϭ΍�̶΋̶̳�ل

��ϧ�؏Ύϣ�̶̯�α΍ف�γ�ϩΎηϧ٬η�έ̯�ϭέ�ϭέف��ΩΎϳέϓ̶̯�̯؟�΋ΎΟ�ΎϳΩ�ΞϳϬΑ�α̡΍ϭ�έϬ̳�ϭ̯�̶̩Α�̵έϳϣ�Ώ΍فل

ϳ�έΎ̯έΧ΁؟�ρف��΍ϭ٫̯؟�ՌϭϬ̩��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��̶ϧ΍έف�Ω΍ί٬ηـ�ϭϬ̩�ϭ̯֐�΋ΎΟ�̶Ϡ̩�̶Ϡϳ̯΍�έ̯ف�̶̳ل

12　帝は絶え入らんばかり
の桐壺更衣をご覧になるに
つけ途方に暮れる
「限りあれば～」（0488 ／八
⑦／二二）

5丁表
うつくしき人の、おもやせあるかなきかにきえものし給ふを御覧
じて、きしかたゆくすゑ、よろづの事を契りの給へと、御いらへ
もきこえず。まゆもたゆげにて、われかの気しき也。かぎりあら
んみちにも、をくれさきだゝじとちぎらせ給けるを、打すてゝは
えゆきやらじと、の給はするを、
（「にて」から 5丁表）

帝は、かわいらしい〈桐壺の更衣〉が、やつれて意識がはっきり
しない様子を御覧になって、今までのことや将来のこと、いろい
ろなことを約束したりするけれども、〈桐壺の更衣〉は、返事を
することもできません。つらそうな顔をして、意識を失った状態
です。帝が「死への旅にも、共に行こうと約束しましたのに、私
を残してはいけませんよ」と、おっしゃるのを、

１５
��α΍�έϭ΍�̶΋̳�ϭ٫�̶ϠΗ̡�̶ϠΑΩ�Ε٬Α�ϩϭ̯ف�έ٬̩ـ�γف��ΎϬΗ�Ύ٫έ�ϝ̩�؏ϳ٬ϧ�̶٫�ΎΗ̡�ϭΗ̯؟�ϳϣ�εϭ٫�ϩϭ؏�٫ف�ϳ٬ϧ�Ύϳ؏ل�

�ϳ�̶̯�̶ϧ΍έ�̵έΎϳ̡�̶ϧ̡΍؟�γ�α΍�έϭ΍�Ύϳ̳�΍έΑϬ̳�ϩΎηϧ٬η�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�Εέϭλف��ϝΑϘΗγϣ�έϭ΍�̶οΎϣ̯ف�έΎΑـ

��Ρέρ�Ρέρ�؏ϳϣ̯ف�Ωϋϭـ�ϧέ̯ف��εηϭ̯�̶̶̯̯ل�ϧϳΩ�Ώ΍ϭΟ�Ώ΍�؏ϳϣ��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��̶ϧ΍έ�ϥ̰ϳϟف�̶̯

ϡ٫��Ύف�٬̯ϧ�ϩΎηϧ٬η̶ل�ϬΗ�̶΋ϭ̡֐٫�̵�εϭف�٫Α�ϩϭ�έϭ΍�ΎϬΗ�ίϳϣ΁�ΩέΩ�ϩέ٬̩�Ύ̯�α΍٫̶ل�έ�؏ϳ٬ϧ�̶ϗΎΑ�̮Η�ΕϗΎρ�

έ̯֐�ϭϬ̩ف�ϬΟϣ�ϡΗ̳فل��؏ϳέ̯ف�ρ�̶٫�ϬΗΎγ�ϡ٫�̶ϬΑ�έϔγ�̵έΧ΁�Ύ̯�̶̳Ωϧί̶�̯؟�ϬΗ�̶΋ΎϬ̯�ϡγϗف�ϧ�؏ϭϧϭΩ�

Η̰γ�ΎΟ�؏ϳ٬ϧ̶���ل
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13　輦車の宣旨を受けた桐
壺更衣は、帝に歌を残して
里邸へと退出する
「輦車の宣旨～」（0537 ／八
⑭／二二）

女も、いみじと見奉りて、
　　かぎりとて　わかるゝみちのかなしきに　いかまほしきはい
のちなりけり
てくるまのせんじなどの給はせて、まかで給ふ。

※「てくるまのせんじ」は本文（池田本）では、更衣の歌より前
におかれている。

〈桐壺の更衣（女）〉も、とても嬉しく思い、次のように和歌を詠
みました。
　　かぎりとてわかるゝみちのかなしきにいかまほしきはいのち
なりけり
帝は、〈桐壺の更衣〉に輦車に乗ることを許し、〈桐壺の更衣〉は
実家に帰りました。

１６
ϳ؟�ϳ�έϭ΍�̶΋̳�ϭ٫�εϭΧ�̶ϬΑ�̶ϧ΍έ�έ̯�ϥγ؟�Ύ٬̯�έόηل�

ϩΩί�ϡϏ�؏ϳϣل�Ύ̳�ϭ٫�ΎϧϠ̩�έ̡�ϩ΍έ�̲ϟ΍�̲ϟ΍�Ώ΍ل�؏ϳ֐ـ�٫Ϭ̯�έ̡٫ف�΍έϭΩ̶̳�̯ف�Ωϧί�؏ϭϧϭΩ�ϡ٫��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

ϭ٫؏ل��ΎΗϭ٫�ΎϬ̩΍�Ύϳ̯̯؟�Η̰γ�ϝ̩�έ̡�ϩ΍έ�̶̯�ΕΎϳΣ�̶ϬΑ�؏ϳϣ̶ل

̶Ϡ̩�α̡΍ϭ̰ف�ϳϣف�ϧ̡΍�ϩϭ�έϭ΍�̵Ωـ�Ω�ΕίΎΟ΍�̶̯ف�ϧϬՌϳΑ�؏ϳϣ�̶̰ϟΎ̡�ϭ̯��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��̶ϧ΍έف�ϧ�ϩΎηϧ٬η�

�΋̶̳ل

14　心塞がる帝は眠れぬ夏
の短夜に、桐壺更衣の死を
聞き悲嘆に暮れる
「御胸つと～」（0608 ／九⑦
／二三）

みかど、御むねふたがり、御使の行かふ程もなきに、夜なかすぐ
る程に、たえはて給ふ、きこしめす。御心まどひ、何事もおぼし
わかれず。

帝は、胸がつまるほどに悲しんでいます。帝のお見舞いの使者
が行って帰って来るほどの時間もたっていないほどに、「夜中を
過ぎるころに、〈桐壺の更衣〉が息を引き取りになりました」と、
お聞きになります。帝は、気も動転して、もう何の分別もつきま
せん。

１７
̶γέ̡�Ν΍ίϣ�̶̯�̶ϧ΍έف�ϧ�α΍ل�Ύ٫έ�ΎΗΑϭվ�؏ϳϣ�έΩϧϣγـ�έ̯ف�٬̳�ϡϏ�ϭ�Ξϧέ�ϩΎηϧ٬η�̶΋̳�̶Ϡ̩�ϩϭف�γ�ΏΟ�

Ε΍έ�̶ϫΩ΁̶�̯؟�΋Ύϧγ�έΑΧ؟�ϳ�έϭ΍�Ύϳ̳�΁�α̡΍ϭ�ϩϭ̶�̯؟�΋ϭ٫�؏ϳ٬ϧ�έϳΩ�ϩΩΎϳί�Ώ΍ل�ΎϳΩ�ΞϳϬΑ�ΩλΎϗ�̶٫Ύηف�ϳϟ̯ف��

٫�Ύϳ̳�ϭ٫�ϝΎϘΗϧ΍�Ύ̯��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��̶ϧ΍έ�ϭ̯فل�ϳ؟�Ηϧγ�έΑΧف�ΗΧΎΑ�εϭ٫�Ύ̯�ϩΎηϧ٬η�̶٫؟�Ύϳ̳�ϭ٫ل

15　三歳の若宮は母君の死
により、服喪のため宮中か
ら里邸へ退出する 
「御子は～」（0644 ／九⑪／
二四）

5丁裏
みこをばかくても御らんぜまほしけれど、れいなき事なれば、ま
かでさせ給ふ。みこも何事ともおぼさず。人々のなきまどひ、う
へも御涙のひまなくなかれおはしますを、あやしと見奉給ふ。（「ひ
まなく」から 5丁裏）

帝は、〈光源氏 ( 若君 )〉をこんな時でも御覧になりたいと思うけ
れど、喪中の人が宮殿にいることは前例にないので、〈光源氏〉
を母君の実家に帰らせました。〈光源氏 ( 若君 )〉も何が起きたの
かもわかりません。〈光源氏〉は、周りの侍女たちが泣きわめき、
帝も涙がとまらなくなっていらっしゃるのを、何だか変だと見て
います。

１８
؏ϳ٬ϧ�ϝΎΛϣ�̶γϳ΍�̶΋ϭ̯�؏ϳϣ�̶οΎϣ�έ̴ϣل�ΎϬΗ�ΎΗ٫Ύ̩�ΎϧϬ̰ϳΩ�ϭ̯ـ�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩�ϩϭ�̶ϬΑ�؏ϳϣ�ΕϟΎΣ�̶γ΍�

�ϬΗ̶�̯؟�ϭ٫�ΩϭΟϭϣ�؏ϳϣ�ϝΣϣ�̶٫Ύη�έ΍ϭ�̱ϭγل�ՌϭϬ̩�΍Ϋ٬ϟف�Ω΍ί٬ηـ�ϧΎϧ�̶ϬΑ�ϭ̶̯�̯ف�Ύϳ̳�ΎϳΩ�ΞϳϬΑ�؏Ύ٬ϳل

�Ω΍ί٬ηـ��ΎϬΗ�Ύ٫έ�΁�؏ϳ٬ϧ�؏ϳϣ�ϬΟϣγ�̶̯̯؟�٫�΍ϭ٫�Ύϳ̯ف�γ΍�؏ϭϳ̯�έϭ΍ف�ϧΎϧ̶�̯ف�٫�Ύ٫έ�ΎΟ�ΎΟϳϬΑ�؏Ύ٬ϳفل

έ̯�Ϭ̰ϳΩف�΋ϭف�٫ΗΎ٬Α�ϭγϧ΁�ϝγϠγϣ�ϭ̯�ϩΎηϧ٬η�̟ΎΑف�ϧ̡΍�έϭ΍ف�΋ϭف�٫Ηϭέ�έ̯�έΎϣ�έΎϣ�؏ϳΧϳ̩�ϭ̯�ϥ΍ίϳϧ̯�

ΎϬΗ�Ύ٫έ�έ̯�αϭγΣϣ�Ύγ�ΏϳΟϋ�ϩϭل
16　桐壺更衣の葬送は鳥辺
野で行われ、母は娘と一緒
にと泣き焦がれる
「限りあれば～」（0684 ／
一〇②／二四）

かぎりあれば、をたぎといふ所にて、けぶりになし奉る。母君も、
おなじ煙にと、なきこがれ、御をくりの女ばうの車に、したひの
りて出給ふ。

きまり通り、愛宕という所で、葬儀を行いました。母君も、〈桐
壺の更衣〉と一緒に、火葬の煙となって消えてしまいたいと、泣
いて、見送りの侍女の車に、追いつくようにして乗ってでかけま
した。

１９
؏Ύϣ�̶̯�̶ϧ΍έ̶ل�΋̳�̶̯�΍Ω΍�ϡγέ�̶̯ف�ϧϼΟ�ϭ̯�Εϳ˷ϣ�̶̯�α΍�έ̡��ϭ̳ΎՌ΁̴؟��Ο�ϩέέϘϣ�̮ϳ΍�ϕΑΎρϣ̯ف��έϭΗγΩ�

έϭ΍���̶Η̰γ�ΎՌϣ�ϭ̯�ΩϭΧ�έ̯�ϥΑ�؏΍ϭϫΩ�ϬΗΎγ̯ف��Εϳ˷ϣ�̶̯�̶ՌϳΑ�̶ϧ̡΍�̶ϬΑ�؏ϳϣ�εΎ̯��Ύف�٬̯΋ϭف�٫Ηϭέف�ϧ�

έ̯�ϭ٫�έ΍ϭγ�̶ϬΑ�ϩϭ�؏ϳϣ�̵֐Ύ̳�̶̯�ϥ΍�؏ϳϬΗ�ΩϭΟϭϣ�ϥ΍ίϳϧ̯�ϭΟف�ϳϟف�̯ف�ϧ٬̯�ω΍Ωϭϟ΍�ϭ̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�

���ϭ̳ΎՌ΁̯ف�ϳϟف�ϧ΍ϭέ؟�΋̳�ϭ٫̶ل
17　「むなしき～」（0712 ／
一〇⑤／二四）

ナシ ナシ ナシ

18　桐壺更衣に三位追贈の
宣命がくだり、女御更衣た
ちは憎しみを増す
「内裏より御使～」（0741 ／
一〇⑧／二五）

内より御使ありて、三位のくらゐをくり給ふ。 帝から使者があって、亡くなった〈桐壺の更衣〉に三位の位をお
贈りになりました。

２１
γ�ϝΣϣ�̶٫Ύηف�Ύϳ̯�Ύρϋ�ϡϭγ�Ώλϧϣ�̵έΎΑέΩ�ϭ̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�έϭ΍�Ύϳ΁�̶̩Ϡϳ΍�̮ϳ΍ل

19　聡「もの思ひ知～」
（0775 ／一〇⑪／二五）

ナシ ナシ

20　「はかなく～」（0809 ／
一一①／二六）

ナシ ナシ

21　帝は若宮を恋しがり、
野分だつ夕暮に靫負命婦を
更衣の里に遣はす
「一の宮を～」（0850 ／一一
⑤／二六）

みかどは、一の宮を見給ふにも、わか宮の御恋しさのみおぼし出
つゝ、女ばう、めのとなどをつかはし、ありさまきこしめす。野
分たちはた寒き夕ぐれ、ゆげいの命婦をつかはさる。

帝は、第一皇子を御覧になっても、〈光源氏 ( 若君 )〉を恋しく思
い出してばかりいて、侍女や乳母などをつかって、〈光源氏〉の
様子をお聞きになります。風が強くて肌寒い夕暮れに、〈靫負の
命婦〉という女官を〈桐壺の更衣〉の母の所へ行かせました。

ΞϳϬΑ�ϭ̯�̶΋΍Ω�Ύϳ�ίϳϧ̯�̶΋ϭ̯έϭ΍�ΎϬΗ�ΎΗέ̯�ΩΎϳ�ϭ̯ـ�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩�ϩΎηϧ٬η�̶ϬΑ�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�ϭ̯ـ�Ω΍ί٬η֐ـ�Α�

ϩΎηϧ٬η̶�ل�ϬΗ�̶٫έ�ϝ̩�΍ϭ٫�̵վϧϬՌ�έϭ΍�ίϳΗ�ϭ̯�ϡΎη�ϥΩ�̮ϳ΍ل�ΎϬΗ�ΎΗ٫έ�ΎΗϬ̩ϭ̡�έΑΧ�̶̯ـ�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩έ̯�

ϧف�ϧ̡΍ف�ϟ�̶̯�έ΍ΩέΑ�ε̯έΗ֐̶̯�̯ف�Ύϣ�̶̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�ϬΗΎ٫؏�̯ف�Ύϳ΍ϭΟϬΑ�ρΧ�̮ϳ΍�ϡΎϧل

22　「夕月夜の～」（0877 ／
一一⑨／二六）～
25　「『しばしは～」（0987
／一二⑦／二八）

ナシ ナシ ナシ
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26　帝からの文は、若宮と
共に参内するようにと懇ろ
に促すものだった
「目も見え～」（1043 ／一二
⑬／二八）

勅書の歌　
　　みやぎ野の露ふきむすぶ風のをとに小萩がもとをおもひこそ
やれ　

帝からの手紙に書いてあった和歌です。
　　みやぎ野の露ふきむすぶ風のをとに　小萩がもとをおもひこ
そやれ

２６
ϳ�؏ϳϣ�α΍؟�ΎϬΗ�΍ϭ٫�ΎϬ̰ϟ�έόηل��

ϭΗ�؏ϭ٫�ΎΗϧγ�ί΍ϭ΁�̶̯�؏΅΍ϭ٫�̶ϧ΍ίΧ�̶ϟ΍ϭف�ϧέ̯�Ωϭϟ΁�ϡϧΑηϭ̯�؏ϭϟϭϬ̡̯ف��ϝΣϣ�؏ϳϣ�ΏΟ��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

έϳϣـ�Ϭϧ˷ϧ�̮ϳ΍�؏ϳϣ�ϝΩ�ϩΩί�ϡϏف�Ωϭ̡ـ�٫�ΎΗ΁�ϝΎϳΧ�Ύ̯فل

27　「命長さの～」（1094 ／
一三⑥／二九）～
30　「上もしか～」（1256 ／
一四⑪／三一）

ナシ ナシ ナシ

31　月が沈む頃、命婦の歌
を受け祖母君は惜別の情を
車中の命婦に伝える
「月は入り方～」（1315 ／
一五④／三二）

6丁表
命婦、かうゐの母にあひて、
　　すゞむしのこゑのかぎりをつくしてもながき夜あかずふるな
みだかな
〈うは君〉
　　いとゞしく虫のねしげきあさぢふに露をきそふる雲のうへ人
（「すゞむし」から 6丁表）

〈靫負の命婦〉が、〈桐壺の更衣〉の母に会って詠んだ和歌です。
　　すゞむしのこゑのかぎりをつくしても
　　ながき夜あかずふるなみだかな
〈うは君〉
　　いとゞしく虫のねしげきあさぢふに
　　露をきそふる雲のうへ人

３１
ϟ�̶̯�έ΍ΩέΑ�ε̯έΗ�έϭ΍֐ϧ�̶̯ف�γ�؏Ύϣ�̶̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁ف�ϳ�έ̯�ϝϣ؟�Ύ٬̯�έόηل

Ρέρ�α΍�؏ϳف�٫ΗϟΎ̰ϧ�ί΍ϭ΁�̶̯�؏ϳϬΟ�؏ϳϬΟ�έϬΑ�Ε΍έ�έ̯�Ύ̴ϟ�έϭί�΍έϭ̡�έ̴ϧϳϬΟ�Ρέρ�αΟ��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

γ�؏ϭϬ̰ϧ΁�̵έϳϣ�ϭ̯�Ε΍έ�̶Αϣϟ�α΍�̶̯�؏΍ίΧف�٬Α�ϭγϧ΁�ϝγϠγϣ؟�٫έف�ϳ٫؏ل

ϧ�؏Ύϣف�ΎϳΩ�Ώ΍ϭΟل

ϭέ�έ΍ί�έ΍ί�̶ف�٫γϳϭ�؏ϳϣ�Ρέρ�̶̯�Ε΍έηΣف�ϟ΍ϭف�ϧΎϧϬΟϧϬΟ�؏ϳϣ�ϩΎ̳�ΕϣΎϗ΍�ϥ΍έϳϭ�α΍��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

ϬΗ�̶٫έ̶ل�γ�ϝΣϣ�̶٫Ύη�؏Ύ٬ϳ�έϬ̡�ϭΗف�٫�̶΋ϻ�ϡϧΑη�̶̯�؏΅ϭγϧ΁�̶ϣΎϳ̡�̮ϳ΍فل
32　靫負命婦の帰参に際し
て、祖母君は桐壺更衣の形
見の装束等を贈る
「をかしき御贈～」（1358 ／
一五⑩／三二）

をくり物あるべきおりにもあらねばとて、かうゐの残しをき給へ
る御さうぞく御くしあげのてうど、そへ給ふ。

良い贈り物をする場合ではありませんので、〈桐壺の更衣〉が残
した着物や装飾品を、手紙にそえてあげました。

３２
ϥ΁�ϬΗΎγ̯ف��ρΧ�̶Α΍ϭΟف�ϧ�α΍ف�ϳϟ�α΍�ΎϬΗ�؏ϳ٬ϧ�ϊϗϭϣ�Ύ̯ف�ϧέ̯�έΫϧ؟�ϔΣΗ�Ύγ�ΎϬ̩΍�ϭ̯�ϩΎηϧ٬η؟�ϳ̰؟�ϧϭ̩�

ϟ�̶̯�έ΍ΩέΑ�ε̯έΗ�؏ϳίϳ̩�̶̯�ε΋΍έ΁�Ϭ̩̯�έϭ΍�αΎΑϟ�̶Ηϳ΍ϭέ�Ύ̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο֐̶̯�̯ف�ϳΩ�΍ϭΟϬΑ�ϬΗΎ٫؏ل

33　「若き人々～」（1378 ／
一五⑫／三二）

ナシ ナシ ナシ

34　桐壺帝は女房と語り明
かし長恨歌の絵を見ながら
命婦の帰参を待つ
「命婦は～」（1420 ／一六③
／三三）

みかどはふけてもおほとのごもらず、せんざいの花御覧ずるやう
にて、女ばう四五人さぶらはせて、御物語せさせ給へり。

帝は夜更けになってもおやすみにならず、庭先に植えてある花を
眺めながら、侍女を四、五人そばに控えさせて、お話をしていらっ
しゃいました。

３４
ϩέΎυϧ�Ύ̯�؏ϭϟϭϬ̡ف�΋ϭف�٫ϠϬ̯�؏ϳϣ�ϥ̴ϧ΁�έϭ΍�ΎϬΗ�؏ϳ٬ϧ�Ύϳϭγ�̮Η�̶ϬΑ΍�ϩΎηϧ٬η�έ̴ϣ�̶ϬΗ�̶̰̩�ϭ٫�̵έ٬̳�Ε΍έ��

Ηέ̯ف�΋ϭ٫ف��ϥ΍ίϳϧ̯�̨ϧΎ̡�έΎ̩̯ف�ΎϬΗ�Ύ٫έ�έ̯�؏ϳΗΎΑ�ϬΗΎγل

35　帝は里邸の様を命婦か
ら聞き、とり乱した祖母君
の返書に心を遣う
「いと細やか～」（1469 ／
一六⑧／三三）

御返し奉るうば君の歌。
　　あらき風ふせぎしかげのかれしよりこはぎがうへぞしづごゝ
ろなき

帝の手紙に対して詠んだ、〈桐壺の更衣〉の母の歌です。
　　あらき風ふせぎしかげのかれしよりこはぎがうへぞしづごゝ
ろなき

３５
ϟ�̶̯�έ΍ΩέΑ�ε̯έΗ֐ϧ�̶̯ف�γ΍ف�ϳ�؏ϳϣ�αΟ�ΎϳΩ�ρΧ�Ύ̯�؏Ύϣ؟�ΎϬΗ�έόηل�

��γ�ΏΟف�γ�΍ϭ٫�̶ϧΎϓϭρف�ϧΎ̩Αف�Α�ΕΧέΩ�ϻ΍ϭف٫�Ύϳ̳�ϭ٫�ϥΎΟف�ϬΟϣف��ϝΎ٬ϧϭϧ�α΍�ϭΗ̯فΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

٫�̶Η٫έ�έ̰ϓ�̶̯�ϝ΍ϭΣ΍فل

36　「いとかうしも～」
（1504 ／一六⑫／三四）

ナシ ナシ ナシ

37　帝は若宮の将来を約束
し、贈物から長恨歌の釵に
思いを重ねて歌う
「かくても～」（1543 ／一七
③／三四）

6丁裏
うば君の物語わか君の事などそうして、をくりもの御らんぜさす
れば、
〈御〉たづねゆくまぼろしもがなつてにても玉のありかをそこと
しるべく
（「うば君」から 6丁裏）

〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) の話や〈光源氏 ( 若君 )〉のことな
どを話して、贈り物を見せると、帝は次のように和歌を詠みまし
た。
〈帝〉
　　たづねゆくまぼろしもがなつてにても
　　玉のありかをそことしるべく

３７
έϭ΍�ΎϳΎϧγ�ϝΎΣ�Ύ̯ـ�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩�έϭ΍�؏Ύϣ�̶̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�ϭ̯�ϩΎηϧ٬ηف�ϧ�̶̯֐ϟ�̶̯�έ΍ΩέΑ�ε̯έΗ�ΏΟ�

ϔΣΗ�΍ϭ٫�ΎϳΩ�Ύ̯�؏Ύϣ؟�ϧ�α΍�ϭΗ�ΎϳΎϬ̯Ωف�ϳ؟�Ύ٬̯�έόηل

��ϬΟϣ�έϭ΍�ΎΗϳϟ�έ̯�εϼΗ�ϭ̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�ϭΟ�ΎΗϭ٫�έ̳ϭΩΎΟ�Ύγϳ΍�̶΋ϭ̯�εΎ̯ف��ΎΗϳΩ�ΎΗΑ̯؟ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

٫�̶Η٫έ�؏Ύ٬̯�Ώ΍�Ρϭέ�̶̯�α΍فل

38　「絵に描ける～」（1572
／一七⑦／三五）

ナシ ナシ ナシ
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39　帝の心を踏みにじるよ
うに、弘徽殿女御は傍若無
人な遊び事に耽る
「風の音～」（1615 ／一七⑫
／三五）

一の宮の御母、弘徽殿は、久しくうへの御つぼねに参り給はず、
月のおもしろきにあそび〔傍・あ＝管絃〕をぞし給ふ。人々かた
はらいたしと、きゝけり。

第一皇子の母、〈弘徽殿の女御〉は、長い間帝の側に呼ばれず、
月の美しい夜に合奏をして遊んでいます。殿上人や侍女たちは、
「具合の悪いことだ」と、その合奏の音を聞いています。

３９
�ϧϭ̩̰؟�Α֐ـ�Ω΍ί٬ηـ�γ�ΕΩϣ�ϭ̯��ϥϳվϳ̯ϭ̯��̶ϧ΍έ�̶ϧόϳ�؏Ύϣ�̶̯ف�ϧϭ٫�έοΎΣ�؏ϳϣ�ΕϣΩΧ�̶̯�ϩΎηϧ٬ηف

ίϭΩϧ΍�ϑρϟ�؏ϳϣف�ϧ֐ϳϬ̩�ίΎγ�ϬΗΎγ̶�̯ف�γ̯�ϩϭ�ϭ̯�Ε΍έ�̶ϧΩϧΎ̩�Ώ΍ف�ϳϟ�α΍�ΎϬΗ�Ύ٫έ�ϝϣ�؏ϳ٬ϧ�ϊϗϭϣ�Ύ̯�

ϬΗ�̶Ηϭ٫̶ل

�ϭ̯�ϩΎηϧ٬η�Ε̯έΣ؟�ϳف�̯؟�ϬΗ٫ف�έ�ϥγ�̶̴ϣϐϧ؟�ϳف�γ�ϑϭΧ�α΍�ϥ΍ίϳϧ̯�̶٫Ύη�έϭ΍�έ΍Ωـ�Ω٬ϋ�̵έΎΑέΩ�

ϟ�ϩΩϳΩϧγ̡Ύϧ̴فل
40　更衣の里邸に思いを馳
せて悲しみ歌う帝は、眠る
ことすらできない
「月も入りぬ～」（1660 ／
一八③／三六）

みかど、うば君のもとをおぼして、
　　雲のうへもなみだにくるゝ秋の月いかですむらんあさぢふの
やど

帝は、〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) の生活を心配して、次のよう
に和歌を詠みました。
　　雲のうへもなみだにくるゝ秋の月
　　いかですむらんあさぢふのやど

４０
ϧ�ϩΎηϧ٬ηف�Ηέ̯�έ̰ϓ�̶̯�؏Ύϣ�̶̯��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁ف�΋ϭ٫ف�ϳ؟�Ύ٬̯�έόηل�

ϻΩϧϫΩ�؏ϳϣ�؏΅ϭγϧ΁�ΩϧΎ̩�Ύ̯�؏΍ίΧ�̶ϬΑف�γ�ϝΣϣ�̶٫Ύη�ϊϗ΍ϭ�έ̡�ϡΎϘϣ�ΩϧϠΑ�̶ϬΑف�γ�؏ϭϟΩΎΑ��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

ˮΎ̳ف�΋΁�έυϧ�ϑΎλف�γϳ̯ف�γ�ΕΎϓΎοϣ�̵έϬΑف�γ�؏ϭγΎϬ̳�̶ϧϬ̳�έϭ΍�̶Αϣϟ٫فل��ΎΗϳΩ�̶΋ΎϬ̯Ω

41　「朝に起き～」（1693 ／
一八⑦／三六）

ナシ ナシ ナシ

42　「さるべき契～」（1731
／一八⑫／三七）

ナシ ナシ ナシ

43　若宮参内で不吉な予
感、弘徽殿女御は息子が四
歳の春に立坊し安堵
「月日経て～」（1762 ／一九
②／三七）

7丁表
月日へて、わか君参り給ぬ。きよらにおよずけ給へば、いとゆゝ
しうおぼしたり。あくる年の春、一の宮春宮にさだまり給ふにも、
此君をひきこさまほしうおぼせど、世のうけひくまじき事を、はゞ
かり給て、色にもいでさせ給はず。
（「さだまり」から 7丁表）

月日が過ぎて、〈光源氏 ( 若君 )〉が宮殿にやってきました。美し
く成長したので、神につれていかれたりしないかと大変不安に思
われました。翌年の春、第一皇子が皇太子に決まったときも、帝は、
〈光源氏〉に第一皇子を越えさせたいと思いましたが、世間が納
得しないことだと、遠慮して、表情にも出しません。

４３
ΕέϭλΑϭΧ�ΎϧΗ΍�ϩϭل�Ύϳ̳�΁�ϥΩ�Ύ̯ف�ϧ΁�α̡΍ϭ�؏ϳϣ�ϝΣϣ�̶٫Ύηـ�̯ف�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩�έΧ΁�έϭ΍�Ύϳ̳�ΎΗέί̳�Εϗϭ�

��Ύϳ̳�ϭ٫̯؟�ϧ٬̯�̱ϭϟف�ϟ̴ف���ϧ�΍ΩΧ؟�Ηγ΍ϭΧ؟�γ�ϥγΣ�̶̯�α΍�̶ϬΑ�΍ΩΧ�؏ϳ٬̯ف�ϧ̡΍�έ̯�ϭ٫�έΛΎΗϣف�ϧ�αΎ̡؟

΋ϼΑف�ل

ΕΧΗ�ϭ̯ـ�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩�ϩΎηϧ٬ηل�Ύϳ̳�Ύϳ̯έέϘϣ�Ω٬ϋ�̶ϟϭ�ϭ̯ـ�Ω΍ί٬η֐ـ�Α�؏ϳϣ�έΎ٬Α�ϡγϭϣ̯ف��ϝΎγف�Ϡ̳΍�

��ΎϬΗ�ϡϭϠόϣ�ϭ̯�α΍�έ̴ϣ�ΎϬΗ�ΎΗ٫Ύ̩�ΎϧΎϧΑ�Ιέ΍ϭ�Ύ̯̯؟�ϧ�ϡϳϠγΗ�ΎϳϧΩ�ϭ̯�ε٫΍ϭΧ�α΍؟�έ̯ـ�̶̳�ل�ϧΎϧ̩̩؟�ϧ̡΍�ϩϭف

΋΍έ�έΎ٬υ΍ف�Ύ٫έ�ρΎΗΣϣ�؏ϳϣل
44　祖母君は期待も虚しく
潰え若宮六歳の年に無念さ
を残したまま死去
「かの御祖母～」（1805 ／
一九⑥／三七）

彼うば君、なぐさむかたなきゆへにや、うせ給ぬれば、又これを、
かなしびおぼす。

あの〈桐壺の更衣〉の母 ( 祖母君 ) は、心を慰めることもなかっ
たからでしょうか、亡くなってしまいましたので、またしても帝
は、悲しいことだとお思いになります。

４４
�ՌϭϬ̩ف�Ω΍ί٬ηـ�΋̳�ϭ٫�̶Ϡϳ̯΍�έϬ̡�̶ϧΎϧ�̶̶̯ل�ϧϳΟ�Ώ΍ف�γ�ΎϳϧΩ�α΍�̶ϬΑ�ϩϭ�ϭΗ�Ύ٫έ�؏ϳ٬ϧ�΍έΎ٬γ�̶΋ϭ̯�Ύ̯ف

�γΑ�ϝ̶̩ل���ϡϏ�έϬ̡�έ̡��ϩΎηϧ٬η̯ف�΋̳�ΎϬ̩�ϝΩΎΑفل

45　若宮七歳の読書始めの
後は、その聡明さと美貌に
弘徽殿女御も感服
「今は内裏に～」（1844 ／
一九⑪／三八）

若君七つに成給へば、文はじめせさせ給て、 《光源氏 ( 若君 )》は《七歳》になりましたので、読書始めの儀式
をして、

４５
΋ϭ٫�ΏϳέϘΗ�̶̯�̶ϧϳηϧ�ΏΗ̰ϣ�̶̯�α΍�ϭΗ�΍ϭ٫�Ύ̯�ϝΎγ�ΕΎγ�ϩΩ΍ί٬η�ΎՌϭϬ̩�ΏΟ̶ل

46　若宮は二人の皇女方よ
り優雅で学問や音曲にも秀
でる超人さを発揮
「女御子たち～」（1904 ／
二〇②／三九）

御がくもんはさる物にて、琴笛のねにも、雲井をひゞかし給へり。勉強はいうまでもなく、琴や笛といった楽器もよくできて、宮殿
の人々を驚かせました。

４６
��ϝΣϣ�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�ΕέΎ٬ϣ�έϭ΍�ΕϳϠΑΎϗ�̶̯�α΍�̶ϬΑ�؏ϳϣف�ϧΎΟΑ�̵έγϧΎΑ�έϭ΍�ρΑέΑ̰؟�ϠΑ�؏ϳϣف�ϧϫ̡֐�ϑέλ؟�ϧ�

�ϧ٫έ�؏ϳϣف�ϟ΍ϭف�ΗΎΟ�ϩέ�ϥ΍έϳΣ�Ώγف�ϬΗفل

47　高麗の相人は鴻臚館で
右大弁の子として来た若宮
を観て不思議がる
「そのころ～」（1955 ／二〇
⑥／三九）

其比こまうどのさうにん奉りて、 そのころ《高麗人の相人》がやってきて、 ４７
ϧΎϣί�α΍ف�γ�Ύϳέϭ̯�؏ϳϣف��Ύϳ΁�αΎϧη�ϩέ٬̩�̮ϳ΍ل

48　「弁も、いと～」（2019
／二〇⑬／四〇）

ナシ ナシ ナシ
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49　「帝、かしこき～」（2075
／二一⑤／四〇）

ナシ ナシ ナシ

50　帝は宿曜道の判断も参
考に、若宮を皇位継承権の
ない源氏にと決断
「際ことに～」（2120 ／二一
⑩／四一）

此君のざえかしこく、かたちのきよらなるにめで奉りて、ひかる
君とつけ奉り、をくり物どもさゝげけり。此君をたゞ人にはあた
らしけれど、源氏になしたてまつるべくおぼしをきてたり。

この《光源氏 ( 若君 )》の学問の才能がすぐれていて、《容姿も美
しい》のをほめたたえて、「光る君」と名付け、贈り物などを差
し上げました。帝は、この〈光源氏 ( 光る君 )〉を皇族から外す
のは惜しいけれど、源氏の名字をつけて、臣下にするように決め
ました。

�５０
�ՌϭϬ̩�ϩϭف�Ω΍ί٬ηـ�Ηέ̯�ϑϳέόΗ�̶̯�̶ΗέλΑϭΧ�̶̯�Εέϭλ�ϭ�ϝ̰η�έϭ΍�ΕϳΣϼλ�̶ϣϠϋ�̶̯ف�΋ϭ٫ف

γ΍ف���α΍�έϭ΍�ΎϳΩ�ϡΎϧ�Ύ̯��ϥηϭέ��̶ϧόϳ��ϭέΎ̰ϳ٫̯ف�γ�Ε٬Α�ϬΗΎγف�ϔΣΗف�ϳ̯�εϳ̡فل

�ϭ�̮η̯ف��؏ϭ̳ϭϟ�̶٫�Ύϧ٫έ�ϩΩ΍ί٬η�Ύ̯�α΍�έϭ΍�ΎϬΗ�؏ϳ٬ϧ�Εγέ̡έγ�̶΋ϭ̯�Ύ̯���ϭέΎ̰ϳ٫��ϩΩ΍ί٬η�؏ϳϣ�έΎΑέΩ�

�ϭέΎ̰ϳ٫��ϬΗΎγ̯ف��αϭγϓ΍�ϩΎηϧ٬η�΍Ϋ٬ϟفل�΋ΎΟ�Ύϳ̯؟�ϧέέϘϣ�Ω٬ϋ�̶ϟϭف�γ΍�؏ϳ̯؟�٬̯�ΎϬΗ�ΎΗϧΑ�ΙϋΎΑ�Ύ̯؟�Αη�

ϝϣΎη�؏ϳϣ�̶٫Ύη�Εϳϋέ�̶ϧ̡΍�έ̯ـ�Ω�ϡΎϧ�̶ϧ΍ΩϧΎΧ�Ύ̯��̶Οϧϳ̳ف��γ΍�έϭ΍ف�ϧέ̯�ΝέΎΧف�γ�ϥ΍ΩϧΎΧ�̶٫Ύη�ϭ̯�

ϧέ̯ف�Ϡλϳϓ�Ύ̯؟�Ύϳ̯ل
ナシ 7丁裏

絵
〈絵２〉光源氏七歳のときに、迎賓館で、光源氏が高麗の相人に
占いをしてもらっているところ（７丁裏）

絵２
έϭ΍ف�ϓΎϳϗ̶��̯ف�Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ؟���٫ϟΎγ�ΕΎγ�αΎϧη�ϩέ٬̩�̶΋Ύϳέϭ̯�؏ϳϣف�ϧΎΧ�ϥΎϣ٬ϣ�̶٫Ύη��˻�έϳϭλΗ�˻�

έηΑـ�٫�Ύ٫έ�Ϭ̰ϳΩ�ϭ̯فل
51　更衣が忘れられず世を
疎ましく思う帝に、先帝の
四の宮の噂が届く
「年月にそへ～」（2147 ／
二一⑬／四一）

8丁表
年月にそへて、御休所の御事わすれさせ給はず、御心なぐさむか
たなし。先帝の四の君、御かたちすぐれ給へる事を、ないしのすけ、
そうして奉らせ給へり。〔割・其を藤つぼと／申也〕
（「年月」から 8丁表）

年月が過ぎても、帝は、〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉のことを忘れる
ことがなく、心をなぐさめることもできません。前の天皇の四番
目のお姫さまで、見た目がとても美しいということを、〈典侍〉
という女官が、主人である帝に伝えました。〔その人を、〈藤壺〉
といいます。〕

５１
̶Ϭ̯Ω�̶ϬΑ�̶ϬΑ΍�ϩΎηϧ٬η�έϭ΍�Ύ̰γ؟�ϧ�ΎՌϣ�ϭ̯�ΩΎϳ�̶̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�̶ϬΑ�Εϗϭ�έ̴ϣفل�΋̳�έί̳�ϝΎγ�Ύ٫�ϝΎγ�

�ΎϬΗ�ΎΗ٫έ�̶٫ل�ϧ�ίϳϧ̯�̶٫Ύη�̮ϳ΍ف�ϧ̡΍ف��ΎϳΎΗΑ�ϭ̯�ϩΎηϧ٬η�̮ϟΎϣ̯؟�Ω΍ί٬η�̶ϬΗϭ̩�̶̯�ϩΎηϧ٬η�ϕΑΎγ̵�̯ف

�Α�̶̯�ϥγΣ֐٫�Εέ٬η�̵فل�γ΍�ΩόΑ�؏ϭϧΩ�Ϭ̩̯ف�Ϡϣ�έϭ΍�Ύϳ̳�Ύϳ̯�εϳ̡�؏ϳϣ�έΎΑέΩ̰؟��ϧϼ٬̯��ϭΑϭγΗ�̶Οϭϓف

�ϟ̴̶ل

��
52　典侍は先帝の四の宮を
亡き更衣に生き写しだと奏
上し帝の気を引く
「母后世になく～」（2173 ／
二二②／四一）

昔の御休所によく似給て、 昔の〈桐壺の更衣 ( 御息所 )〉によく似ていて、 ̶ϬΗ�έϳϭλΗ�̶Η̳ΎΟ�̶ΗϳΟ�̶̯��ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯��̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁̰؟�Ϡϣ؟�ϳ

53　「母后、「あな～」（2233
／二二⑧／四二）

ナシ ナシ ナシ

54　「さぶらふ人々～」
（2264 ／二二⑫／四二）

ナシ ナシ ナシ

55　藤壺は皇女の身ゆえに
誰に気兼ねもなく、帝の寵
愛もしだいに移る
「これは人の～」（2295 ／
二三②／四三）

人のきはもまさり給へば、をのづから御心うつりにけり。 身分も高いので、帝は、〈藤壺〉に自然とお気持ちが移っていき
ました。

̶̯��ϭΑϭγΗ�̶Οϭϓ̰؟��Ϡϣ؟�Ηγ٫΁؟�Ηγ٫΁�ϝΩ�Ύ̯�ϩΎηϧ٬η̶�̯؟�ϬΗ�ΕΎΑ�̶̯�Εέρϓ؟�ϳل�ΎϬΗ�έΗ�ΩϧϠΑ�ϩΩ٬ϋ�Ύ̯�α΍�έϭ΍�

�ϧϭ٫�ϝ΋Ύϣ�ϑέρف�Ύ̴ϟل

56　源氏の君は常に父帝の
傍にいて、若く美しい藤壺
の姿を透き見する
「源氏の君は～」（2327 ／
二三⑤／四三）

源氏の君は、みかどの御あたりさり給はねば、藤つぼにもしげく
わたり給ふ。

〈光源氏〉は、帝の近くから離れないので、〈藤壺〉のところにも
《帝》と一緒によくついていきます。

５８
̶̯��ϭΑϭγΗ�̶Οϭϓ̰؟��Ϡϣ�ϬΗΎγ̟�̯ف�ΎΑ�έϭ΍�ΎϬΗ�ΎΗ٫έ�؏ϳ٬ϧ�̲ϟ΍�̶ϬΑ̯ف�γ�̟ΎΑف�ϧ̡΍��̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫�ϭ�

�ϥϣϠ̩̯ف�ΎϬΗ�ΎΗέ̯�ΎϳΎΟ�έΛ̯΍�̶ϬΑ�έΩϧ΍ل

57　「母御息所も～」（2370
／二三⑨／四三）

ナシ ナシ ナシ

58　「上も、限りなき～」
（2396 ／二三⑪／四四）

ナシ ナシ ナシ
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59　弘徽殿と藤壺が険悪な
中、世の人は光る君とかか
やく日の宮と賞讃
「こよなう～」（2433 ／二四
①／四四）

光君に立ならび、御おぼえもとり／ ＼゙なれば、かゞやく日の宮
ときこゆ。

〈光源氏〉と〈藤壺〉は、《帝》にそれぞれにとても愛されているので、
〈藤壺〉のことを、〈光源氏〉の「光る君」に対して「輝く日の宮」
とも呼びました。

５９
ϭέΎ̰ϳف��٫γ؟�Οϭ�̶̯�ϥγΣ̯ف��α΍�ϭ̯��̶Οϧϳ̳��̱ϭϟ�Ρέρ�αΟل�ΎϬΗ�ΎΗ٫Ύ̩�Ε٬Α�ϭ̯�؏ϭϧϭΩ�ϥ΍�ϩΎηϧ٬η�

Η٬̯��̶Οϧϳ̳ف�ϬΗف�Ϡϣ�ϥϳγΣ�α΍�Ρέρ�α΍̰؟�Ϡϣ���ϭ̯̰؟�ϧ٬̯��ΩϳηέϭΧف�ϟ̴فل

60　光源氏は十二歳で兄東
宮に劣らぬ元服の儀式を帝
の主導で執り行う
「この君の～」（2483 ／二四
⑤／四四）

源氏の君、十二にてげんぶくし給ひ、 《光源氏》は、《十二歳》で《元服》と呼ばれる成人式をして、 ６０
�̶΋ϭ٫�ΩϘόϧϣ�ΏϳέϘΗ�̶̯ف�ϧϭ٫�ώϟΎΑ̶��̯ف�Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫���؏ϳϣ�έϣϋ�̶̯�ϝΎγ�ϩέΎΑ

61　「おはします～」（2537
／二四⑩／四五）

ナシ ナシ ナシ

62　「かうぶり～」（2580 ／
二五①／四五）

ナシ ナシ ナシ

63　左大臣は娘を春宮では
なく光源氏の元服の添い臥
しに心積もりする
「引き入れの～」（2623 ／
二五⑥／四六）

ひきいれの大臣の、みこばらの姫君を、そひぶしにとさだめ給ふ。
〔割・其あふひの上也〕

《左大臣 (引き入れの大臣 )》の娘で、皇女の母親をもつお姫さまを、
妻にすることが決定しました。〔その妻が〈葵の上〉です。〕

６３
ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ�̵ΩΎη�̶̯�α΍�έϭ΍؟�γ��̶΋΅΁��̶ՌϳΑ�̶̯ف�ρف�ϬΗ�̵Ω΍ί٬η�ΩϭΧ�؏Ύϣ�̶̯�αΟ�̶΋̳�ϭ٫̶ل�

64　「さぶらひに～」（2658
／二五⑨／四六）

ナシ ナシ ナシ

ナシ 8丁裏
絵

〈絵３〉光源氏十二歳のときに、宮殿で光源氏が元服の儀式をし
た場面（8丁裏）

˼�έϳϭλΗ�έϳ��ϟΎγ�ϩέΎΑ؟��Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫̶��̯ف�ϧϭ٫�ώϟΎΑف�΋ϭ٫�ΏϳέϘΗ�̶̶̯ل

65　左大臣は帝から二人の
結婚を催促されると返歌で
応諾して拝舞する
「御盃のついで～」（2703 ／
二五⑭／四七）

9丁表
〈御〉
　　いときなき　はつもとゆひにながきよを　ちぎるこゝろは
むすびこめつや
左大臣御返し。
　　むすびつる　心もふかきもとゆひに　こきむらさきの　いろ
しあせずは
（〈御〉から 9丁表）

〈帝〉
　　いときなきはつもとゆひにながきよを
　　ちぎるこゝろはむすびこめつや
〈左大臣〉は返事として次のように歌を詠みました。
　　むすびつる心もふかきもとゆひに
　　こきむらさきのいろしあせずは

６５
ϧ�ϩΎηϧ٬η�έ̡�ϊϗϭϣ�α΍ف�ϳ؟�Ύ٬̯�έόηل

̶ϬΑ�ΎϋΩ؟�ϳف�ϧ�ϡΗ�Ύϳ̯�ΏΗ�ΎϳΩ�ϫΩϧΎΑف�γ̳ف�ΎϫΩ�ϭ̯�؏ϭϟΎΑ̯ف��ϝϔρ�ώϟΎΑΎϧف�ϧ�ϡΗ�ΏΟ��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

ϧΎϣ̴̶�̯؟�ϳ؟�ϭϧ΍έϬ̳�؏ϭϧϭΩ�Ύ̳ΎϫΩ؏�̯ف�Ηηέف�ηϳϣ٫�ϭ̯؟�̯ف�ϳϟف�Ω�ϫΩϧΎΑ�ρϭΑοϣـل

ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ؟�ϧف�ΎϳΩ�Ώ΍ϭΟل

ϩϭ�ΎϬΗ�Ύϳ̯�ϩΩϋϭ�ϭΟ�ϬΗΎγ̯ف��ιϭϠΧف�ϧ�؏ϳϣ�Εϗϭف�ΗϫΩϧΎΑ�Ύ̳ΎϫΩ�Ύ̯�̲ϧέ�̶ϧ̴ϧϳΑـ�έ٬̳��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

ηϳϣ٫؟�٫έ�έ΍έϗέΑف�ϳρέηΑ�Ύ̳̰؟�ΎϫΩ�α΍̳ف�ϧ�ϝΩΑ�̲ϧέ�Ύ̯؟�΋ΎΟفل

66　左大臣や親王たちは禄
を賜い、この日の元服の儀
式は春宮より盛大
「左馬寮の～」（2730 ／二六
④／四七）

左のつかさの御馬、蔵人所の鷹すへて、給り給ふ。みはしのもとに、
上達部みこたちつらねて、ろくどもしな／ ＼゙に給り給ふ。

左馬寮という役所が所有する馬に、蔵人所という役所が所有する
鷹を添えて、〈左大臣〉にあげました。宮殿の階段のところに、
上級の貴族や親王たちが立ち並んで、引出物などを位に応じて帝
からもらいます。

６７
΍έ̰η�̮ϳ΍ف�γف�ϧΎΧ�έΎ̰η�̶٫Ύη�έϭ΍�΍֐ϭϬ̳�̮ϳ΍ف�γ�ϝΑρλ΍�̶٫Ύη�ϭ̯؟�ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭف�ϧ�ϩΎηϧ٬η�

ϑλ�̮ϳ΍�؏ϳϣ�έΎυΗϧ΍ف�̯ف�ϔΣΗ�̶ϬΑ�΍έϣ΍�έϭ΍ـ�Ω΍ί٬η�έ̴ϳΩ�έ̡ف�ϧϳί̯ف��ϝΣϣفل�ϳΩـ�Ω�؏ϳϣف�ϔΣΗ�

�Ϭ̯�έ̯�ΎϧΑ֐ـ�΋̳�ϭ٫ف�ϧ�ϩΎηϧ٬η�έϭ΍ف�Ω٬ϋ�ϭ̯�Ώγـ�̯ف�ϔΣΗ�ϕΑΎρϣ؟�Ωـ�ΎϳΩل

67　元服した光源氏は左大
臣邸に迎えられ、娘の葵の
上と初々しく結婚
「その夜～」（2768 ／二六⑧
／四七）

その夜、おとゞの御里に源氏の君まかでさせ給ふ。〔割・源は
十二才／あふひは十六也〕

その夜、〈左大臣〉の家に〈光源氏〉は行きました。〔〈光源氏〉
は十二歳、〈葵の上〉は十六歳です。〕

６８
έϭ΍�Ύ̯�ϝΎγ�ϩέΎΑ��̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳل��٫Ύϳ̳�؏ϳϣ�̶ϠϳϭΣ�̶̯؟�ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ��̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫��ϭ̯�Ε΍έ�̶γ΍�

�ϟϭγ��̶΋΅΁؟�ϬΗ�̶̯�ϝΎγ̶ل

68　「この大臣の～」（2800
／二六⑫／四八）

ナシ ナシ ナシ

ナシ
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69　左大臣家の蔵人少将は
右大臣家の四の君と政略結
婚して牽制し合う
「御子ども～」（2833 ／二七
①／四八）

おとゞの子蔵人少将には、右大臣殿の四の君をあはせ給へり。 〈左大臣〉の息子の〈蔵人少将〉は、〈右大臣〉の〈四の君〉と結
婚することになりました。

６９
�ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ؟�̯ف�ՌϳΑف�ϟϭΩϟ΍�ϥϳϣϳ�έϳίϭ�̵ΩΎη�̶̯؟�γ�̶ՌϳΑ�̶ϬΗϭ̩�̶̯ف�ρف�΋̳�ϭ٫̶ل�

70 光源氏は藤壺を理想の女
性として慕って想い悩み、
葵の上とは疎遠
「源氏の君は～」（2863 ／
二七④／四九）

9丁裏
源氏の君は、うへのつねにめしまつはさせ給へば、心やすく里ず
みもし給はず。藤つぼの御ありさまをたぐひなしとおぼし、さや
うならん人をこそ見め、にるものなくもおはしけるかなとおぼせ
ば、おほいどのゝ君には心もつかず。
（「里ずみ」から 9丁裏）

〈光源氏〉は、帝がいつも自分の側近くにお呼びになるので、ゆっ
くりと〈左大臣〉の家に落ち着くこともできません。〈光源氏〉は、
〈藤壺〉のことを世の中にめったにないものと思って、〈藤壺〉の
ような女性と結婚したい、〈藤壺〉と似ている女性もいないなあ
と思うので、〈葵の上 ( 大殿の君 )〉とはあまり親しくなりません。

７０
�ϧ̡΍�ϭ̯��̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫��̶ϬΑ�Ώ΍�ϩΎηϧ٬ηف�ϳϟ�α΍�ΎϬΗ�ΎΗ٫Ύ̩�ΎϧϬ̯έ�αΎ̡ف�ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ�ϭ̯�α΍؟�̶̯

ϩϭل�ΎϬΗ�ΎΗ̴ϟ�؏ϳ٬ϧف�γ��̶΋΅΁��ϝΩ�Ύ̯�α΍�̶ϬΑف�γϳϭل�ΎϬΗ�ΎΗϠϣ�؏ϳ٬ϧ�Εϗϭ�Ύ̯ف�ϧέ٬ϬՌف�γ�ϡ΍έ΁�؏ϳϣ�̶ϠϳϭΣ�

̵ΩΎη�̵έϳϣ�εΎ̯٫فل��έϳυϧف�Α�̶όϗ΍ϭ��ϭΑϭγΗ�̶Οϭϓ̰؟��Ϡϣ̯؟���ΎϬΗ�ΎΗ̩ϭγ�؏ϳϣ�؏ϭϳ΋΍έ٬̳�̶̯�ϝΩف�ϧ̡΍�

ϟ�̶γϳ΍�̶ϬΑ֐γ�̶̯ف�Ηϭ٫̶ل�ϟ�̶γϳ΍�έΧ΁�έ̴ϣ֐٫�̶̯ف�ˮ؏Ύ٬̯"ل

71　宮中での光源氏は藤壺
の存在を慰めとし、左大臣
家は温かく気遣う
「大人になり～」（2912 ／
二七⑨／四九）

おとなになり給てのちは、有しやうにみすの内にもいれ給はず。
御あそびのおり／＼、ことふえのねにきゝかよひ、ほのかなる御
こゑなぐさめにて、内ずみのみこのましうおぼえ給ふ。

大人になってからは、子供の時のように〈藤壺〉と同じ御簾の中
にも入れません。合奏をする時々に、琴や笛の音色に気持ちをこ
め、かすかに聞えてくる〈藤壺〉の声を慰めにして、〈光源氏〉
は宮殿でばかり過ごしています。

７１
�ϧϭ٫�ώϟΎΑف�̯ف�Ϡϣ�ϩϭ�ΩόΑ̰؟��ϳϣ�ϥϣϠ̩�̶̯��ϭΑϭγΗ�̶Οϭϓ؏�Ϡ٬̡ف�ϳ٬ϧ�ϝΧ΍Ω�Ρέρ�̶̯؏�ΎϬΗ�ΎΗ̰γ�ϭ٫ل�ϳϟ�α΍ف�

�ϳϣ�̶̴ϣϐϧ�̶Ϡϳέγ�̶̯�̵έγϧΎΑ�Ύϳ�ρΑέΑ�ϭ̯�ΕΑΣϣ�̶ϧ̡΍�ϭΗ�ΎϬΗ�ΎΗΎΟΑ�ίΎγ�ϩϭ�ΏΟ؏��έ̯�̲ϧ٫΁�ϡ٫̯ف�Ϡϣ̰؟�̯ف

�ϧΎ̩ϧ٬̡�αΎ̡ف�ΎϬΗ�ΎΗέ̯�εηϭ̯�̶̯ل��ϥϣϠ̩�̶ϬΑ̯�̶ϬΑ̯�έϭ΍̯ف�γ�έΩϧ΍ف�Ηγ٫΁؟�Ηγ٫΁؟�ϧϳΩ�̶΋Ύϧγف�Ϡϣ�̶ϟ΍ϭ̰؟

�γ�ί΍ϭ΁�̶̯ف�ΎϬΗ�ΎΗέ̯�ϝλΎΣ�ϥϳ̰γΗل�ϧΎϧ̩̩؟���ηϳϣ٫��̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫؟�ϳϣ�ϝΣϣ�̶٫Ύη؏�ΎϬΗ�ΎΗ٫έ�̶٫ل

72　「内裏には～」（2976 ／
二七⑭／五〇）

ナシ ナシ ナシ

140326_ 伊井小見出し付加 ナシ ナシ ナシ
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◆ 編集後記

　『海外平安文学研究ジャーナル』第 4号をお届けします。
　今号は、近年、経済成長が著しいインドに関する論稿を集中的に掲載
しました。サヒタヤアカデミーが主となって取り組んだインドの 8言
語に翻訳された『源氏物語』について、および最近のインド事情に関す
る論稿です。
　そして『源氏物語』に関しては、第 6回の研究会において『十帖源氏』
をとおして扱ったロシア語についての論稿も掲載することができまし
た。大正時代の翻訳と、古典からの翻訳が存在する貴重な言語の 1つ
です。
　また、初年度から継続的に取り組んでいるスペイン語訳に関しては、
著名な平安文学のひとつと言える『伊勢物語』に関する論稿を掲載しま
した。まさに、大陸の東から西までを網羅するラインナップとなってお
ります。最終年度を目前に控えたふさわしい内容となりました。
　年度末というご多忙の中、原稿をお寄せくださった方々にこの場を借
りてお礼を申し上げます。第 5号もよろしくお願い致します。

（淺川槙子）

　今回は、ヒンディー語とウルドゥー語という、ふだんなじみの少ない
言語での DTP を担当しました。このふたつの言語は、会話ならお互い
通じるのに、書き表すと文章始まりの方向、文字の種類など、まったく
類似性がないかのように見えることに驚かされました。「伝える」ツー
ルとしての役割だけでなく、言語には文化や歴史、使用する民族の想い
といったさまざまな事柄が内包されていることを実感した次第です。
　初めて知ることも多く、行き届かない部分もあるかと思います。こう
したことをよく理解して、５号以降の編集に当たりたいと考えています。
今後ともよろしくお願いいたします。

（加々良恵子）
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